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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その国、黄金と深しん緑りよくの波にたゆたう賢けん王おうの国。





　彼の国に英えい雄ゆう在あり。


　名をファノヴァール、そは国の護まもり手たる称しよう号ごうとして受け継つがれし名。





　その名を冠かんし騎き士し、常に人々のために剣けんを振ふるう。


　草原で敵を蹴け散ちらし、森で殿しんがりを務め、橋をただ一騎で守り抜ぬく。


　その背は常に味方に向けられ、その胸は常に敵にさらされたもう。





　彼の騎士、八十年の長きに亘わたり、常に人々のために在り続けり。


　名は変わり、姿は違たがえども、その志は微み塵じんも揺ゆらぐことなく。












　序章







　その日、トゥールスレン城じよう砦さいの屋上には、ある少女の人ひと影かげがあった。


　もっとも、彼女をただの少女と呼ぶにはあまりにも奇き妙みような点が二つある。


　一つ、少女の足は地についていなかったということ。


　二つ、その少女の姿を見ることは、ごくわずかな例外を除いて誰だれにもできなかったという点である。


《……奇妙な事態になってきたものだ》


　少女の形をした精せい霊れい──パンドラは、感かん慨がい深げにそう呟つぶやいた。


　北の侵しん略りやくによって、この地ではこれから大きな争いが起こる。それはパンドラとその主あるじにとっては本ほん懐かいだ。


　だが、一度大きな争いが起これば、あらゆる事象が捻ねじれ合ってしまう。黄たそ昏がれの主はこの世で起こったすべての事象を見通すことができ、そこから未来を推測することはできるが、未来そのものが見えるわけではないし、人の心の中までは見えない。


　事象が捻じれ合えば捻じれ合うほどに、すべては黄昏の主の手をも離はなれていく。やがて争いが終しゆう焉えんを迎むかえたとき、どのような人の世が生まれるかはもはや誰にも分からないのだ。


　しかし、黄昏の主でさえ分からないからこそ、パンドラにとっては興味深い状じよう況きようでもあった。


《さて……。我わが契けい約やく者は、果たしてどのような未来を摑つかみ取るのであろうな》


　パンドラの力と、アレスの武ぶの才能が合わされば、血で血を洗う戦場もただ武ぶ勲くんを得るだけの舞ぶ台たいに成り下がる。来きたるべき争いが終焉を迎える頃ころには、アレスの名は大陸中に響ひびき渡わたり、その地位も立場も大おお幅はばに強化されるだろう。


　そのとき、あの朴ぼく念ねん仁じんはどのような道を辿たどるのか。パンドラとしては、楽しみでならなかった。
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　第二次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せんと呼ばれることとなる戦いの翌日。


　解放軍の客分──事実上の人質──となったクラウディア王女は、トゥールスレン城砦の一室で初めてアレスからその事実を聞かされることとなる。


「なんだと!?　北が……レアニールが、また攻せめてきたというのか!?」


　クラウディアがベッドから跳はね起きて驚おどろくのは当然の反応だった。せっかく身を挺ていしてこの城砦を巡めぐる戦いを止めたというのに、また新たな争いの火種が生じたというのだから。


　その胸中の悲しみはいかばかりか。やはり、いくら「じっと寝ねているのは退たい屈くつだ、何か話をせい」などと言われても、病人の身であるクラウディアにこんなことを話すべきではなかったのではとアレスは悔くいた。


「クラウディアさま。お体に障さわります、どうかあまり興奮なされませんよう」


「あ……う、うむ」


　手を貸してクラウディアの体をベッドに横にたえる。その華きや奢しやな肩かたは触ふれただけでも壊こわれそうで、アレスをびくびくさせた。


　この日、クラウディアは朝から体調の不調を訴うつたえていた。無礼を承知で額に手を当てると、やはりというか熱があった。


　原因はいくらでも考えられた。王都からここまでの慣れない野営の日々。しかも、クラウディアは戦いくさを止めなければと常に精神が張り詰つめていた状態にあった。その状況が、一三歳さいの少女の体に相当な疲ひ労ろうを強しいるものだったことは容易に想像できる。ジェレイドとの会談が終わり、ようやく目的を果たせた結果、その疲つかれが一挙に出たのだろう──とは、ジェレイドが医者として連れてきてくれた修道士の言である。


　もっとも、やはり若さゆえだろう、朝方こそかなり調子が悪いようだったが、半日も寝ると熱もだいぶ下がったのは幸いだった。


「しかしアレス。おまえもいつまでもわたしの傍そばにいなくていいのだぞ。病気がうつってしまうではないか」


「ご安心ください。私は今まで一度も風か邪ぜを患わずらったことがないというのが密ひそかな自じ慢まんなのです」


「そ……そうか。いや、うん、健康なのはいいことだな」


　なぜか伏ふし目がちにクラウディアは呟いた。


「まあよい、ならばアレス。話を続けよ、レアニールの軍勢はいつ頃ごろこの国に来るのだ？」


「申し訳ありません、私も昨日聞いたばかりですのでそこまでは……」


「それもそうだな、おまえはずっとわたしと一いつ緒しよにいたのだし。しかしこれでようやく合点がいったぞ、なぜこの城砦を巡る戦いがあれほど早く始まったのかがな」


　このトゥールスレン城砦を攻せめ落とそうとしていた王国軍は、城砦を完全包囲しての長期戦の構えを見せていた。しかし突とつ如じよとして戦略を転向、城砦を強きよう襲しゆうしたのである。その原因が、北の侵略という状況の変化にあったのだ。


「クラウディアさま。私はずっと考えていたのですが、この北の侵略は、実はジェレイドが手を回した結果なのではないでしょうか」


　それはアレスが知っている明白な事実である。パンドラというこの世すべてを見通す力を持っているらしい精霊の言だ、間違いない。しかし、その情報源を明かせないがゆえに、推測という形でしか口にすることができない。


　意外な話だったのか、クラウディアは一いつ瞬しゆんだけ驚いたような顔をしたが、すぐにまた平静さを取り戻もどした。


「アレス、滅めつ多たなことを口にするものではない。証しよう拠こもないのに人を謗そしるようなことは慎つつしめ」


「は、申し訳ありません」


「いや……。おまえの言いたいことは分からなくもない。確かに、北の侵略によって利益を得る者がいるとすれば、ジェレイドはその一人だろう。だが、今は同じ国に住む者同士でいがみ合うようなことはすべきではない。少なくともジェレイドが我らの味方を標ひよう榜ぼうする限りはな」


「はい、分かります」


「よし」


　クラウディアはアレスの反応に一度だけ微び笑しようを見せた。


　しかしすぐさま悲しげな目をして、部へ屋やの窓から見える緑の山々を見つめる。


「それにしても……なぜ誰も彼もがこうも争いを望むのだろうな。これでまた多くの血が流れるであろうに」


「…………」


　アレスには元気付ける言葉の一つも浮うかばなかった。


　北の残ざん虐ぎやくさは、ベールセール王国の住人ならば誰もが知っている。特に、自らの欲望を満たすためならばどんな汚きたないことでもやってのける傭よう兵へいたちの恐きよう怖ふは。


　北の先兵として使われる彼らは、戦役が勃ぼつ発ぱつする度たびにベールセール王国に侵しん入にゆうし、人々を傷つけ略りやく奪だつを行ってきた。アレスの父や祖父──歴代のファノヴァール家当主たちは、その度に人々を救うべく剣けんを振ふるってきたのだ。


　当然、四代目当主たるアレスにもその義務があった。しかし、今のアレスにはクラウディアを守る義務があり、容易にその傍を離れることはできない。ただでさえ、この城砦の主はあの悪あく辣らつなジェレイドなのだ。そんなところにクラウディア一人残していけば何をされるか分かったものではない。


　自分は一体どうすべきなのか。簡単に答えが出そうにない疑問を抱いだいたアレスは、自然と押おし黙だまってしまった。


　二人の間に落ちた沈ちん黙もくを破ったのは、コンコンと戸を叩たたく乾かわいた音だった。


「誰だ？」


　すかさずアレスが誰すい何かする。必要とあれば瞬時に剣を抜ける態勢を取りつつ。


「ちょっといいか？　少し挨あい拶さつがしたくてな」


　それはまったく聞き覚えのない、若い男の声だった。


　この城砦でアレスとクラウディアの世話をしてくれているのは、ジェレイドなりに気を遣つかってくれた結果なのだろうか、大おお柄がらな兵士などではなく、二人の少年と少女だった。これが人どころか虫も殺したこともなさそうな子供で、さすがのアレスも警戒する気にすらなれないほどだった。しかし、今聞こえてきた声はそれとはまったく違う。


「構わぬ、入られよ」


　アレスの警戒をよそにクラウディアが許可を出すと、短い礼の言葉と共に扉とびらが開く。


　入ってきたのは、声の響ひびき通り若い男だった。間ま違ちがいなく武の心得があるのだろう、体は大きく、物もの腰ごしもどっしりとして揺ゆらぐ様子がない。


「何用だ？」


　アレスの声に一層警戒感がこもる。


　そのことを察したのだろう、男は敵対するつもりはないと言いたげに、両手を広げた。


「ああ、俺はルークという。ちょっとあんたたちと顔を合わせておきたいと思ってな。いや、会いたがってるのは俺おれじゃないんだが」


　今ひとつ要領を得ないことを言うと、ルークと名乗った男は入ってきた扉を振り返った。


「おい、いい加減入って来い。ここまできて尻しり込ごみしても仕方ないだろうが」


「……むー」


　ルークに腕うでを引っ張られ、アレスと同じような警戒感を漂ただよわせて入ってきたのは、一人の少女だった。


　それが誰かを、アレスは知っていた。


　腰までもある長い髪かみをたなびかせ、どことなく浮うき世よ離ばなれした衣い装しようを身にまとう、神秘的な少女。かつては黒くろ魔ま術じゆつでアレスを負傷させたこともある、ジェレイドに次ぐ反乱軍の重要人物。
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「知り合いか、アレス？」


　クラウディアの問いかけに、アレスは小さく頷うなずいた。


「はい。〈風の戦いくさ乙おと女め〉です」


「ほう、なるほど。そなたがそうか」


〈風の戦乙女〉は、腕組みしてアレスたちを値ね踏ぶみするように見ながら部屋へと入ってきた。そして、ベッドの上で身を起こそうとするクラウディアを手で制する。


「そのままでいいわよ、ちょっと挨拶しにきただけだし。初めまして、クラウディア王女。それから……久しぶりね、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉」


　アレスは〈風の戦乙女〉の視線を正面から睨にらみ返した。


「何の用だ、〈風の戦乙女〉」


「そう、それ、そのことよ。あたしは一応あんたの本名を知ってるわ。でも、あんたはあたしの本名って知ってるのかしら？」


「…………」


　アレスは目を白黒させた。


　そういえばジェレイドと話をしたときに聞いたような覚えもあるが、〈風の戦乙女〉という名前の方ばかり印象に残っていたせいか今ひとつはっきりしない。


　そんなアレスの様子を見て、〈風の戦乙女〉が嘆たん息そくする


「ほら、やっぱりね。だから、今のうちに自じ己こ紹しよう介かいの一つもしてこいってジェレイドに言われたのよ。今は一応敵対してるわけじゃないしね。それに、あたしも王女さまには直じかに会ってみたかったし」


「なるほどな。それにしては随ずい分ぶんと警戒しているようだが」


「当然でしょ。こんな狭せまいところであんたが変な気を起こしたら、いくらあたしでも殺されかねないし」


「侮ぶ辱じよくだぞ、それは。私は騎き士し道どうを志す者だ。戦場でならともかく、このような場所で不意打ちのような卑ひ怯きような真ま似ねをすることはしない」


「さて、それはどうかしら？　世の中には弱いものを虐いじめるのが趣しゆ味みな騎士もたくさんいるみたいだけど」


　頭に血が昇のぼるのを自覚する。さすがに騎士として、その言葉を黙だまって受け入れることなどできなかった。


　しかし、アレスが言い返すより先に、ルークが嘆息と共にミーアの肩かたに手を置いた。


「その辺にしとけ。別に喧けん嘩かしにきたわけじゃないんだろ？」


「……それは、分かってるつもりだけど」


　ミーアは親から叱しつ責せきを受けた子供のように唇をとがらせた。


「おまえもだ、アレス」と、クラウディアまでもが言う。「我らは今は敵ではないし、今後もお互たがい敵となるようなことは避さけねばならぬ。態度をあらためよ」


「……は」


　アレスは不承不承頷いた。


　アレスとしては、一国の王女に対するあまりにもぶっきらぼうな〈風の戦乙女〉の言こと葉ば遣づかいさえ注意したいところだった。しかしクラウディアはそれを望まないだろう。ここは引き下がるしかなかった。


「まあいいわ。じゃ、あらためて。あたしの名前はミーア。って言っても、最近じゃ本名で呼ばれることも少ないから、〈風の戦乙女〉って呼んでもらった方がいいんだけど」


「今いま更さら名乗る必要もあるまいが、ここは返すのが礼れい儀ぎであろうな。わたしの名はクラウディアだ。王女というものをやっている」


「あら、ご丁てい寧ねいにありがと。で、そっちの赤い騎士さまは？　あらためて名乗るつもりにもなれないってことなのかしら？」


　そう返されては、アレスとしても応こたえるしかなかった。


「ファノヴァール伯はくアレスだ。他に言うこともあるまい」


「言うことがないってこともないでしょ。あんた、ウチのディオールを殺やったんだし」


「…………！」


　瞬しゆん間かん、空気が張り詰つめた。


　人の名を覚えるのが得意ではないアレスだが、堂々と一いつ騎き打うちをした武人の名を忘れるようなことは決してない。


　ディオール。それは解放軍──当時は反乱軍を名乗っていたが──と王国軍が初めて戦ったとき、アレスが最初に首を切り落とした男の名だった。


　確かに、〈風の戦乙女〉からすれば自分は仲間の仇かたきということになる。ひょっとして彼女がここへ来た本当の目的とは、その仇あだを討うつことではないのか。再びアレスは警戒感を滲にじませた。


　しかし対照的に、〈風の戦乙女〉の態度に変化はなかった。


「そう力まないでよ、別に仇討ちに来たってわけじゃないわ。ディオールのことよ、あんたみたいな武人と戦って死ねてさぞ幸せだったでしょうし。あいつ、色々あって死にたがってたから」


「…………」


　ディオールのことを思い出す。巨きよ漢かんの大たい剣けん使い。言われてみれば、確かに死に場所を求めていたような印象がある。


「それにしても──」


　と、感心したように〈風の戦乙女〉はベッドの上のクラウディアを見た。


「王女さまの方はずいぶん普ふ通つうに接してくれるのね。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉はあたしたちにとって仲間の仇だけど、同じようにあたしとジェレイドは散々王国軍を苦しめてきた元げん凶きようなんだから、てっきり嫌きらわれてるのかと思ってたけど」


「そなたにはそなたの立場があったのだろう。それに手段はどうであれ、そなたは民たみのために立とうとしたのだ。ならば好こう悪おの情など持ちたくはない。これまでも、そしてできることならこれからもな」


「……へえ」


　感心したようにミーアは微び笑しようを浮うかべた。


「自分から人質になりにきたってぐらいだからよっぽど変わり者だとは思ってたけど、やっぱり面おも白しろい考え方するのね」


「それは恐きよう縮しゆくだな」


　王女殿でん下かに向かって変わり者とは何事か──アレスとしてはそう叱責したいところだったが、なんとなくここで口を挟はさむのもはばかられ、結局は口をつむぐ。


「ところで」と、今度はクラウディアが切り出した。「わたしも一つ訊きいてみたいことがあるのだが、いいだろうか？」


「あら、なにかしら？　あたしに答えられることならなんでも答えるけど」


「いや、別にそう大したことでもないのだが、どうにも気になることがあってな。その奇き抜ばつな衣服は、何か特別な意味があるのか？」


「…………」


〈風の戦いくさ乙おと女め〉は、わずかに頰ほおを紅潮させた。


「……ほっといて、ジェレイドの趣しゆ味みよ」


　ぶっきらぼうに答え、それ以上は何も答えたくないと言いたげに顔を背そむける。


「そ、そうか。確かに夏の間はその方が涼すずしそうだしな」


　触ふれてはいけないことに触れてしまったとでも考えたのか、クラウディアが慰なぐさめのようなことを口にする。


「そ、そうなのよ、夏は涼しいし。王女殿下もどうかしら？　この部屋も暑いだろうし、なんだったら貸してあげるけど」


「遠えん慮りよしておこう。そなたほど上じよう手ずに着こなせられる自信はないのでな」


　このとき、アレスが頰を紅潮させていたことに、二人は気づかなかった。クラウディアがその露ろ出しゆつの激しい衣い装しようを着たところを思わず想像してしまったためである。挙あげ句く、自分はなんと不ふ埒らちなことを考えているのだろうと、自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまったほどだった。


　──ええい、それにしてもジェレイドめ！　自らの立場を利用して若い女性にあのような肌はだも露あらわな格好をさせるとは、なんと卑ひ怯きような！


　邪よこしまな妄もう想そうを振ふり払はらうように、そんなことを考える。


「し、失礼します」


　こんこんと戸が叩たたかれ、今度は聞き覚えのある声がした。


　この城じよう砦さい内で自分たちの世話をしてくれているソフィアという少女である。


「どうした、ソフィア？」


　クラウディアが問いかけると、扉とびらの隙すき間まから顔を出したソフィアはおどおどとした態度で答えた。彼女はクラウディアの王女という尊そん称しように萎い縮しゆくしてか、いつもそのような態度を取る。〈風の戦乙女〉も少しは見習って欲しいものだ──とアレスとしては思わずにはいられない。


「あの……クラウディアさまとアレスさまにお客さまが」


「客？　客だと？」


　アレスは思わず問い返していた。


　こんな敵地のど真ん中に知り合いなどいない。一体誰がやってきたというのか。


「よく分からないけど、あたしは消えた方がよさそうね」と、ミーア。「ま、挨拶だけでもできてよかったわ。あんたたちがここにいるならまた話をする機会ぐらいあるでしょうし」


「ああ、そうだな。また会おう、〈風の戦乙女〉よ」


　一方、アレスは何も言えないままミーアを送り出すのだった。





　……〈風の戦乙女〉とルークという男が去り、入れ替かわるように部屋に入ってきた面々を見て、クラウディアとアレスはそれぞれ驚おどろきの声を上げることとなる。


「シオーネ？　シオーネではないか！」


「エレナ!?　それにガルムスまで！」


　現れたのはクラウディアの侍じ女じよシオーネと、アレスの義ぎ妹まいエレナ、従者のガルムスたちだった。


　そして、


「……俺たちは無視かよ」


「…………」


　名前すら呼ばれなかった近この衛え騎士ローランがそう呟つぶやき、その隣となりでアレスの従者となったばかりのレオンが渋しぶい顔をする。


「一体どうしてここにいるのだ、シオーネ」


「まあまあ、そんなに驚かれることもないでしょう、クラウディアさま」と、シオーネは笑って答えた。「後でわたしも必ず行くと申し上げたではありませんか。一国の王女たるもの、侍女の一人も傍そばに控ひかえていなければ格好もつきませんし」


「そうか。すまぬな、正直嬉うれしいぞ」


「とんでもありませんわ。そんなことよりクラウディアさま。ベッドに横になっておられるということは、ひょっとしてお体の調子でも悪いのでしょうか？」


「うむ、ちょっと風か邪ぜを患わずらったらしくてな。まあ問題ない、もうほとんど治った」


「きっと疲つかれが出たのでしょう。それにしても、少々時節の悪いところに来てしまいましたわね」


「うん？　時節が悪いとはどういうことだ？」


　ここでシオーネは、クラウディアにしか聞こえないようその耳元でそっと呟いた。


「ひょっとして、お邪じや魔まだったのではないでしょうか？　せっかくアレスさまにつきっきりで看病してもらっていたというのに」


「ばっ、馬ば鹿か者もの！　そんなことに気を回さなくてよい！」


　思わず声の大きくなったクラウディアだったが、幸いなことにその声がアレスに届くことはなかった。


　アレスはアレスで、半ば呆ほうけたように自らの家臣たちと数日ぶりの対面を果たしていたためである。


「な……なぜおまえたちまでここに？」


　アレスは行き先も告げず、人目を避さけるようにして故郷を出立したのだ。自分の居場所を突つき止められたのも不思議だし、敵地であるこの城砦へやってこれたのも驚きだった。


「おまえの後を追いかけたからに決まってるじゃないか」と、ローランは事も無げに答えた。「ったく、突とつ然ぜんいなくなりやがってよ。ま、今のご時世でおまえさんが行きそうなところと言えばここしか思い浮うかばなかったしな」


「……それもそうか。い、いや、だからといってなぜおまえたちまでここに来る必要があるのだ？」


「それはこっちの台せ詞りふなんだけど、義に兄いさん」と、エレナが唇くちびるを尖とがらせる。「なんであたしたちに何も言わずに出て行っちゃったのかしら？　あたしって義兄さんの従軍神官なんでしょ？」


「エレナさまの言う通りだ！」と、従者レオンもいきり立つ。「僕はおまえの従者となったはずだ！　なのになぜ置いて行った!?　レストニア領で千の敵を迎むかえ撃うつときは説明もなしに連れ出したくせに！」


「まったくだ」と、もう一人の従者ガルムスまでもが口を揃そろえる。「聞けばおぬし、敵中を潜くぐり抜ぬけてこの城砦へ飛び込んだというではないか。戦地へ赴おもむくならば従者を連れて行くのが当然というものだろう。我らにとって、これほどの侮ぶ辱じよくはないぞ」


　三人がかりでそうまくしたてられては、口くち下べ手たなアレスに勝ち目はなかった。


「す、すまなかった。決しておまえたちを邪じや険けんにしようと思ったわけではない。ただ、その、今回は戦いが目的だったのではなかったというかなんというか……」


「うむ、そなたたちの気持ちは分かるが、アレスをそう責めんでやってくれ」


　言い訳の一つも口にできないアレスを見かねてか、クラウディアが助け舟ぶねを出した。


「そもそも今回の件はわたしが原因なのだからな。アレスに人知れずわたしのところまで来てくれと申し付けたのはわたしなのだ」


　幸いなことに、一国の王女にそう言われてはそれ以上追つい及きゆうすることは誰にもできないようだった。


　しかしアレスにとって、居い心ごこ地ちの悪い空気であることには違ちがいない。とりあえず話をすり換かえることで誤ご魔ま化かそうと試みる。


「そ、それにしてもなぜシオーネと一いつ緒しよにいるのだ？」


「ええ。それが、ここへ来る途と中ちゆうで皆さんとお会いしまして」と、シオーネは答えた。「クラウディアさまを追いかけて早くこの城砦へ行こうとしたんですが、やはり簡単に入れそうになくて困ってたんです。そこを──」


「誰かさんが軟なん派ぱしたのよ」


　言葉を継ついだのは、エレナだった。いつになく冷たい視線でローランを横目に睨にらむ。


「い、いや、俺は見覚えのある女性がいたから声をかけただけだぜ？　本当に」


　ローランの言葉は、誰の耳にも言い訳がましく聞こえた。


　それでアレスは事情を察した。困ってる女性を見れば声をかけるのは騎き士しの義務であると言えなくもない。特にローランはその義務だけはおろそかにしたことがないという。つまり、この城じよう砦さいへ来る途中で困ってる女性を見つけたので声をかけたら、それがたまたまシオーネだったということなのだろう。


「でも実際のところ、ここへ来れたのはローランさまのお力があってこそでした」


　シオーネがそう言うと、我わが意を得たりとばかり、ローランは勢い込んだ。


「そ、そうなんだよ！　何しろつい昨日まで戦場だったんだからな、苦労したぜ。兵士たちを言いくるめるのはさ」


　確かに、一時的な停戦状態にあるとはいえ、この城砦のすぐ傍には未いまだ王国軍の本ほん陣じんがあるのだ。解放軍を刺し激げきしないためか、攻こう囲いの構えは解かれているとはいえ、周囲には無数の斥せつ候こうがいるであろうことは容易に推測できる。特に、ローランたちがやってきたであろう南側の警けい戒かいは一際厳重であるはずなのだ。それを突とつ破ぱするのは容易なことではなかっただろう。


　もっとも、近衛騎士の証あかしたる赤い甲かつ冑ちゆうをつけたローランがいたのだ。その権力は相当なものだし、ローランの舌先三寸にかかれば並みの兵卒や騎士など丸め込むのはたやすかったのだろう。


　いずれにせよ、今のアレスにしてみれば、一人だけでも信しん頼らいできる味方が来てくれただけでもありがたいことだった。何しろここは敵地である。クラウディアを守るためにたった一人で気を張っていたせいか、昨晩は満足な睡すい眠みんも取れていない。それに今け朝さもクラウディアが熱を出していることが分かったときには、どうすればいいのやらとすっかり右往左往してしまった。シオーネやエレナ、それにガルムスがいてくれれば、そんなこともなくなるだろう。


「分かった。いずれにせよ、皆みなが来てくれたことには感謝する。今の状じよう況きようは分かっているな？」


「大体はな」と、答えたのはガルムスだった。「王女殿でん下かがその身を挺ていして戦いを止めたとか、あるいはどこぞの伯はく爵しやくが王国軍を裏切って王女殿下を反乱軍に差し出したとか、そんな話は耳にしておる」


「ほう。外ではそんなことになっていたのか」


　呆あきれたようにクラウディアは呟いた。


「すまぬな、アレス。またおまえに余計な汚お名めいを着せてしまうことになるかもしれぬ」


「何を仰おつしやるのです、我が命はすでにクラウディアさまに捧ささげました。クラウディアさまのためならば、汚名の十や二十、喜んで背負いましょう」


　と、そこまで言ったところでアレスはいささか恥はずかしいことを言ってしまったような気になり、照れ隠かくしのように咳せき払ばらいしてから信頼すべき従者たちを振り返った。


「と、とにかく、大体の話は分かっただろう。我らは解放軍の陣じん営えいにクラウディアさまの身を留め置くことで、王国軍の攻こう撃げきを止めようと試みたのだ。今のところ事はうまくいっているようだが、ジェレイド辺りがいつどのような心変わりをするか分からん。我らは命に代えてもクラウディア王女殿下をお守りしなければならぬ」


「敵のど真ん中で王女殿下をお守りするなんざ、無茶にもほどがあるな」と、ローラン。「だがうまく事が運べば俺たちは戦いを終わらせた英えい雄ゆうってことになる。そういう大きな賭かけは嫌きらいじゃねえぜ？」


「危険はむしろ望むところだ。おまえの従者として、僕も出来る限りのことはさせてもらおう」


　レオンもそう口にする。


　エレナとガルムスに至っては、今いま更さら野や暮ぼなことを聞くなと言わんばかりだった。


「そうそう。我が主あるじよ、おまえにみやげを持ってきてやったぞ」


　ここでガルムスがそんなことを言い出し、一いつ旦たん部屋を出た。そして戻もどってきたときには、大きな荷物を抱かかえてくる。


「イザーレから預かってきた。騎士たるもの、これを着けていなければ始まらぬだろうとな」


　ガルムスのみやげ。


　それは、国王に仕える近衛騎士の証──紅くれないの甲冑だった。
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　同じころ、ジェレイドの執しつ務む室を一人の少年が訪おとずれていた。


「ジェレイド。言われた通り客は〈赤の悪あく魔ま憑つき〉のところに案内しといたぜ」


　ソフィアと共にアレスたちの世話をするよう命じてあるクライスである。ジェレイドとは同郷で、年とし頃ごろの少年らしく少々ぶっきらぼうなところもあるが、一軍の指導者という大おお仰ぎような地位にあるジェレイドが一いつ切さい気き兼がねなく接することができる数少ない一人である。


「そうですか、ご苦労様です」


「本当にあれでいいのかよ？　わざわざ敵の味方を増やすなんてことしてさ」


「いいんですよ。百人も二百人もいるわけじゃないですし、これで信頼関係の一つも築けるなら安いものです」


「ふーん、そんなもんなのか」


　どこか納なつ得とくしかねるといった顔をしながら、クライスは呟つぶやいた。


　なんとなくからかってみたくなり、ジェレイドは人の悪い笑えみを浮うかべる。


「ええ、そういうものです。たとえばあなたがソフィアを口説こうとするのなら、直接本人を口説くのではなく、ソフィアの親しい友人に贈おくり物でもしていい評判を流してもらうというのも有効だというわけですよ」


　純情な少年はあっさりと顔を赤くした。


「な、なんだよそのたとえ！　俺はそんな姑こ息そくなことはしないぞ！」


「おや、そうですか。まあどっちにしろ口説くことは否定しないんですね」


　……色々とわめき立てるクライスを、ジェレイドはなだめすかしてどうにか部屋から追い出した。


　クライスには黙だまっていたが、実のところアレスの味方を城砦内に入れるということについて、ジェレイドにはもうひとつ狙ねらいがあった。アレスを油断させられるということだ。敵軍の中で孤こ立りつ無む援えんとあれば気が休まるときなどないだろうが、少数とはいえ味方がいれば自然と気も緩ゆるむというものである。後々そんな状況が役立つときもあるかもしれない。


　もっとも、味方など近づけず、孤立無援にして消しよう耗もうさせるという手も有効には違いない。だが、いくつもの危機的な状況を乗り越こえてきたアレスには、何らかの精せい霊れいの加護でもあるのではというのがジェレイドの推理である。となれば、今は下へ手たに害する方法ではなく恩を売る方法を模も索さくすべきだった。


　扉が叩かれ、新たな客が訪問を告げたのはそのときだった。


「ジェレイドさま。私です、カークウッドです」


「ああ、よく来てくれました。どうぞ、入ってください」


　カークウッド。かつてジェレイドの勅ちよく命めいを受け、アレスを暗殺すべく派は遣けんされたこともある千人長である。しかしアレスの〈赤の悪魔憑き〉というあまりにも物ぶつ騒そうな二つ名にふさわしい武力の前に失敗し、カークウッド自身も大怪け我がを負って戦線離り脱だつを余よ儀ぎなくされたのだった。


　ただ、白魔術による治ち癒ゆが効いたのだろう、再会したカークウッドには見たところ異常は見られないほどだった。


「よく回復してくれましたね、カークウッド」


「は。与あたえられた任務には失敗し、先日の戦いにも参加することができず、面めん目ぼく次し第だいもございませんが……」


「いいんですよ、そんなことは。それより、体の方は問題ありませんか？」


「は」


　カークウッドは右みぎ腕うでをあげて見せようとした。


　しかし肘ひじが肩かたの高さまで上がったところで止まってしまう。


「残念ながら〈赤の悪魔憑き〉に貫つらぬかれた肩は完治とまではいきませんでした。腕もここまでしか動かせない有様です」


「そうですか。しかし残念ではありますが問題ではありません。僕はあなたの知略にこそ期待しているんですからね」


「は、恐きよう縮しゆくです」


「それで──早さつ速そくなのですが、あなたにお願いしたいことがあるのです、カークウッド」


「私にできることでしたら。何をすればよろしいのでしょう？」


「それほど難しいことではありませんよ。最小限の手勢を従え、王国北西部へと行って欲ほしいのです──」





　……新たな任務の内容を聞いたカークウッドの表情に浮かぶのは、驚おどろきではなくむしろ戸と惑まどいだった。


「ご命令とあればそのようにいたしますが、なぜ今そのようなことをしなければならないのか、理由を伺うかがってもよろしいでしょうか」


「貴族の横暴によって人々が無む駄だ死じにすることを防ぐためですよ。今の貴族たちがどれだけ腐ふ敗はいしているかはあなたもよく知っているでしょう？　だからこそ一人でも多くの人々を救うため、我々が手を回すべきなのです。しかし僕たちは王国軍との仮そめの停戦状態にあります、今下手に軍勢を動かすことはできません。ですが怪我を負って療りよう養よう中ということになっているあなたぐらいなら、身分をごまかして北へ向かわせることもできます。あなたが人々を率いれば並の貴族など太た刀ち打うちできないでしょうしね。これはあなたにしか頼たのめないことなんですよ」


　もともと出世欲のあるカークウッドである。尊敬するジェレイドからそう言われては、拒こばめなかった。何より、アレス暗殺の失敗を償つぐなういい機会でもある。


「分かりました、お引き受けいたします」


　こうしてカークウッドは、わずかな手勢と共に夜や陰いんに紛まぎれてトゥールスレン城じよう砦さいを出立することとなる。


　彼らの起こした行動の影えい響きようが出るのは、少しばかり先のことだった。
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〝氷と鉄の国〟レアニール連合王国はグリア大陸の北西端たんに位置する。


　連合王国の名の通り、六つの王国によって構成されているものの、その一国一国の国力は決して他国に劣おとるものではない。〝氷と鉄の国〟という異名は伊だ達てではなく、国内からは多種多様な鉱物が豊富に産出され、これを輸出することで六つの王国すべてが強固な経済力を有している。六王国の国力を合わせれば、グリア大陸最強と言っても過言ではない。


　もっとも、六つの国は表向き盟めいを結んでいるものの、その実関係は非常に悪く、毎年のように小こ競ぜり合いが絶えなかった。さらに、農業に適した土地が非常に少ないことから、大陸に覇はを唱えられるほどの国力を養うこともできずにいた。


　その六王国のうち、もっとも豊かな国の名をミレスデンと言った。レアニールのほぼ中央に位置し、豊かな鉱脈を有する大国である。とはいえ、より大きな発展を遂とげるには、より多くの人々を養えるだけの農地が必要だった。しかも幸か不幸か、その農地は彼らの目と鼻の先にあった。すなわち、南に国境を接する〝森と麦むぎ穂ほの国〟ベールセール王国である。しかし過去幾いく度ども行われた侵略行こう為いはすべて失敗し、六年前にも大きな敗北を喫きつしたばかりだった。


　それでもミレスデンのベールセールに対する支配欲が失われることは微み塵じんもなく、ベールセール王国暦れきでいう八三年第七の月のこのとき、ベールセール国内で発生したという内乱に乗じて彼らは四度目の侵略を開始したのである。





　ミレスデン軍の総大将は、名をライオネルと言った。


　肩かた書がきは大だい元げん帥すいである。それはミレスデン王国における軍事面での最高幹部であることを示す称しよう号ごうだった。国王より印いん綬じゆを賜たまわり、命令遂すい行こうに当たっては国王の承しよう認にんなしであらゆる軍事行動が許されている。


　それほどの肩書きを持つ人物が無能であるはずもなく、四度目となるベールセール王国の侵略に当たって選任されたライオネルは、〝猛たけ獅じ子し〟の異名を持つ偉い丈じよう夫ふであった。齢よわい四八歳さい、その人生の実に三分の二以上を戦場に捧ささげている。〝猛獅子〟の名の通り顔の下半分は獅子のごとき剛ごう毛もうな髭ひげで覆おおわれており、見るもの全すべてに猛将という印象を与あたえた。


　そしてその言動もまた、剛ごう腹ふくという表現がふさわしかった。


「おおう、久しぶりだのう。この光景を見るのも」


　総勢二万を超えるミレスデン軍の只ただ中なかで、ライオネルは馬の足を止め感かん慨がい深げに呟つぶやいた。


　ブラヴィル海とシエゴラス山脈に挟はさまれたこの辺りの土地は、山脈の上から吹ふき下ろされる風と海から吹き込こむ風とがぶつかりあって大地が削けずり取られ、剣けん山ざんのような様相を呈ていしている。硬かたい地面は草木の生育をも妨さまたげ、冬になれば獣けものすら寄り付かない。


　だがそんな不毛の地にも道がある。最初に道を切り開こうとした夫婦の名をとってグレース・ネリア街道と呼ばれているその道は、ミレスデン王国とベールセール王国とを繫つなぐ唯ゆい一いつの街道でもあった。


　そしてグレース・ネリア街道のベールセール王国側の出口にあるのが、堅けん城じようバレーン城じよう砦さいである。国境防衛の要かなめに相ふ応さわしい堅けん城じようであり、過去何度もミレスデンをふくむレアニール連合軍を苦しめてきた一大拠きよ点てんだった。


「大元帥閣かつ下か、準備が整いました」


　部下の一人が声をかけてくる。


「そうか。では手はずどおり行動を開始せよ」


「は」


　ミレスデンが過去何度もベールセール侵略に失敗してきた原因の一つは、あのバレーン城砦攻こう略りやくに時間がかかり過ぎることにあると分ぶん析せきされている。バレーン城砦の防備は強固であり、しかも攻略に時間がかかればかかるほどベールセールに防衛態勢を整える時間を与えてしまうことにもなる。迂う回かいすることも可能ではあるものの、自軍の後方に敵の拠点を残したまま進軍するなど補給路を敵に差し出すようなものである。ベールセールへ大軍勢を投入するには、なんとしても陥かん落らくさせる必要があった。


　それゆえに、四度目の侵略となる今回は、これまでとは異なる状じよう況きようを作り出し、異なる戦略方針を打ち立てていた。


　ベールセール王国が仕し掛かけてきた反間の謀ぼう計けいを逆用し、バレーン城砦に防備を整える隙すきを与えることなく急きゆう襲しゆうしたのである。それゆえ、現在バレーン城砦に駐ちゆう留りゆうしている兵力は、まだ三千人を超こえていないということが間者の報告により分かっている。


　こうなれば無力化はたやすい。堅城バレーン城砦の能力を最大限に活いかすためには、三千足らずの兵力では足りないのだ。確かにその程度の兵力であっても落城させるにはこちらも多大な兵力と時間とを犠ぎ牲せいにしなければならない。しかし、駐留兵力が少なければ、無理に落城させずとも同数の兵力で包囲してしまえば無力化は可能なのだ。


　もし駐留兵力の数が五千を超えていれば話は別だ。これを放置してベールセール王国深くへと攻せめ込こめば、バレーン城砦から随ずい時じ出しゆつ撃げきする軍勢によって簡単に背後を襲おそわれ補給は絶たれてしまうだろう。だが、三千程度であれば城砦の堅けん守しゆに精せい一いつ杯ぱいで打って出ることなど不可能となる。それゆえミレスデン軍は、バレーン城砦を最低限の兵力で包囲した上で放置するという戦略を打ち立てていた。


　一度国境さえ突とつ破ぱすれば、略りやく奪だつによって兵ひよう糧ろうを現地調達することもできる。一方、ベールセール側は戦略の立て直しを迫せまられ、後手に回らざるを得ない。ミレスデン軍は大きく優位に立てるだろう。


　一つだけ気になる点があるとすれば、それはこの戦略を打ち立てたのがライオネルの主君、すなわちミレスデン王国国王だという点である。今の国王は無能ではないが、決して謀はかりごとに長たけている訳ではない。それゆえライオネルとしては誰だれかが入れ知ぢ恵えをしたのではないかと疑いを持ったほどだ。


　気になる点と言えば、もう一つある。今回の軍事行動が可能になったのは、ある国の協力──というよりは同意があったからに他ほかならない。


　ミレスデンの隣りん国ごくにして、同じくベールセールと国境を接するディレニア王国である。毎年のように何らかの紛ふん争そうを繰くり返してきたあの国が、今回に限ってはミレスデンと簡単に協調態勢を取ることを認めたのは意外だった。


　もちろん理由はいくつか考えられる。ディレニアもベールセールの不ふ凍とうの大地を欲ほしがっている以上、自分たちと同様に今こそがベールセールへ攻め込む好機だと考えたからなのかもしれない。


　しかし六年前の第三次シエゴラス戦役において、ミレスデン軍は西のバレーン城砦を突破してベールセール王国へと踏ふみ込こむことができたが、彼らディレニア軍は東のダルム城砦を突破することができず、何ら利益を得られないまま大きな打だ撃げきを受けて敗退したのだ。今回はベールセールの隙を突つくことができたとはいえ、ダルム城砦は六年前と変わらない姿で彼らの前に立ち塞ふさがることになる。


　にもかかわらず、なぜ今回彼らはベールセールへ侵しん略りやくする気になったのか。あるいは、彼らには今度こそダルム城砦を突破できるような妙みよう策さくでもあるのかもしれないが。


「やはり、気に食わんのう」


　ライオネルにはずっとそんな思いが付きまとっていた。


　今回の戦いくさはどこかおかしい。まるでレアニール連合がベールセール王国へと侵しん攻こうするよう、誰かがお膳ぜん立だてしたのではないかという印象を強く受けるのだ。それほどに状況が整い過ぎている。


　しかし仮に何者かが裏で悪わる巧だくみをしていたのだとしても、この状況が自分たちにとって有利であることは変わりはない。最終的にベールセールの肥ひ沃よくな大地を得られれば、それで何も問題はないのだ。


「大元帥閣下。よろしいか」


　そのとき、聞き覚えのある絡からみつくような声がして、ライオネルは思わず顔をしかめた。


　声をかけてきた男の名はグラリオという。〈紅こう月げつ団だん〉という大おお仰ぎような名の傭よう兵へい団だんの団長だ。配下の兵はおよそ五百、これは数ある傭兵団の中では多い部類に入る。


　年ねん齢れいは三十に満たず、ライオネルから見ればただの若わか造ぞうだ。その肩かた書がきの無骨な印象に反し、体の線は細く、邪じや魔まにしか思えないほどに髪かみも長い。


　そんな華きや奢しやな見た目をもつグラリオであったが、一度戦場に躍おどり出れば三日月のごとき曲刀を振ふりかざし、たちまちのうちにその刀身を赤く染めるという。特にその細い目つきはまるで獲え物ものを睨にらみつける豹ひようのようであり、その歪ゆがんだ唇くちびるを目にした者は、思わず自分が嘲ちよう笑しようされているのではないかという思いにすら駆かられる。


　その強さと統率力ゆえに紅月団だけでなく他ほかの傭兵団からも一目置かれており、今では百近い傭兵団と、それに属する五千もの傭兵たちの代表としてライオネルに意見できる立場にある。


　もっとも、ミレスデン軍にとって傭兵は二種類ある。一つは金で雇やとわれているとはいえ充じゆう分ぶんな実績を有し、本隊の一部として戦力の要かなめを担になう傭兵たち。そしてもう一つは、使い勝手の良さから雇われているものの、とても軍組織に組み込んで使う気にならないようなごろつきに毛が生えた程度の傭兵たちである。グラリオが代表となっているのは後者の方だった。ごろつきの傭兵たちに代表と認められるその才覚には舌を巻く思いだが、ライオネルからすれば単なる血に飢うえた狂きよう人じんというのが適切な評価だった。


「何用だ、グラリオ団長」


　できる限り自分を抑おさえたものの、ライオネルの声には隠かくし切れない嫌けん悪お感がにじみ出ていた。しかしグラリオには気にした様子もない。


「山脈はすでに越こえたのだ。手はずどおり我らは行動を開始したいが、よろしいか」


　ライオネルは舌打ちしたくなる衝しよう動どうを、なんとか押おさえ込こんだ。


　──そんなに早く血が見たいのか、こやつは！


　しかし確かにそれはあらかじめ計画されていた行動であり、拒きよ否ひする理由はない。


「……よかろう。だがくれぐれも契けい約やくだけは忘れるなよ」


「分かっている。食料だけは残す。その代わり、他は好きなようにさせてもらう。それでいいのだろう？」


「…………」


　これ以上口をきくのも嫌いやになり、返事の代わりに黙だまって頷うなずいてみせる。


「結構。それでは失礼する」


　グラリオは必要以上に礼れい儀ぎ正ただしい態度でそう言うと、音も立てずに去っていった。


　ベールセール王国において騎き士しが大きな力を持つようになったように、レアニール連合王国においてもある種の軍人が大きな力を持っていた。


　傭兵である。


　ベールセール王国では、古いにしえの帝てい国こくが崩ほう壊かいした後、人々は各地の集落に集つどい、外部との交流を絶って自給自足の生活をするようになっていった。やがて集落同士の争いが増えるようになり、小さな力しか持たない者は保護を求めてより大きな力を持つ者に助けを求めるようになる。その結果、自分の領地や財産を守ってもらう代わりに、剣けんを持って主あるじに仕えるという騎士の原型が生まれたのだ。


　同様に、レアニール連合王国もかつては古の帝国の支配下にあった。だがその支配から解放された後は、ベールセールとは違ちがう道を辿たどるようになる。


〝氷と鉄の国〟として知られるレアニールにおいては、農作物の収しゆう穫かく量が著いちじるしく低い。一方で、山々から掘ほり出される鉱物量は他に類を見ないほど豊富である。しかしそのせいか豊かな地や豊かな鉱こう床しようは常に争いの原因となり、連合王国に属する六つの国は百年以上に亘わたって大小の争いを繰くり返してきた。


　これほど争いが長期化しているのには理由がある。冬の厳しさのためだ。すべてが凍いてつく冬の間はあらゆる軍事行動が不可能になるため、争いは夏の間にしか行われない。どれほど劣れつ勢せいの国であっても、三か月ほど拠きよ点てんを守りきることができれば、敵は立ち去る他ほかなくなるのだ。これはレアニール連合内部の混乱に乗じて侵攻しようとする他国すらも例外ではなく、それゆえにレアニール連合に属する六つの王国は、百年もの間争いを続けつつも、独立を保つことができたのだ。


　とはいえ、毎年のように争いが続けば、ただでさえ少ない人口はさらに磨すり減らされていく。そこで財政だけは豊かであった六つの王国が、ある方針を採用するようになったのは自然のなりゆきだった。すなわち、傭兵の雇こ用ようである。


　こうしてレアニール連合には、主に春から夏の間だけではあるものの、グリア大陸の全土から無数の人々が集まるようになる。祖国ミレスデンがわずか六年前に起こった第三次シエゴラス戦役において大きな敗北を喫きつしたにもかかわらず、今回のような大規模な軍事行動が起こせたのはそのためでもある。本土さえ無事ならば、兵はいくらでも雇えるのだ。もっともその点を言えば、隣りん国ごくディレニアはミレスデンほどの経済力を有しているわけではなく、たった六年でよく再侵攻を決意したものだとも思うのだが。


　ただ、傭兵には問題も多い。大きな実績を持つ一部の傭兵たちは、本隊に組み込まれて戦略の要を担うこともある。しかし他の傭兵たちは、グラリオ率いる〈紅こう月げつ団だん〉がそうであるように、犯罪者同然のならず者たちばかりだ。金のためならどんな汚きたないことでもやるし、民衆への略りやく奪だつや暴行もまったく厭いとわない。たとえ自国民であってもだ。


　しかし、簡単に切り捨てられるという点では使い勝手もいい。それゆえミレスデンは、ベールセールへの侵略にあたっては、本隊に先んじて猟りよう犬けんのごとく傭兵たちを放つという作戦を何度も採用してきた。彼らには畑や必要以上の食料には極力手を出さないことを条件に、残りのすべてを好きにしていいと命令してある。ベールセールの奥おく深くへと侵攻した傭兵たちは、欲望のまま略奪を行い、女子供を襲おそい、徴ちよう兵へいされ兵となりうるであろう男手を容よう赦しやなく殺すだろう。一種の浸しん透とう戦術であり、ベールセールの防備を固める時間を奪うばうこともできる有効な方法だ。その間にライオネル大だい元げん帥すい率いる本隊は妨ぼう害がいを受けることなく着実に侵攻を続け、誰もいなくなった畑から食料を現地調達しつつ、拠きよ点てんを陥かん落らくさせていくのである。


　とはいえ、その行こう為いはまるで羊の群れに野犬を放つようなもので、残ざん虐ぎやくな傭兵たちの犠ぎ牲せいになるであろう人々のことを思えば複雑な念にも駆かられる。


　それでも、これは必要なことなのだ。レアニールの瘦やせた寒冷な土地ではある種の麦しか育たない。しかしその麦を食すとどういうわけか流産や手足を壊え死しさせるといった中毒症しよう状じようを引き起こすことがあり、長年に亘わたって多くの人々を苦しめてきた。ベールセール王国の豊かにして不ふ凍とうの領土を一部だけでも支配することができれば、どれだけ多くの飢うえた国民を救えることか。傭兵どもを鎖から放つことは、間違いなくそのための重要な第一歩なのだ。


「ここまでする以上は、何としても敗北はできぬな」


　必勝。それを現実のものとすべく、ライオネル大元帥は、国王を説得してもう一つの奥の手まで用意していた。


　ミレスデンは、レアニール六王国の中でも中央に位置し、最も豊かな鉱脈と土ど壌じようとを有している。それゆえに、一番多くの戦火にさらされてもきた。


　にもかかわらず、ミレスデンは一度たりとも他国の支配に屈くつしたことはない。それには冬将軍という最大の守り手がいる以外にもある理由があった。国家の最高機密たる理由が。


　本来なら国土防衛の最後の手段として決して外部に持ち出されることがなかったそれを、彼らは今回初めてベールセールの侵略のために使おうとしていた。勝利をより確実なものとするために。


　ライオネルは背後を振ふり返った。


　そこには、厳しい訓練を積んだ兵士たちに担かつがれた輿こしがあった。もし覆おおいに囲まれたその輿の中を見ることができる者がいれば、驚おどろきを隠かくせないだろう。


　中にいるのは、軍隊という単語にはまったくそぐわない、未いまだ幼さの残る十代半ばの少女だった。


　彼女は、一部の人々にこう呼ばれている。


　緑りよく神しんアトラスの申し子たる姫ひめ巫み女こ──と。







　　◆　　




　その村は、三つの赤によってどこまでも赤く染められていた。


　すなわち、真まっ赤かな血、燃えさかる炎ほのお、そして暮れなずむ夕日によって。


「ちっ、あいつらめ。少々好き勝手やらせ過ぎたか」


〈紅こう月げつ団だん〉の団長グラリオは、配下の傭よう兵へいたちが作り出したその光景を見て舌打ちした。老人や男、子どもは片っ端ぱしから殺され、女たちは納な屋やへと連れ込まれ、略奪が行われ用済みとなった家々には火が放たれるその光景を。


　ライオネル大元帥から略奪の許可を取るよりも少し先に、〈紅月団〉はすでにベールセール王国領内へと侵入していた。厳密に言えば軍規違い反はんであり、この事が露ろ見けんすればグラリオも責任を追つい及きゆうされかねない。しかし、実際にこの国境に近い村を襲ったのはライオネル大元帥に許可を取ったのとほぼ同時刻となるはずであり、多少の誤差はあるかもしれないがなんら軍規には違反していない──というのがグラリオの主張である。


　そこまでしてグラリオが急いだのには理由があった。〈紅月団〉のような傭兵団は無数にあり、これから先の略りやく奪だつはすべて早い者勝ちだからだ。ゆえに、先んじてまず一つだけでも獲え物ものを確保しておきたかったのだ。一度でも欲望のままに人を殺し女を犯おかし財貨を強ごう奪だつするという快感を味わった五百人の部下は、今後グラリオの意のままにベールセールへの奥へ奥へと突つき進むようになることを知っていたからである。


「あ、グラリオ団長！」


　血の狂きよう乱らんに興じていた部下たちが、ようやくグラリオの存在に気づいたようだった。


「おまえら、楽しんでいるようだな。おかげで私の獲物が残ってないようだが」


「す、すいやせん」


　彼らは地面に頭をつかんばかりの勢いだった。それほどにグラリオは恐おそれられている存在だったのである。そうでなければ荒あらくれ者たちを統率することなどできるわけもない。


「ですが、あのでかい家にはまだ立て籠こもってる連中が残っておりやす。あと、女どもはあっちの納屋に集めておりやすんで」


「ほう、そうか」


　グラリオの顔から、不ふ機き嫌げんさが消えた。


　代わりに浮うかんだのは、悪あつ鬼き妖よう魔までさえたじろぐような冷れい徹てつな笑えみである。


「構わん、女どもはおまえらの好きにしろ。その代わり残りは私がもらうぞ」


「へ、へい」


　部下たちは安あん堵どのため息を一つすると、各おの々おのの欲望を果たすべく去っていった。


　多くの傭兵たちは、金銭欲や獣じゆう欲よくを満たすのが目的で今回の侵略に参加している。だがグラリオは違う。彼の目的は、自じ慢まんの曲刀で人を斬きるという、ただその一つだけだった。


　グラリオはあらためて村の様子を見回した。


　無造作に転がる死体の山。


　パチパチと音を立てながら燃え上がる家々。


　狂きよう喜きじみた部下たちの叫さけび声に、女たちの悲鳴が混じる。


　素す晴ばらしい光景だった。ゾクゾクしてくる。この光景を、これからまた存分に味わうことができるのだ。


「さて、六年ぶりの稼かせぎ時だ。この刃やいばに、たっぷりと血を吸わせてやらねばな」


　グラリオは曲刀を構えると、村人が立て籠もっているという大きな家へと向かった。


　そして間もなくその家は、内外ともに真しん紅くに染まることとなる──。





　　　　　　　２





　その日、ベールセール王国の国務大臣を務めるカルレーン侯こう爵しやくは、国王の執しつ務む室へと参さん内だいし、一通の書を差し出すこととなる。


「……なんだ、これは？」


　差し出された書を、国王ベルセルム四世は受け取ろうとはしなかった。それが何であるかを悟さとったからである。


「は。辞表にございます。私の仕し掛かけた策を逆用される形で我わが国は北の奇き襲しゆうを受けることとなりました。その責任を取らねばなりませぬ」


「ならぬ。ならぬぞ、カルレーン侯。今、この国がどれほど危機的な状じよう況きようにあるかは貴公が一番よく知っているはずだ。この国難にあたり、有能な国務大臣を解任することなどできるわけがなかろう」


「ありがたきお言葉にございます。しかしこれほどの国難を招いた以上、我が身だけでも罰ばつせねば他に示しがつきませぬ。どうかご受理頂けますよう」


「…………」


　カルレーンの堅かたい意志を感じたのか、ベルセルム四世は一度押おし黙だまった。


　だが、やがて別の考えがまとまったのかゆっくりと口を開く。


「ならば一つ、別の形で責任を取ってもらいたい」


「は？　別の形……とは？」


「貴公に、トゥールスレン城じよう砦さいへ赴おもむいてもらいたいのだ。そして反乱軍と停戦交こう渉しようを行ってもらいたい」


「…………」


　なるほど、と内心で思う。


　今この国は、一刻も早く北の軍勢を迎むかえ撃うつ態勢を整える必要があり、そのためには国内に存在する最大の懸け念ねん──すなわち反乱軍に対する対処が必要だ。しかし反乱軍は強固なトゥールスレン城砦に籠もっている上にクラウディア王女という人質を持っているため、容易に武力で解決できるような状況にはない。残されたもっとも有効な手段は、使者を送り平和的に解決することだけだろう。その使者を、多大な権力を持ち、国家の現状を知り尽つくしている国務大臣に任せようというのだ。


　とはいえ、国家が相手ならばともかく、一軍勢との交こう渉しようなど、本来ならば国務大臣が動くべきようなことではない。まして停戦状態にあるとは言え、トゥールスレン城砦は敵地である。命の危険もあるだろう。


　だが、それだけ重要でありかつ危険だからこそ、贖しよく罪ざいには格好の機会ともいえるのだ。


「しかし、陛へい下か。話し合いで事を解決させるのは至難の業わざです。反乱軍はこれまでいくつもの罪を犯してきました。容易にそれを許すような判断をすれば、〈諸しよ侯こう連盟〉も黙ってはおりますまい」


「分かっておる。しかし北の侵しん略りやくはもう始まっているのだ、今は国内で争っている場合ではない。和平とまでは言わぬが今は停戦の道を模も索さくすべきだ。なればこそ、貴公にその交 渉役を任せたい。我が国の現状を誰よりも知っている貴公ならば、〈諸侯連盟〉と反乱軍双そう方ほうを納なつ得とくさせる妥だ協きよう案を引き出せるかもしれぬ」


　道理の通った話だった。


　失敗すれば貴重な時間を無む駄だにするだけであり、それこそ死をもってしても償つぐなえないだろう。しかし成功すれば、間ま違ちがいなく充じゆう分ぶんな贖罪になる。


　カルレーンはベルセルム四世の温情と采さい配はいに感じ入ったように深々と頭を下げた。


「……よく分かりました。お受けいたします。そして一刻も早く北を迎え撃つ態勢を整えるべく尽じん力りよくいたしましょう」


「うむ、頼たのんだぞ」


　ここでベルセルム四世は、目を逸そらすように窓の外へと視線を向けた。


　カルレーンはすぐに察した。ベルセルム四世がそのような仕草をするときは、大たい抵てい何か言い辛づらいことを口にしようとする前兆なのだ。


　そして、現在ベルセルム四世が悩なやんでいることといえば一つ、反乱軍に身を投じた王女殿でん下かのことだけである。


「……カルレーン侯」


「は、なんでしょう」


「我が娘むすめのしでかしたこと、貴公はどう思う？」


　予想通りの質問であった。


「王女殿下のなされたことによって、流れる国民の血の量が減ったことは明白なる事実にございます。手段の正否はともかく、その行動は称しよう賛さんされることはあれど非難することは何なん人ぴとにもできますまい。国王陛下は聡そう明めいなるご息女をお持ちになられたと誇ほこるべきではないかと」


「……本当に、そう思うのだな？」


「は。手て柄がらを上げる機会を失った武人たちには多少の不満もありましょうが、今回の一件を耳にした国民たちは皆みな口を揃そろえて王女殿下を賛美する言葉を口にしているとのこと。何も問題はありませぬ」


「そうか」


　ベルセルム四世は肩かたの荷が下りたかのように、小さくため息を吐ついた。


「ならば……トゥールスレン城砦へ赴おもむいた折りには、我が娘のことも頼みたい。一人の父親として、娘が敵の手の中にあるなどという状況は……考えるだけでも辛いのだ」


　賢けん王おうとさえ称しようされるベルセルム四世が、こうも個人的な心境を吐と露ろすることなど滅めつ多たにない。もっとも、親としては当然の反応と言うべきだろうが。


　ベルセルム四世は、王としては珍めずらしく、たった二人しか子をもうけていない。その理由は不明だが、たとえば先代のベルセルム三世は〝流血の御み代よ〟と呼ばれる時代を作り出し、血族同士で血みどろの争いを繰くり広げた。ベルセルム四世はそれをまざまざと見せつけられたのだ。今後同じような争いが起こらぬよう、あえて多くの子をもうけようとしなかったのかもしれない。あるいは、クラウディアを産んだ後に亡なくなった王おう妃ひを今も愛しているからかもしれないが。


　いずれにせよたった二人しかいない子の片方を失うことなど、親としては耐たえ難いことだろう。ベルセルム四世を安心させるためにも、力強くカルレーンは応じた。


「ご安心ください。王女殿下の身をお守りすべく全力で策を講じましょう」


「……うむ。反乱軍が容易に娘の身み柄がらを解放することは恐おそらくないだろう。だが、出来る限りのことはして欲ほしい」


「はっ、お任せを」


　こうしてカルレーン侯はトゥールスレン城砦へ赴おもむくこととなる。


　カルレーンの脳のう裏りにはある考えが浮うかんでいた。


　ベルセルム四世の言った通り、反乱軍がクラウディアの身柄を容易に解放することはないだろう。となると、敵地でクラウディアの安全を確保する必要がある。


　いくつか方法がないわけではないが、とりあえず北へ赴くに当たっては、あヽのヽ女ヽを伴ともなうべきだった。間者としての手しゆ腕わんに長たけた彼女ならば、王女殿下の身を守りぬくこともできるかもしれないからだ。







　　◆　　




「はぁ……」


　そのころベアトリスは、主あるじたるカルレーン侯こう爵しやくに与あたえられた部へ屋やで、ため息を吐きながらフォークを口に運んでいた。


　このところ、カルレーンの期待を裏切ってばかりである。そのことが彼女を憂ゆう鬱うつにさせていたのだった。


　レアニール連合を内部分ぶん裂れつさせるべくベアトリスが画策した反間の謀ぼう略りやくは失敗どころか逆に北に利用されることとなってしまい、そして最近はアレス暗殺の任務に失敗したばかりだ。このままでは育ての親も同然のカルレーンの信用を失いかねない。


　ベアトリスは物心ついたときから、間者としての教育を受けてきた。もしカルレーンに見み離はなされるようなことがあれば、もはやどうやって生きていけばいいのかさえ分からなくなるだろう。どうにか名めい誉よを挽ばん回かいしたいところではあるが、失敗が続いたためか今は与えられた任務もなく、ただ日々英気を養うべくフォークと口を動かすことしかできないでいた。


　それに、このときベアトリスには、もう一つのある悩なやみがあった。


　アレスである。初めて自分の肌はだを見、肌に触ふれ、そして生き残ってしまった男。


　彼の大きくて熱い手が自分の胸に触れていたことを思い出す度たび、これまでに体験したことのない奇き妙みような熱い感情が湧わき上がってくるのだ。


　そのアレスはこうも言った。工作員などやめて、ただの女として生きろと。


　ただの女とは一体どういうことなのだろうか。自分にそれができるのだろうか。しかしそれは、自分を育ててくれたカルレーンの恩を裏切ることにもなるだろう。


　そんな葛かつ藤とうが、ベアトリスにため息を吐かせる原因となっていたのである。
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「入るぞ」


　不意に、扉とびらが開いた。


　仮にも女の部へ屋やへノックもなしに入ってこられるのは、たった一人である。


「これはこれは、カルレーンさま」


　立ち上がって出で迎むかえようとしたが、カルレーンはそれを手で制した。


「構わん、そのままでよい」


　そしてベアトリスの向かい側に座すわり──いつものように、テーブルの上を見て呆あきれたように頰ほおをしかめる。


　そこにあるのは、蜂はち蜜みつがしたたりおちそうなタルト、雪のように砂糖が振ふりかけられたカボチャのパイ、山と盛られた果くだ物もの、その他諸もろ々もろのお菓か子しだった。


　ベアトリスにとっては貴重な活力源である。彼女がこれまでにいくつもの苛か烈れつな任務を遂すい行こうできたのは、王都に帰き還かんする度たび、これら貴重な活力源を補給していたからなのだ。


　ただでさえ最近は失敗続きである。次こそは完かん璧ぺきに事をなさなければとの思いに駆かられ、ベアトリスは片っ端ぱしから活力源を口に放ほうり込こんでいたのだった。


「それで、何かご用でしょうか？」


　とっておきのカボチャのパイにフォークを伸のばしながら尋たずねる。


「うむ。実はこれからトゥールスレン城じよう砦さいへ向かうこととなってな」


「あら、それは何よりですわ。つまり、辞表は受理されなかったということですのね？　カルレーンさまに隠いん居きよ生活など似に合あいません、いいことです」


　彼女のやさしげな笑えみと共にそんな言葉を口にされれば、並の男ならば簡単に舞まい上がってしまうだろう。


　しかしカルレーンには通用しなかった。世辞やおべっか、追つい従しようの類たぐいで老ろう獪かいな彼の表情が変わることはない。


「私がトゥールスレン城砦へ向かう理由は分かるな？」


「ええ、反乱軍との停戦交こう渉しようをなさるのでしょう？」


「そうだ。そこでベアトリス、おまえを一いつ緒しよに連れて行くことにした」


「はあ。なぜわたしを……？」


「現在、トゥールスレン城砦には王女殿でん下かがおられる。仮に反乱軍との停戦がなったとしても、王女殿下が解放される可能性は低いだろう。そのときは、おまえを王女殿下の傍そばに置いて帰ろうと考えている。身の回りの世話をする侍じ女じよとでも言いふくめれば、反乱軍としても受け入れざるを得んだろうからな。その後、もし王女殿下の身に何かあれば──」


「わたしの命に代えても、お守りしろと仰おつしやるのですね？」


「そうだ」


　大任である。


　ベアトリスは口くち休やすめのお茶を一口ふくんだ。


「カルレーンさま。ここのところわたしは失敗続きです。北に仕し掛かけた反間の計略も詰つめが甘あまかったようですし、アレスの暗殺にも失敗しました。そんなわたしにそのような大任が務まりますでしょうか」


「成功もあれば失敗もあろう。ただでさえおまえに任せてきた任務は難しいものばかりだったのだからな。いずれにせよ、この任に適した人材はおまえしか思い浮うかばなかった。それゆえにおまえを選んだという、ただそれだけのことだ。私も贖しよく罪ざいとしてトゥールスレン城砦へ赴おもむくのだ、おまえも名誉挽回のつもりでやってみてはどうだ？」


　ありがたい言葉だった。


　ベアトリスが恐おそれていたのは、二度の任務失敗でカルレーンの信を失い、新たな任務を与あたえられなくなることである。敵地に取り残されることになりかねない危険な任務とはいえ、名誉挽回の好機となるのであれば断る理由はどこにもなかった。それにここで大任を果たせば、間者としての自分の矜きよう持じを取り戻もどすこともできるだろう。


「ですがよろしいのでしょうか。王女殿下の傍にはあのアレスがいると聞いていますわ。わたしが彼と顔を合わせることには問題がありそうですが……」


「構わぬ。おまえはアレスの寝しん室しつに入って暗殺しようとしたものの、失敗したと言っていたな」


「ええ。かなりいいところまでいったのですけど」


「つまり、多少はおまえの体でアレスを魅み了りようすることもできたということなのだろう？」


　あらためてそう言われるとなんだか気き恥はずかしくなる。しかしその程度の感情を制せい御ぎよする術すべは、ベアトリスも身に着けていた。


「はい、そのはずです」


「だからこそ適任なのだ。おまえを連れて行く理由の一つはそこにある」


「はぁ。どういうことでしょう？」


　さすがにわけがわからず、小首を傾かしげる。


「一つ試みに聞こう。王女殿下とアレスは、あまりにも親密に過ぎると思わぬか？」


　カルレーンは答えの代わりに、奇き妙みような質問を返してきた。


「それは……確かに。民衆の間でも、随ずい分ぶん前からそんな噂うわさが流れておりましたし」


「そうだろう。まして今は遠い敵地の中で、二人きりの時間を過ごしているのだぞ」


　ようやく、カルレーンの言わんとするところを察する。


「つまり、あヽやヽまヽちヽが起こる可能性があると？」


「……聡そう明めいな王女殿下のことだ、エディンバラへ嫁とつぐ日も近いというのに、そんなことがあるとは思いたくもない」


　そんなことは考えるだけでも不敬に当たると思っているのだろう、カルレーンの顔は苦りきっていた。


「しかしそのような疑ぎ惑わくを持たれること自体異常な状じよう況きようだと言わざるを得ぬし、一いつ介かいの伯はく爵しやくが一国の王女と強い結びつきを持つことも好ましくない。ファノヴァール家の勢力を弱めるためにも、二人の仲は険悪になる方が都合がよい」


　ベアトリスは再びカルレーンの言わんとするところを察した。


「……つまり、わたしにお二方の仲を裂さけと仰おつしやるのですね？」


「そうだ」


　なぜか、胸がどくんと高鳴った。


　二人の仲を裂くのにもっとも単純かつ有効な方法は、明めい瞭りようである。アレスを誘ゆう惑わくすることだ。そしてあの夜のことを思えば、それは難しいことではないのではとも思える。あのとき、確かに暗殺という目的は失敗だった。しかし、少なくともアレスが自分の体に興味を持っていたのは間ま違ちがいなかったのだから。


「やれるな、ベアトリス？」


「…………」


　答えは決まっていた。


　カルレーンの信用を取り戻すと同時に、あのアレスに再び会うことができるのだ。もしすべてがうまくいけば、自分を悩なやませてきた葛かつ藤とうにも答えが出るのではないかと、そんな気もしてくる。断る理由はない。


「お供いたします。アレスを暗殺するのは難しいですが、虜とりこにするだけなら簡単ですわ」


「アレスだけではない、王女殿でん下かの方も頼たのむ。隣りん国ごくへ嫁ぐというのに、アレスに未練が残っているようではまずいからな」


「分かりました」


　信しん頼らいし合っている王女と騎き士しの仲を裂く──なんとも陰いん気きな仕事である。しかし、今回に限ってはなぜかベアトリスには躊ちゆう躇ちよの気持ちは生まれなかった。相手が王女であろうと、あのアレスを奪うばわれるのはなんとなく癪しやくだったためである。


　再び、長い間王都を留守にすることになるだろう。今のうちに出来る限りの活力を取り込んでおかなければならない。


　ベアトリスは再び忙いそがしくフォークを動かし始めるのだった。





　　　　　　　３





　ヴェリックという名のその男は、家路を急いでいた。


　本来なら商品である雑貨の類たぐいを運ぶための愛馬に自らまたがり、森の中をひたすら駆かける。


　職業は農民である。ただ、昔から足あし腰こしが頑がん健けんだったのをいいことに、ベールセール北西部を縦横無む尽じんに歩き回っては雑貨を売り買いし、あるいは手紙を配達したりしていたせいか、今では行商人として顔が知られていた。


　故郷のディナン村には妻と三人の子がいる。本当はあと二人いたのだが、二人とも病死してしまった。それでも五人生まれて三人育てばいい方だ。彼ら農民たちにとっては。


　背はやや高く、顔は細長く、目は大きいがやや垂れ目がちであるせいか常に能天気というか眠ねむたげといった印象を受ける。ようするに見た目は──本人にとっては不本意だが──かなり冴さえない中年とでも言うのが適切であった。そのことを証明するかのように、最近ではせっかく家に帰っても十三歳さいになる娘むすめの態度がどこかよそよそしく、ヴェリックを内心で悲しませ、家へ帰る足を重くすることもあるほどだった。


　しかし、この日ばかりはそんなことは気にしていられなかった。とにかく一刻も早く帰宅し、家族を連れ出さなければならない。


　やがてヴェリックの愛馬は、森を抜ぬけて故郷のディナン村を囲む麦畑に入った。収しゆう穫かくを終えたばかりの、あるいは収穫間近の麦畑の向こうには、真夏だというのに雪をかぶったシエゴラス山脈が望める。この小さな村唯ゆい一いつの自じ慢まん──青と白と緑からなる最高の展望だ。


「よう、ヴェリックじゃないか。戻もどったのか。またうまい酒を仕入れてきてくれたか？」


　農作業をしていた顔見知りの村人──パークスという中年の男がヴェリックの姿を見て声をかける。


　ヴェリックは馬の足も止めずに叫さけんだ。


「今はそれどころじゃない！　とにかく、すぐに私の家まで来てくれ！　命が惜おしかったらで構わないから！」


「な……なんだってぇ!?」


　軽口にしてもあまりにも不ふ吉きつな言葉を口にしたからだろう。パークスは、いくばくかの逡しゆん巡じゆんの後、農作業を放ほうり出してヴェリックの後を追った。





「あー、父さんだ父さんだー！」


　昼時であったことが幸いしたのか、ヴェリックにとって好都合であることに、家には妻と三人の子供が全員揃そろっていた。


　早さつ速そく七歳になる末の息むす子こが飛びついてくる。


「おー、ピーター、また大きくなったな」


　息子を抱だきかかえつつも、ヴェリックの表情にはいつものような親おや馬ば鹿かじみた笑えみは一いつ切さいなかった。


「あなた、お帰りなさい。何かあったの？　予定より随ずい分ぶん早いみたいだけど」


　続いて愛する妻が姿を現す。五人もの子供を産み育ててきたにもかかわらず、その体は昔と変わらずなだらかな曲線を描えがいている。思わずもう一人ぐらい子供を作ってみようかなどと、未いまだにヴェリックを悩なやませることもある自じ慢まんの妻である。


　ただ、このときの愛妻の声は、どこか強こわ張ばっていた。夫のいつもと違う様子に気付いたのだろう。


　そして、ヴェリックは言った。


「みんな、よく聞きなさい。すぐにこの村を出る。急いで荷物をまとめるんだ」


　まず苦情を口にしたのは、予想通りというべきか十三になる娘イリスだった。


「ちょっと、どういうことよ!?　あたしこれからアーネと機はたを織る予定なのよ!?」


　その言葉に、ヴェリックは少しだけ衝しよう撃げきを受けた。


　この年とし頃ごろの娘が機を織るということは、まず間違いなく異性に贈おくり物をするためである。これが平時だったならば、「まさか二つ隣となりのトルヴィスにじゃないだろうな？　あの坊ぼう主ずだけは父さん許さんと言っただろ」──などと口にしてさらに親娘の仲をこじらせていたかもしれない。


　だが、今はそれどころではなかった。


「今はそんなことをしている場合じゃない！　いいから黙だまって言うことを聞くんだ！」


　こんな風に頭ごなしに怒ど鳴なりつけたことなど、ヴェリック自身にもほとんど記き憶おくがない。


「……なによ、偉えらそうに」


「ふ、ふぇぇ……」


　そのせいだろう、娘は言葉を失い黙り込み、滅めつ多たに見ない父の怒気にのまれたのか、抱だいていた末の息子はぐずりだした。
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「父さん、一体何があったんだよ？」


　一番上の十八になる長スコ男ツトが言った。ヴェリックが安心して家を留守にできるのはこの息子がいるからでもある。今や自分にも劣おとらぬ体格に育った自慢の息子だ。


「説明は後でする。とにかく、すぐに荷造りを始めるんだ。かなり歩くことになる、荷物は最小限にしてできるだけ保存の利く食料をたくさんまとめるように。あと、金目のものも」


「……分かったわ。イリス、ピーターをお願い。スコットは荷造りを手伝って」


　夫のただごとではない様子を目にしたせいか、長年連れ添そった妻はそれ以上問い質ただそうとはしなかった。未いまだぐずる末っ子を娘に任せ、長男に指示を出しててきぱきと荷造りを始める。


　ヴェリックもまた、同じ作業を始めた。





　行商人のヴェリックが帰ってきたというのにまったく商いが行われないことを不思議に思ったのか、あるいはヴェリック一家のただならぬ様子を目にしたせいか、段々と周囲に村人が集まってきていた。


「ヴェリック。一体何があったんだ？」


　村人が次々にそう尋たずねてくる。


「待ってくれ。村むら長おさが来たらまとめて話すよ」


　しかしヴェリックは荷造りの手を休めることなく、そう答えるだけだった。


　答えを意図的に伏ふせていたためだろう、騒さわぎは段々と大きくなり、老ろう齢れいの村長がやってくるまでに大した時間はかからなかった。


「これは何の騒さわぎだ？　ヴェリック、一体何をしておる？」


　この状じよう況きようで村長にそう問い質されることこそがヴェリックの狙ねらいでもあった。ようやく作業の手を止め、隣町まで出向いた際に耳にした話を口にする。


「村長、それにみんな。よく聞いてください。北が……再び攻せめてきたそうです」


「なっ……なんだと!?」


　北の侵しん攻こう。


　ベールセール北西部に住む者で、その事実が意味することを知らぬ者はいない。第三次シエゴラス戦役においては、彼らは侵入してきた残ざん虐ぎやくな傭よう兵へい団だんによって大きな被ひ害がいを受けたのだ。たった六年前の悪夢は、未だ脳のう裏りに焼きついている。


　たちまち村人たちの間を恐きよう慌こうが走った。


「ヴェリック、本当なのか、それは!?」


「はい。すでに街道沿いの村々では避ひ難なんが始まっていました。私たちも一刻も早く逃にげ出さなければ手て遅おくれになってしまいます」


　このディナン村は、街道から離はなれているため、外部との交流が限られている。彼らの情報源といえば、ごく稀まれにやってくる旅人を除けば、行商人であるヴェリックが運んでくる言葉しかない。そして、ヴェリックは噓うそなどつかない誠実な人ひと柄がらで知られていた。


　その上、ヴェリック一家を見れば、冗じよう談だんではなく本気で逃げ出す準備をしているということは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


「……分かった、確かに一大事だな。皆みなのもの、話は聞いたな？　急いで逃げる準備をするのだ！」


「で、ですが村長！　来月には春小麦の収しゆう穫かくなんですよ!?」


　村人の一人が声を上げる。


「命とパン、どっちが大切だと思っている!?　家族を失いたくなければ諦あきらめろ！　冬小麦の収穫は無事済んだのだ、なんとかなる！」


　その村長の声が合図となった。


　事態の深刻さを悟った村人たちは一いつ斉せいに家へと戻もどり、ヴェリックたちと同じ作業を始める。


「父さん……」と、長スコ男ツトがヴェリックの元へやってくる。「話は分かったよ、そういうことだったんだな。でも、逃げるって一体どこに逃げるんだ？」


「領主さまのお城だよ。覚えてないか、六年前もそうしただろう？　あそこへ逃げ込めば、そのうち強い近この衛え騎き士しがやってきて北を追い払はらってくれるさ」


　ヴェリックたちの領主、モンバール伯はく。その居城は、北の侵略に備え、拠きよ点てんとなるべく頑がん強きように作られている。危急の際にはそこへ避ひ難なんできることと引き換かえに、ヴェリックたちは平素から高い税金を払ってきたのだ。


「近衛騎士さま!?　近衛騎士さまが見れるの!?」


　聞きつけた末っ子が、娘に抱かれたまま嬉うれしそうな声を出した。


　国王に仕える最強の武人、近衛騎士。子供なら誰もが一度は憧あこがれる存在だ。


「ああ、そうだ。だから大だい丈じよう夫ぶ、何も心配することはないよ」


　息むす子こたちを安心させるべく、ヴェリックは最後まで表情一つ変えずに噓を言ってのけた。


　もちろん、言えるわけもない。なんでも今回は北の動きがやたらと速かったらしく、すでに軍勢は国境線を越こえたらしい。一方で王都から近衛騎士がやってくるとしても、まだ一月はかかるだろうと言われているのだ。それどころか、今この国は反乱軍と大きな争いをしているということをヴェリックは知っている。下手をすれば味方がやってくるまでに一月以上かかるかもしれないのだ。女子供の足で一月以上も傭兵たちから逃げ回ることなど不可能に近い。


　それでも、絶望するにはまだ早い。領主の城へ行けば生き残れる可能性はあるのだし、援えん軍ぐんのアテが皆かい無むというわけでもない。たとえば第三次、第二次シエゴラス戦役の折にも、ある騎士がわずかな手勢を率いて人々を救って回ったという話もある。吟ぎん遊ゆう詩し人じんに謳うたわれるような、眉まゆ唾つば物ものの多大な戦果を残して。


　いや、それは作り話というわけでもない。実際、ヴェリックも堂々と馬を歩ませるその姿を一度だけ目にしたことがある。自分はただのさえない中年になってしまったが、あの騎士は違ちがった。〝壮そう年ねんの男〟という言葉があれほど似に合あう騎士もいなかったと、そんな印象だけは残っている。


「……なんていったっけ、あの騎士の名前」


　確かやたらと仰ぎよう々ぎようしい名前だったはずだ。いや、正確にはそれは名前というよりは、一種の異名、あるいは二つ名のようなものだったという覚えもある。


「そうだ。確か、ファノヴァールの騎士……だったかな」


　ようやくその名を思い出したヴェリックだったが、やがてすぐに落らく胆たんすることとなる。


　ファノヴァールの騎士。なぜその名を思い出すことができたか。


　一年前だったか、その騎士だか伯はく爵しやくだかが亡なくなったことが話題になったからだ。


「……自分で思い出しといて落胆しちゃ世話ないよなあ」


　王国の護まもり手たる英えい雄ゆうが死去し、その一年後に再び始まった王国の危機。なんとも不ふ吉きつな話だった。


　こうしてどこか陰いん鬱うつとした気分のまま、ヴェリックの逃とう避ひ行は始まることとなる。










　第二章　守るべきもの
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　その日、トゥールスレン平原の南にある近この衛え騎き士し団だん第三軍の陣じん地ち内において、小さな動きが生じていた。


　命令が出されたわけでもないにもかかわらず、若わか手ての騎士とその従者ら五〇人ほどが集まっていたのである。


「ノーラッド卿きよう、全員揃そろいました」


「ああ」


　声をかけられたノーラッドという名の近衛騎士は、頷うなずいた。


　ノーラッド。やたらと生傷の多い、王国北部出身の勇ゆう壮そうな若き騎士である。


　かつて行われた王国軍と反乱軍との初の本格的な会戦──第一次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せんにおいては、別働隊を率いて反乱軍の一部隊を撃げき破はするという功を上げたこともある。しかもその折にはアレスという稀き代だいの騎士に少なからぬ協力もしており、そのことが後に王国軍の窮きゆう地ちを救うきっかけにもなった。もっとも、ノーラッドが大声で自分の功を言いふらすような武人ではなかったためだろう、その事実を知る者はほとんどいなかったが。


「よし、では行くとしようか」


　ノーラッドが号令を出すと、彼らは何なん人ぴとにも止めることはできないと思わせるような力強い足取りで陣地の中を進んだ。


　目的地は、彼らの指揮官でもあるフィリップ将軍の滞たい在ざいする天幕であった。







　　◆　　




　このところ、近衛騎士団第三軍の将フィリップの機き嫌げんは、すこぶる悪かった。


　苦労して今の将軍という地位に就つき、そして反乱軍の立て籠こもるトゥールスレン城じよう砦さいを攻せめ落とす算段もつけていた。


　しかし、その大功を上げる絶好の機会をふいにされたのだ。それも、あの憎にくきアレスに。機嫌が良くなる道理など微み塵じんもなかった。


「何？　救きゆう援えんに向かいたいだと？」


　それゆえか、面会を求めてきたノーラッドの用向きを聞いたフィリップは、心底煩わずらわしそうに眉まゆをひそめることとなる。それほどに、フィリップにとってはどうでもいい話だったのだ。


「は。北の侵しん略りやくが始まり、我らの故郷は残ざん虐ぎやくなる傭よう兵へいたちに蹂じゆう躙りんされようとしております。一方で我らの眼前には未いまだ反乱軍の軍勢があり、背後をおびやかされる危険を考こう慮りよすれば、軽々しく大部隊を北へ動かすことが困難だということも分かっております。しかしわずかな手勢で間道を通れば北へ赴おもむくことも可能でしょう。そこで二、三の小隊をお預け頂き、せめて我らだけでも故郷の救援に向かう許可を頂きたいのです」


「…………」


　答える代わりに、フィリップは天幕の外を見た。


　そこにはノーラッドと同じように真しん摯しな表情で請せい願がんに来た騎士ら数十人が控ひかえている。たかが一人や二人の騎士の請願であれば適当に断ることもできるが、さすがにああも多数で来られては軽々しい返事はできない。


　まして、ノーラッドはすでに戦功を立てた身だ。信しん賞しよう必ひつ罰ばつは武人の常であり、彼には恩賞の一つも要求する権利がある。その要求が、ただ故郷を守りたいというだけであれば、容易に断れるものではない。だからこそ天幕の外に居い並ならぶあの騎士たちもノーラッドを交こう渉しよう役に選んだのだろうが。


　面めん倒どうな連中だ──そんな思いをどうにか仕し舞まい込こみ、フィリップは慎しん重ちように言葉を選んだ。


「なるほど、故郷を思う卿の気持ちはよく分かった」


「では──」


「しかし、だ。北の傭兵どもは少数での戦いに長たけていると聞く。こちらも少数の兵力を投入したところで各個撃げき破はの格好の餌え食じきとなるだけだろう。まして我らはやがて来るであろう北の本隊との決戦を控えた立場にある。今は一兵たりとも兵を無む駄だにすべきではない」


　そのフィリップの返答を予想していたのだろうか、ノーラッドの表情に変化はなかった。


「つまり……我らが故郷を、お見み捨すてになると仰おつしやるのですか？」


　その代わり、辛しん辣らつな言葉を返してくる。


　フィリップとしては「それが将軍に対する口の利きき方か」と怒ど鳴なりつけてやりたいところだったが、どうにか自制心を総動員して続ける。


「そうは言ってはおらぬ。卿らが少数の兵を持って駆かけつけたところで状じよう況きようが打開できるとは思えぬと言っているのだ。となれば私も一軍を率いる将として、無駄な犠ぎ牲せいが出ることは避さけねばならぬ。それに、北の傭兵の恐きよう怖ふは六年前の第三次シエゴラス戦役で誰だれもが知っているはずだ。民衆たちもとっくに領主の城にでも避ひ難なんしているだろう」


「それでも逃にげ遅おくれる者はおりましょう。我らが赴けば一人でも多くの領民を救えるはずです」


「その志は立派だ。私も一人の騎士として、危険を恐おそれず故郷を救おうとする卿の判断には敬意を表したい。しかし何度でも言うが、将としては認めることはできぬ」


「…………」


　ノーラッドは、相変わらず表向き不満を露あらわにすることはなかった。


「将軍閣かつ下かのお考えは分かりました。しかし、何と言われようと我らは故郷の危機を黙だまって見過ごすことなどできませぬ。兵をお与あたえ頂けないとあれば、我らだけでも北へ赴く所存にございます。たとえ将軍閣下のご命令に逆らうことになろうと」


「む……」


　それはフィリップを苛いら立だたせるに十分な返答だった。


　領主に忠誠を誓ちかう一いつ介かいの騎士であれば、領地の危機に際して帰き還かんしようとするのはまだ分かる。だが、ノーラッドは近この衛え騎き士しであり、その主あるじは国王なのだ。となれば、国王から兵権を委ゆだねられている自分の命令には服従する義務がある。いっそ命令違い反はんで処分してやろうかと本気で考える。


　だがこのとき、フィリップの傍そばで耳打ちする者がいた。


「この辺りが落とし所でございましょう」


　相談役の騎士、ギルマードである。


「フィリップさまのご判断は一軍の将としては間ま違ちがっておりませぬ。しかし騎士の剣けんは民衆のために振ふるわれるべきという建たて前まえがございます。故郷のために行動しようとしているノーラッド卿らをこれ以上留め置けば、フィリップさまのことを騎士道に外れた冷血な将などと評する者も出て参りましょう」


「それがどうした？」小声で返す。「今いま更さら私が陰かげ口ぐちなど気にするとでも思ったか？」


「フィリップさまならそう仰ると思っておりましたが、今我らは反乱軍と不本意な停戦を強しいられ、武人たちは功を上げる機会を失っております。あまり波風を立てるのもいかがなものかと」


「……むう」


　いつもながら、ギルマードの言には聞くべき点があった。


　ただでさえフィリップは、いくつもの慣習を破って今の地位を得た身である。反乱軍を撃げき滅めつして大功をあげることができていれば誰も文句は挟はさめなかっただろうが、それがならなかった以上は無駄な敵意を買う必要があるとは思えなかった。


「分かった。いいだろう、ノーラッド卿。私個人としても、無む辜この民衆の命が失われることは本意ではない。兵は出せぬが、卿らが故郷を守りに行きたいというのであれば、これ以上何も言うまい。好きにするがよい」


「は、ありがとうございます」


　それで一応は納なつ得とくしたのか、一礼してノーラッドは立ち去った。


「よろしいのですか、閣下」


　すると今度は、もう一人の参さん謀ぼうでもあるベルフェルド副将が口を開いた。


「自身が傷つくことを厭いとわぬノーラッド卿のこと、孤こ立りつ無む援えんとなろうと必ずや北へ向かうでしょう。北との決戦を控ひかえた今、ノーラッド卿のような有能な近衛騎士を失うのは手痛い損失だと思いますが」


　当然ながらベルフェルド副将はギルマードの耳打ちを聞いていない。そんな解かい釈しやくもあるのだなと、思わず納得してしまう。


「構わぬ、行かせてやれ。私も一将軍としてはノーラッド卿の申し出は認められぬが、一武人としてはノーラッド卿の思いはよく理解できるからな」


　このとき、フィリップには別の考えが浮うかんでいた。


　ギルマードやベルフェルドの意見にはそれぞれ聞くべき点があったのは事実だ。しかしよく考えてみれば、故郷が危険だからなどと義ぎ憤ふんに駆られて行動するような近衛騎士は自分にとっては不要なだけではないかと気付いたのである。たとえば、あのアレスがそうだったように。


　フィリップにとって必要なのは、目の前の人にん参じんに釣つられて走り続ける馬のごとき単純な兵だけなのだ。
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「ノーラッド卿きよう！　将軍閣下のご返答は……!?」


　天幕から出てきたノーラッドを、すぐさま同郷の騎士たちが取り囲む。


「残念ながら、兵を与あたえてはくれなかった」


　その答えに、落らく胆たんのため息が無数に漏もれた。


　ノーラッドは彼らを慰なぐさめるように続けた。


「だが、幸いなことに北へ向かう許可は頂けた。何も問題はない、私は予定通り故郷の地へ戻もどるつもりだ」


「ならば、私もお供いたします！」


　同じような声が、次から次へと周囲から上がる。


「よいのだな？　北の傭よう兵へいの狡こう猾かつさは誰もが知っているだろう。孤こ立りつ無む援えんの危険な旅路となるぞ」


「それは筋すじ違ちがいの心配というもの。この故郷の危機にじっとしていることこそ騎士の名折れ」


「そうですとも。危険だからなどという理由で挫くじける武勇は持ち合わせておりませぬ」


　即そく座ざに返ってくる力強い声に苦く笑しようする。


「そうか、ならば行こう。一人でも多くの領民を救うのだ。我らの誇ほこりは持たざる者のために」


「持たざる者のために！」


　騎士たちの声が、辺りに唱和した。


　この仲間たちの力があれば、必ずや領民を救うことはできるだろう。それはこのときノーラッドが抱いだいた確信だった。


　だが、襲おそい来くる何百、何千という傭兵たちを前にして、五〇人程度の騎士にできることなどたかが知れている。


　このようなときこそ、あの騎士の力が欲ほしいところだった。一騎当千、万ばん夫ぷ不ふ当とうといった言葉こそが相ふ応さわしいファノヴァールの騎士の力が。あのただ一人からなる無敵の軍勢ならば、たった一人でも傭兵たちを退けることもできるのではないかと思う。


　しかし、聞けばあの赤の騎士は、クラウディア王女と共にトゥールスレン城じよう砦さい内部にあるという。王女らの行動のおかげで、北との決戦を前にこれ以上戦力を減らす必要がなくなったのはありがたいのだが、こうなるとクラウディアの存在がある限りアレスが戦場へ出てくる可能性も低くなったと言わざるを得ない。


　──いや、それでも。


　ノーラッドにはある確信があった。


　ファノヴァールの騎士の名が、もっとも知れ渡わたっているのは王国北部なのだ。ファノヴァール家の歴代当主たちは、北の侵しん略りやくが起こる度たび、人々を救うため自ら先頭を切って剣を振るってきたからである。


　──その四代目の当主が、人々の危機を知ってじっとしていられるはずがない……！





　　　　　　　２





「……今日はやけに風が強いなぁ」


　正面から吹ふき付ける風に顔をしかめながら、難民となったヴェリックは担かついだ荷を背負い直した。


　真夏ゆえに気温は高い。そよ風ぐらいならむしろありがたいぐらいだが、こうも強い向かい風に長時間さらされれば体力にも影えい響きようが出てしまう。今はもう少し風の精せい霊れいの慈じ悲ひが欲しいところだった。


　周囲には、ヴェリックと同じように向かい風に顔をしかめる人々が無数にいる。最初は同郷の村人数十人だけだったが、道を行く途と中ちゆうで同じように難を逃のがれようとしていた人々と次々合流していった結果だ。


　──つくづく、蒼そう神しんラクリナースさまもお人が悪い。


　ヴェリックはもちろん、誰もがつい数日前までは貧しいながらもささやかな幸福に包まれた日々を送っていたのだ。


　愛着のこもった家。収しゆう穫かく目前の麦畑。そして何より、愛する家族がすぐ傍そばで笑っている生活。


　それが今や、誰もが疲つかれた顔をしてとぼとぼと道を歩いている。大人たちの雰ふん囲い気きに呑のまれたのか、子どもたちの笑い声一つ聞こえない。これが運命を司つかさどるという蒼あおの女め神がみの用意した道とあれば、愚ぐ痴ちの一つも言いたくなるというものだった。


「イリス、疲れてないか？」


　一番心配な娘むすめに声をかける。できることなら馬に乗せてやりたいが、その背にはすでに末の息むす子こと多くの荷物とを乗せていたため、空きがなかったのだ。


「子ども扱あつかいしないで。これぐらい大だい丈じよう夫ふよ」


「そ、そうか」


　心配しているだけだというのに、こうもつっけんどんに返されては父として悲しくなってしまう。二月ほど前だっただろうか、ついうっかり寝ねぼけて娘の肌はだ着ぎと自分のそれとを勘かん違ちがいして穿はいてしまってからというもの、ずっとこの調子だった。


　この年とし頃ごろの娘は難しくていけないと、思わずため息を吐つく。そういえばかのクラウディア王女殿でん下かも娘と同じ一三歳さいと聞く。王家と平民とを一いつ緒しよくたにするのも不敬なのだろうが、国王陛へい下かも自分と同じような悩なやみを持っているのだろうかと、どうでもいい疑問を抱いだく。


「父さん、あとどれぐらいなんだ？」


　上の息スコ子ツトが訊たずねてくる。


　父親たる自分に似たのか、あるいは普ふ段だんから農作業で鍛きたえているせいか、精せい悍かんなスコットは数日分の食料を背負い、ずっと歩き詰づめだというのにまったく足取りに衰おとろえは見えない。頼たのもしい限りだった。


「そろそろ城じよう壁へきが見えてくるはずだ。疲れたか？」


「いや、これぐらい全然平気だよ」


「父さんこそ大丈夫なの？　とっても重そうだよ、その荷物」


　末っ子のピーターが馬の上から声をかけてくる。


　ヴェリックの背負っていた荷は、そこらの道を行く人々の誰よりも多かった。どちらかというとひょろりとした体のどこにそんな力があるのかと、誰もが疑問に思っていることだろう。


「大丈夫よ、父さんはとっても力持ちなんだから」


　そう答えたのは妻マーサである。末っ子を安心させるため、ヴェリックはおどけたようにえっへんと大げさに胸を張って見せた。


　実際、体力だけはそれなりに自信があった。


　行商として来る日も来る日も歩き詰めの日々を送ってきたのである。少しでも多くの荷を運ぶため、自ら商品を背負って歩くことも珍めずらしくなかった。一応荷馬も連れてはいるが、商品を運ぶための馬であってヴェリック自身がその背に乗ることは滅めつ多たになかった。この程度の旅路で疲れる道理はない。


　それは日々農作業に従事している他ほかの男たちもそうだろう。だが、子供や老人となるとそうはいかない。吹きつける風すら障害となり、今のヴェリックたちの歩く速度は、一日に二里（約八キロ）が精々という有様だった。


　頑がん強きような傭兵たちの行軍速度は恐おそらくこの倍以上だろう。いつ追いつかれるかと思うと、不安で仕方がなかった。





　そして間もなく、ヴェリックたちに幸運と不幸とが相次いで訪おとずれることになる。


　傭兵たちの姿を見ることなく、無事領主の居城へたどり着くことができたという点で彼らは幸運だった。


　だが、その城門が彼らのために開かれることはなかったという点で、彼らは不幸だった。





　　　　　　　３





　領主モンバール伯はくの居城は、城壁は高く堀ほりは深く、しかもなみなみと水がたたえられ、軍事拠きよ点てんとして機能しうるだけの大きさと頑がん強きようさとを兼かね備えている。何度となく北の脅きよう威いにさらされてきた王国北西部では珍めずらしいことではなく、どこの領主も同じような城を持っている。特に他の地方と違う点は、城下町がないということだ。これは領地経営という点から見れば非建設的だが、人の出入りを最小限に留とどめることによって敵の間者の侵入を阻そ止ししやすくなるし、また拠点の面積が小さくなる分、少ない兵でも効率的な防衛が可能となる。守備の点では極きわめて有用だった。


　そして一度事が起これば、領民ともども城にこもって王国軍の救きゆう援えんを待つ。その重要な防衛拠点を維い持じするために、ヴェリックたち北の領民は高い税金を払はらってきたのだ。


　にもかかわらず、この日ヴェリックたちを迎むかえたのは、領主モンバール伯の汚きたない言葉の数々であった。


「貴様ら愚ぐ民みんどもに開く門などない！　邪じや魔まだ、早々に立ち去れ！」


　堅かたく閉とざされた城門の上から、モンバール伯が怒ど鳴なり散らす。


　文字通り門もん前ぜん払ばらいを喰くらったヴェリックたちは、絶望と恨うらみを募つのらせながら領主の姿を見上げることしかできなかった。お開けください、どうかお慈じ悲ひを──という悲鳴にも似た懇こん願がんがあちこちから起こるが、モンバール伯は一いつ顧こだにすることもなく、ただ罵ののしり声だけが返ってくるという状じよう況きようが続く。


「お父さん……。みんなどうして怒おこってるの？」


　周囲の雰ふん囲い気きに気け圧おされたのだろう、末っ子が不安そうな顔をしていた。


「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっともめているだけだよ」


　息むす子こを安心させようと笑いかけてみるものの、この状況では我ながら説得力があるとは思えなかった。


「ええい、失うせろと言っておるのだ！　愚民の分際で領主たる私の命令が聞けぬというのであれば容よう赦しやせぬぞ！」


　思ってもみなかった動きが生じた。


　モンバール伯が傍そばにいた兵士から弓矢を奪うばい、番つがえ、そして放ったのである。


　矢は誰かに当たったのか、悲鳴が起こった。新たに沸わき起こるどよめきと混乱。


　たちまち城門の前から人々が逃にげ出し、辺りは一気に騒そう然ぜんとなる。


「……まさか、こんなことになるなんてなぁ」


　ため息の一つも吐つきたくなる。


　六年前の戦役の際がそうだったように、領主が領民を保護するのは当たり前のことだと思っていた。だが、六年前とは一つだけ状況が違っていたことを思い出す。この間に、モンバール伯は代だい替がわりしているのだ。父の方は領民を信しん頼らいして共に戦う気き概がいを持っていたようだが、息子の方は違ったらしい。


　しかし、引き下がるわけにはいかなかった。


　生き残るにはこれしかない。何の力も持たない、武器すらも持たない農民たちが助かるには、この城に籠こもるしかないのだ。


　意を決したヴェリックは、妻を振ふり返った。


「マーサ、子どもたちをちょっと頼たのむよ」


「え……!?　ちょ、ちょっとあなた!?」


　妻が止めるのも聞かずに、ヴェリックは一人歩み出た。人がいなくなった城門の前へと。


「なんだ貴様は!?　私は失せろと言ったはずだぞ！」


　モンバール伯は再び弓矢を構え、その切っ先を向けてくる。


　妻の悲鳴が聞こえたような気がした。多少の恐きよう怖ふも感じる。もしあの矢が自分を貫つらぬくようなことがあれば、一体誰が家族を守るのか。


　それでも、ヴェリックは勇気を振り絞しぼって口を開いた。


「伯はく爵しやくさま。私たちはこのようなときに保護して頂くために、平素から高い税を納めてきたのです。だというのに、何な故ぜこのような仕打ちをなさるのですか」


「うるさい！　貴様ら領民が領主に貢みつぐのは当然であろうが！　そして我ら領主が貴様ら領民をどうしようと勝手だ、農民風ふ情ぜいが偉えらそうな口を叩たたくな！」


「…………」


　自分たちをモノ扱あつかいするモンバール伯に、諦あきらめにも似た失望を抱いだく。


「ただ一方的に保護してくれなどと申し上げるつもりはありません。私たちの家族を保護してくれるのであれば、伯爵さまをお守りするため共に武器を持って戦うつもりです」


「うるさい、我わが堅けん城じようを守るに貴様らのような下げ賤せんな農民どもの助けなどいるものか！　聞けばローデス伯は城内に入れた愚民どもによって殺され、城は占せん拠きよされたというではないか！　貴様らが同じことをしないという保証がどこにある!?」


　そういうことかと、ようやくモンバール伯が頑かたくなに自分たちを拒こばむ理由を察した。


　どうやら南方にあるローデス領では、農民たちが領主の城を乗っ取ってしまったらしい。それゆえに、モンバール伯は自分の身に同じ災さい難なんが降りかかることを恐おそれたのだろう。


　確かに、無数の領民を城に入れたところで反乱でも起こされれば鎮ちん圧あつは不可能だ。モンバール伯が怯おびえる気持ちは分からなくもない。ただでさえはるか東のボルネリア領で起こったという大規模な反乱が起こって以来、どこの領地でも領民と領主の仲はぎくしゃくしている状態だ。


　それにしても、なぜローデス領の領民は貴族殺しなどという大それたことをする気になったのか。いや、ローデス伯の好色ぶりはヴェリックも商売仲間から聞いたことがある。大方、城内に入れた領民たちに何か理り不ふ尽じんな要求でも突つきつけ、怒いかりを買うようなことでもしでかしたのかもしれない。


　だが、時期が悪過ぎる。領民と領主が一体となって事に当たらなければならないこの時期に、ローデス領のような前例が一つ生まれれば、たちまち近きん隣りんすべての領地に影えい響きようが及およぶだろう。目の前のモンバール伯がそうであるように、領民を追い出そうとする領主が続出することは間ま違ちがいない。


「……伯爵さま」


　と、なおもヴェリックは語りかけた。意固地になっているモンバール伯に対し、もはや効果は見込めないが、それでも最後の説得を試みる。


「六年前の戦役の折には、伯爵さまのお父上の指揮の下、我々は城に籠もって必死に戦いました。領主と領民とが一体となって戦ったがゆえに、私たちは生き延びることができたのです。そのときのご恩を覚えているからこそ、私たちは六年もの間、高い税を不平も言わず納めてきたのです。にもかかわらず、今回伯爵さまは我々を追い払おうとしていらっしゃる。失礼ながら伯爵さまは、そのわずかな手勢だけで城を守りきれると本気でお思いなのですか」


「う、うるさい！　それが貴族に対する口の利き方かぁっ！」


　ついにモンバール伯はヴェリックに向けて矢を放った。周囲から悲鳴が上がる。


　しかし、ヴェリックは微び動どうだにしなかった。あの矢が自分を貫くことなど決してないと確信を抱いだいていたためだ。当代のモンバール伯が武勇に長たけた弓の名手だという話など聞いたことはないし、今日は風も強い。行商の途と中ちゆうで盗とう賊ぞくに遭そう遇ぐうし、弓を射い掛かけられたこともあるヴェリックである。群衆の中に放つならともかく、一人の人間を狙ねらい撃うつことなど不可能だと確信していた。


　事実、矢はかすりもしなかった。もっとも、ヴェリックにとって矢が当たる当たらないは大した問題ではなかった。重要なのは、モンバール伯が守るべき領民に向かって矢を放ったという事実である。すなわち、領主を見限るときが来たのだ。


　城へ入るのが無理となれば、いつまでもここに留まっているわけにはいかず、早く次の行動を起こさなければならない。


　ヴェリックは事の成り行きを見守っていた背後の人々を振り返った。


「みんな、行きましょう。モンバール伯に私たちを助けてくれるつもりがないことは分かりました。残ざん虐ぎやくな傭よう兵へいたちはもういつ姿を見せてもおかしくないのです、早くこの地を去りましょう」


　その声がきっかけになった。


　人々は顔に不満をたたえ、モンバール伯を睨にらみつつもその場を立ち去る準備を始める。モンバール伯の方も、とにかく邪じや魔ま者がいなくなれば満足なのか、もはや何も言わずに城じよう壁へきの上から姿を消した。


「あなた……。あんまり危険なことはしないでくださいまし」


　家族の元へ戻もどったヴェリックを、蒼そう白はくな顔をしながら妻が迎むかえた。


「んー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ほら、怪け我が一つしてないし」


　安心させるため、わざとおどけたように答える。


　ヴェリックとしても、あんなことをするのは本意ではなかった。すべては家族のためである。愛する妻や子供たちが北の傭兵の犠ぎ牲せいになることだけは絶対に耐たえられない。その可能性を少しでも減らすためであれば、どんなことでもするつもりだった。


「のう、ヴェリック」


　不意に名を呼ばれ、振り返る。


　そこには村むら長おさを始めとした、故郷ディナン村の人々の姿があった。誰も彼もが不安そうな顔をしつつ、まるで自分にすがるような視線を向けてくる。


「どうしましたか、村長」


「これで頼たよりだったお城には入れなくなったんじゃ……。これからわしらはどうすればいいのかと思ってのう……」


　村長という皆みなを導く立場にありながら、何もできないせいだろう。村長は一気に老け込んだようにさえ見えた。


「……とにかく、ここにいても仕方ありません。東へ、南東の方へ行きましょう。王国軍がやってくるとすれば南東からのはずですし、他の貴族の城へ避ひ難なんすることができるかもしれません。最悪でもオルガスタまで逃げられればなんとかなるはずです」


　ベールセール王国北部最大の街、オルガスタ。北はレアニール連合、東はエディンバラ皇国、西は港みなと街まちオルトーユ、南は王都ヴァンフィールへと通じる交通の要よう衝しようである。経済活動はもちろん活発で、その活気は王都にも勝まさるとさえ言われている。


　もしオルガスタが北の手に落ちれば、領土的、経済的、精神的、あらゆる面でベールセール王国の敗北は決定的になるだろう。要衝であるがゆえに領主はおらず、国王の直ちよつ轄かつ地となっており、城じよう塞さい都市と呼こ称しようされるほどに守りも堅かたい。そこまで逃げ延びることができれば、生き延びる可能性は一気に高まるはずだった。


「へえ、オルガスタか。一度行って見たかったんだよなあ」


　長スコ男ツトが若者らしい明るい口調で言った。少しでも場を明るくしたいという強がりだったことは明白だったが、それでも息むす子この気き遣づかいに救われる思いがする。実際、若者ならば誰もが一度はオルガスタを訪おとずれたいと志すものなのだが。


　しかし、ここからオルガスタまでは遠い。一日二里の速度では、間ま違ちがいなくオルガスタにたどり着くより先に傭兵たちに捕ほ捉そくされるだろう。せめてそれまでにどこかの貴族の城へ避難できればいいのだが、自分たちの領主のでさえあの有様なのだ、望みは薄うすい。


　──まずいなぁ。


　ふと見れば、妻も娘むすめも末息子も、一様に不安な顔をしている。


　一家の長として、ヴェリックは家族たちに希望を与あたえる義務があった。しかし、どれだけ考えても、状じよう況きようを直ただちに改善できるような都合のいい打開策は見つからない。


　憤ふん懣まんやるかたないとはこういうことかと、ヴェリックもまた村長と同じように自分の非力さを嘆なげくのだった。







　　◆　　




　このとき。


　領民たちが去っていく光景を城壁の上から見つめていた一人の騎き士しがいた。


　顔つきはやたらと険しく、その場にいた他ほかのどの騎士よりも大きな体格をしている。


「ふん……。まさかこうも臆おく病びような主あるじだったとはな」


　バルティアスという名のその騎士は、苦にが々にがしく呟つぶやいた。


　戦いこそ騎士の本分である。にもかかわらず、主たるモンバール伯が下した命令は、城へ引っ込んでいろというものだったのだ。情けないにもほどがある。


　バルティアスは、先ほど臆病者の領主に正面から食って掛かかっていた貧相な領民のことを思い出した。


「これなら、あの男の方がよほど勇ゆう敢かんではないか」


　ベールセール王国北部出身の武人は、レアニール連合との小こ競ぜり合いが絶えぬゆえに戦う機会も多く、それゆえ勇ゆう猛もうであることで知られている。にもかかわらず、主の命令だからという理由で城へ引っ込んでいてはいい笑いものである。たかが農民でさえ、あれほどの勇を見せたというのに。


　バルティアスは生来の武人であった。文字通り、騎士ではなく武人だった。騎士は持たざる者とやらのために剣を振ふるうことがあるらしいが、武人は違う。ただ自分の強さを確認するためだけに剣けんを振るうのだ。


　そんな性格ゆえだろう。正直なところ、領民たちがどうなろうと知ったことではなかった。だが、臆病者との謗そしりを受けることだけは絶対に我が慢まんがならなかった。傭兵も武人の一種には違いないのだ、そんな連中にこの地を蹂じゆう躙りんされるのをただ見ていることなど許容できるわけがない。


　それゆえに、間もなくバルティアスは、ある決意をすることとなる。





　　　　　　　４





　モンバール伯はくの居城を離はなれたヴェリックたちは、そのまま街道を東へ進んだ。


　この辺りまで出てくると街道はかなり整備されており、道みち幅はばは広く、歩きやすくもある。もっとも、それは後ろから追ってきているであろう傭兵たちにとっても有利に働くだろうが。


　モンバール伯の加護が受けられないという話が広まったせいか、ヴェリックたちと同じように南東へ行こうとする人々の数はさらに増え、千人をはるかに超こえているように見えた。この数は今後さらに増えるだろう。一方で群衆が大きくなれば大きくなるほどに歩く速度は制限されてしまう。もし動きの取れないこの群衆の中で傭兵の襲しゆう撃げきを受ければどうなるかなど、想像もしたくなかった。


　──間道にでも入るべきだろうか。


　ヴェリックはそんなことを考えていた。行商人であるヴェリックは、この近辺の道には誰よりも詳くわしい自信があった。それに間道を通った方が、このまま群衆と共に行くよりは確実に速度も上がるだろう。


　しかし、少ない人数で進むことはまた別の危険を孕はらんでいる。傭兵たちはもちろんだが、極度に治安が悪化しているであろうこの状況では、野や盗とうや暴漢の類たぐいも増えていておかしくない。少人数で歩いているところを見つかれば格好の餌え食じきとなるだろう。


「お父さん……。ぼくたち、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　こういうとき子供は敏びん感かんだ。不安が伝でん染せんしたのか、末っ子が心配そうに尋たずねてくる。


「ああ、大丈夫だよ。何も心配することなんてないさ」


　しかしヴェリックは、ただ根こん拠きよのない言葉でごまかすことしかできなかった。


　──どうする？　どうすれば家族を守れる？


　近きん隣りんの村々から引く手あまただったのに、自分を愛してくれる道を選んでくれた美しい妻。立派に育ってくれた長男。妻に似て美人の片へん鱗りんを覗のぞかせている娘。少々甘あまえん坊ぼうだがそこがまた可か愛わいくもある聡そう明めいな末っ子。


　そのすべてが、何にも代え難いヴェリックの宝だった。雨や雪の降りしきる中、重い荷を背負って泥どろだらけになりながら一日歩き続けることができたのも、すべて家族のためという思いがあったからこそである。


　家族のためならば、自分の命すら惜おしくはない。しかしこの状況では、自分を犠ぎ牲せいにしたところで何一つ救えるものなどないだろう。父親として、一家の長として、これほどの無力さを痛感させられることはない。


　こうなると段々国というものが憎にくらしくなってくる。自分たちを守ってくれるはずの国は、領主は、騎士は、一体何をしているのか。一体何のためにこれまで高い税を払はらってきたというのか。こんなことならば、国に対して反旗を翻ひるがえしたという反乱軍だか解放軍だかにでも身を投じていた方がよかったかもしれない。いや、あるいは彼らの存在があったがゆえに、貴族と領民の仲がこじれ、こんな目に遭あわされていると言えるのかもしれないが。


「なあ。誰かゴロビア村の連中を見ていないか？」


「いや……そういえば見てないな」


「大方、話が伝わってないんだろうよ。あんな辺へん鄙ぴな村じゃ仕方ねえ」


　人々の間から、そんな会話が聞こえてくる。ゴロビア村といえばヴェリックたちの故郷と同じぐらい辺鄙な田い舎なか村である。運良く旅人や行商でも通りがからない限り、外界の情報などまったく得られないだろう。


　今その村人たちがこの場にいないとなれば、間違いなく手て遅おくれだ。もはや北が攻めてきたことを知らせる時間も、逃にげる時間もないだろう。あれほどの辺鄙な地にある村ならば傭兵たちも気付かないかもしれないが、地図にだって載のっている村なのだ。その可能性は低い。


　──いや、他人事じゃあないか。


　今の自分たちもまた、狩かられる運命から逃げようとしているだけの哀あわれな羊の群れでしかないのだ。もし傭兵たちに追いつかれれば、あっという間に阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが現出することになるだろう。


　そして、ヴェリックの推察が正しかったことは、まさにこのとき証明されることとなる。





「きゃああああああ!?」





　始まりは、誰かの甲かん高だかい悲鳴だった。


　ヴェリックたち群衆の視線が一いつ斉せいに声の方へ向けられる。


　そして、彼らは見た。


　突とつ如じよ脇わき道みちから現れた数十の騎き馬ばの群れを。


　騎士などではなかった。馬は貧相だったし、その背に乗っているのは野や盗とうや山さん賊ぞくと見分けのつかない下品で薄うす汚よごれた格好をした男たちである。


　見まがうはずもない。六年前と何も変わらない姿をしたその一団は、間ま違ちがいなく北の傭よう兵へいだった。


「よ、傭兵どもだ！」


「まさか！　もうこんなところに!?」


　それはあまりに突然過ぎた。


　傭兵が近づいているという話は誰もが耳にしていた。しかし、まさかこれほど早く姿を現すとは誰も思っていなかった。


　出来の悪い夢のような光景。しかし、それは悪夢などではなく現実だった。数十騎の騎馬は、武器を振りかざし群衆の中へと飛び込んでいった。


　血と悲鳴が同時に撒まき散らされる。


　千人を超える難民の群れは、たちまち大混乱に陥おちいった。







　　◆　　




「ひゃっはっは！　こいつは格好の獲え物ものだ！　者ども、やれぃ！　殺せ、奪うばいつくせ！」


　このときヴェリックたちに襲おそい掛かかったのは、〈白はく狼ろう団だん〉という名の傭兵団だった。


　といっても武名より名前の大仰さが先行している傭兵団であり、ミレスデン王国では有う象ぞう無む象ぞうにある傭兵団の一つに過ぎない。もちろんライオネル大だい元げん帥すいの信しん頼らいは得ていないし、名前すら覚えられていない。ミレスデン本軍の傍そばではなく、先行してベールセール王国内に侵しん入にゆうしていることがその証明でもあった。


　しかもこのとき、〈白狼団〉の数は普ふ段だんの半分、五〇人に満たなかった。別に戦いで半減したわけではない。彼らは団員の数を半数に減らすことによって、あるモノを調達していたのだ。


　馬である。


　レアニールでは、馬を軍事利用することは少ない。理由は明快、高価だからだ。北の瘦やせた地では人を養うのに精せい一いつ杯ぱいで軍馬にまで手が回らないのだ。


　ゆえに伝令や将官でもなければ馬を使うことはない。ましてや騎兵だけで構成されている傭兵団などごく一部だ。


　しかしベールセールに侵入し、他の傭兵団に先さき駆がけて略りやく奪だつをするには高い機動性が必要となる。それゆえに〈白狼団〉の団長は、人員を削さく減げんし、浮ういた金で安い馬を人数分仕入れる道を選んだのである。騎き乗じよう戦せん闘とうの経験などもちろん皆かい無むだったが、武器も持たない農民どもを相手にするなら問題ない。


　その選せん択たくが正しかったことは、今まさに証明されようとしていた。慣れぬ土地ゆえに多少道に迷うこともあったが、道中で見つけた無人の村もすべて無視してひたすら急いだ結果、こうして他の傭兵団を出し抜ぬき、千人を超えるであろう難民の群れを見つけることができたのだ。それは無防備な家か畜ちくの群れを見つけたに等しい。


「進め進め！　羊どもを追い散らしてやれ！」


　団長以下、数十騎からなる傭兵たちは人の群れの中を駆け回った。


　馬の足で人々を蹴けり飛ばし、踏ふみつぶし、武器を振り回す。


　五十人足らずで千人を超える人々をすべて殺し尽つくすことは不可能だ。まずは群衆の中を暴れ回り、追い散らし、数を減らしたところで死体を漁あさり、逃げ遅れた女を捕とらえ、自分たちの欲望を果たすつもりだった。







　　◆　　




「な……なんてことだ！」


　目の前で展開する地じ獄ごくそのものの光景に、ヴェリックは呻うめいた。


　難民の群れは、突如襲い掛かってきた傭兵たちのせいであっという間に大混乱に陥っていた。


　もはや秩ちつ序じよも何もない。誰もが争うように傭兵たちから逃のがれようとし、互たがいに押おし合いへし合い、力の弱い者は押し倒たおされ、あるいは群衆に踏み潰つぶされ、家族と引き離はなされてしまった子供たちが泣き叫さけぶ。


　しかもそれは、他人事ではなかった。混乱の波は、すでにヴェリックたちの傍にまで波は及きゆうしていたのだ。


　一刻の猶ゆう予よもなかった。傭兵たちから、群衆から家族を守らなければならない。


　ヴェリックは家族たちに向かって叫んだ。


「おまえたち、絶対に離れるんじゃないぞ！　スコット、おまえは妹イリスを守れ！」


「わ、分かった！」


「行くぞ、マーサ」


「え？　ちょっと、あなた!?」


　ヴェリックは片手に末っ子を乗せた馬の手た綱づなを絡からませると、妻の体を結けつ婚こん式しきのときにしたように両りよう腕うでで抱かかえ上げた。


　そしてスコットがイリスの手を取ったのを確かく認にんすると、一目散に駆け出す。体力にだけは自信がある。このまま森の中にまで逃にげ込こめば、きっと傭兵たちも追ってはこれないだろう。


　だが、状じよう況きようがそれを許さなかった。


「あっ!?」


「イ、イリス!?」


　背後から、スコットとイリスの悲鳴が聞こえた。


　振ふり返る。恐おそらく人の波に押されてしまったのだろう、地面に倒れているイリスと、それを助け起こそうとするスコットの姿が見えた。


　その間にも、周囲をものすごい勢いで人が走っていく。二人の子供たちは今にも群衆に押し潰されそうだった。


「あなた、行って！」


「わ、分かった！」


　妻の体を下ろすと、馬の手綱を手て渡わたし、スコットたちの元へと駆け寄る。


「しっかりしろ、大だい丈じよう夫ふか二人とも!?」


「父さん！　俺は大丈夫、だけどイリスの足が……！」


　恐らくは倒れた際に挫くじいたのだろう、イリスは痛みに顔を歪ゆがめ、立つこともできないようだった。


　娘一人運ぶぐらいどうということはない。急いでその体を抱だきかかえようとする。


　そのときだった。


　周囲から聞こえる悲鳴が一ひと際きわ大きくなった。それに続いて耳に飛び込んでくるのは、蹄ひづめの音。


「ひゃっはっは！　死ね死ね死ねぃ！」


　狂くるったとしか思えないような叫び声を上げる傭兵の姿が見えた。


　しかも地面にうずくまっている自分たちは格好の獲物と映ったのか、こちらへ真っ直すぐ馬を走らせてくる。


「きゃああああああ！」


「と、父さん！」


　二人の子供の悲鳴を聞きながら、ヴェリックの体は自然と動いていた。


　いかなる状況においても、子供たちを助けなければならない。そのためには自分の命すらどうでもいい。


　となれば、やることは簡単だった。娘の体を長男に押し付ける。


「行け！」


「で、でも父さんは!?」


　問い返す長男に、ヴェリックは怒ど鳴なるように言った。


「いいから行け！　今は自分たちのことだけ考えろ！　さあ！」


　その体を押しのけるようにしてどうにか先へ行かせる。


　そして、ヴェリックは傭よう兵へいの方を振り向いた。


「ここは、絶対に通さんぞ……！」


　傭兵たちの一番の獲え物ものが、女だということをヴェリックは知っている。足に怪け我がを負った娘は、格好の餌え食じきとなるだろう。


　だが、絶対にそんなことはさせない。娘が逃げる時間を稼かせぐのだ。自分の体を犠ぎ牲せいにしてでも、絶対にあの馬の足を止める。ヴェリックは全身に気合をみなぎらせて、その場に悠ゆう然ぜんと立ちはだかった。


　全力で走る馬の前では、人間の体など路ろ傍ぼうの小石のようなものである。確実に自分は死ぬかあるいは歩けなくなるほどの重傷を負うだろう。しかし馬の足というものは、意外と脆もろいということをヴェリックは知っていた。死ぬ気でぶつかれば止めることは不可能ではない。


　だが、幸いなことにヴェリックがここで体を張る必要はなかった。


「敵だ！　大変だお頭かしら、後ろから騎き士しどもが来やが──うわああああ!?」


「なにい!?」


　背後から聞こえた悲鳴に、傭兵が馬の足を止めたのだ。


　ヴェリックの体は自然と動いていた。この機を逃のがすわけにはいかない。


　地を駆かける。転がっていた血まみれの老人の死体から杖つえを拾い上げ、よそ見をしていた馬の足に叩たたきつけたのだ。


「うおお!?」


　馬が悲鳴とともに崩くずれ落ち、乗っていた傭兵もまた一いつ緒しよに落ちる。


　しかし傭兵もさる者だった。馬の巨きよ体たいに巻き込まれることなく地面に飛び降りると、赤く汚よごれた剣けんの切っ先をヴェリックに向けたのである。


「き、貴様ぁ！」


　ヴェリックは思わず息を呑のんだ。さすがに剣を持った歴戦の傭兵と正面から戦って勝ち目があるとは思えない。


　だが、ヴェリックの幸運はなおも続いた。傭兵がヴェリックに襲おそい掛かかることはついになかったのだ。


「なっ──」


　そのとき目の前で起こった出来事に、思わずヴェリックは呆あつ気けに取られるほどだった。


　傭兵の体は、後ろからやってきた別の騎き馬ばに踏ふみ潰つぶされたのだ。


「あ……が、がはっ……！」


　そのまま口から血を吐はいて動かなくなる。


　自分を助けてくれた騎馬を見上げたヴェリックは、思わず息を呑んだ。馬を操あやつる男は、傭兵と見まがうほどの粗そ野やな風ふう貌ぼうをしていたためだ。


　だが、装備が違ちがう。甲かつ冑ちゆうを着込んだその姿は、紛れもなく騎士だった。


　ようやく悟さとる。


　自分は、いや、自分たちは、この騎士に助けられたのだと。


　そして、こんなところに騎士がいる理由は一つしかない。あの臆おく病びようなモンバール伯はくが、騎士隊を派は遣けんしてくれたのだろう。


「あ、ありがとうございました、騎士さま」


「ふん」


　ヴェリックの礼など意にも介かいさず、その大おお柄がらな騎士は馬首を翻ひるがえし、去っていった。
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　辺りの混乱も、終息へ向かいつつあるようだった。


　このとき駆かけつけてくれた騎士の数は、どうやら傭兵たちの半分ほどに過ぎないようだった。しかし傭兵たちは馬上での戦せん闘とうにまったく慣れていなかったのだろう。多人数という利点をまったく活いかすこともできず、騎士たちの操る槍やりに次々と討うち取られていく。


　やがてわずかに残った傭兵たちも、散り散りになって森の中へと消えていった。


「た、助かった……みたいだな」


　あまりにも日常離ばなれした出来事が続いたためか、ヴェリックの頭はまだどこか呆ぼう然ぜんとしていた。


　突とつ如じよとして現れた傭兵。沸わき起こった混乱。群集に飲み込まれそうになった子供たち。風前の灯ともしびだった自分の命。そして、駆けつけた騎士たち。


「そ、そうだ！　マーサたちは!?」


　慌あわててヴェリックは愛する家族たちの名を叫んだ。


　これほどの混乱が起こった後である。ひょっとするともう二度と会えなくなってしまうのではないかと、そんな恐きよう怖ふさえ思わず抱いだいた。


　このとき叫さけんでいたのはヴェリックだけではなかった。誰もが必死にはぐれてしまった家族の名を叫んでいる。負けずにヴェリックも呼び続けた。そこらに転がっている死体が、家族のものではないことを神に祈いのりつつ。


「あ、父さんだ！」


　その声だけは、聞き逃のがすはずがなかった。数え切れぬほど耳にした可か愛わいい末すえ息むす子この声は。


「あなた！」


「よかった！　みんな無事だったんだな！」


　ヴェリックたちのいた場所が、傭兵たちが最初に襲しゆう撃げきしてきた場所よりかなり離れていたことが幸いしたのだろう。家族は全員が無事だった。それに、唯ゆい一いつの財産である馬も。


　妻と末の息子とをまとめて腕うでに抱だき、再会を喜ぶ。


　スコットとイリスも無事だった。末っ子が気を利きかせたのだろう、足を怪我したイリスは、馬に乗せられていた。


「イリス、大だい丈じよう夫ふか？」


「これぐらい平気よ。それより父さんこそ、怪我なんてしてないでしょうね？」


　口調こそどことなく素そっ気けないが、娘むすめに心配されるのは久しぶりだった。疲つかれなどあっという間に吹ふっ飛んでしまう。


「ああ、大丈夫さ。父さん、体だけは丈夫だから」


「……ならいいんだけど」


　あらためてこの幸運を神に感謝する。


　傭兵たちが現れたのが自分たちのすぐ傍そばだったら。


　群衆の波に子供たちが飲み込まれていたら。


　騎士たちが救きゆう援えんに来てくれなければ。


　何か一つでも違うことがあれば、こうして家族と再会することなどなかっただろう。


　──つくづく、運命なんて分からないものだ。


　ヴェリックが知る由よしもなかったが、それは今後彼が何度となく抱くことになる痛切な思いであった。


「全員そこへ座すわれ！　話がある！」


　騎士の声が響ひびき渡わたったのはそんなときだった。


　声の主は、自分の窮きゆう地ちを救ってくれたあの大柄な騎士である。


　ヴェリックは思わず淡あわい希望を抱いた。ひょっとしてあの臆おく病びようなモンバール伯が、心変わりして自分たちを城に入れる決断をしてくれたのではないかと思ったのだ。


　やがて騎士の大きな声に気け圧おされたのか、あるいは農民ゆえに騎士の命令に逆らえなかったのか、すべての人々がその場に座って次の言葉を待った。


　騎士の口から紡つむがれた言葉は、あまりにも意外なものだった。


「俺の名はバルティアス！　モンバール伯に仕える騎士だ！　しかし我わが主あるじは貴族としての誇ほこりを忘れ、戦うことを拒きよ絶ぜつした！　ゆえに我らは主を見限り、我らの意志で剣を振ふるうこととした！」


　どよめきが起こった。残念ながらやはり城へ入れてくれることはないらしい。


　それにしても、とヴェリックは思った。持たざる者を救うことは騎士に課せられた義務ではあるが、それ以上に主に忠誠を尽つくすこともまた騎士の義務のはずなのだ。ましてや、この状じよう況きようでは城に閉じこもっている方が安全であることは明白である。


　にもかかわらず、彼らは主を見み捨すてるという罪を犯おかし、なおかつ危険を承知で剣を振るう方を選んだのだ。


　どこか乱暴なところはあるようだが、心ある騎士なのかもしれない。彼らなら、自分たちを救ってくれるのではないかとも思った。


　だがバルティアスと名乗ったその騎士は、救いの神でも英えい雄ゆうでもなんでもなく、犠ぎ牲せいなくばこの状況を打破することはできないという現実を知っているだけの騎士でしかなかったのである。


「全員心して聞け！　今起こったことを見れば分かるだろう、残念だが女子供に老人を連れて逃にげていたのでは傭兵どもの魔ま手しゆから逃のがれることはできん！　ゆえに──成人した子を持つ父は前に出よ！　兄弟共にある者は弟が前に出よ！　これより決死隊を編制し、この場に残って我らと共に傭兵どもを迎むかえ撃うつのだ！　家族たちが逃げ延びる時間を稼かせぎたくば、その手で道を切り開け！」


　群衆は、静まり返った。


「……お父さん。けっしたいってなんなの？」


「…………」


　末っ子の質問に答えてやることはできなかった。それが死を覚かく悟ごして敵に切り込む部隊だということなど。


「もう一度言う、心ある者は前に出よ！　残ざん虐ぎやくな傭兵たちはすぐそこまで来ているのだ、躊ちゆう躇ちよしている暇いとまはない！　次に襲おそってくる傭兵どもが先ほどと同じように簡単に撃退できるなどと思うなよ！　それに言っておくが、我らは貴様らから無理矢理徴ちよう兵へいすることもできるのだぞ！」


　なおも声を上げるバルティアスだったが、それでも応じる者はいなかった。


　当然である。誰もが死にたくないがために、故郷を捨ててここまで逃げてきたのだ。それを今いま更さら命を捨てる覚悟で共に戦えなどと言われれば、躊躇するのも無理はない。もちろんヴェリックもその一人だった。


　だが、一方であの騎き士しの言葉には一理あることも認めざるを得なかった。


　ついさっき起こった出来事を思い出す。たった数十人の傭よう兵へいが現れただけで、自分たちは何もできず大混乱に陥おちいったのだ。もし再び傭兵たちが姿を現せば、間ま違ちがいなく同じことが起こるだろう。そして今度もまた家族全員の命が助かるなどという保証はどこにもない。


　視線を動かせば、無残に踏ふみつぶされた死体が飛び込んでくる。そしてその死体に取りすがって泣く家族の姿も。自分の家族があんな目に遭あわされるところなど、想像すらしたくない。


　もし家族を救う道があるとすれば──あの騎士の言う通りだ。誰かがこの場に残って時間を稼ぐしかないだろう。


　それに、あのバルティアスという騎士は信しん頼らいが置けそうだった。すでに自分たちを一度救ってくれたという実績もあるし、彼らは決死隊を編制するというだけではなく、共に戦うと言っているのだ。つまり、彼らもまた死兵になるつもりでこの場へ駆かけつけてきてくれたのだ。卑ひ怯きような主を見限り、人々を逃がす時間を稼ぐためあえて死地へ飛び込もうという騎士が信頼できないわけがない。


　となれば、答えは一つだった。


　もしこのまま志願者が誰もいなければ、間違いなくバルティアスは無理矢理にでも兵を集めようとするだろう。しかし無理矢理徴兵された兵と、自ら志願した兵とでは戦いぶりにも雲うん泥でいの差が出るだろう。


　少しでも家族の生き残る可能性を高めるには、道は一つだった。


　ヴェリックはゆっくりと立ち上がった。


「志願します」


　その声は小さかったが、辺りに響ひびいた。


「父さん!?」


「あなた!?」


　子供たちと妻の悲鳴が同時に上がる。


　バルティアスが値ね踏ぶみするような視線を向けてきた。


「ほう、覚えがあるぞ。貴様、門の前でモンバール伯を相手に大見得を切っていた男ではないか。勇ましいのは結構だ、しかし決死隊に志願することの意味を正確にわきまえておるのだろうな？」


　今更な質問であった。それをわきまえていなければ真っ先に志願など言い出さない。


　だがヴェリックは、バルティアスがあえてその質問をした真意を見み抜ぬいた。あの騎士は決断に至った理由を他の人々に聞かせてやれと、そう言っているのだ。自分は決断を下せたが、まだまだ躊ちゆう躇ちよしている人々はたくさんいる。彼らの背中を押おす手伝いをしろと、そう言っているのだ。


「もちろん承知しております。傭兵たちは今や我々のすぐ後ろまで迫せまっているのです。誰かがその足を止めない限り、再びこの惨さん劇げきが引き起こされるでしょう。となればやることは明白です。幸い、私には自じ慢まんの息むす子こがいます。後の事は息子に託たくし、私は愛する家族を救う唯ゆい一いつの道を選ぶだけです」


　ヴェリックがそう言った直後であった。


　志願するという声が、ぽつりぽつりと上がり始めた。そして同時に彼らの家族の悲鳴が重なる。


「よし。俺は西で待っている。覚かく悟ごが決まった者は来るがいい」


　バルティアスは仲間の騎士たちを引き連れ、群衆の後方へと馬を進ませていった。


　付いて来いではなく、覚悟ができたら来い──と彼は言った。つまり、家族との最後の別れの時間をくれるというのだ。見た目の厳いかつい面つら構がまえに反して、なかなか情けのあることだと思う。そういえば騎士でありながら自分のことを俺などと称しようしていた。よほどの変わり者なのかもしれない。


「あ、あなた……」


　声に振り返る。


　ヴェリックがこの世でただ一人愛した女性が、目じりに涙なみだを浮うかべていた。


　何も言わず、その体を抱だきしめる。


「すまない、マーサ。おまえたちを守るためには、これ以外の方法がないんだ」


「そんな……。ああ……！」


　この華きや奢しやで柔やわらかい体を抱くのも、これが最後になるだろう。どうせならあと一度ぐらいベッドの上で抱きたかったなあと、いささか不ふ埒らちな思いを抱いだく。


「うそ、でしょ……!?　父さん、まさか戦うって言うの……!?」


　事の次し第だいを悟さとってしまったのか、娘むすめも悲鳴のような声を上げた。


「や、やめてよ！　父さん武器なんて持ったこともないじゃない！」


「イリス。これは、誰かがやらなくちゃいけないことなんだよ」


「でもっ……！　だからって、なんで父さんがやらなくちゃいけないのよ!?」


　娘とこんなに長く話をするのも久しぶりだな、と思った。それがこんな状じよう況きようでなければなお良かったが。


「父さんがやるからいいんだよ。父さんならこの辺りの道を知り尽つくしてるし、あの騎士さまも言ってただろう？　成人した子を持つ親は前に出ろって。おまえたちにはスコットがいるからな。だから父さんがちょっと時間を稼かせいでくるよ」


「なによ……なによそんなの！　お願い、嫌いやよ、行かないで父さん！」


　娘にそんな風に泣きつかれると、思わず決心が鈍にぶってしまう。


　子供たちの成長していく姿を見たくない親などどこにいるだろうか。どうせなら、娘が嫁よめに行くところだけでも見届けたい。


　だが、他に方法はないのだ。せめて娘にこれ以上泣きつかれないよう、下へ手たな噓うそをついてみる。


「大だい丈じよう夫ぶだ。実のところ、死ぬつもりなんかこれっぽっちもないんだからね。私の足が丈夫だってことはみんな知ってるだろ？　それに、道にも詳くわしいからね。たとえどんな状況になっても、私だけは絶対に戻もどってくるから」


　このとき、妻が娘の肩かたに優やさしく手を置いた。同時に、娘の体から力が抜けていく。


「……約束、よ？　父さん。もし噓ついたら、あたし父さんに黙だまってお嫁に行っちゃうからね？」


「それは困るな。ああ、分かった。約束するよ」


　愛まな娘むすめをどうにか慰なぐさめると、次にヴェリックは末っ子の小さな体を抱き上げた。


「ピーター。母かあさんやスコットを困らせるんじゃないぞ」


　意外なことに、末っ子だけは泣いていなかった。いや、今にも泣きそうな顔はしている。しかし何かを堪こらえるように、子供ながらに歯を食い縛しばっていた。


「うん、分かった。ぼく、泣かないよ。だって、お父さん戻ってくるんでしょう？　お父さんが噓言ったことなんて一度もないもの」


「…………」


　それは、なまじ涙を見せられるより辛つらい言葉だった。


　決めていた覚悟がまた揺ゆらぐ。確かに、これまでピーターに噓をついたことはない。しかし、これが最初で最後の噓になるかもしれないのだ。


「うん、もちろんだ。父さん、噓なんて絶対つかないよ」


「分かった。じゃあぼく、ずっと待ってるから！」


「……ああ」


　泣きたくなるのを堪え、末っ子の体を下ろす。


　最後に、ヴェリックは長男に向き直った。


「スコット、みんなを頼たのんだぞ。おまえがいるから、私は残れるんだ」


「……分かったよ、父さん。後のことは任せてくれ」


　覚悟のほどが伝わったのだろうか、スコットもまた止めようとはしなかった。涙すらも見せず、代わりに男の顔をして見送ろうとしてくれている。


　心底頼もしかったし、嬉うれしかった。自分の血を受け継ついだこんな立派な息むす子こが生き延びてくれるのなら、喜んで命を捧ささげられる。


「じゃあ……みんな、元気でな」


　名な残ごりなど尽つきるわけがない。できることならばいつまでも一いつ緒しよにいたい。人目も気にせず、妻と最後の接せつ吻ぷんぐらい交かわしたい。


　だが、それでも思いを振ふり切ってヴェリックは家族に背を向けた。


　これ以上見ていられなかったのだ。いかなる理由であれ、涙を流す家族の姿など。
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　すべての未練を振り切り、ヴェリックは西へと、群衆の最さい後こう尾びへと歩を進めた。


「よう、ヴェリック」


　道中、聞き覚えのある声をかけられる。振り返ると、同郷の知り合いがいた。


「無事だったんですね、パークス」


「ああ、どうにかな」


　そして、パークスが自分と同じ方向へ歩いていることの意味を悟さとる。


「せっかく助かったのなら、家族と一緒にいてやればいいのに」


「ふん、おまえさんに人のことが言えるのかい？　そりゃ、俺だって来たくはなかったんだけどよ、しょうがねえだろ。おまえさんの言った通りだ、これ以外に家族を救う道はねえ。うちの息子はもう二五だし、働き者の嫁さんももらってる。俺がいなくてもどうとでもするだろ」


「そうだな、家族のためだもんな」


　別の声がした。振り返ると、やはり同郷の知人の姿があった。しかしヴェリックたちと違い、一回り若い。


「ウィストン……。あなたまで来ることはないでしょう。まだ嫁さんももらってないのに」


「ま、そうなんだけどよ。さっきの騒さわぎで兄貴が怪け我がしちまってよ。兄貴のとこにはもうずっと居い候そうろうさせてもらってるしな。せめてこういうときぐらい、恩返しの一つもしてやりたいと思ってよ」


　命を懸かけてまで恩返しすることもないのでは──と言ってやりたい。


　だが、決意したウィストンを迷わせたくはなかったし、決死の兵が一人でも増えれば家族が生き延びる可能性もまた増えるのだ。ヴェリックは心を鬼おににして押おし黙だまった。


　ヴェリックが自分の目を疑ったのは、その直後である。


　自分たちと同じ目的を持っているらしい別の同郷の村人を見つけてしまったためだ。


「トルヴィス!?」


　それは、十六歳さいの端たん整せいな顔立ちをした青年だった。ついでに言えば、愛イ娘リスの想おもい人でもある。


　もっとも、十六歳の青年など、ヴェリックから見ればまだまだ子供にしか見えない。こんな子どもが決死隊に参加する必要などないのだ。


「なんでおまえまでここにいるんだ……!?」


「そうだ、これは俺たち大人の仕事だぞ！　子供は引っ込んでろ！」


　パークスもまた同じように少年を止めようとする。


　しかしトルヴィスは引かなかった。


「僕だってもう成人してるんです。それに、家族みんなの命が懸かっているのに、大人も子供も関係ないでしょう？　僕の弟たちはまだ小さいし、父さんが必要なんです。だったら僕が残るしかないじゃないですか」


「だ、だからってなあ──」


　パークスはなおも説得しようとしたが、その度たびにトルヴィスは見事な言い回しで煙けむに巻いて見せた。


　──これだ。これだからこいつは嫌きらいなんだ。


　ヴェリックが愛まな娘むすめとトルヴィスの交際を認めていない最大の理由。それは、トルヴィスが自分から苦労を背負うことを厭いとわない上に、働き者で利発的な好青年だからだ。


　確かに女にはもてるだろう。農民なんてやらせておくのがもったないぐらいだし、娘が惚ほれた気持ちも分からなくもない。


　しかし、人が嫌いやがるような仕事も進んで引き受けるその献けん身しん的な性格は、間ま違ちがいなく彼の妻となる女性に多大な苦労を強しいることになるだろう。父親として、愛娘に苦労をかけるような夫など認められるわけがない。


「ええい、もう勝手にしろ！」


　結局、その頑がん固こさにヴェリックたちは匙さじを投げ、トルヴィスが考えをあらためることは最後までなかった。







　　◆　　




　バルティアスら騎き士したちは、言葉通り群衆の後ろでじっと待っていた。


　その周囲に、ヴェリックたち農民がぽつりぽつりと集まっていく。


　やがて日も傾かたむきかけた頃ころ、バルティアスは言った。


「これ以上は待っても無む駄だなようだな。まあこれだけ揃そろえばいい方だろう」


　腰こしを上げ、ヴェリックたちを見回す。その数は、騎士たちをふくめてどうにか百人を超こえるほどになっていた。


「まず言っておこう。傭兵どもは何千という大軍でやってくる。百人やそこらでできることなどたかが知れている。だが、兵というものは死地に置かれれば何倍もの力を出すことができるものだ」


　ここでバルティアスは声を荒あらげた。


「貴様らはすでに死んだのだ！　忘れるな、死んだ身なのだ！　死人ならば恐きよう怖ふや痛みも関係ない。そして、なまじ死ぬなら一人でも多くの敵を道連れにしろ。そうやって貴様らが命を賭として稼かせいだ一刻、一時の時間が家族を救うのだ。そのことを決して忘れるな！」


　それはヴェリックたちを死兵ならしめる最後の一ひと押おしだった。バルティアスが言葉を紡つむぐ度、居い並ならぶ男たちが覚かく悟ごを決めていくのが手に取るように分かる。ヴェリック自身も例外ではなく、あらためて自分に課せられた責務が何なのかを実感していた。


　──末ピっー子ターとの約束は、やっぱり守れそうにないなあ。


　恐おそらく、そのことを謝あやまる機会すらないだろう。大人は噓うそつきだという悪い教訓を遺のこしてしまったことが悔くやまれる。


「おい、全員に武器をやれ」


「は」


　バルティアスに声をかけられた従者らしき武人が、馬にくくりつけていた荷を乱暴に降ろした。


　地面に槍やりの束が散らばる。長さおよそ一間（約一・八メートル）、訓練を受けていない者であっても扱あつかいやすそうな武器だ。


　やがてヴェリックの手にも、槍が手て渡わたされた。


　娘の言葉を思い出す。父さん、武器を持ったこともないじゃないと。


　それは違う。娘は武器を持った父親の姿を見たことがないだけだ。六年前の戦役の折には、ヴェリックも武器を持って戦ったのだ。先代のモンバール伯はくと共に。そのときは城を守る戦いだったために槍よりは弓を持って戦うことのほうが多かったが、戦役が終われば今度は落ち武者を警けい戒かいして槍で武装していた時期もあった。それはヴェリックだけではない、同じ年代の男たちならば大たい抵ていがそうだ。


　できれば二度と武器など持たないに越こしたことはなかった。しかし、必要とあれば仕方がない。


　ヴェリックは槍を構えると、一度だけ強く突ついた。


　命に代えても家族を守るという決意の込こめられた穂ほ先さきは、鋭するどく空を切り裂さいた。










　間章　交こう渉しよう前夜の策動
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　反乱軍との交渉を行うべく北進していた国務大臣カルレーン侯こうの一行は、トゥールスレン平原の南にある王国軍近この衛え騎き士し団だん第三軍の陣じん地ちへと到とう着ちやくしていた。


　その供は、数人の騎士と、そして女の文官が一人である。


「どうだ、ベアトリス。この陣じん容ようは」


　カルレーンは陣地を見回しながら、何気ない口調でそう尋たずねた。


「はい、見事なものです。兵士たちは怠なまけることなく粛しゆく々しゆくと訓練や武器の整備に勤いそしみ、騎士はそれを指導しております。フィリップ卿きようが将軍になれたのは親の七光りがあったから──などという陰かげ口ぐちもあるようですが、この光景を見る限り笑ってはいられませんわ」


　ベアトリスはもちろん軍人ではないが、何度となく戦場や陣地を目にしている。その意見を軽視することはできない。新たに将軍となったフィリップには、多少なりとも将としての才があるようだった。


　このとき、カルレーンたちの前に数人の騎士が現れた。


　恐おそらく、国務大臣という国家の重じゆう鎮ちんを出で迎むかえにきたのだろう。彼らはカルレーンの前で膝ひざを折った。


「カルレーンさま、よくお越こしくださいました。戦地ゆえ充じゆう分ぶんなおもてなしもできませんが……」


「構わぬ。それより早さつ速そくだがフィリップ将軍のところへ案内してもらいたい」


「は。ではどうぞこちらへ」


　カルレーン一行は騎士の後に続いた。


　だが、陣地の奥おくへと入っていくにつれ、カルレーンはすぐに無数の奇き妙みような視線が向けられていることに気付いた。


　原因はすぐに分かった。それは自分に向けられた視線ではない。


「……やはりおまえは馬車の中で待たせておけばよかったな」


「はい？　何のことでしょう？」


　兵士たちの視線を集めている要因──ベアトリスは、カルレーンの心境を知ってか知らずか、満面の笑えみを浮うかべて返すだけだった。


　男をたらしこむ技術に長たけている彼女は、今は色気とは無む縁えんのはずの格好をしているのだが、その豊か過ぎる女の体の線は隠かくしきれず、女日照りの兵士たちに妙な刺し激げきを与あたえてしまっているようだった。


「いや、どうやらおまえが兵士たちの興味を買っているようなのでな」


「あら、嬉うれしいことですわ」


「喜んでいる場合か。国務大臣が愛人連れで前線に現れたなどと思われては心外にもほどがある。この陣地にいる間は人目を引くような言動は一いつ切さい慎つつしめよ」


「まあ、残念ですわ。カルレーンさまの愛人と見られるのでしたらむしろ本望ですのに」


「……だから、そういう言動をやめろと言っているのだ」


　やや疲つかれたように、カルレーンは言った。





「カルレーン侯こう爵しやく閣かつ下か、お待ちしておりました」


　大きな天幕にたどり着いたカルレーンたちを、若き将軍が出迎えた。フィリップ将軍とベルフェルド副将、それにフィリップの参さん謀ぼうであるというギルマードという騎士だ。


　ただ意外なことに、出迎えた彼らの表情には奇妙な感情が見て取れた。


　歓かん迎げいでもなく、かといって嫌けん悪おでもない。ただ、戸と惑まどっているように見える。


　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんなフィリップが何ゆえそのような表情をしているのか。その上、若い健康的な男であるにもかかわらず、ベアトリスに視線を向けようともしない。


「どうした？　浮かぬ顔だが、何かあったのか？」


「は。実は昨日のことですが、〈風の報しらせ〉が届いたのです」


「内容は？」


「ダルム城じよう砦さいが、北に……ディレニア軍に、制圧されたとのことです」


「なんだと!?」


　滅めつ多たに感情を表すことのないカルレーンの顔に動どう揺ようが走った。


　北の侵しん攻こうを防ぐべく、ベールセール王国の国境には二つの城砦がある。一つは北西のバレーン城砦であり、もう一つが北東にあるダルム城砦だ。


　今回の戦役において、西のバレーン城砦は現在ミレスデン軍により攻こう囲いされ、無力化されつつあるという。


　それはバレーン城砦の周囲が平野であり、迂う回かいできるだけの余よ裕ゆうがあるからだ。たとえ迂回されてもバレーン城砦内に充じゆう分ぶんな兵力があればミレスデン軍の後方を扼やくするといった役割が期待できたのだが、今回は充分な兵力を輸送しておく余裕がなかったためにそれができない状態にある。


　一方のダルム城砦はシエゴラス山脈を南北に走る山道の中央にあり、バレーン城砦と違ちがって迂回することはできない。ディレニア軍はダルム城砦を攻せめ落とせない限り一歩も前に進めないのだ。そして六年前の戦役の折りにもダルム城砦は圧あつ倒とう的てき多数のディレニア軍を相手に奇き跡せき的てきとも言える防衛戦を展開し、最後まで国土を守りきった無敵の城砦なのだ。


　それが月も変わらぬ内にやすやすと制圧されたという。容易には信じられないことだが、フィリップがそんな噓うそをつく理由もない。事実として受け入れる他ほかなかった。


「フィリップ将軍。分かっておるな？　万が一その情報が反乱軍に知られれば、彼き奴やつらに付け入る隙すきを与あたえることになる。少なくとも反乱軍との交こう渉しようが終わるまでは、決して外部に洩もらしてはならぬぞ」


「は。承知しております。すでにこの件については堅かたく箝かん口こう令れいを敷しいておりますので」


　フィリップの父ディルヴィレン侯こうも醜しゆう聞ぶんを隠かくすのは得意だという。わりと似た所のある親子である以上、その辺りは信用できそうだと、皮肉げに思う。


「ですが、国境城砦が制圧されたとなればいつまでも隠し通せるものではありません。もって数日ではないかと……」


「分かっておる、せめて反乱軍との交渉を終えるまでもてばよい。しかしこうなっては一刻の猶ゆう予よもないな。至急、トゥールスレン城砦に使者を出してくれ、明日にでも国務大臣が赴おもむくゆえ交渉の準備でもしておけとな」


「カルレーン侯自みずから出向くというのですか……!?　ここは敵将ジェレイドをこちらに呼びつけるのが筋だと思いますが」


「確かに立場を考えればその通りだが今は何より時間が惜しい。議論が起こるようなことがあってはならん。その程度の譲じよう歩ほはしてやるべきだ」


「なるほど。承知いたしました」


　カルレーンとしては、人目さえなければため息の一つも吐つきたいところだった。


　会議が始まる前からこんな有様である。こんなことで、反乱軍に対して有利な停戦条約を結び、なおかつ北の軍勢を迎むかえ撃うつだけの態勢を作り上げることなどできるのか。ジェレイドに北の軍勢、いずれも一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではないというのに。


　かつて負った怪け我がのせいで二度と動かなくなった左ひだり腕うでが、かすかに疼うずいた。





　　　　　　　２





　一方、同じころ。


　トゥールスレン城砦の私室に籠こもっていたジェレイドは、ある難題の結論を出すべく頭を悩なやませていた。


「どうしましょうかねえ、あの厄やつ介かい者」


　厄介者。すなわち、アレスのことである。


　あの騎き士しを、このままトゥールスレン城砦に──すなわち自分のすぐ傍そばに置いておくことを是ぜとすべきか、それとも追い払はらうべきか。それがジェレイドの抱かかえていた難題であった。


　実のところジェレイドがレアニール連合王国の侵略という外がい患かんを誘ゆう致ちした目的は、王国軍と停戦することだけにあるわけではない。もう一つの効果は、北の侵略を退けた後で発揮されることになる。それは王国の──というよりは貴族たちの現状を見み越こした上での布石だ。カークウッドという策士を北に派は遣けんしたのはその一いつ環かんでもある。


　その布石の効果を十二分に発揮させるには、これから起こるであろう戦いくさでアレスに今以上の名声を立てさせる機会を与えるべきではない。手元に置いておき、飼い殺しにした方がいい。


　問題は、ジェレイドが北の侵略を誘致すべく行った第一の謀ぼう略りやくについて、アレスがどこからか感知したという事実である。そのときは証しよう拠こがないのをいいことにどうにか言い逃のがれることができたものの、どうやらアレスには物事を感知する得え体たいの知れない力があるらしい。同じように第二、第三の謀略のことを知られるようなことがあれば、今度こそ自分の首が飛ばされかねない。


「……結論は、最初から決まってましたかね」


　地じ獄ごくに落とされて当然のことをやってきた身ではあるが、少なくとも今しばらくは死ぬわけにはいかない。いかなる不利益があったとしても、自分の命には代えられないのだ。


　アレスは追い払うべきだ。それに一度自分の傍から引き離はなすことができれば、クラウディア王女の身を盾たてにすることでその動きを制せい御ぎよすることもできるかもしれない。


　もちろん、自分のような悪わる賢がしこい人物の傍にクラウディアを残して離れるなど、アレスは決して許容しないだろう。だが、方法はある。ジェレイドは中指を伸のばしてずり落ちてきた眼め鏡がねをかけ直した。


「まずは外そと堀ぼりを埋うめてから、こちらも誠意を見せるとしましょうか」


〈風の戦いくさ乙おと女め〉を動かすのだ。


　そうすればアレスに是と言わせるきっかけを作ることができ、なおかつアレスだけではなく解放軍の名をも高める効果も期待できる。


　アレスの仲間たちを城砦内に引き入れておいたことも早速役に立ちそうだった。信頼できる味方がいる今なら、アレスがクラウディアの傍そばを離れることを承諾する可能性も一層高まるだろう。


「ジェレイド、また客だぜ。それも北門と南門に同時にだ」


　まるでジェレイドが結論を出すのを待っていたかのように、勢いよく扉とびらが開かれた。ノックもせずに入ってきたのはもちろんクライスである。


「それはまた奇き妙みような偶ぐう然ぜんですね。南の方は王国軍の使者か何かですか？」


「ああ、当たってる」


「だとすると、北からの客人とは一体どちらさまでしょう？」


「メリステルだよ」


「ああ、彼女ですか」


　随ずい分ぶんと懐なつかしく思える名前だった。王国軍と奇妙な停戦状態にあるこの機を逃のがさずやってくるとは、つくづく彼女らしい。


「分かりました、ではメリステルはこの部へ屋やに案内しておいてください。その間にとりあえず王国軍の使者の方とお会いしておきましょう」


「いや、その必要はないぜ。使者の方は言いたいことを言ってさっさと帰っちまったから」


　ジェレイドは思わずぽかんと口を開けた。


「……それじゃ使者じゃなくて伝令ですよ。なんと言い残していったんです？」


「明日、交こう渉しようのために国務大臣カルレーン侯こう爵しやくとかいう偉えらそうなのがこっちへ来るから受け入れの準備をしろってさ」


「なるほど」


　ジェレイドは眼鏡をかけ直した。


　一方的な使者の態度。それに一方的な要求。


　誰だれがどう見ても無礼な態度である。これから仲良く交渉しましょうという雰ふん囲い気きではない。王国軍はあくまで解放軍より上の立場にあるということを示したいのだろう。


　ただ、城砦から出て来いと呼び付けられたわけでもないし、国務大臣といえば文官の最高権力者である。それほどの高官が敵地同然のこの地へ出向いてくるということは、それだけ国王もこの交渉の場を重視しているとも解かい釈しやくできる。つまり、交渉がうまくいきさえすれば自分たちの状じよう況きようはかなり改善されることは間ま違ちがいないということだ。うまくいきさえすればの話だが。


　──また、胃の痛くなる時間が始まりそうですねぇ。


　国務大臣カルレーン侯の老練さは音に聞いている。そんな人物を相手にどこまで有利な交渉ができるかは、自分の舌先三寸にかかっているのだ。


　形のない重圧がジェレイドの肩かたに圧し掛かかっていた。失敗したとしても、直接死者が出るわけではない。しかし、間接的に多くの死者が出ることは間違いなく、その意味では戦争と一いつ緒しよなのだ。


「……まあいいです、ではメリステルに会うとしましょう。通してください」


「分かった、呼んでくるよ」





　間もなく訪おとずれた客を、ジェレイドは席を立って出で迎むかえた。


「こうして会うのもずいぶん久しぶりですね、メリステル」


「は。ジェレイドさまもご息そく災さいのようで何よりです」


　その客は、言こと葉ば遣づかいこそ騎士のようであったが、名前の響ひびき通り女である。ついでにいえば、ジェレイドの身を案じていたというその発言の響きには、どこか寒々しいところがあった。


　細ほそ身みですらりと背は高い。目つきはやや鋭するどいが瞳ひとみは大きく、充じゆう分ぶん美人の範はん疇ちゆうには入ったが、女らしいというよりはむしろ凜り々りしい少年のような印象を受け、短い髪かみがさらにその印象を強めている。以前は長い美しい髪の持ち主だったのだが。
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　かつてジェレイドの故郷ボルネリア領においては、領主の横暴さに嫌いや気けがさし、多くの優ゆう秀しゆうな家臣たちが主の元を去った。その結果、極きわめて珍めずらしい事例が誕生した。広大なボルネリア領の各地には治安維い持じを目的とした騎士隊が配備されていたのだが、そのうちの一つを女性が指揮することとなったのである。それがメリステルだった。人材が枯こ渇かつしていたがゆえに起こった稀け有うな事例である。


　そしてその後、ボルネリア領がジェレイドの支配するところとなると、当初は敵対関係にあったメリステルもジェレイドの配下となり、今では主あるじ不在のボルネリア領の施し政せいを担になう立場となっていた。


「それにしても王国軍を相手にここまで戦い抜ぬくとはさすがジェレイドさまです。正直、こうしてまた会えるとは思っておりませんでした」


「……それはどうも」


　複雑な経けい緯いを経へて配下となったためか、彼女の態度はジェレイドを完全に主と認めていないかのようなフシがある。しかも女だてらに騎き士したちを束ねて生きてきたためか、気の強さは解放軍の誰よりも勝まさる。幹部の中ではジェレイドがもっとも苦にが手てとしている相手だった。


　一番厄やつ介かいなのは、彼女ほどボルネリア領の施政に長たけている者もいないということだ。すなわち、彼女は解放軍にとって欠かせない人材なのだ。もし今彼女に「この助平眼め鏡がね野や郎ろう！」などと理不尽になじられたとしても、ジェレイドには咎とがめることもできない。


「それで、ボルネリア領の様子はどうですか？」


「問題はありません。近きん隣りんの貴族も攻せめてくる様子はなく、民たみはのびのびと畑を耕し、ほぼ平へい穏おんを取り戻もどしています。ただ、いよいよ小麦の収しゆう穫かくも始まったのですが、現状では男手が足りません。せめて第九の月まで兵を帰してもらえればと思うのですが」


　冬小麦の刈かり取り、脱だつ穀こく、粉こな引ひき、それが終われば今度は春小麦の収穫。この時期の農民の仕事は山ほどある。ただでさえ亡なきボルネリア侯こうの圧制や、その後に起こった争いのせいで多くの働き手が失われているのだ。貴重な兵を戦いくさでもないところで減らすことには抵てい抗こうがあるものの、飢うえ死じにという危険が常にある解放軍としては、メリステルの要望を無下に断ることはできなかった。


「分かりました、前向きに考えてみます。ですが僕たちは未いまだ王国軍と正式な停戦協定も結んでいないのです。今兵士たちを動かして王国軍を刺し激げきすることは避さけなければなりませんし、もう少し待ってください。明日にも交渉の使者が来るそうですから」


「そうですか。ではよろしくお願いします」


　メリステルの口調は、まったく期待してませんから──と言いたげだった。


「ところでジェレイドさま。ここへ来る折に見ましたが、この城じよう砦さいにもずいぶんと女子供が増えている様子。ボルネリア領は人口が減ってしまった分、まだ土地に余よ裕ゆうがあります。彼らを移住させれば今以上に栄えると思いますが」


「……なるほど」


　それは非常に有益な提案に思えた。ボルネリア領が栄えることはもちろん、軍事的に見ても足あし枷かせに等しい非ひ戦せん闘とう員いんを追い出す──いや、移動させられるというのであれば、非常に助かる。そもそも兵士たちの家族など、『解放軍は決して同どう胞ほうたる農民とその家族を見み捨すてない』という人気取りのお題目を掲かかげるために保護しているのであって、純軍事的な目で見れば金食い虫の無む駄だ飯めし喰ぐらいに他ほかならないのだ。


　しかし、簡単に承しよう諾だくすることはできなかった。


　移住というものには金がかかる。彼らは食うに困って着の身着のままでこの城砦へやってきたのだ。仮にボルネリア領へ移住させ畑を耕させるとしても、最初の収穫までは衣食住について援えん助じよしてやらなければならないだろう。そんな金があるなら矢の購こう入にゆう資金にでも当てたいというのが身も蓋ふたもない本音だった。


　ただ、彼ら非戦闘員を手元に置いたまま戦いに巻き込み死亡させるようなことがあれば、実際に殺したのが王国軍であれ誰であれ、人々は統率力不足と自分を非難するようになるだろう。そうなれば自うぬ惚ぼれではなく、解放軍は一気に瓦が解かいしてしまう。一時的に出費を強しいられることになったとしても、不安要素は追い出せるときに追い出しておくべきだった。何よりボルネリア領を富ませること自体は、長い目で見れば解放軍にとって極めて有利に働くのだから。


　容易には承諾できない。だが考える余地は充じゆう分ぶんにあるものとして、メリステルの提案を受け止める。


「分かりました。その点についても出来る限り前向きに善処します」


「は。くれぐれもよろしくお願いします」


　メリステルの用向きは、それだけだった。


　仕事以外の話などするつもりもないのか、形だけの敬礼をして去って行く。


「どうにかする、善処する……ですか」


　思えば、メリステルに対してはそんな言葉しか口にしていないということに気付き、ジェレイドは苦く笑しようした。


　人々を導く者にもっとも必要な才能というのは、冷静な判断力でもなく、勇ゆう敢かんな指導力でもなく、決して相手に言げん質ちを与あたえない言い回しのできる豊富な語ご彙い能力ではないか、と皮肉げに考える。あるいはだからこそメリステルもこれ以上自分と話をする気にならなかったのかもしれないが。


「それにしても、次から次へとよく問題が出てきますね、飽あきもせず……」


　アレスの件についても方針が固まっただけで解決したわけではない。明日には自分たちの命運を決める交こう渉しようが開かれることになっている。その上、次は兵の帰き還かんやその家族の移住問題。


　つくづく面めん倒どうなことを始めてしまったものだと、今いま更さらのように思うジェレイドだった。










　第三章　決死
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　ヴェリックたち決死隊が結成され、一晩が経過していた。


　いくら決死の兵といえど、所しよ詮せんヴェリックたちは農民でしかない。それゆえ、彼らを統率することとなった騎き士しバルティアスが翌朝真っ先に行ったのは、槍やりを使った戦せん闘とうの心得を教え込こむことだった。


　それは極きわめて単純な一言から始まる。


「えぐれ」


　必要以上に冷然とした声が、ヴェリックたちの耳を突つき刺さした。


「槍の一刺しではそう簡単に人は殺せん。それどころか反はん撃げきを喰くらって相打ちとなるのが関の山だ。だからこそ覚えておけ。槍で刺したら必ずえぐれ。そうすればたとえ殺すことはできずとも、激痛で敵は戦うどころではなくなる。とどめはその後でさせばいい」


　──えぐる、か。


　ヴェリックからすれば、なんとも生々しい響ひびきだった。


　そんな不ふ吉きつな響きを持った単語は、農民や行商をしている限り耳にしたことがない。ましてそれを殺しの専門家である騎士の口から聞かされると、いよいよ現実味が増してくる。これから自分たちが行うのが、人殺しだということを。


「いいか。兵卒が敵と戦うにあたっては、二人か三人で一組となって行動するのが基本だ。しかしそれをおまえらにやれとは言わん。連れん携けいを取るには充じゆう分ぶんな訓練がいるからだ。にわか仕じ込こみで組を作らせても、お互たがい足を引っ張り合うだけだからな。その代わり、味方が敵と組み合っているのを見たらすぐに援えん護ごに回るようにしろ。卑ひ怯きようだなどと思うな、隙すきさえあれば横や背後から突き殺せ。そうすれば歴戦の傭よう兵へいが相手でもどうにかなるだろう」


　確かにそれは農民にもできる最善の方法だろう。しかし間ま違ちがいなく騎士道とは相反する卑怯な戦い方だ。それを臆おく面めんもなく実行しろというバルティアスは、つくづく騎士らしからぬ騎士であるらしい。


「それからもう一つ──」


　バルティアスの声が、さらに厳しさを伴ともなった。


「今の我らには怪け我がを負っても治ち療りようする手段もない。重傷を負えば待っているのは死だけだ。もっとも、今いま更さら恐おそれる必要もないだろう。おまえたちはすでに死を覚かく悟ごした身なのだからな。ゆえに言っておく、致ち命めい傷しようを喰らったら敵を道連れにすることだけを考えろ。敵に抱だきついて離はなれるな、敵の武器を摑つかんで離すな。少しでも時間を稼かせいで仲間が敵を殺す隙を作れ。死ぬのはその後だ。おまえたちが自分と仲間の身を削けずって敵を苦しめる度たびに、家族が生き残れる可能性が高まるということを忘れるな」


　一言一言が、ヴェリックたちに何度も覚悟を促うながす。自分たちはこれから殺し合いを行うのだと。そして自分たちはすでに死んだ身であると。目的を達成するためならば、いかなる手段も躊躇ためらうなと。


　これから生きるのはこれまでとはまったく違う日常なのだ。自然、自分や仲間たちの顔が強こわ張ばっていく。


「ふん、大分マシな面つら構がまえにはなってきたようだな」


　バルティアスはそんなヴェリックたちの表情を見回すと、満足げな微び笑しようさえ浮うかべた。





　それからヴェリックたちはごくわずかな時間、槍の鍛たん練れんに明け暮れた。


　具体的な行動を開始したのは、斥せつ候こうとして偵てい察さつに出ていた一人の騎士が戻もどってきたときである。


「バルティアス卿きよう、ただいま戻りました」


「どうだ？　傭兵どもの姿は見えたか？」


　待ちかねたようにバルティアスは尋たずねた。


「は。姿そのものは見えません。ですが、オリム村の方から火の手が上がっているのが見えました」


　オリム村。モンバール領の中では、一番国境に近い街道沿いの村だ。それゆえこうも早く傭兵たちの餌え食じきとなったのだろう。もっとも、街道沿いにあるがゆえに北の侵しん略りやくの情報もいち早く伝わっているはずである。恐おそらく村人たちはとっくに避ひ難なんしているだろう。


「そうか。ということは、今日明日中にはこの辺りまでやってきてもおかしくないな」


　バルティアスの見立ては正しいように思われた。


　オリム村からモンバール伯はくの城までは、頑がん強きような男ならば一日余りの時間で踏とう破はできるということを、ヴェリックは何度も行商に赴おもむいた経験から知っていた。もし傭兵たちが村から逃にげ出した人々を捕つかまえようと道を急げば、早ければ夕方にはここまで来るかもしれない。


「それからもう一つ。傭兵たちは見ませんでしたが、ここから二、三里ほど北西の辺りで逃げ遅おくれていた村人の集団を見かけました」


「…………！」


　このときヴェリックの脳のう裏りに浮かんだのは、逃げ遅れていたというゴロビア村の人々のことだった。


　女子供に老人を連れて進むことがどれほど遅おそいかを、ヴェリックは知っている。彼らがそのまま街道を進み領主の城を目指そうとすれば、間違いなく北西からやってくる傭兵たちに捕まるだろう。


「言っておくが貴様ら──」


　と、バルティアスが冷厳な声で言った。


「まさか助けに行こうなどとは言うまいな？　どの道、今からでは間に合わん。俺たちが辿たどり着く頃ころには、間違いなく傭兵どもに虐ぎやく殺さつされているだろうからな。それどころか俺たちが疲つかれ果てて到とう着ちやくしたところを傭兵どもに襲おそわれることになりかねん」


　言っていることはあまりにも正しく、ヴェリックたちは黙だまり込こむ他ほかなかった。


　他方、騎士たちの議論は進んでいた。


「バルティアス卿。ここはやはり伏ふく兵へいの策しかないのではないでしょうか。傭兵たちがこの街道を通ってやってくることは間違いありません。そこで我らは街道の脇わきに身を潜ひそめ、傭兵たちを不意打ちするのです」


「俺もそれは考えた。しかし相手は集団戦よりも個人戦に長たけた傭兵たちだ。寝ねているところでも不意打ちできるならともかく、ただ茂しげみから飛び出しただけではたとえ一時的に優位に立てたとしても最終的にはやられるぞ」


「……た、確かに」


「とはいうものの、他に策もないのは確かだ。今はそれで行くしかないだろうな」


　その会話は、ただの農民には理解できないものだった。事実、居い並ならぶ農民たちは何の事やら分からないといった様子で事の成り行きを見守っているだけだった。


　しかし、どういうわけかヴェリックだけは違った。農民と行商という二つの職に通じていたヴェリックには、他の農民よりはるかに道理を理解する力があったのだ。


　──ないことはないんだよなあ。ゴロビア村の人々を救う方法も。


　ヴェリックには、ずっと考えていることがあった。


　行商としてあちこちの村々を渡わたり歩いていたヴェリックは、いくつもの間道の存在を知っていた。その道を使えば、街道を行くより遥はるかに早く、傭兵たちより先にゴロビア村の人々と合流できるだろう。もちろん整備されていない間道を進むのは困難だが、この屈くつ強きような男たちだけならばそれほど難しくはない。


　ただ、そうすることが本当に正しいことなのかが分からない。自分たちの目的は傭兵の足を止めて時間を稼ぐことなのだ。それならばこの辺りで待ち構えている方がよほど効果がありそうなものだし、そもそもバルティアスら騎士たちも絶対に同意してくれないだろう。


　だがこのとき、ある光景がヴェリックの脳裏をよぎっていた。


　先の傭兵たちの襲しゆう撃げきだ。たった五十人足らずの傭兵が現れただけで、自分たちは大混乱に陥おちいり、数え切れないほどの犠ぎ牲せい者しやを出した。


　もし傭兵たちに捕まったら、ゴロビア村の人々は間違いなく自分たち以上の責め苦にさらされるだろう。果たしてそんな悲劇を見過ごしてしまっていいものか。


　──よくないに決まってるよなあ。


　赤せき神しんオディウスの教えに、因果応報というものがある。良い行いをすれば良い報むくいが、悪い行いをすれば悪い報いがあるというものだ。


　もし今、手をさしのべることのできる命を見み捨すてたら、自分の家族にもまた報いが降りかかるのではないか。


　そんな考えに至ったヴェリックは、ついに決断した。


「お待ちください、バルティアスさま。一つ提案があります」


　前に進み出る。


　ただの農民が口を挟はさむとは誰も考えてはいなかったのだろう。最初に起こったのは沈ちん黙もくだった。


「なんだ貴様！」やがて、騎士の一人が怒ど鳴なり声を上げて沈黙を破った。「農民風ふ情ぜいが口を挟むな！　戦いは我ら騎士の本分だぞ！」


　当然の反応である。誰だって部外者に自分の専門分野に口出しをされれば腹も立つだろう。


「まあ待て」


　だが、それを諫いさめた者がいた。他ほかならぬバルティアスである。


「そやつは伯はく爵しやくにさえ正面から盾たて突つき、決死隊にも真っ先に志願した男だ。今いま更さら下らぬことを言うこともあるまい、言わせてやれ」


「は、はあ……」


　怒鳴りつけた騎士は、不承不承引き下がった。


「そういえばまだ名も聞いてなかったな。貴様、名は？」


「は。ヴェリックと申します。農民と行商を生業としておりました」


「ヴェリックか、覚えておこう。で、提案とは何だ？」


「はい──」





　……ヴェリックの提案は、ごく簡単なものだった。


　ゴロビア村からモンバール伯爵城までの街道は、山を避さけなければならない関係で、大きく蛇だ行こうする形になっている。


　しかし、ヴェリックは間道の存在を知っていた。その道を通れば、二に時とき（四時間）以上はかかる時間を半分にすることができる。


「そこで私たちは急いで街道を戻もどり、ゴロビア村の人々がやってくるのを待ち、その後は森の中からじっと彼らを監かん視しするのです」


「……まさかとは思うが、そのまま連中を護衛してやるなどとは言い出さぬだろうな？」


　できればそうしたいというのがヴェリックの本音だった。


　しかし、そんなことをバルティアスたちは決して許さないだろう。


「はい。街道を進む村人たちは、間ま違ちがいなく北西からやってくる傭兵たちに追いつかれるはずです。そうなれば私たちの眼前で傭兵たちの虐ぎやく殺さつが始まるでしょう。ですが傭兵たちが夢中になって村人たちを虐殺しているその時こそが、私たちにとっては最善の攻こう撃げきの機会になるはずです」


「…………」


　場を沈黙が支配した。騎士たちですら、とっさに反対意見の一つも口にできない。


　それほどに、ヴェリックの策は悪あく辣らつであると同時に有用でもあったのだ。


「悪い策ではないな。つまり、ゴロビア村の住人を囮おとりに使うということだな？　傭よう兵へいどもが人殺しに夢中になり、死体を漁あさっているそのときを狙ねらって攻撃するというわけか」


「……ええ、その通りです」


　苦にが々にがしい顔で、ヴェリックは答えた。


　それがヴェリックの考え出したぎりぎりの妥だ協きよう点だった。


　このままではどのみちゴロビア村の人々に待っているのは確実な死だけだ。バルティアスたちも、利益がなければ彼らを助けに行くことはないだろう。


　だが、逆に言えば利益さえあればバルティアスたちも動く気になってくれるだろうし、そうなればゴロビア村の人々も一時的に囮にされるとはいえ、救われる人々も絶対に出てくるはずだ。ただ傭兵たちに追いつかれるよりはよほどマシのはずなのだ。


「しかしヴェリック、本当に間に合うのか？　我らがたどり着いたときにはゴロビア村の住人は全ぜん滅めつしていた、ということになればただの骨折り損だぞ？」


「私は行商です。オリム村にもゴロビア村にも何度も足を運びました。この辺りであれば、どの村からどの村へ行くのにどれだけ時間がかかるかは、誰よりもよく知っているつもりです。間違いなく間に合うはずです」


　このとき、ヴェリックを応おう援えんするように、居い並ならぶ農民たちの間から声が上がった。


「ヴェリックの時間の正確さだけは間違いないですぜ。うちの村に行商に来るときも、いつもいつも同じ時刻でしたし」


「ヴェリックには急いで薬を運んでもらうこともありやした。そんなとき、ヴェリックはいつも驚おどろくほどの早さで対応してくれたもんですぜ」


　それが後あと押おしとなったわけではないのだろう。だが、バルティアスは頷うなずいた。


「いいだろう。どのみち、このままではただ伏ふく兵へいの策を実行する他ほかないからな。おまえの策に賭かけてみるとしよう」





　こうして彼らは、その策を実行に移すこととなる。


　それを幸運と呼ぶべきか、あるいは不幸と罵ののしるべきか、ヴェリックにはまったく分からなかった。ただ一つの事実は、ヴェリックの策は完全にうまくいったということである。





　　　　　　　２





　まさしく見立て通りだった。


　間道を進み、短時間で北西へと戻ったヴェリックたちは、間もなくゴロビア村の村人たちがやってくるのを見つけたのである。


　しかも彼らは──今まさに、傭兵たちに追いつかれようとしているところだった。


「最高の時節だな。全員、茂しげみに隠かくれろ。俺の合図を待って一いつ斉せいに飛びかかれ」


　バルティアスの命令が下り、ヴェリックたちは街道の両りよう脇わきに身を潜ひそませた。


　かくして、ヴェリックたちの潜んだ茂みのすぐ前で、二度目の地じ獄ごくが生まれようとしていた。


　街道に人々の悲鳴が響き渡わたる。それに続く、下げ卑びた男たちの狂きよう気きじみた笑い声。


「来るぞ。全員、そのまま合図を待て」


　バルティアスの声に、ヴェリックたちは槍を持つ手に力を込こめた。


　やがて、逃げ惑まどう村人たちが前を通過していく。荷物も家族すらも放ほうり出し、ただただ後ろの厄やく災さいから逃のがれようとする無力な人の群れだ。


　そして──再びその敵は姿を現した。


　北の傭兵たち。


　野や盗とうや山さん賊ぞくと見分けのつかない下品で薄うす汚よごれた格好。喜色すら浮うかべて無む抵てい抗こうな人々を追い回し、老人を殺し、子どもを殺し、女を犯おかそうとする獣けものじみた男たちの群れ。


　目の前で繰くり広げられる地獄のような光景に、ヴェリックとその仲間たちはあらためて心を一つとしていた。自分たちの家族が、あの傭兵どもの犠ぎ牲せいになるようなことは絶対に避さけなければならないと。バルティアスが言ったように、自分や仲間の命だろうがゴロビア村の村人だろうが、利用できるものは何でも利用することに躊ちゆう躇ちよしてはいけないと。


「きゃああああ！」


　その少女は、ヴェリックからほんの三さん丈じよう（約九メートル）ほど前のところで傭兵に捕まった。そのまま力任せに地面に押おし倒たおされる。


「…………！」


　思わずヴェリックは茂みから飛び出すところだった。少女の年ねん齢れいが、娘むすめとほとんど同じだったためだ。


　だが、野太い腕うでに肩かたを摑つかまれ阻そ止しされる。


「まだだ」


　騎士バルティアスだった。


「まだ飛び出るには早い。もっと喰くいつかせろ」


　言っていることの正しさは分かる。時間と共に傭兵たちは目の前の獲え物ものに狂きよう乱らんし、今や武器も放り捨てて女やあるいは殺された人々の懐ふところに夢中になっている。もっと時間を置けば、さらに効果は高まるだろう。


「やめて、やめてぇえ！」


　しかしそうしている間にも少女の服は引き裂さかれ、悲鳴は響き続けた。
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「うるせえ、ちっとは大人しくしやがれ！」


　堅かたく握にぎり締しめられた拳こぶしが振ふり下ろされた。


「あうぅ……！　い、いやぁ……」


　綺き麗れいだった少女の顔に血が滲にじんだ。抵抗に意味がないと悟さとったのか、少女は悲鳴を上げるのを止め、代わりにその口から嗚お咽えつがもれる。


「……くっ」


　家族のためならば鬼おににでも悪あく魔まにでもなると覚かく悟ごした身であっても、それは到とう底てい正視に堪たえない光景だった。


「まだですか。もういいでしょう！」


「そうだな、いいだろう。行け！」


　バルティアスの声が響いた直後。


　すべての仲間たちに先さき駆がけて、ヴェリックは飛び出した。


　音も立てず風のような速さで少女に馬乗りになっている男へと駆け寄り、全身の力を込こめて体当たりを喰らわす。


「うがぁ!?」


　四十年足らずの人生によって培つちかわれた力は、油断しきっていた男を吹ふき飛ばすには充じゆう分ぶんだった。


　彼にしてみれば何が起こったのかも分からないだろう。自身の欲望を遂とげようとしたまさにそのとき、見るからに冴さえない中年の男が飛び出し、吹き飛ばされたのだから。


　ヴェリックは傭兵に体勢を整える時間を与あたえなかった。一対一で正面から渡わたり合えば、いくつもの実戦を積み重ねてきたであろうこの傭兵に勝てる道理はない。すかさずとどめを刺さそうとする。


　しかし槍やりの間合いには距きよ離りが近すぎた。しかも体当たりをかましたせいで、自分の体勢も崩くずれている。槍を構え直し、そして突つき刺すにはほんのわずかだが時間がかかる。まばたきを二度する程度の時間だが、それでも傭兵が体勢を立て直すには充分な時間かもしれない。


　ヴェリックの判断は一いつ瞬しゆんだった。槍を引いて構え直すのではなく──真上に振り上げ、そして即そく座ざに振り下ろしたのだ。何度も、何度も。


「ぎゃあああ！」


　槍の柄えが男の顔を砕くだき、穂ほ先さきの刃はが容よう赦しやなく男の顔を切り裂いていった。


「や、やめろ！　やめてくれ、やめて……！」


　──あの少女が同じことを言ったとき、おまえはやめたのか？


　心の中でそう毒づきながら、なおも容よう赦しやなく槍を振り下ろし続ける。何度も何度も何度も。


「やめろ、やめて、やめてヤメテヤメテヤメ……」


　その顔は鮮せん血けつで真まっ赤かに染まり、骨も砕くだけたのか原型すらとどめなくなる。流れ出た血の上に何度も槍を叩たたきつけたためだろう、飛び散った返り血がヴェリックをも赤く染めていった。


　そんなことに構うこともなく、なおも狂くるったようにひたすら人の頭を壊こわす作業に没ぼつ頭とうする。もし今のヴェリックを三人の子供たちが見ていたとしても、とても自分の父だとは思えなかっただろう。それほどにヴェリックの表情には鬼き気き迫せまるものがあった。


　そしてついに槍の穂先が傭兵の右目に飛び込み、骨とは違う柔やわらかな感かん触しよくが伝わったのを最後に、ようやく一つの死体が出来上がった。


　ヴェリックからすればとてつもなく長い時間がかかったように感じられた。しかし実際のところ、茂みから飛び出してまだまばたきを十度する程度の時間しか経たっていない。


「……人の命なんて、こうも簡単に奪うばえるんだな」


　六年前の戦役の折りには、城へ籠こもることができたために自分の手で直接人を殺す機会はなかった。だが、今回は違ちがう。とうとう人を殺してしまったのだ。


　にもかかわらず、大した感かん慨がいはなかった。この男の許しがたい行動のせいかもしれないが、思ったより簡単に躊躇なくその命を奪うことができた。もっとも、見知らぬ少女の心に恐きよう怖ふと傷を残すという代だい償しようはあったが。


　ヴェリックは背後の少女を振り返った。


「早く行きなさい、家族の元に」


「ひっ……」


　襲おそわれそうになった恐きよう怖ふのせいか、それとも眼前で人が殺されるところを目にしてしまったためか、あるいは目の前で殺人を犯したヴェリック自身に恐おそれを抱いだいたのか。


　その少女は、引き裂かれた衣服をかき集めると、逃げるようにして走り去って行った。


「これが、戦争か」


　正義も法も何もない。人を殺すな、傷つけるな──あらゆる倫りん理りが失われ、ただ力のある者だけが生き残り、弱者は踏ふみ台にされるしかない。なぜ国というものは、いや、人というものは、こんな悲ひ惨さんなものを何度も何度も望むのか。


　しかし、今やヴェリックも一人の血ち塗まみれた兵士でしかなかった。もはや躊ちゆう躇ちよしている時間も感かん慨がいにふける余力もない。家族を守るためにも、心に傷を負ったであろうあの少女の犠ぎ牲せいを無む駄だにしないためにも、ヴェリックは強く槍を握にぎり直した。


「うわああああ！」


　すぐ近くで、気勢を上げる少年の声がした。


　娘の想おもい人、トルヴィスだ。大おお柄がらな傭よう兵へいと一対一で鍔つば迫ぜり合いを行っている。力の弱いトルヴィスは明らかに劣れつ勢せいだったが、一方でヴェリックにとっては横から攻こう撃げきする好機だった。


　娘を奪おうとしているトルヴィスを助けるのにまったく抵てい抗こうがないと言えば噓うそになるが、かといって救える仲間を見み捨すてるほどの理由にはならない。ヴェリックは滑すべるように間合いを詰つめて敵の横へ回り込むと、脇わき腹ばらを狙ねらって槍を突つき出した。


　鍔迫り合いの最中だった傭兵に、その一いち撃げきをかわす術すべなどない。


「ぐあっ!?　て、てめえ……！」


　低いくぐもった声が聞こえ、皮かわ鎧よろいを突き破って肉を貫つらぬいた感かん触しよくが伝わってくる。


　すかさずヴェリックは、騎士バルティアスの教えを忠実に守った。


　突き刺さした槍を、ねじったのである。手に力を込こめ、ぐいぐいとねじり上げる。


　まるで糸を引きちぎりながら巻き取るような感触が手に伝わった。


「ぎゃあああああああああ！」


　つんざくような傭兵の絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。武器すらも手放し、身をよじらせて少しでも痛みから逃のがれようとする。


　すかさずトルヴィルが、無防備になった胸を貫かんばかりに一突きにし、そしてヴェリックと同じようにねじり上げた。


　それで終わりだった。つんざくような悲鳴と共に、傭兵の巨きよ体たいはあっさりと崩くずれ落ちた。


「あ、ありがとう」


「気にするな。いいから次だ」


　娘を奪おうとしている青二才にかける言葉などない。短く答えたヴェリックは、すぐさま新たな獲え物ものを探し出すべく動き出していた。





　戦いは、目もく論ろ見みどおりヴェリックたちにとって優位に進んでいた。


　目の前の獲物を欲望のまま一心不乱に漁あさっていた傭兵たちは完全に不意を打たれ、態勢を整える時間も与あたえられず、ヴェリックたちに各個撃げき破はされていく。


　特に騎士バルティアスの戦いぶりは凄すさまじかった。長大な剣けんを振ふり回し、一振りごとに傭兵たちの体を鎧よろいごと切断していく。


　それでも、ヴェリックはバルティアスが悔くいるように口にした言葉を耳にしてしまうことになる。


「まずいな。思ったよりも数が多い」


　ヴェリックは即そく座ざにその意味を悟さとった。


　最初の奇き襲しゆうで、敵の戦意を奪えるだけの戦果が上げられればよかった。あるいは、傭兵の数が数十人単位であればまだどうにかなっただろう。


　しかし、これだけ戦ったにもかかわらず、傭兵の数はまだ自分たちと同じぐらいだった。しかも兵力が拮きつ抗こうしているからだろう、彼らの戦意は挫くじけた様子もない。


「怯ひるむな！　敵は少ない、押おし返せ！」


　傭兵たちの隊長らしき男の命令が響ひびく度たび、彼らは最初の混乱から脱だつしていった。


　こうなると、もともと乱戦を得意とする傭兵たちである。彼らは退きながら仲間と合流し、態勢を整えると、したたかな逆ぎやく撃げきを加えてきた。もともと個々の戦せん闘とう力に劣おとるヴェリックたちは、いよいよ劣れつ勢せいに立たされ始める。


　もしヴェリックたちがただの農民兵であれば、敗北は時間の問題だったかもしれない。


　だが違った。傭兵たちのただ一つの誤算は、目の前の敵がただの農民兵ではなかったということだった。彼らは、決死の兵だった。


　すでに死は覚悟した身なのだ。戦いの優ゆう劣れつなど関係がない。たとえこの戦いで敗北を喫きつしようと、怯む道理などどこにもないのだ。


「くたばれ、雑ざ魚こが！」


　ヴェリックの視界の中で、仲間が傭兵の持つ剣に体を貫かれた。


「ぐぅっ！　この……き、貴様らのせいで！」


「うわ、こいつ!?　は、離はなせ、やめろ！　うわあああ!?」


　しかし痛みに怯むことなく自身の持つ槍を突き出し、そのまま相討うちとなる。


　そんな戦いがあちこちで繰くり広げられていた。


　致ち命めい傷しようを負っても怯むことなく戦いを続け、一人でも多くの敵を道連れにしようと槍を振るう。


　一度は地に倒たおれ伏ふしたはずの仲間が残った力を振り絞しぼって立ち上がり、敵の足に嚙かみ付いてでもその足を止める。


　生きて帰ることなど考えもしない。妻の名を、子の名を、神の名を叫さけび、彼らは目の前に敵の姿がある限り戦い続けた。


「くそ！　なんなんだこいつらは！」


「退け、退くぞ！　こんな連中相手にするだけ損だ！」


　こうなると損得勘かん定じようの早い傭兵たちである。割の合わない危険を侵おかす無意味さを悟さとり、徐じよ々じよに戦意を失い逃にげ散って行く。


「逃がすか！」


　一人でも多くその数を減らしておくことは、時間稼かせぎという目的に合がつ致ちする。すかさずヴェリックは追いかけようとしたが、すぐにその足は止められることとなる。


「追うな！　追うんじゃない！」


　雷らい鳴めいのようなバルティアスの怒ど号ごうが響き渡わたったためである。


「なぜ止めるんだ!?　今は一人でも多く敵を殺しておくべきだろう！」


　戦いの興奮冷めやらないのか、仲間の一人が勢い込んでバルティアスを問い詰つめた。


「馬ば鹿かが！　今やここより北西にはどこに新手の傭兵どもがいてもおかしくないのだぞ！　あいつらを追って消しよう耗もうしたところを他の傭兵に襲おそわれれば簡単に全ぜん滅めつだ！　いいか、我らの存在は示せたのだ。今回の戦いで傭兵どもが我らを警けい戒かいし、行軍速度を少しでも遅おそくすればそれで目的は果たせる。覚えておけ、我らの存在は生きてこそ脅きよう威いなのだ。命を捨てろとは言ったが犬死は何の役にも立たんということをな！」


　理に適かなっていた。さすが騎士というべきか、戦うことについての合理的な思考は、ヴェリックたちのおよぶところではなかった。


　そしてそれは同時に、一度目の戦いが終わったということを意味していた。





「ふう」


　気が抜ぬけたようにヴェリックは地面にへたり込んだ。


　そして奇き妙みようなことに気付く。


「ん？　なんだ、これ」


　槍を持つ手が離れないのだ。馬鹿げた話だが、まるで自分の手が自分のものではなくなってしまったかのように、ぴったりと槍の柄えに貼はり付いてはがれない。


　仕方がないので歯で指を一本ずつ嚙かみ、どうにか引き剝はがしていく。恐おそらくは極度の緊きん張ちようと疲ひ労ろうのためだろう。人間の体とは奇妙なものだと妙な感かん慨がいを抱いだく。


　あらためて、辺りの惨さん状じようを──自分たちが作り上げた戦場を見渡す。


　転がっている人の数は百に近い。その多くは傭兵や村人のようだったが、やられた仲間や騎士の数も少なくはなかった。


「三十近くはやられてるな……」


　それは、たった一度の戦いで三割近くの戦力が失われたことを意味していた。


　兵法などというものは分からないが、商人である以上、それがどれだけ大きな損害なのかは簡単に分かる。もし次の戦いで同じ数が失われれば、もう人数は五十人ほどになってしまう。戦力半減だ。


　これがもし一万ぐらいの大軍勢であれば、実際に戦うことができるのは、最前線の兵士千人か二千人程ほどだろう。怪け我がを負った兵士は後方の兵士と交代することだってできる。三割もの兵力が一度に失われるようなことはそうないだろう。


　しかし百人程度の部隊では、全員に戦いの機会が訪おとずれる。損そん耗もう率が高くなるのは当然だった。このままでは果たしてあと何度戦うことができるだろうか。


「各自、怪我の手当てをしておけ。それから重傷を負っている者を一箇か所しよに集めろ。息のある敵を見つけたらすぐとどめを刺させ。背後から襲われる原因になるし、敵にこちらの情報を流されかねんからな」


　バルティアスが次々と命令を飛ばす。


「……もうひと頑がん張ばりか」


　ヴェリックは疲つかれた体に鞭むち打うって立ち上がった。幸い自分の体に怪我はない。となれば、他の怪我人に手を貸してやるべきだろう。ただでさえ多くの仲間がやられたのだ、救える者は救わねばならなかった。


　こうして怪我人の手助けを始めたヴェリックだったが、間もなくあまり見たくない者を見てしまうことになる。


「ウィストン……」


　仲間の三割近くが失われたのだ。知り合いが三人いれば一人はこうなる運命だったのかもしれない。


　その同郷の顔見知りは、左ひだり腕うでを失い、右足には折れた刃はが突つき刺さっていた。体にも大小の傷があり、流れ出る血が全身を赤く染めている。


「へ……。下手を踏ふんじまったよ。おまえさんは元気そうで何よりだ」


「ああ。悪運だけは強いみたいだ」


　傷口を縛しばってやり、せめてそれ以上の出血を防ごうとする。


　そしてバルティアスの指示した場所へと連れていく。そこにはウィストンと同じように重傷を負った者たちが体を横たえていた。


「いいか、よく聞け」


　彼らを前に、バルティアスは言った。


　そのあまりに冷たい声が、どこか不安をかきたてる。


　よく考えれば、自分たちに怪我人を助ける余力などないと言っていたのはバルティアスである。では一体、何のためにバルティアスは彼らを一箇所に集めたのか。


「その怪我ではもはや戦えないし、かといって我らにはおまえたちを安全なところまで運んでやる余力もない。ゆえに、おまえたちに二つの道を示してやる。一つ、望む者は今すぐ殺してやる。せめてもの慈じ悲ひだ、そうすればこれ以上苦しまずに済むだろうからな」


「…………」


　それのどこが慈悲なのだと、バルティアスを責めようとする者は誰もいなかった。


　言っていることは正しい。というより、反論ができない。残念ながら。


「もう一つ……は……？」


　怪我人の一人が声を絞しぼり出した。


　返ってきたバルティアスの言葉は、無慈悲そのものだった。


「懐ふところに武器を抱いだき、ここで死体のフリをしていろ。そうすればここを通りがかった傭よう兵へいどもは、必ず禿はげ鷹たかのようにおまえたちに群がり、持ち物を漁あさろうとするだろう。そのとき、まだ生きていれば──すかさず懐の武器で殺せ。一人でも多く道連れにしろ」


　それは耳にするだけでも戦せん慄りつを覚えるほどの残ざん酷こくな道だった。


　この場に残り、間近に迫せまっている死への恐きよう怖ふと戦い続けながら敵を道連れにする時を待ち続けろというのだ。いずれにせよ待っているのは確実な死だというのに。


「なるほど、そいつはありがてえ。こんなになっても……まだ戦えるなんてな」


　にもかかわらず、誰もが慈悲の死を望もうとはしなかった。ウィストンもだ。


「そうか。分かった」


　バルティアスは落ちていた槍やりを次々と拾い上げると、その穂ほ先さきをへし折っては一人一人渡わたしていった。


　彼らの最後の抵てい抗こうがうまくいくという保証はない。ナイフすら渡すのがもったいないということだろう。


「ほら」


「へっ、どうも」


　ウィストンにもその一つが手渡される。


　あまりにも無慈悲な光景だった。戦えなくなった仲間でもまだ利用する──それに意味があることは分かる。バルティアスのやっていることは、恐おそらくこの状じよう況きようでは正しい。


　しかし、本当にそこまでしなければならないのか。彼らを救う手はないのか。ヴェリックの逡しゆん巡じゆんは続いたが、答えはついに出なかった。


「ヴェリック……ヴェリック」


　そのとき、ウィストンが自分の名を呼んでいることに気づく。


　これが今生の別れとなるだろう。ヴェリックは笑えみさえ浮うかべて近寄った。


「なんだ、ウィストン」


「最後になりそうだから言っとこうと思ってよ。おまえは大した男だよ。クソったれな伯はく爵しやくに啖たん呵かを切ってへこませたのもおまえだし、決死隊に真っ先に志願したのもおまえだ。それに、おまえがいてくれたから──」


　ウィストンはすぐ傍そばに転がる傭兵の遺体を蹴け飛とばした。


「俺みたいな農民でも傭兵どもに一ひと泡あわ吹ふかせてやれたってわけさ。いつもへらへらしてやがるから分かりにくいが、おまえは大したヤツだ。さすがあの美人のカミさんが選んだだけのことはある」


「…………」


　過大評価もほどがある。


　自分にそんな力があったのなら、この男をこうして血の海に残していくこともなかったはずなのだから。


「だから……後のことは頼たのんだぜ。俺の分まで戦ってくれや」


「……分かったよ」


　かろうじてそう口にする。


「何か、家族に伝えることはないか？」


「はん、今いま更さらあるかよ、そんなこと。大体おまえだって生きて帰れる保証はないんだ、言うだけ無む駄だだろ？」


「そう、だったな」


　悲痛な面おも持もちで告げるウィストンの顔を、もうそれ以上見ていることはできなかった。


　今生の別れなのだ。もっと何か言わねばならないところだというのに、何も言葉が出てこない。


「おまえたち、それ以上話をさせるな」と、バルティアスの声がした。「無駄に体力を消しよう耗もうさせては無駄死にさせる可能性が高まるだけだぞ」


　どこまでいっても無慈悲だった。別れすら満足にできないとは。


　だが、これ以上ウィストンと言葉を交かわす必要がなくなったことはありがたくもあった。


「……バルティアスの言う通りだ。もう……行ってくれ」


「分かった。私も後から逝いくよ。達者でな」


「ああ。できるだけゆっくりこいよ……」


　ヴェリックは村の同どう胞ほうに背を向けた。


　そして、二度と振ふり返ることはなかった。





「まだ使えそうな武器や防具、それに食料があれば奪うばっておけ。だが金目のものには触ふれるな、余計な荷物になるだけだぞ」


　どこまでも合理的なバルティアスの命令が飛ぶ。


　盗とう賊ぞくの真ま似ね事ごとを強制されるような命令だったが、ヴェリックは黙だまって従った。今は何も考えたくない。頭を空っぽにするのは何か作業をしている方がよかった。


「た、助け、助けて……」


　不意に、かすかな声が聞こえた。


　慌あわてて声の出所を探す。


　それは目の前だった。死体だと思って懐ふところを探さぐっていた傭兵が、実は生きていたのだ。


　──助ける方法なんてあるものか。


　ヴェリックは無言で槍を逆手に構えると、脳天目め掛がけて突つき降ろした。


　手に頭ず蓋がい骨こつを貫つらぬく鈍にぶい衝しよう撃げきが伝わり、くぐもった悲鳴が響ひびく。死体だと思っていた傭兵は、今度こそ間ま違ちがいなく死体となった。


　ヴェリックとしては、慈じ悲ひのつもりだった。死んだ方が苦しみも少なくて済む。味方でさえ助ける余よ裕ゆうはないのだから。


　──嫌いやな考え方ができるようになったもんだなあ。


　つい数日前までは子こ煩ぼん悩のうな父親であったはずなのに、それが今や必要だからという理由で容よう赦しやなく人の命を奪っているのだ。まるで自分が人間以外の何か別の生物になってしまったような気にさえなってくる。


「バルティアス卿きよう。あの連中をどうしましょう」


　騎士たちのそんな会話が聞こえた。


　あの連中。誰のことかはすぐ分かった。自分たちが囮おとりに使ったゴロビア村の村人たちのことだ。


「女子供を連れては戦えん、放ほうっていくしかないだろう。他の傭兵たちに襲おそわれることになるだろうが、それはそれで時間稼かせぎになるだろうからな」


　予想通り、バルティアスの返答は容赦のないものだった。


　このとき、ヴェリックの脳のう裏りにあの少女の姿がちらついた。自分たちの都合で囮とされ、男に襲われ心身ともに傷を負ったであろうあの少女の泣き顔が。


「お待ちください」


　ヴェリックは衝しよう動どう的に口を開いていた。バルティアスたちの会話に割って入る。


「またおまえか、ヴェリック。まあいい、言いたいことがあるなら言ってみろ」


「では申し上げます。彼らはすでに充じゆう分ぶん我々の役に立ってくれました。これ以上の犠ぎ牲せいを強しいるべきではないと思います。どうかご再考を」


「再考の余地などないことぐらい貴様になら分かると思っていたがな。我らのなすべきことは一刻でも長く傭兵どもと戦い続け、時間を稼ぐことだ。女子供を連れての行軍がどれだけ遅くなるかは知っているのだろう？　あんな連中を連れていれば今度は我らが後ろから襲われることになるのだぞ」


「それは分かります。しかし皆みなの気持ちをお考えください。私たちは確かに家族を守るためならば命さえ捨てる覚かく悟ごです。それでも、いくら家族を守るためとはいえ、こうも女や子供たちを犠牲にしていては何のために戦っているのかが分からなくなってしまいます。ですが逆に彼らだけでも救えたという事実があれば、今後激しい戦いが続くであろう私たちの心の支えになるはずです」


「……なるほど、一理ある。士気を維い持じするためというわけか。決死隊ともなれば確かにそういったことも必要かもしれん。だが、どうやって助けるというのだ？　戦意の低下は確かに問題だが、それ以上に女子供を引き連れ足が遅くなったところを傭兵どもに襲われることの方がもっと恐おそろしい。俺としては認みとめるわけにはいかんぞ」


「はい、分かっています。ですが、私に一つだけ考えがあるんです──」







　　◆　　




　モンバール伯の居城に戻るまでの間に、新たな傭兵に捕ほ捉そくされることがなかったのは幸いだった。


　そして相も変わらず、モンバール伯は城じよう壁へきの上で見み張はりを続けていた。城の奥おくに引っ込んで震ふるえていないだけマシというべきなのか、あるいは自ら見張りを続けていないと安心できないという臆おく病びようの裏返しなのか、にわかに判断はつかなかった。


「貴様、バルティアスではないか！　よくもノコノコと顔を出せたものだな、この裏切り者めが！　一体何しに来た!?」


　自分たちを見つけたモンバール伯が、早さつ速そく罵ば倒とうを始める。


　反応は予想通りだったが、その言葉には少々驚おどろく。やはりバルティアスたちは主あるじを裏切って自分たちに味方してくれたらしい。


　つくづく奇き妙みような男である。主を裏切るという騎士の大罪を犯おかす一方で、自ら進んで危地に飛び込む。さらに、目的のためならばいかなる手段も問わず、村人や仲間の怪け我が人にんさえも敵への盾たてとする。まるで騎士と傭よう兵へいとを半分ずつ合わせたような男だ。


「ほれみたことか」と、バルティアスは渋じゆう面めんを浮うかべた。「おまえに任せるぞ、ヴェリック。あれが説得できるというのならやってみろ」


「ええ、やってみます」


　ヴェリックは、ついこの間そうしたように再び門の前に立った。


　そして、すっかり生気を失いかけているゴロビア村の人々を手で示す。


「伯はく爵しやくさま。この者たちはゴロビア村から逃げてきた者たちです。彼らは一度傭兵たちに襲われ、怪我人も多くいます。我々を中へ入れろとは言いませんが、せめて彼らだけでも城の中へ避ひ難なんさせてやっては頂けませんか」


「はっ、何をたわけたことを！　私の返事はすでに知っているだろう！　そやつらが北の回し者でないという保証はないし、無む駄だ飯めしを食わせる余よ裕ゆうもない！　矢を射い掛かけられたくなければとっとと失うせるがい！」


　あまりにも予想通りの反応である。その残ざん酷こくな言葉を聞かされたゴロビア村の人々の表情には、再び絶望が浮かび始めていた。


「どうかお聞きください。こう提案しているのには理由があるのです。これは伯爵さまにとっても利益のある話なのです」


「……む。なんだと？　どういうことだ」


　予想通り、話に食ついてきた。自分の利益しか考えない者の興味を引くことは、商人でもあるヴェリックには造作もないことだった。


「伯爵さまは、因果には必ず報むくいがあるという教えをご存じでしょうか？」


「赤せき神しんオディウスの教えだろう。それがどうした」


「仰おつしやる通り、赤神オディウスは言いました。良い行いをすれば必ず良い報いが、悪い行いには悪い報いがあると。そして現在、この国には北の侵しん略りやくという巨きよ大だいな災さい厄やくが訪おとずれています。今悪いことを行えば、どのような報いが返ってくるかなど明白です。ただでさえ伯爵さまは守るべき領民をお見み捨すてになられました。このままいけば、戦いの神とも言われる赤神オディウスがこの城を見み逃のがすはずもありません、必ず報いが降りかかりましょう。しかし──逆に今、一つでも良い行いをしておけば、必ず良い報いがあるはず。そのようには考えられませんか」


「……むぅ」


　神や精せい霊れいが実在し、迷信がはびこり、誰もが吉きつ兆ちようや凶きよう兆ちようを気にする世の中である。まして小心者ゆえに領民を追い払はらうという後ろめたいことをしでかしたモンバール伯ならば、気にならないはずがない。


　駄だ目め押おしとばかり、ヴェリックは続けた。


「伯爵さま。彼らの姿を見てください。彼らはもはや心身共にぼろぼろの状態です。そんな彼らを見て、なんら慈じ悲ひの思いを抱いだかれないのですか？　考えてもみてください、一片の慈悲の心すら持たぬような者に、神が加護を与あたえてくれるわけがありません。それに、彼らの人数はたった数十人ほど、それも女子供に怪我人ばかりです。彼らを城に入れたとしても、伯爵さまが恐れられていたような反乱を起こすことなど決してあり得ません」


　それが最後の一押しとなった。


　しばしの沈黙の後、苦にが虫むしをかみつぶしたような顔でモンバール伯は言った。


「……分かった。そやつらだけは受け入れてやる」


「感謝します、伯爵閣かつ下か」


　喜びと安あん堵どとが入り交じった小さな歓かん声せいが上がった。


　間もなく門が開かれ、感謝の言葉と共に村人たちが中へ入っていく。


「相変わらずよくやる」と、バルティアスが顎あごをさすった。「よくもまあ、あの小心者を説得できたものだ」


　小心者だったから説得できたんです──と説明する気にはなれなかった。所しよ詮せんはただの罪つみ滅ほろぼし、自己満足の行動の結果なのだから。


「あの──」


　そのとき、出来ることならば二度と耳にしたくない声がした。


　それでも無視するわけにはいかない。振ふり返ったヴェリックの前に立っていたのは──予想通り、目の前で傭兵に犯されそうになっていたあの少女だった。


「……どうしたんだい？」


　その顔が正視できない。いっそこの場で土下座して自分のやったことを謝罪したいほどだった。


「お礼、言ってなかったの忘れてて。ありがとう、おじさん。助けてくれて。みんなを守ってくれて」


「……いや。礼を言われるようなことをした覚えはないよ」


　それは一片の偽いつわりもない本心だった。彼女たちを囮おとりに使うよう提言したのは自分なのだから。


　やがて少女たちが城へ入ると、ヴェリックは悔くやしさをぶつけるように、何度も地面を蹴けりつけた。


「……くそっ！」


　やろうと思えば、彼女たちが傭兵どもに襲おそわれるよりも早く助けに行くことはできたのだ。しかし自分たちに力がなかったがゆえに、彼女たちが傭兵に襲われるのを待たなければならなかった。


　もっと力があればと切に思う。数十人程度の傭兵など造作もなくひねる力さえあればと。そうすればあの少女が心に傷を負うこともなかったし、傷つき倒たおれる仲間たちの数はもっと減っていただろう。


「なんで……こううまくいかないんだろうなあ……」


　ヴェリックの目には、悔くやし涙なみださえ浮かんでいた。





　こうして、ヴェリックたちの二度目の戦いは終わった。





　　　　　　　３





　その日の夜のことである。


　ヴェリックたちは城のすぐ近くで野営していた。モンバール伯も何か思うところがあったのだろう、その日の食料と薪たきぎだけは提供してくれたのだ。


　そのおかげもあって、どうにか人ひと心ごこ地ちついたヴェリックたちに、騎士バルティアスは今後のことについて話しておきたいと切り出した。


「今日はどうにか傭兵どもを追い払はらうことができた。しかし今日は格好の囮がいたから勝てたようなものだ、次回も同じように都合良くはいくまい。それでも一応聞いておこう。まだ傭兵どもを都合良く殺せる方法があるという奴やつはいないか？」


　当然というべきか、返答はなかった。


　だがこのとき、ヴェリックはあることに気付いた。


　誰も何も言おうとはしなかったが、一方で皆みなの視線がある一点に集まりつつあったのだ。


　すなわち、自分へと。


「ヴェリック、おまえはどうだ？」


　仕し舞まいにはバルティアスまでもがそんなことを言い、しかも他の騎士たちもそれを遮さえぎろうともしない。


　──まいったな、こりゃ。


　居心地悪げに頰ほおをかく。


　確かに先の戦いで勝利へと導いたのは自分かもしれない。それゆえに皆の自分を見る目が変わってしまったのだろう。


　しかし、勘かん違ちがいにもほどがあると思う。自分はただの行商人に過ぎないのだ。ましてあのいたいけな少女を囮にしたような策のことを褒ほめられても、嬉うれしくもなんともない。


　それでもここは何か言わねば収まりがつかないだろう。やむなく、視線の集まる中ヴェリックは立ち上がった。


「残念ながら策というほどの偉えらそうなものはもはやありません。しかし我々が傭兵たちと正面から戦ってもまったく意味がないことは確かです。我々は今日と同じように敵の不意を打つことを基本的な戦い方とすべきです」


「もっともだな。で、その方法は？」


　そんなことまで一いつ介かいの農民に過ぎない自分に訊きくのはお門かど違いではないか──。


　そんな思いもあったものの、幸か不幸かヴェリックにはヴェリックなりの考えがあった。口にせざるを得ない。


「決して一ひと所ところには留とどまらず、南東方向へと退たい却きやくしながら伏ふく兵へいを仕掛けるのです。これを何度も繰り返せば傭兵たちも警けい戒かいを強めざるを得ません。そうすれば自然速度は遅おそくなり、家族たちが逃にげる時間を稼かせぐこともできるはずです」


「しかし伏兵は時間がかかるぞ。敵がやってくるのを待ち続けなければならんわけだからな。そう何度も同じことができる余よ裕ゆうがあるとは思えんが」


「ごもっともです。しかしこの辺りの道でしたら私は誰よりも詳くわしい自信があります。地の利に疎うとい他国の傭兵たちを出し抜ぬくことぐらいならば……」


　バルティアスはフンと鼻を鳴らした。


「なるほど。知らなかったな、近ちか頃ごろの行商とはそれほど裏道に通じているのか」


「はあ。まあ道なんて雨が降るだけでしょっちゅう通れなくなりますし、夜に表道を歩いていると賊ぞくにも狙ねらわれやすいものでして」


　実際のところヴェリックが恐おそれていたのは賊でも獣けものの類たぐいでもなく、モンバール伯配下の見回りの兵士たちだった。彼らに見つかれば、必ず無茶な理り屈くつをつけられて賄わい賂ろを要求されるからだ。裏道に詳しくなったのはそれをやり過ごすためと言っても過言ではない。


「いいだろう、どのみち、他に策もないしな。ではヴェリック、これからはおまえが先導しろ」


「は。分かりました」


　一介の農民に、騎士をふくむ数十人の男が付き従おうというのだ。ヴェリックとしては分不相応だなと自じ嘲ちようしたいところだったが、それでもやはり文句を言う者は一人もいなかった。


　間違いなく、誰もがヴェリックを認め始めていたのだ。










　第四章　和平交こう渉しよう
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　翌日。


　国務大臣カルレーン侯こう爵しやくとその一行の姿は、王国軍陣じん地ちの北側にあった。


「あれが反乱軍か」


　その軍勢そのものを目にするのはこれが初めてだった。


「それにしても、なんと緊きん張ちよう感のない軍勢だ」


　決して侮あなどるつもりはない。だが、それが率直な感想だった。


　反乱軍は狭せま苦くるしい城じよう砦さいの中ではなく、外に出て天幕を張り、そこで文字通りくつろいでいた。


　兵士たちは鎧よろいも身につけず、武器すら帯びずに天幕の中で寝ね転ころんでいる。おまけにその周りを子どもたちが駆かけ回っているという有様だ。戦地というよりは田い舎なか村のうららかな午後のひとときを思わせる光景である。


　クラウディア王女を人質に取り、安心しきっているのか。あるいは、先日行われたという戦いの疲つかれを必死に癒いやそうとしているのか。


　だが、トゥールスレン平原にはまだ二万近い王国軍の軍勢がいるのだ。にもかかわらずあれだけ無む警けい戒かいでいられるというのは、よほど肝きもが据すわっているか、あるいはただの馬ば鹿かかのどちらかだろう。


　もっとも、王国軍を今までに苦しめてきた反乱軍が後者だと考えるのは危険過ぎる。これは面めん倒どうな話し合いになるだろうなと、カルレーンは気を引き締しめた。


「では私は交渉に出向く。フィリップ将軍、後事は任せたぞ。王女殿でん下かのお命がかかっているのだ、くれぐれも軽挙は慎つつしむように」


「……もちろん、承知しております」


　フィリップは頷うなずいた。表向き平静を装よそおっているようだったが、どこか不満を隠かくせないでいる様子が見て取れる。


　この若くして将となった男は、親の七光りという悪名を消すためにも一刻も早く手て柄がらを立てたがっているはずだ。にもかかわらず、それができないでいることは大いに不満に違いない。


　もっとも、一軍人の感かん慨がいなどどうでもいいことだった。ましてフィリップは〈諸しよ侯こう連盟〉盟主の息むす子こでもある。なまじ手柄を立てられ〈諸侯連盟〉の発言力が増やされることを考えれば、今の状じよう況きようも悪くはなかった。


「ところで……侯爵閣かつ下か。ご出立の前に、このことだけはご裁可を仰あおがねばなりません。あの裏切り者のことですが」


「裏切り者……？　ああ」


　最初、それが誰のことか分からなかったが、すぐにアレスのことを言っているのだと悟さとる。


「は。いつでも騎き士し隊を動かす準備はできております。ご命令さえ頂ければ、即そく座ざにファノヴァール伯所領レストニアへと派は遣けんし、制圧行動を取ると共に家族や家臣たちを捕とらえてご覧にいれましょう」


　アレスの行動によって戦功を上げる機会を奪うばわれたフィリップからしてみれば、その憤いきどおりをぶつけられる場所が欲ほしいということだろう。しかし、許可することはできなかった。


　アレスがクラウディアを危険にさらしたのは事実であり、その点では責められて当然だ。ただ、問題はクラウディアの動向だ。彼女の行動によってフィリップや国王を始め多くの人々が苦境に立たされているのは事実だが、一方でこれ以上の犠ぎ牲せい者しやが出ることが食い止められたのもまた事実なのだ。もしこの後反乱軍との和平がうまく成立すれば、クラウディアの名は平和の代名詞として語り継つがれることとなり、その際にはアレスが裏切り者と誹そしられることもなくなるだろう。少なくとも現時点ではアレスの罪を問うべきではない。それにもしアレスを追い詰つめるようなことをすれば、自棄やけを起こしてクラウディアに何かよからぬことをする可能性も否定できないのだ。


　ただ、カルレーンとしてもアレスの存在が邪じや魔まであることは間ま違ちがいない。複雑な状況ではあるが、いつでもレストニア領を奪うばいとることのできる算段ぐらいはつけておくべきかもしれない。


「……卿けいの提案には一理ある。ただし、厄やつ介かいなことに今のファノヴァール伯は敵中にあるクラウディア王女殿下の唯ゆい一いつの護衛でもある。もし今ファノヴァール伯を追い詰めるがごとき行動を取れば、追い詰められたファノヴァール伯が何をするか分からん」


「は……。それは、確かに」


　不承不承、フィリップは頷いた。


「ゆえに、領地の制圧や家臣の捕ほ縛ばくといった行動は一いつ切さい許可できぬ。その代わり、領主が留守となっているレストニア領の治安を維い持じするという目的で、騎士隊を派遣するのだ」


　名目としてはあくまでレストニア領を守るための騎士隊だが、もしアレスにおかしな動きがあれば今度はレストニア領そのものを人質に取ることもできる。


　そんなカルレーンの意図を悟さとったのか、フィリップも納なつ得とくしたように頷いた。


「承知しました。ではそのように手配いたしましょう」


「うむ」


　こうして必要な指示を終えたカルレーン一行は、トゥールスレン城砦へ赴おもむくこととなる。
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　一方そのころ。


　カルレーンを受け入れるべく準備していたジェレイドは、思ってもみなかった来客の訪問を受けていた。


　状況が状況である。並みの客であれば後回しにもできたのだが、その相手だけはそういうわけにはいかなかった。なぜなら、彼女を邪じや険けんに扱えば冗じよう談だん抜ぬきで自分の首が斬きり飛ばされる可能性があったからだ。


　しかも、その軽視できない客は、とんでもない要求をジェレイドに突つきつけたのである。


「あなたも……同席すると仰おつしやるのですか、王女殿でん下か」


「そうだ」


　アレスを背後に従わせたクラウディアは、力強く頷いた。


「今の状況を招いたのはわたしなのだからな、王国軍と解放軍との間で和平が結ばれるよう、少しでも尽じん力りよくする義務がある。両者が話し合いの場を持つならば、わたしも立ち会って然しかるべきだ。そうは思わぬか？」


「…………」


　いささか不都合な提案だった。


　大事な人質を敵にさらすことが有益とは思えないし、何よりこの聡そう明めいな王女のことだ。交こう渉しようの途と中ちゆうで何を言い出すか分かったものではない。ジェレイドの望む展開は、クラウディアという人質を振ふりかざし、少しでも有利な状況で和平を結ぶことにある。下手に口を挟はさむ機会を与あたえるべきではない。


　なかなかはっきりした返答を口にしなかったからだろう、クラウディアは人の悪い笑えみを浮うかべた。


「まさかとは思うが……断れるとでも思っているのではなかろうな？」


　このとき、アレスが無言のまま剣けんの柄つかに手をかけた。しかもその目には、冗談抜きで殺気が宿っている。


　──人質に脅きよう迫はくされるなんて聞いたことがありませんね。


　拒きよ否ひ権けんなどなかったのだと悟り、嘆たん息そくする。そして、アレスを追い払はらうべきという自分の結論がやはり正しかったのだと確信する。


　やはりアレスは遠ざけておくべきなのだ。自分からはもちろんだが、何よりクラウディアから引き離はなしておく必要がある。クラウディアの智ちと、アレスの武ぶ。この二つを一いつ緒しよにしておくのはあまりに危険だった。


　──まあ、今は譲じよう歩ほするとしましょうか。


　解放軍にとっては、クラウディア王女という人質を手に入れられたというだけでも望外の幸運だったのだ。おかげで王国軍との戦いは即そく座ざに止まり、しかも王国軍の側から話し合いの場を持ちかけてきたほどだ。


　それ以上を望むのも欲張りというべきだろう。会談の場で何をされるか分からないという危険はあるが、この程度の要求は許容すべきなのかもしれない。


「分かりました、いいでしょう。ですが、くれぐれも控ひかえめにお願いしますよ」


「感謝する。なに、別に邪じや魔まをするつもりはない。貴公が懸け念ねんするようなことにはならぬよ」


「それは助かります」


　皮肉っぽくなるのを抑おさえようとして失敗する。


「さて、ではどうぞこちらへ。間もなく交こう渉しようの使者として国務大臣カルレーン侯こう爵しやくという方がお見えになられるはずですので」


「ほう、使者はカルレーンか。父上も思い切った決断をしたものだな。しかしあやつが相手とあれば、話も順調に進むであろう」


「だといいんですけどねぇ」


　一いち抹まつの不安を抱いだきながら、ジェレイドはクラウディアたちと共に自らの運命を決めることになりかねない会議の場へと向かった。
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　トゥールスレン城じよう砦さいの入り口へと到とう着ちやくしたカルレーン一行を出で迎むかえたのは、意外なことに一人の少女だった。


「あんたが国務大臣カルレーン侯爵……閣下？」


　年ねん齢れいは十代半ば過ぎといったところか。こういう対応には不慣れなのか、取ってつけたように敬けい称しようを語ご尾びにつける。しかも身に付けている衣い装しようがやたらと奇き妙みような意い匠しようをしており、何よりやたら露ろ出しゆつが激しい。


　使者を出迎えるのがこんな少女では、あまりに失礼ではないか。カルレーンとしてはそう思わずにはいられなかった。だが、長い髪かみを風にたなびかせるその姿から、ある名前を連想する。


「もしや、おまえが〈風の戦いくさ乙おと女め〉か」


「一応、そんな名前で呼ばれてるわね」


　その態度は確かに無礼ではあったが、反乱軍に名高き英えい雄ゆう直じき々じきの出迎えとあれば、強く出るわけにもいかなかった。


「さ、どうぞ。あたしたちの大将のところに案内するから」


「分かった。だが少し待ってくれ」


　と、ここで供として連れて来たベアトリスと護衛の騎き士したちを振り返る。


「おまえたちはここで待っておれ」


「は、ご命令とあらば」騎士の一人が答える。「しかし、よろしいのですか？　お一人ではいくらなんでも危険では……」


「私は話し合いに来たのだ、下へ手たに手勢を連れていって相手を刺し激げきしても仕方なかろう」


「なるほど、分かりました」


　今はこれでいい。もっとも、後でベアトリスだけは呼び出すことになるだろうが。


「待たせたな。では案内を頼たのむ」


「ええ。じゃ、付いてきて」


〈風の戦乙女〉は背を向けると、とっとと歩き出してしまった。


　やはりその無礼さについては小言の一つも言いたくなるが、今は黙だまってその後に続く。


「ところで、一つ聞きたいことがあるのだが」


「何かしら？　答えられることなら答えるけど」


「その奇き抜ばつな衣装は、何か意味があるのか？」


「…………」


〈風の戦乙女〉は、一いつ瞬しゆんだけ足を止めた。


　しかしすぐに何事もなかったように歩を進める。どうやらあまり触ふれられたくない質問をしてしまったらしい。それ以上問い詰つめるわけにもいかず、カルレーンは黙り込んだ。





　交こう渉しようの場は、すでに整えられていた。


　案内された部へ屋やには大きな丸テーブルが置かれ、正面の席に男が静かに座している。


　妙みように寸法の合わない眼め鏡がね。背は高いが、万の軍勢を率いる将とは思えないほど瘦やせこけた体つき。ゆったりとした服を着ることでどうにかごまかしているようだが、裾すそから覗のぞく首や手首の細さは隠かくせていない。そしてカルレーンをここまで案内してきた〈風の戦乙女〉が、その背後に護衛のように控ひかえる。


　間ま違ちがいなかった。見た目からは今一つ信じ難いが、あの男こそが反乱軍の指導者ジェレイドなのだ。


　だが、そのことよりもカルレーンを驚おどろかせたのは、テーブルに着いていたもう一人の先客だった。


「……クラウディアさま……!?」


　人質となっているはずのクラウディア王女が、なぜかそこにいた。しかもその後ろにはあのアレスが控えている。意外な展開ではあったが、いずれにせよ近きん況きようを伺うかがう絶好の機会であることは間ま違ちがいない。


「久しぶりだな、カルレーン」


「は、まったくです。ご機き嫌げんはいかがですか、クラウディアさま」


「うむ、大事ない。ここでの生活も悪くないしな」


「それは何よりですが」


　ここでカルレーンはちらりとアレスに目をやった。


　しかしアレスの方はカルレーンにほとんど興味を示した様子もなく、義務的に会え釈しやくをしただけだった。


　てっきり王女殿でん下かを敵地へ連れ出したことについて罪悪感でも抱いだいているかと思ったが、そんな素そ振ぶりもない。


　実際のところアレスのしでかしたことに対し、一部の武人たちは強い反感を抱いているが、そのことによってこの城砦をめぐる戦いは停止され、無数の命が救われたことは事実なのだ。アレスのしでかした行こう為いすべてが正当化できるわけではないが、かといってただ謗そしるだけの者には大局を見る力がないと言わざるを得ない。


　もっとも、そういう思い切った行為ができるからこそ、カルレーンにとってはいよいよその存在が邪じや魔まになるのだが。


「カルレーン、貴公も遠路はるばるご苦労だった」と、クラウディアは気き遣づかいの言葉を口にした。「しかし今貴公が声をかけねばならぬのは、わたしではないはずだが」


「は。確かに」


　ここでカルレーンはジェレイドに向き直り、ジェレイドもまたカルレーンを出迎えるために腰こしを上げた。


「ようこそ、カルレーン侯こう爵しやく閣かつ下か」


「うむ。貴き殿でんがジェレイドだな？　お初にお目にかかる」


「こちらこそ」と、ジェレイドは腰を折った。「華はなやかな王都に比べればいささか小こ汚ぎたないところで恐きよう縮しゆくですが、とりあえずおかけください」


「うむ」


　言葉に従い、文字通り交こう渉しようのテーブルにつく。


　しかし、カルレーンの左ひだり腕うでは自由が効かない。そのせいで椅い子すに座すわる仕草が不自然になったのをジェレイドは見とがめたようだった。


「失礼ですが、その左腕はお怪け我がか何かを？」


「昔の古ふる傷きずの影えい響きようだ。気にしないで頂きたい」


「いえ、こちらこそ気を回せず失礼いたしました」


　率直にジェレイドは頭を下げた。カルレーンとしてもその点についてこれ以上触れる理由は何もない。


　いよいよ、話を始める。


「さて、まずは私と王女殿でん下かと引き合わせてくれたこと、礼を申し上げよう」


「礼を言われるようなことはしていませんよ。誤解されては困るので申し上げますが、クラウディア王女殿下は僕たちの大切な客人です。その王女殿下がこのテーブルに着きたいと仰おおせでしたのでね。僕としては拒こばむ理由もありませんでしたので」


　──よくそれだけ堂々と噓うそを吐つけるものだ。


　一国の王女を人質に取っているというのは外聞が悪い。ジェレイドがクラウディアを人質ではなく客人と言い張るのは、陳ちん腐ぷだが当然の方針だろう。


　しかし一方で、ただ口で客人だと言い張るだけでなく、クラウディアと自分とを引き合わせてくれたことは事実なのだ。ジェレイドにもそれなりの誠意はあると解かい釈しやくしてもいいのかもしれない。


「さて、それ以上前置きもいらぬだろう」と、切り出したのはクラウディアだった。「こうしている間にも北の侵しん略りやくは進んでいるのだからな、本題に入るとしようではないか」


　カルレーンとジェレイドは思わず呆あつ気けに取られた。クラウディアの言動は、まるで自ら会議を主導しようとしているように見えたからだ。


　しかしこの会談は王国の代表と反乱軍の指導者によって行われるものであり、主導権を奪うばい合うとすればそのどちらかであるべきなのだ。王女とはいえ、一いつ介かいの少女が口を挟はさむべきことではない。


「お、王女殿下。恐おそれながら、そのような話は我らが進めますゆえ」


「控えぬか！　カルレーン！」


「はっ──」


　思いもよらぬ一いつ喝かつを返され、本能的にカルレーンは背筋を正してしまった。


「貴公はなんだ!?　忠誠を認められ我わが父に信任された国務大臣であろう！　その貴公が王族たるこのわたしをないがしろにするつもりか!?」


「い、いえ、そのようなつもりはまったく……」


「ならばよい」


　先ほどの激げつ昂こうぶりが噓のように、クラウディアは一いつ瞬しゆんで落ち着いた口調に戻もどった。あまりの豹ひよう変へんぶりに、老練なカルレーンでさえ咄とつ嗟さに付いていけない。


　続いてクラウディアはジェレイドに向き直った。


「ジェレイドどの。わたしの耳が確かならば、貴公もわたしを重要な客人と認められていたな。ならばカルレーンもこうして認めた以上、この会談の場をわたしが取り仕切る程度のこと、なんら異論もないと思うが？」


　さすがのジェレイドも、動どう揺ようを隠かくしきれていない様子だった。


「はあ……。まあ、ご希望とあれば。しかし、客人にそんなお手数をかけさせるというのも……」


「気にするな、わたしも客として受けた恩を返さねばと思っていたところだからな。そもそも、今の王国軍と解放軍の状態を作り出したのはわたしだ。この会談の旗はた振ふり役をする程度のことは当然の義務というべきであろう」


　カルレーンとジェレイドは、互たがいに苦い顔を押おし隠した。


　予想外の事態だった。二人の間で奪い合うはずだった主導権が、まさか一人の少女に奪われるとは。


「さて、では話を進めるとしよう。現在、王国軍と解放軍は事実上の停戦状態にある。両者とも無む駄だに血を流すことを望んでいるわけではあるまい。さらに、我が国は北の侵しん攻こうにさらされている最中だ。となれば、今はこの停戦を恒こう久きゆうのものとすべく互たがいに和平条約の一つも結ぶことこそ望ましいと思う」


　クラウディアの提案は、争いを望まない彼女らしいものだった。どうやら本気で旗振り役をするつもりらしい。


「ではまずジェレイドどの。貴公の意見はどうだ？」


「……確かに、争いは本意ではありません」


　ジェレイドは素す直なおに頷うなずいた。


　その反応は、カルレーンからすれば予想通りだった。反乱軍は、その規模からいっても台所事情に限界がきているであろうことは分かっている。彼らにとって和平は渡わたりに船のはずだ。


　続いてクラウディアはカルレーンに向き直った。


「カルレーン。我ら王国としても、北の侵略が始まったこの状じよう況きようでいつまでも解放軍と対立しているわけにはいかぬはずだ。和平を結ぶ理由は充じゆう分ぶんにあると思うが？」


「御ぎよ意いにございます。ただ……そもそも和平というものは、双そう方ほうが対等の立場にあって初めて成立するもの。我が国は解放軍を自じ称しようする反乱軍を対等の相手と認めたことはありませぬし、そもそも反乱軍がいままで善戦してきたのは事実とはいえ、我が王国が総力を挙げれば殲せん滅めつするのはたやすいこと。たとえば北の脅きよう威いがなくなるまで停戦協定を結ぶというのであれば受け入れるのもやぶさかではありませぬが、和平ともなれば容易に受け入れることはできませぬ」


「ほう、それは困る。もし王国軍と解放軍が再び干かん戈かを交えれば、解放軍のただ中にいるわたしなど真っ先に殺されてしまうであろうな。つまりカルレーン、貴公は我が王家に忠誠を誓ちかい、その禄ろくを食はんでおきながら、わたしの命などどうでもいいと申すのだな？」


　意地が悪いにもほどがあるというものだった。


「……そんなことはございませぬ。ジェレイドどのは王女殿でん下かのことを大切な客人と申しました。ならばいかなる状況であれお命を奪うばうようなことはないはず」


「ほう、ジェレイドどの。カルレーンはこう言っておるが、貴公の意見はどうなのだ？」


「それはもちろんカルレーン侯こうの仰おつしやるとおりです。王女殿下のお命を奪うなど、恐おそれ多いことです。しかし──僕としても、万を超こえる軍勢を一兵卒にいたるまで完かん璧ぺきに統率できるわけではありません。たとえば王国軍と解放軍が再び争うこととなれば、王女殿下に憎にくしみを持つ者も生まれるでしょう。そういった者が王女殿下のお命を狙ねらわぬという保証はありません。いえ、もちろん可能性の問題であって、我々も警護には万全を期すつもりではありますが」


　ジェレイドが、ついに牙きばを垣かい間ま見みせた。


「ほらみろカルレーン。ジェレイドどのもこう言っている。つまりもし王国軍が王族の命をないがしろにすることはないと証明するのであれば、この場で恒こう久きゆう的てきな和平条約を結ぶのが一番正しいと思うが」


　──甘あまかった……！


　カルレーンは認にん識しき力りよくが不足していたことを悔くやんだ。


　クラウディアは王国の人間であるゆえ、王国の側に立って議事を先導してくれるのではないかとも思ったが、それは甘すぎる見通しであったらしい。なにしろ王国軍と反乱軍の争いを鎮しずめるため、自ら反乱軍のただ中に身を投じたクラウディアである。どうやらその本心は、非力で無む垢くな農民たちの味方をすることにあるようだった。


　このままでは分が悪い。カルレーンとしては議題を逸そらす必要があった。


「し、しかし恒久的和平と言われますが、それにはあまりに大きすぎる問題を解決しなければなりませぬ」


「ほう。それは？」


「ご存知でございましょう。解放軍は農民の権利拡大と貴族制の廃はい止しを声高に求めて参りました。仮に恒久的な和平を結ぶとして、その内容はどうなさるおつもりですか？　ただ互たがいに矛ほこを収めるだけではジェレイドどのが率いてきた民たみたちが納なつ得とくしますまい。かといって、我が国の貴族制は王国建国にあたって多大な貢こう献けんをしてきた功臣たちに報むくいるために作られたもの。安易にその権利を奪うようなことがあれば、王家の信用は失しつ墜ついいたしますし、貴族たちも黙だまってはおりますまい」


「分かっておる」と、クラウディアは言った。「その点において両者が少しでも不満を抱いだいたまま和平など結んだところで、やがていつか同じような反乱が起こるだろう。だが、少なくとも現時点で王国と解放軍は互いに武力行使をやめ、交こう渉しようのテーブルについたのだ。あとはこのまま両者納得がいくまで話し合えば、きっと解決策も見えてくるだろう。誰も命を落とすことなくな。充分な前進だ、素す晴ばらしいことではないか」


「は、はあ……」







　　◆　　




　このときジェレイドは、内心でほくそえんでいた。クラウディアの狙ねらいを悟さとったためである。


　まずは自ら解放軍の人質となって王国軍との争いを停止させる一方で、両軍が和平交こう渉しようを結ぶにあたっては己おのれ自身が会議を主導し、すべての争いを話し合いで解決させようというのだ。


　そしてそれは、ジェレイドの考えとほぼ一いつ致ちする。渡わたりに船だった。


「では──」と、クラウディアはジェレイドに向き直った「ここでまず一度ジェレイドどのの意を聞いておきたいと思うのだが。貴公は王国軍と恒久的な和平を結ぶとして、その先に一体何を望むのかをな」


　クラウディアの提案は妥だ当とうだった。双そう方ほうの要求を出し合い、折り合うことこそが交渉の基本である。


「では申し上げます。まずは直ただちに、我わが軍の一部をボルネリア領に移動させることをお認め頂きたい。もうすぐ春小麦や冬小麦の収しゆう穫かく期を迎むかえますからね、その手伝いをさせたいのですよ」


「それについては拒こばむ理由は何もないな。のう、カルレーン。農作物の収穫量が上がることは実に好ましいことではないか」


「……は。確かに」


　解放軍の所有する兵ひよう糧ろうが増えることは、王国軍としては歓かん迎げいし難い部分もあるだろう。恐おそらくはそれが今カルレーンの返事にわずかな間があった理由だ。


　しかしそれでも特に反対の意を口にしようとしなかったのは、放ほうっておいても解放軍の兵力がこの鉄てつ壁ぺきの城じよう砦さいから減ってくれるから──という判断があったからだろう。


「では、次に──」と、ジェレイドは続けた。「我々に、ボルネリア領の自治権を頂きたいのです。それから、解放軍にはあちこちの領地からやってきた農民たちがいます。彼らがボルネリア領へ移住することを望んだ場合は、それをお認め頂きたい。この二点さえ確約して頂ければ、我々はボルネリア領に引っ込んで王国軍に対し敵対的な行動を取ることはないとお約束いたしましょう。また、我々はボルネリア領周辺の領地もいくつか占せん領りよう下に置いておりますが、それについても返へん還かんする用意があります」


「なるほど、頷うなずけぬものではないな。ではカルレーン、ジェレイドどのの提案を踏ふまえ、おまえの思うところを述べてみよ」


「は……。正直に申し上げまして、ボルネリアほどの広大な領地を与あたえろと言われても、おいそれと是ぜとするのは難しいところです。そもそも、解放軍はかつて国王陛へい下かが任命されたボルネリア侯こうを殺害いたしました。ただでさえ貴族殺しは大罪。領主を殺し、その領地を奪うばうことが是とされるような前例を残すわけには参りませぬ」


　カルレーンは口調こそ穏おだやかだったが、それは何よりも鋭するどい牙きばだった。


　貴族殺し。あるいはその点こそが、王国軍と解放軍とが折り合うことのできない最大の問題といってもいい。


　だが、そんな問題はジェレイドも最初の反乱を起こしたときから認識していたことでもある。ジェレイドの脳内では、解決策などとっくの昔に出ていた。


「それならば話は簡単です。僕としましては、貴族殺しの罪について赦しや免めんを求めるつもりは一いつ切さいありません」


　平然といったジェレイドの言葉に、クラウディアとカルレーンは共に沈ちん黙もくした。


　いや、彼ら二人だけではない。ジェレイドの後ろに控ひかえる〈風の戦いくさ乙おと女め〉、クラウディアの後ろに控える〈赤の悪あく魔ま憑つき〉でさえ息を呑のんだようだった。


　赦免を求めない。その意味するところは一つしかない。


「ちょっと待て、ジェレイドどの」と、クラウディア。「それはつまり、貴公は──死を受け入れるということか？」


「はい」即そく答とうする。「貴族殺しの大罪という一点だけは、王国としても譲ゆずれないところだということは理解しております。しかし逆にいえば、僕の首さえ差し出せば誰も文句は言えないということでしょう。ならば話は簡単ではないですか」


「……だからといって、甘あまんじて殺される道を選ぶというのか？」と、カルレーン。


「そういうことです。もちろん、簡単に首を差し出すつもりはありません、二つ条件があります。第一に、少なくともボルネリア領において農民たちの権利が保障されたことが確認できるまでは猶ゆう予よを頂くということ。第二に、責任を取るのは僕一人にして頂くということです。もともと家族もいませんしね、一族郎ろう党とうといっても僕だけです。この二点さえご承しよう諾だく頂けるのであれば、将来貴族殺しの罪で裁判にかけられることを喜んで受け入れましょう」


「なるほど。確かに興味深い解決策だ。しかし……ジェレイドどの」


　クラウディアの口調はどことなく重苦しい。


「そもそも、貴公は農民たちの権利拡大を求めて決起したと聞いている。貴公の提案が実現されれば、恐おそらくはボルネリア領の農民たちはそれが得られるかもしれぬ。だが、それ以外の大半の農民たちは何も変わらぬ。にもかかわらず、貴公は彼らを放ほうったまま道半ばにして死ぬことをよしとするのか？」


「ご心配なく。僕が死んだとしても……いえ、死ねばこそ志は受け継つがれましょう。考えてもみてください。この広い王国の中で、ボルネリア領ただ一箇か所しよだけでも農民たちにとって理想の地が存在すれば、他のすべての農民たちも同じものを望むようになるでしょう。そして、領主たちがその望みを叶かなえようとしなければ、いつか再び農民たちは立ち上がるでしょう。それも今度は一領地の反乱などではなく、王国全土で一いつ斉せいにです」


　貴族の排はい斥せきなどというお題目は、民衆を動かすには有効だが、現実的な力関係を考こう慮りよすれば達成するのは無理な話だということを、ジェレイドは誰よりも知っていた。それゆえに、ひとまずは足元だけでいい、すべての農民たちがうらやむ理想郷を作り上げるのだ。


　それがジェレイドが想定していた到とう達たつ点の一つだった。ただし──あくまで一つに過ぎないが。


「なるほど、王国全土での農民の一斉蜂ほう起きか」とカルレーン。「しかしジェレイドどの、少し考えれば分かることだが、そのような事態になれば我が王国はいよいよ進退窮きわまることになる。我らが認めるとお思いか？」


「ええ。それどころか、むしろ国王陛下は進んで僕に協力してくれるようになると確信しております」


　意外な言葉だったのだろう。カルレーンは目を白黒させた。


「り、理由をお聞かせ願えるか？」


「喜んで。ですがその質問にお答えするには、まず確認しておかなければならないことがあります。カルレーン侯こう爵しやく閣かつ下か。あなたは侯爵の地位にありながら、王家のことを第一に考えて行動する忠臣だと伺うかがっていますが、間ま違ちがいありませんか？」


　カルレーンはわずかに首をかしげた。


「それと私の疑問とがどう繫つながるかは分からぬが、確かにそうあってきたつもりだ」


「結構です。では申し上げますが、僕が今口にした未来は、特権におぼれた貴族たちにとっては悪夢でしょうが、一方で王家にとっては逆に王権を強化する絶好の好機となるのですよ」


「……どういうことだ？」


「考えてもみてください、たとえば農民たちの権利拡大を認めた場合、もっとも困るのは誰だと思います？　もちろん国王をふくめたあらゆる領主が被ひ害がいを受けるでしょうが、強しいて上げるとすれば──」


「そうか」と、クラウディア。「一番困るのは、農民たちから搾さく取しゆを続け、贅ぜい沢たくの味を覚えた無能な貴族たちだろうな」


「そういうことです。付け加えますと、僕は農民たちだけで国が運営できるとは考えていません。教主としての国王という存在は必要だと思っています。そして国王が規き範はん的な領主である限り、敵対する必要はまったくないとも考えています。その上で想像してみてください。ボルネリア領という地に農民の理想郷が誕生し、すべての農民たちがそれをうらやむようになり、一方で領主たる貴族との関係が悪化するようなことになれば？　そしてそのとき、王家もまた貴族の専横を苦にが々にがしく思っているのだとしたら……」


　意図的にジェレイドは言葉を切った。


　そこから先は、王家とそれに携たずさわる者が、自発的に思いついてもらわなければ意味がない。


　そして目もく論ろ見み通り、国務大臣カルレーンはその先を紡つむいでみせた。


「──王家と農民が互たがいに手を結び、貴族の力を弱体化する好機が訪おとずれると言いたいのだな？」


「その通りです。そしてその暁あかつきには、今までのように貴族の意向に左右されることなど決してない、絶対的な権力を持った王政が生まれるのです」







　　◆　　




　カルレーンは瞠どう目もくしていた。


　──それが解放軍の……ジェレイドの描えがいていた未来だというのか。


　これまで、多くの識者たちが抱いていたある疑問がある。解放軍は一体どこを目指してがむしゃらに戦っているのか──という疑問だ。解放軍が一軍事勢力として確固たる力を持っていることは事実だが、所しよ詮せんはたった一つの勢力に過ぎず、しかもその財政は限界に来ている。今後どれだけ勝利を重ねようと、一国を覆くつがえすには到とう底ていおよばない。ジェレイドほどの人物ならばその程度のことは理解しているはずであり、だとしたら一体何を最終目的として戦っているのか。


　その答えがこれだというのだ。すなわち、絶対的な権力を持った王政の創出。


　確かにそれが現実のものとなれば、彼ら解放軍が謳うたってきた貴族の追放、あるいは農民たちの権力拡大も達成できるかもしれない。


　だが一方で、別の疑問も生まれる。しかもその疑問は、王家に忠誠を誓ちかうカルレーンとしては口にし難いものだった。


「我が王家のことをそこまで考えて頂き恐きよう縮しゆくだが」


　まるでカルレーンの心情を代弁するかのように、クラウディアは口を開いた。


「その未来が農民たちのためになるという保証はあるのか？　なるほど、国王一人に権力を集権させれば確かに貴族の専横は止められよう。しかし、後に続く王となる者が暴君ではない保証がどこにある？　絶対的な権力を持った者が一度暴政を行えば、それこそ〈流血の御み世よ〉以上の混乱が起こることになるのは自明の理であろう」


　それこそがカルレーンが口にするのをはばかった疑問だった。王家の批判に繫つながるからだ。後の世に無能な王が生まれたらどうする──などと、仮定であっても口にできるものではない。


「実にごもっともな意見ですね。確かに、そのような未来が訪れれば大きな混乱が起こることは間違いありません。ですが、その混乱の後には必ずや農民たちの待ち望んだ未来が待っているはずなのです」


　ジェレイドは中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直した。


「もう少し具体的に申し上げましょう。現在のところ、僕たちはすべての農民たちの意思を統一できているというわけではありません。なぜなら、今の王国には数え切れぬほどの領主がいるからです。その全員が悪政を行っていれば話は簡単だったのですが、中には善政を行っている領主もおり、その治世にある農民たちは決して反乱を起こすことなどしないでしょう。ですが、すべてを支配する者が国王ただ一人であり、さらにその国王が悪政に手を染めたとしたら？」


　カルレーンは言わんとするところを察した。


「統一された反はん抗こう勢力を作るもまた容易ということか」


「その通りです。もし国王一人に権力を集権化できれば、是ぜ正せいすべき相手は国王一人でいい。そしてそれは、国王とすべての国民とが対等であれば達成できることです。付け加えますと、現在は国王と農民、それに貴族という三つの勢力があります。これがそれぞれ三すくみの状態で対立でもしていればよかったのですが、実際は貴族が国王と農民双そう方ほうに干かん渉しようしうる影えい響きよう力りよくを持っている一方で、もっとも力を持たないはずの農民の数が一番多いという状態になっています。それゆえ事態がややこしくなっていたわけですが、これをもう少し単純化しようというわけですよ」


「…………」


　年がいもなく、胸が躍おどるのをカルレーンは感じていた。


　国王への権力の集権化。〈流血の御み世よ〉以降の〈諸しよ侯こう連盟〉による王政への干渉を知っているカルレーンとしては、いっそその未来を見てみたいと思うほどでもあった。


　ただ、ジェレイドという男が神算鬼き謀ぼうを駆く使ししてここまで戦い抜ぬいてきたということをカルレーンは知っている。その言を鵜う呑のみにすることもまたできなかったが。
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　ジェレイドは、カルレーンの顔に浮うかんだ微び妙みような変化を読み取っていた。


　こちらの話に興味がないわけではないらしい。かといって、唯い々い諾だく々だくと承認するつもりもないというところだろう。


「大変興味深い話ではあった」と、カルレーンは告げた。「しかし、我わが王国は現在北の侵しん略りやくという国難に立たされているのだ。これ以上理想論に終始していても仕方があるまい」


「ごもっともですね。しかし僕としては申し上げるべきは申し上げました。ご希望とあれば僕の命は差し上げます、その代わりボルネリア領をください、とね。体面は別に気にしません、和平条約ではなく、停戦協定ということであっても一向に構いませんし、何でしたらベールセール解放軍という偉えらそうな名前を変えたって構いません」


「確かに、それならば貴族の面メン子ツも一応は保たれよう」と、クラウディア。「どうだ、カルレーン。まだ何か問題はあるか？」


「は、一つまだ大きな問題がございます。ボルネリア領は広大に過ぎ、かつ我が国とエディンバラ皇国とを結ぶ街道の要所。百歩譲ゆずって領地を与あたえることはやぶさかではないとしても、せめて他の地にしてもらいたい」


「ですがボルネリア領は僕たち解放軍の出発点でもある由ゆい緒しよある地。この点を譲じよう歩ほすることだけはできません」


　ジェレイドとしては、ここでの妥だ協きようは絶対に出来なかった。


　自衛の手段として軍事力を手放すことはできない。そして一定の兵力を養うには、どうしてもボルネリア領ほどの広大な領地が必ひつ須すとなる。それにボルネリア領の人々は、すでに貴族に依よらない統治というものを経験し始めている。解放軍が足場とするのにこれほど適切な地は他になく、譲歩などできようはずもない。


　──どうやら、少し弱みを突ついておいた方がいいみたいですね。


　ここまで少し下した手てに出過ぎたかもしれない。一度牙きばを見せることとする。


「恐きよう縮しゆくですが、現在王国軍は一刻も早く北を迎むかえ撃うつ態勢を整えなければならない状じよう況きようにあるということは理解しています。ボルネリア領さえ頂ければ僕たちは矛ほこを収めることをお約束します。この辺りで妥協して頂く他ほかないと思いますが」


「我が国の弱みに付け込もうという腹積もりであろうが、見くびられるのは不本意だな」と、カルレーンはわずかに語気を強めた。「すでに我が国は三度に亘わたって北の侵略を退けてきたのだ。それが四度目となるだけのこと」


　必要以上に強い態度だった。無理もない。ここは王国としても引けないところである。


　しかし、ジェレイドにはその強気を挫くじく奥おくの手があった。


「なるほど、その意気はご立派です。ですが、あなたがご存じないとは思いませんがね。国境防衛の要かなめ、ダルム城じよう砦さいがすでに北の手に落ちたということを。すでに六年前の状況とはかなり変わっているとお見受けいたしますが」


「なんだと!?」


　老練なカルレーンは、このときも動どう揺ようをあらわにすることはなかった。代わりに驚おどろきの声を上げたのはクラウディアである。


　カルレーンとしてはさぞ信じられない思いだろう。なぜ解放軍がその事実をすでに摑つかんでいるのかと。


「カルレーン、今の話は本当なのか？」と、クラウディアが問いただす。


　カルレーンはしばらくの間逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて隠かくし通せるものではないと悟さとったのだろう、神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。


「昨日、そのような連れん絡らくがあったことは事実です」


「ならばご理解頂けるはずです、これがどれほど厳しい状況なのかをね」すかさずジェレイドは畳たたみ掛かけた。「すでに北西のバレーン城砦も無力化されつつあると聞きます。間もなくレアニール連合軍は北西と北の二方向から攻せめ込こんでくるでしょう。今すぐにでも迎え撃つ態勢を整えなければ、これをしのぐのは難しくなります。今は僕たちと一刻も早く和平なり協定なりを結ぶ必要があるはず。多少の譲歩も必要だとは思いませんか？」


「…………」


　さすがのカルレーンも静まり返った。


　──まあ無理もありませんか。


　弱みに付け込んだ脅きよう迫はく同然の提案だ。王国軍としては受け入れがたいだろう。


「そのようなやり方は好かぬな」


　やがて沈ちん黙もくを破ったのは──意外なことに、クラウディアだった。その声には先ほどとは打って変わった冷たい響きがこもっている。


　そして、彼女はジェレイドの想像を超こえた言葉を口にすることとなる。


「ジェレイドどの。この国の王女として、貴公ら解放軍に命令を下す」


　あまりにも突飛な言葉に首を傾げざるを得なかった。


「……はて、どういうことでしょう。一体いかなる権限、いかなる理由があって僕に命令を下そうというのです？」


「決まっている。貴公ら解放軍を救うためだ。ジェレイドどの。これより貴公は軍勢を率いて王国軍と共に北上し、祖国を守るべく戦うのだ」


「……は？」


　論理が飛ひ躍やくするにもほどがあるというものだった。


「ちょ、ちょっとお待ちください。理解に苦しみます。なぜ僕たちが王国軍と共に戦わなければならないのですか？　それに、なぜそのことが僕たちを救うことになるというのです？」


「ではわたしこそ聞かせてもらいたい。貴公らはダルム城砦が陥かん落らくしたとの報をどうやって知った？　聞けば我が王国軍でさえその報を聞いたのは昨日だという。ダルム城砦は山中にあってこの戦時では旅人や商人すら近づかぬ。にもかかわらず、一体なぜその情報を知ることができたのだ？」


「それはもちろん、情報を重視し、しかるべき態勢を整えているからでして──」


　答えようとしたジェレイドの言葉は、すぐさまクラウディアに遮さえぎられることとなる。


「いや、言わずともよい。その答え自体はどうでもよいのだ」


「……はあ？」


　思わず首をかしげてしまう。人に質問しておいておきながら答える必要はないとは一体どういうことか。つくづく、つかみ所のない王女である。


　だが、その直後、ジェレイドはまたもや彼女の発想に驚かされることとなる。


「問題はだ。このままでは北の連合軍と貴公ら解放軍とが秘密裏に手を結んでいるという疑いを晴らすことができぬということだ」


「…………！」


　思わず、ジェレイドの呼吸が止まった。


「残念ながらそう考えればすべての辻つじ褄つまが合う。こう言ってはなんだが、北の侵しん攻こうによって貴公ら解放軍には王国軍と好条件を結ぶ絶好の機会が生じた。それだけではない、貴公らが北と結けつ託たくしていたと考えれば、ダルム城砦が陥落したとの報を王国軍と同等の速度で知ることもできただろうからな」


「…………」


　胃がきゅうきゅうと痛み出すのを感じる。


　表情を隠かくすため、ジェレイドは指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直した。


「……なるほど、確かに辻褄は合いますね。ですが、それはただの言いがかりです。証しよう拠こは何もないでしょう？」


「そうだ。だが、逆に言えば証拠がないことこそが問題なのだ。貴公こそ、北と通じていないという証拠は出せまい？　その上、今の現状を鑑かんがみれば、貴公が北の侵略を自らの利としようとしたとの印象は誰にも拭ぬぐえまい。もし今後北の侵略をうまく退けられたとしても、このままでは解放軍にあらぬ疑いを抱いだかれることとなろう。そうなれば貴公の考える理想郷を作り上げるのにも支障がでかねぬ。それを回かい避ひする手段は一つ、貴公らが王国軍と共に北と戦い、自らの潔白を証明する他ほかない」


　──これは、参りましたね。


　脱だつ帽ぼうの思いだった。


　実のところ、解放軍が王国軍と共に北を迎むかえ撃うつという案は、ジェレイドの脳のう裏りにもあるものだった。いや、ジェレイドだけではない、恐おそらくはカルレーンもまた同じ考えを抱いただろう。軍としての体裁を整えた二つの勢力がある以上、それはもっとも合理的な方法だからだ。


　しかし双そう方ほうともにそれを言い出さなかったのは、あまりに無む謀ぼうだからだ。つい昨日までお互たがいを憎にくみ、殺し合っていた相手と手を組んだところで、双方背後を襲おそわれるのではないかと疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりまともに戦えなくなるのが関の山である。


　ただ、それも状じよう況きよう次し第だいだとジェレイドは考えていた。漁夫の利を得るというのは戦略の基き礎そである。たとえば王国軍が北に敗北──とまではいかずとも大きな打だ撃げきを受けた後でならば、参戦する価値は大いにある。そのときには王国軍に解放軍を攻こう撃げきするような余力はないだろうし、王国に対して高い恩を売ることもできる。


　しかし、そのもっとも都合のいい未来を実現することは、もはや難しくなっていた。一人の少女の洞どう察さつと提案によって。
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　一方、このときのアレスもまた舌を巻く思いだった。


　──さすがはクラウディアさまだ……！


　アレスは知っている。北の侵略を引き込んだのがジェレイドだという事実を。ジェレイドが北と通じているということを。だからこそ、クラウディアの言った通りダルム城じよう砦さい陥落の報をこうも早く知ることができたのだろう。だがアレスがそのことを知ることができたのは、パンドラから助言を与あたえられたからなのだ。


　にもかかわらずクラウディアは、ジェレイドが北と通じていてもおかしくないということを状況から推理し、そして証拠がないということを逆手に取ってジェレイドの逃にげ道をも封ふうじてしまった。


　クラウディアはなおも続けた。


「ジェレイドどの。貴公はボルネリアの地の領主たらんとしている。今の状況ではそれに反対する者も多いだろう。しかし貴公がボルネリア領領主として戦場で勲くん功こうを上げれば、もはや謗そしれる者はおるまい。貴公が今一度兵を率いて戦うには充じゆう分ぶんな理由だと思うが」


「……確かに、理由にはなるでしょうが」


「しかしながらクラウディアさま」と、カルレーンが口を挟はさんだ。「我が王国軍と解放軍はこれまで何度となく血を流し合ってきたのです。それを今になって味方同士だなどと決めたところで、いつ背はい後ごを襲われるかと互いに疑心暗鬼になるだけでございましょう」


「問題ない。わたしが人質──いや、客人として解放軍の中に身を置く限り王国軍は敵対できまい。もし解放軍の方が王国を裏切ったとすれば、それこそ王国すべてを敵に回すだけだ。聡そう明めいなるジェレイドどのがそんな無む謀ぼうな手を選ぶとも思えぬ」
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「そ、それは確かにその通りかもしれませぬが……」


　ジェレイドは小さく息を吐はいて気を落ち着けた。


　つくづく、大した王女だと思う。一国の国務大臣を務めているあのカルレーン侯こうでさえ、丸め込まれかけているほどだ。


　確かに解放軍にしても、この国が北レアニールに占せん領りようされるようなことがあっては本末転てん倒とうだし、クラウディアの言った通り目覚ましい軍功を上げれば他の貴族たちを黙だまらせることもできるだろう。参戦する理由は充分にあるのだ。残念なことに。


　こうなってはとにかく少しでも優位な条件を得るだけである。


「しかしながら王女殿でん下か。僕たち解放軍は元は農民であり、争いをする必要さえなくなれば再びまた農民に戻もどる身です。その僕たちを救うために、あなたは単身でこの城砦へ飛び込んでまで争いを止めたはず。にもかかわらず、僕たちを再び戦場に立たせるというのは、あなたの信念に反するのではないのですか？」


「意地の悪い論法だな」クラウディアが唇くちびるを歪ゆがめる。「まず言っておくが、わたしも農民を主体とした解放軍を戦わせるのは本意ではない。ゆえに一万を超こえるすべての兵を動員しろとは言わぬ、志願者のみを募つのればよい。だが、他国の侵略があった場合、これを阻そ止しすべく兵を動員するのはすべての領主の義務なのだ。貴公らも一領地を得んとするならば、その義務を果たすべきであろう。繰くり返すが、無理に農民たちを戦わせよと言うつもりはない。王国軍と共きよう闘とうすれば互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりかねぬというのであれば、別働隊として動くなり方法を考えればよい。なにより、これは貴公らの誠意の問題なのだ。貴公らが北と通じておらず、そして今後も王国と敵対する道を選ぶつもりはないと示すためにも、まずは行動してもらいたい」


「…………」


　ジェレイドは反論しようとして失敗した。


　反論の糸口がない。いよいよ逃げ道を塞ふさがれてしまったのだ。


「それに、これは解放軍にも利のあることなのだぞ。解放軍の財政が火の車だということは分かっている。もう小麦の収しゆう穫かく時期には入っているが、それでも一万もの軍勢を養うには充じゆう分ぶんとは言えまい？　しかしもし解放軍が王国軍と共に戦うというのであれば、当面の補給は王国から支給されよう」


「クラウディアさま！」カルレーンが声を上げた。「いくらなんでもそれは……！　つい最近まで敵として血を流し合っていた相手に、今度は食料をも与えよとおっしゃるのですか!?」


「カルレーン、領主が私兵を率いてやってきた場合、それを維い持じすべく援えん助じよするのは当然のことであろうが。それに、現実を見よ。現在この地に滞たい在ざいしている近この衛え騎き士し団だん第三軍だけで北の侵略を退けられるという保証はどこにある？」


「それは……確かに保証などはありませぬが」


「ならば少しでも確実な策を取るべきであろう。王都で新たな軍勢を編制し、北上させるには多大な軍費と時間とが必要になる。一方で、ここにはすでに編制された軍勢があるのだ。それも補給さえ整えばいつでも戦うことができる態勢にあるのだ、これを利用せぬ手はなかろう。それにもう一つ、軍勢の命いのち綱づなである補給を王国軍が握にぎっていれば、解放軍が裏切ることを阻止することもできるであろう？」


「……そこまでお考えでしたか」


　ジェレイドはほとんど呻うめくように言った。


　敗北を認めざるを得なかった。一三歳さいのこの少女は、理と情の両面において、何か悟さとりでも開いているに違ちがいない。


　王国軍としては、解放軍と適当な条件で和平を結び、その戦力を削さく減げんしつつどこか無害なところへ遠ざけておくというのがもっとも理想的な展開だっただろう。一方解放軍としては、確固たる地じ盤ばんを手に入れ、戦力を維持し、北と王国軍とが潰つぶし合ってくれるのを待つというのがもっとも理想的な展開だった。


　だがクラウディアは、その双そう方ほうをあしらう道を提示してみせたのだ。解放軍には確固たる地盤を与あたえる代わり、王国軍と共に北と戦えという道を。


　王国寄りでもない。解放軍寄りでもない。間違いなくそれは、争いをもっとも早く終わらせるための──敢あえていうならば、民衆に寄った道だ。


　このような考え方ができる人物が王族にいるというのならば、従う価値もあるというものだった。


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「……分かりました、いいでしょう。僕たち解放軍は王女殿でん下かの案に従いましょう」


「感謝する。カルレーン、おまえの意見は？」


「……申し訳ありませぬが、ジェレイドどののような返答は容易にできませぬ」


　慎しん重ちようになるのは当然だ。だが、カルレーン侯こうも内心では認めているはずだった。クラウディアの提案を実行することこそが、王国にとっても最善の道であると。


　しかしジェレイドは解放軍の指導者としてすべての権限を持っているが、カルレーン侯は国王の代理に過ぎないのだ。そしてその国王でさえ、貴族たちの意向には真っ向から逆らえない状態にある。昨日まで敵だったような相手と手を組むという方針が貴族たちの意に添そうものだとは思えない以上、やすやすと呑のめるものではないのだろう。


　一度クラウディアの提案に従うと決めた以上は、ジェレイドにもカルレーンの背を押おす手助けをしてやる必要があった。


「カルレーン侯こう爵しやく閣かつ下か。僕は僕なりにこの国を愛しています。その上で、どうか驚おどろかないでお聞き頂きたいのですが」


「わけの分からぬ前置きだな。何が言いたいのだ」


「あなた方がすでに警けい戒かいされていることだと思いますが、僕たちベールセール解放軍には、すでに北からの接せつ触しよくがあるのです。共に手を結びベールセール王国を打だ倒とうすべしと。王女殿でん下かのご推察の通り、ダルム城砦の陥かん落らくを知ることができたのはそのためなのです」


「……！」


　アレスやミーアが息を呑のんだ音が聞こえた。


　カルレーンやクラウディアの表情に動どう揺ようが見られないのはさすがというべきだろう。


「簡単な話です。北はベールセールの肥ひ沃よくな大地を恒こう久きゆう的てきに支配することを望んでいます。しかし効率的な農業を行っていくには、その地に元から住んでいる農民たちの協力を得るのが手っ取り早いですからね。この国の貴族をなくす代わりに僕たち解放軍が農業を行い、税を納める相手をベールセールから北に変えるといった選せん択たく肢しはあり得なくはないでしょう？」


「なるほど。つまり必要とあれば、北と手を組んで我わが国を滅ほろぼす準備もあると脅おどすつもりか」


　カルレーンの声に渋しぶみがます。


「しかし──」他方、クラウディアは冷静だった。「その秘密をわざわざ我らに教えたということは、解放軍は北と手を結ぶつもりがないのだと宣言したも同然だな」


「お察しの通りです。何度となくこの国を苦しめてきた北を信しん頼らいするほど僕たちも耄もう碌ろくしてはいないつもりです。後々何かに利用できると思い、返答をはぐらかしてはきましたが。もっとも、それは北も同じことのようで、僕たちのことをあまり信頼している様子もないんですけどね」


　しかしこの際重要なのは、解放軍がその気になれば、いつでも北と組むことができるという事実である。


　ベールセール王国が解放軍との対応を間違えれば、あるいは極きよく端たんな話、ジェレイドの機嫌を損そこねれば、本当に北と手を結ぶという可能性は常に残るのだ。その最悪な状じよう況きようを回かい避ひする手段は一つである。


　カルレーンは、諦あきらめたように頭を振ふった。


「……分かりました、クラウディアさま。どうやら我が国は解放軍とは手を結ぶという方向で詰つめねばならぬようです」


「うむ。それはよい」


「しかしながら」と、カルレーンは続ける。「武人や貴族の中には共きよう闘とうを受け入れ難い者も大勢いることでしょう。そこで──ジェレイドどの。貴公らと腹蔵なく手を結ぶため、いくつか提案したいことがあるのだが」


　転んでもただでは起きないというか、抜ぬけ目のない交こう渉しよう相手だった。


「伺うかがいましょうか」


「まず一つ、名前を変えてもらいたい。ベールセール解放軍などという名は、王国の者にとっては到とう底てい受け入れ難いものだからな。それからもう一つ。このトゥールスレン城じよう砦さいは中央街道を制する要かなめの地だ。今もそうだが、この近きん隣りんで争いが起これば、たちまち王国の経済に影えい響きようが出る。ゆえに、両軍の友好の証あかしとして直ちに返へん還かんしてもらいたい」


「名前を変える分には問題ありません。差し当たり領地の名を取ってボルネリア軍とでも改名しましょう。しかしこの城砦を返すという提案には同意いたしかねます」


「なぜだ？　貴公らはボルネリア領という広大な領地を得ることになるだろう。そうなればボルネリア領と遠く離はなれたこのような城砦を支配していても意味がないはずだ。むしろ王国に何かふくむところがあるのではないかと、余計な疑いを抱いだかれるだけだと思うが」


「仰おつしやる通りです。もちろん将来的にお返しすることは確約いたします。ですが、それは僕が裁判にかけられた後として欲ほしいのです」


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「こう提案するのには理由があるのです。この城砦は、クラウディア王女殿でん下かの身をお守りするのにもっとも適切な城砦なのです。防ぼう御ぎよ力の高さは言うに及およばず、何よりボルネリア領の奥おく深くに王女殿下をとどめ置けば、客人ではなく人質と解かい釈しやくされかねませんからね。両軍の和平の象しよう徴ちようとして、王都とボルネリア領の中間にあるこの城砦にご滞たい在ざい頂くのが一番だと思うのです。もちろん、今後中央街道の通行を邪じや魔まするようなことは一いつ切さいいたしませんので」


　言うまでもなく、それはただの建たて前まえだった。本音は、せっかく苦労して奪うばったこの鉄てつ壁ぺきの城砦をやすやすと手放す気にはなれないということである。


　もっとも、そのことはカルレーンも察しているだろう。しかしこちらがクラウディアという人質のカードを持っている以上、この程度の譲じよう歩ほは勝ち取れるはずだった。


「……では、北の脅きよう威いが去り、貴公ら解放軍──いや、ボルネリア軍の地位が確立された暁あかつきには、この城砦も王女殿下の身み柄がらも返してもらえるということだな？」


「ええ、それはお約束いたします」


「良いではないか、カルレーン。ボルネリア領という広大な領地さえ統治して見せているジェレイドどののことだ、この城砦を預けておけば中央街道の治安を我らの代わりに守ってくれるであろう」


　クラウディアからもそんな口ぞえがあったためか、カルレーンはようやく折れた。


「では、条件を付けてもらいたい。まずは期限だ。恐おそらく北との決着は一年以内にはつくだろう。いや、つけねばならぬ。となれば一年の後には貴公らと争う理由もなくなり、この城砦も不要のものとなるはずだ」


　さすが政まつりごとの熟練者というべきだった。


　ただでさえこのトゥールスレン城砦を解放軍の支配下に置いておくことは、それだけで王国に対して何らかの野心を持っていると疑われる要因になるのだ。しかし期限をつけておけば、少なくとも向こう一年間は無用な疑ぎ惑わくを抱いだかれなくて済む反面、一年が過ぎた後はすべての非は解放軍にあることになる。


　解放軍にとっては一長一短の条件ではあったが、そもそもトゥールスレン城砦を支配下に置いておくだけでもかなりの無茶だったのだ。認めざるを得ない。


「いいでしょう。では他には？」


「この地にある軍勢が北へ向かった後は、このトゥールスレン平原一帯を非武装地域に設定することだ。そしてトゥールスレン城砦に駐ちゆう留りゆうさせる兵力は、二千以下とすること。それからこの城砦の東西に作られた二つの砦とりでを解体させること。この三つだ」


　ジェレイドは思わず舌を巻いた。カルレーンの提案は、解放軍がトゥールスレン城砦を所持することを許しつつも、それ以上の影響力を一切放ほう棄きさせるものだった。


　ジェレイドとしては、駐留兵力はもう少し多くしたいところだったし、せっかく作った二つの砦を取り壊こわすことにも抵抗がある。しかし、無理を言っているのはこちらなのだ。やはり譲歩せざるを得ないだろう。


「分かりました、兵力は二千とします。ただ、一つだけ。二つの砦を解体するに当たっては、期限を設けないで頂きたいのですが」


「なるほど、抜け目ないな。形けい骸がい化かすることになるが……まあいいだろう」


　カルレーンはすんなりと承しよう諾だくした。


　二千程度の駐留兵力ではトゥールスレン城砦を守るだけで手て一いつ杯ぱいになる。二つの砦が残っていたとしても、維い持じはできないということを知っているのだろう。


「では、これで諸条件はほぼ整ったことになるな」


　クラウディアの表情には安あん堵どの笑えみが浮うかんでいた。


　無理もない。ついこの間まで互たがいに殺しあっていた二つの勢力を、これ以上の血を流すことなく話し合いだけでまとめあげることができたのだ。その達成感は相当なものなのだろう。


　ジェレイドとしても悪くない気分だった。多少の不満はなくはないが、それでも確実に未来に繫つながる道を開けたのだから。


　しかし、どうせ未来に続く道を作るのなら、それはより広いほうがいい。いよいよあの策を提示するときだった。


「王女殿下。最後に、一つだけ提案したいことがあります」


「ほう。何かな？」


「僕たちと王国軍が手を結び、北を迎むかえ撃うつべく軍勢を進めるにしても、一日や二日でできることではありません。しかし、その間にも人々は北の傭よう兵へいの犠ぎ牲せいとなるでしょう。そこで、少しでもその犠牲を減らすためと、僕たちが手を結んだということを内外に示すという意味を込こめて、王国軍と解放軍とがそれぞれ所有する最強の兵を本隊に先んじて王国北部に投入するというのはいかがでしょうか」


「興味深い提案だとは思うが、難しいのではないか？」と、カルレーン。「北の傭兵どもは少数での戦いに長たけていると聞く。こちらも少数の部隊を送り込んだところで効果があるとも思えぬが」


「いえ、僕は部隊を送り込むなどとは言ってませんよ、最強の兵を送ると言ったのです。僕たちは共に所有しているではないですか、たった一人でありながら、何十、何百という敵と対等に戦える兵を」


「……まさか」


　珍めずらしいことが起きた。会談の最中でさえ滅めつ多たに表情を変えることのなかったクラウディアに、わずかな驚おどろきが見て取れたのだ。


「そうです。〈風の戦いくさ乙おと女め〉と、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉ですよ」







　　◆　　




「なっ……!?」


　名指しされたアレスは、驚きを隠かくすこともできず、息を呑のんだ。


　アレスだけではない、ミーアの方も予想だにしない提案だったのか、目を白黒させている。


　話は分かる。確かに自分やミーアならば、少数の傭兵などものの数ではない。むしろ中ちゆう途と半はん端ぱな兵力を投入するよりはるかに効率もいいはずだ。


　しかし、自分にはクラウディアを守るという何にも代え難い任務がある。ジェレイドの狙ねらいは、自分とクラウディアとを引き離すことにあるのではないかと思わず疑いを抱く。


　だが、アレスにとって予想外の返答は、よりにもよって当のクラウディアの口から出た。


「素す晴ばらしい提案だ。即そく座ざに実行すべきだな」


「クラウディアさま!?」


　アレスの声は悲鳴に近かった。


　自分はもうクラウディアさまには必要ないのかと、そんな思いが脳のう裏りをよぎったためである。
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「アレス、わたしの傍そばに常にいてくれようとするおまえの気持ちは嬉うれしい。だが、今おまえの力を必要としているのは北に住む持たざる者たちだろう。そのことが分からぬおまえではあるまい？」


「それは、そうですが……」


「心配はいらぬ、一度和平がなった以上は、解放軍がわたしを害することなど絶対にあり得ぬ。となれば、人々を救う力を持ったおまえをいつまでもここに留め置くことなど、もはや犯罪に等しい。それに、解放軍もまた最強の兵たる〈風の戦乙女〉を出すと言っているのだ。となれば王国騎き士しの名を汚けがさぬためにも、おまえは北へ向かい、〈風の戦乙女〉に劣おとることのない戦いぶりをして見せねばならぬ」


　いつもながらクラウディアの言葉は説得力に満ちあふれており、アレスはあっさりと返す言葉を失った。


　しかし、理り屈くつではその通りだと理解できても、情においては到とう底てい納なつ得とくできなかった。クラウディアさまを置いていきたくない。クラウディアさまと離れたくない。そんな思いと、騎士の義務とがせめぎあう。


　さらにこのとき、まるでそんなアレスの弱みに付け込むように、少女の形をした精せい霊れいは舞まい降りた。


《我わが契けい約やく者よ。汝なんじに助言を与あたえよと、我が黄たそ昏がれの主の仰おおせだ》


　テーブルの中央に現れたパンドラは、いつも通り幼いが冷れい徹てつな声で言った。


「…………」


　誰でもいいから、今は助言が欲ほしかった。もしパンドラの声が聞こえなければ、アレスは部へ屋やの隅すみに飾かざってあった花を一輪取ってその花びらをむしっていただろう。


《これまでに、解放軍内部でクラウディア王女を害しようという計画が持ち上がったことは一度たりともない。無論、我が黄昏の主といえど人の考えまでは読めぬゆえ、絶対とまでは言い切れぬ。しかし今汝がこの地を離れて北へ向かえば、確実に多くの人々を救うことのできる一方、クラウディアの身に危機が訪おとずれることもあるまい》


　──つまり、クラウディアさまに危機が迫せまる可能性が皆かい無むとは言い切れぬということではないか。


　アレスが思わず抱いだいた疑問を見み透すかしたように、パンドラは人の悪い笑みを浮かべた。


《もう一つ付け加えよう。我らは汝との契約を違たがえる気はない。もし今後クラウディアという少女の命に危機が迫れば、間ま違ちがいなく汝にその旨むねを伝えるであろう》


　それが決め手だった。そこまで言われれば、決断せざるを得ない。


　これまでも、パンドラが噓うそを言った例ためしだけはない。クラウディアの身に本当に危機が迫っていないのであれば、騎士として自分がやることは一つなのだ。不本意なことに。


「……分かりました、クラウディアさま。仰せに従います」


「うむ、よくぞ言った。頼たのむ、アレス。おまえの力が必要なのだ」







　　◆　　




　──妙みようですね。


　このときジェレイドは、ある疑問を抱いていた。


　ジェレイドの提案に、アレスは難色を示した。しかしクラウディアの方は乗り気で、結局アレスも最後には賛同した。


　ここまではすべて予想通りだ。民衆を見捨てないクラウディアならば絶対に乗ってくると思っていた。だからこそ、アレス個人にではなく、クラウディアも一いつ緒しよにいるこの場で提案したのだ。


　ただ、おかしいのはカルレーンの反応だ。先ほどからまったく反対する様子がない。クラウディアから最強の護衛であるアレスを引き離そうというのだ、王女の身を案じているはずのカルレーンならば強行に反対してもおかしくはない。


　──やはりあちらも〈赤の悪あく魔ま憑つき〉については色々と思うところがあるのかもしれませんね。


　いずれにせよ、アレスを引き離せるというのなら何も問題はない。


　ジェレイドはミーアに向き直った。


「〈風の戦いくさ乙おと女め〉。あなたも頼みましたよ」


「ま、いいけどね。どうせあんたの命令に従うだけだし」


〈風の戦乙女〉は、ため息混じりに頷うなずいて見せた。


「そういうことならば、一つだけ付け加えさせてもらいたい」


　と、ここで初めてカルレーンが動いた。


「……はて、なんでしょう？」


「一時的にとはいえ、王女殿でん下かの身を守る者が少なくなってしまうわけだからな。私の部下に、一人剣けんの心得を持った者がいる。彼女を、王女殿下の傍に残していくことに同意頂きたい」


「…………」


　思わずジェレイドは考え込んだ。


　──最初からこれが狙ねらいだったということでしょうかね。


　あまりにも準備が良すぎる。なぜそうも都合よく、アレスの代わりが務まるような部下を連れていたのか。


　恐おそらくその部下というのは、カルレーン子こ飼がいの工作員か何かだろう。カルレーンは最初からその工作員をこの城じよう砦さいに置いていくつもりだったのではないだろうが、王女の身を案じるカルレーンからすれば護衛を派は遣けんするのはごく当然の提案である。一方で、アレスを北に派遣すると言い出したのはジェレイドなのだ。そのアレスの代わりの護衛を付けさせてもらうと提案されれば、誠意の点からしても拒こばむことはできなかった。


「分かりました。いいでしょう」


　アレスに比べれば、工作員の一人ぐらいならどうにかなるだろう。受け入れざるを得なかった。





　そしてそれが、長く続いたこの会議の最後の議題となった。


　しかし、その最後の提案が、他ほかならぬクラウディアに少なからぬ影えい響きようを与えることになろうとは、もちろんこのときは誰も知る由よしもなかった。
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　会議の場を出たジェレイドは、大きくため息を吐ついた。


「やれやれ。これでまたしばらくは生き延びられそうですよ」


　傍そばを歩くミーアに、半ば愚ぐ痴ちのようにこぼす。


　なんとも波は瀾らん万ばん丈じような会議だった。だが、胃が痛いのを我が慢まんし続けたかいはあった。得られたものは、ボルネリア領の支配権とトゥールスレン城砦を一年借り受ける権利。上々と言える。


　北と戦う義務を課されたのは厄やつ介かいではあるが、クラウディアの言った通りそこで他の貴族たちを上回る戦績を上げれば、いよいよ自分たちの地位は揺ゆるぎないものとなるだろう。もちろん北の大軍勢と戦う以上は危険が伴ともなうし、背後から王国軍に襲おそわれる可能性も皆かい無むというわけではない。しかしその危険も、当座の補給が得られることになったことを考えれば帳消しにできる。これでボルネリア領への負担を増やすことなく軍備を維い持じできるのだ。


「生き延びられるっていったって──」ミーアはなぜか苛いら立だたしげだった。「その代だい償しようとして、あんたの首を差し出さなきゃいけないんでしょ？　本当にいいの、それで？」


「僕は散々罪深いことをやってきたんですよ。そんな罪人の首一つで事が解決するというのなら、安いものです」


　それはジェレイドの偽いつわりのない本心だった。


　農民たちを戦乱に駆かり立て、北の侵しん略りやくを招きもした。戦場に出れば、どうすれば効率よく敵と味方を殺せるかしか考えない。そんな自分が嫌いやになることなどしょっちゅうだったし、そんな日々を送っていると時折生きていくのが辛つらいと感じることさえもある。どのみち自分の体はそんなに長くないのではという気もするのだ、ならばもっとも効率のいいときに死んだ方がいいに決まっている。


　もちろん、指導者が死にたがっているなどと知られれば部下たちは動どう揺ようするだろう。それゆえに、このときジェレイドはミーアを安心させるためにあえて噓をついた。


「まあ安心してください。僕が死ぬとしても状じよう況きよう次し第だいですよ。考えてもみてください、僕に死ねと命じることができるのは、王国軍が僕たちより大きな武力を持っているときだけです。たとえば北の侵略によってその力の比率が崩くずれるようなことがあれば、僕の首を差し出す必要などなくなるわけですから」


「……そういことならいいんだけど。ようするに、勝てば官軍ってことね」


「ええ、いつものことですよ。それよりミーア、あなたにも申し訳ないことをしてしまいましたね」


　最初ミーアは何のことか分からない様子だったが、すぐに思い当たったのか手を叩たたいた。


「ああ、北へ行って傭よう兵へいたちと戦えってヤツ？」


「ええ、すいません。何も相談せずにあんなことを決めてしまって。どうしてもあなたに寝ね耳みみに水だったという反応をして欲ほしかったものですから」


「……あんたがそういう回りくどい言い方をするってことは、また何か企たくらみがあったってことなのね」


「はあ、恐きよう縮しゆくです」


　ミーアが寝耳に水といった反応を示してこそ、アレスから「何か裏があるのではないか」と疑われるのを防ぐことができるのだ。


　悪びれもせずそう説明するジェレイドに、ミーアは呆あきれる代わりにため息を吐いた。


「まあいいわよ、命令されればあたしは従うだけだし。で、どうすればいいの？　北の民衆を助けに行くってのは全然構わないんだけど、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と一いつ緒しよに行かせるってのには何か理由があるんでしょ？　ついでにアイツ寝首でもかいてこいって事かしら？」


「それができるのでしたら……と言いたいところですが、やめてください。下へ手たに彼に手を出せばあなたの命に関かかわりますので」


「その方が助かるわね。正直なところ、アイツだけは敵に回して勝てる気があんまりしないし」


「ただ、〈赤の悪魔憑き〉に関しては一つだけお願いしたいことがあります」


「へえ。やっぱりあるんだ。で、何をすればいいの？」


「あなたに、〈赤の悪魔憑き〉に関するある調査をお願いしたいんです──」


　このとき、ジェレイドは初めてずっと考えていたその推理を口にした。


　アレスという騎き士しの戦績は、どれもこれも人間離ばなれしたものばかりである。あるいは、〈赤の悪魔憑き〉という二つ名通り、本当に何かが取り憑いているのではないか。突とつ飛ぴ過ぎる話ではあるが、むしろそう考える方が納なつ得とくできてしまうのではないか──と。


　黙だまってジェレイドの話を聞いていたミーアだが、決して笑い飛ばすようなことはしなかった。


「……なるほどね。馬ば鹿かにできる話じゃない……いいえ、確かにそう考えた方がつじつまが合うわ。ここの城じよう壁へきさえ打ち砕くだいたあたしの黒くろ魔ま術じゆつを受けて五体満足でいられたのは、何らかの精せい霊れいの加護が働いてたからって考えた方が合点がいくもの」


「ご理解頂けるのでしたら話は早いですね。あなたは風の精霊を操あやつることで遠くの人の声を運ばせることができます。その力を使って、密ひそかにアレスを監かん視ししてもらいたいのです」


「分かったわ。本当はアイツと一緒に北に行くなんて願い下げなんだけど、そういうことなら引き受けるわ」


「頼たのみます。それから、北の傭兵を追い払はらうに当たってはアレスに全面的に協力してやってください。あの騎士道の塊かたまりのようなアレスのことです、あなたが誠意を見せて人々を救う素そ振ぶりを見せさえすれば、必ずや信しん頼らいの一つも得られるようになるはずです。そうなれば監視もしやすくなるはずですから」


「……ホント、どこかで悪わる巧だくみしないと気が済まないのね、あんたって」


　恐縮です、とやはり悪びれることなくジェレイドは答えた。
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　会議の終わった午後のことである。


「では……行って参ります、クラウディアさま」


　旅支じ度たくを終えたアレスは、いつものようにクラウディアの前で膝ひざを突つき、臣下の礼を取った。その後ろには従者のレオンも控ひかえている。


「うむ。いつもいつもおまえには苦労をかけるが……」


　シオーネを傍そばに従えたクラウディアは、どこか申し訳なさそうだった。


「これは騎士の誓ちかいを立てた私の義務です。どうかお気になさらぬよう」


「すまぬ。くれぐれも、北の民たみのことを頼んだぞ。一人でも多くを救ってくれ」


「御ぎよ意いに。ではシオーネ、後のことはお願いします」


「はい。お任せください」


　アレスは立ち上がると、最後の一礼をしてクラウディアに背を向けた。


　この場にシオーネたちがいるのが、なんとも惜おしい。もしクラウディアと二人きりであれば、かつて王都を出立したときのように、またクラウディアから加護の一つももらえたかもしれないというのに。


　しかしシオーネのような味方がいるからこそ、クラウディアを置いていけるのである。なんとも複雑な心境だった。


「そ、そうだ、アレス」


　部へ屋やを出ようとしたアレスの背に、クラウディアの声がかけられた。


「は？　どうかいたしましたか？」


「その、なんだ。秋になれば……わたしの誕生日だ。それまでには必ず帰って来るのだぞ」


　その言葉の意味を悟さとったアレスは、表情に変化が表れないよう気を遣つかわねばならなかった。


「……は。必ずや」


　クラウディアの次の誕生日。それはクラウディアが十四歳さいとなり、成人を迎むかえる大事な節目だ。


　そして成人となったクラウディアにはある義務が課される。隣りん国ごくへと嫁とつぐことである。


　もし誕生日までにクラウディアと再会することができなければ、そのまま二度と会うことができなくなる可能性もあるのだ。


　本当にクラウディアの傍そばを離れていいのかと、アレスはあらためて自問した。もうクラウディアの騎士でいられる時間さえ限られているのだ。もっとその傍にいたいという思いが強く心を揺ゆさぶる。


　だが、ここに自分が残ることは誰も望んでいないのだ。恐おそらくはクラウディアでさえ。


　最後の未練を断ち切るように、アレスは主に背を向け部屋を出た。





「義に兄いさん……。行くのね？　くれぐれも気をつけてよ？」


　クラウディアの部屋を出たアレスを、三人の信頼しうる仲間たちが待っていた。


　一人は義妹いもうとのエレナである。


「ああ。おまえこそ王女殿でん下かを頼んだぞ」


「ええ。大だい丈じよう夫ぶ、やれることはやるわ」


　アレスは残る二人の留守役に目をやった。従者ガルムスと、近この衛え騎き士しローランである。


「頼んだぞ、二人とも。命に代えても王女殿下をお守りしてくれ」


「ふん。わしは北へ行きたかったのだがな。まあまた馬に揺られるよりはマシだろうよ、王女の方は任せておけ」


「そうそう、こっちは任せとけよ、これこそ近衛騎士の本分だしな。俺も王家に名前を売り込む機会を逃のがすような馬ば鹿かじゃねえ、安心してくれ」


　北へ向かうに当たってはレオンだけを連れて行き、エレナとローラン、それにガルムスの三人をクラウディア護衛のために残していく。それが苦心の末に考えたアレスの配置だった。


　傭よう兵へいたちに苦しめられているであろう北の領民のことを考えれば、白しろ魔ま術じゆつの使い手であるエレナは連れて行きたいところだった。それに、ガルムスがいてくれればどれだけ背後の心配がなくなることか。


　しかし、傭兵との戦いは恐おそらく泥どろ沼ぬまとなる。そんなところへエレナを連れて行くのは危険だったし、ガルムスの力はクラウディアにこそ必要だと思ったのだ。


　もちろんガルムスであっても、何千という兵士がクラウディアを襲おそうことになれば到とう底てい守りきれないだろう。しかしそれにローランの逃にげ足の速さと舌先三寸が合わされば、せめて自分が駆かけつけるまでの時間は稼かせげるのではないかと、そう考えたのである。


「本当は、おまえも残るべきだと思うのだがな」


　唯ゆい一いつ、強きよう硬こうに付いて行くと主張したレオンに向かって言う。


　レオンにはそれなりに剣けんの素質はある。しかし十六歳という年ねん齢れいでは、歴戦の傭兵を相手にするにはあまりに経験が少な過ぎる。


　しかし気の強いレオンは、そういう扱あつかいをこそ嫌きらうらしい。


「見み損そこなうなよ、僕はおまえの従者なんだ。おまえが戦場へ行くというなら絶対に付いて行くに決まってるだろう」


　本当に従者なら、せめて「おまえ」呼ばわりはやめて欲ほしいところだった。ガルムスといい、なぜこんな主あるじに形だけでも敬意を払はらおうとしない連中ばかり従者にしてしまったのだろうかと、つくづく不思議に思う。


「くれぐれも言っておくが──」と、釘くぎを刺さしておく。「私は従者の命よりも北の民衆の命を優先する。戦場でかまってやる余よ裕ゆうはないからな」


「わ、分かってる！　余計なお世話だ、自分の身は自分で守るさ！」


　子どものような反応をするレオンを見ていると一いち抹まつの不安は拭ぬぐえなかったが、一方でこれだけの元気と勇気とがあれば死ぬことはないような気もしてくる。それに、荷物持ちとしての従者ならば一人でもいてくれた方が楽なのは事実だった。もはや好きにさせる他ほかない。


「いいだろう。では行くぞ、レオン。我ら武人の本ほん懐かいを見せるときだ」


「おう、このときを待ってたぞ！」


　やはり元気よくレオンは答え、二人はその場を後にした。







　　◆　　




　アレスとレオンが馬を操あやつり北門まで来ると、すでに旅の道連れとなるミーアが待っていた。それからもう一人、以前彼女の護衛だと名乗った若い槍やり使いもいる。確か名をルークと言ったはずだ。


「遅おそかったわね。女を待たせるなんて、それでも騎士なのかしら？」


　ミーアの口調はどこか刺とげ々とげしかった。やはりまだ警けい戒かいされているということだろう。


「それは悪かったな。しかし女扱あつかいして欲しいというのであれば、いっそ付いてこなくてもいいのだぞ。北の傭兵との戦いは血で血を洗う悲ひ惨さんなものになる。おまえの黒魔術の腕うでは知っているが、無数の傭兵を敵に回せば限界もあるだろう」


「あら、言ってくれるわね。言っとくけど、あたしがいるといないとじゃ大おお違ちがいなのよ？　そのうちあんたの方から手伝ってくださいってお願いするようになるわよ」


「そういうことは、実際に傭兵どもと戦ってから言ってもらいたいものだな」


「ほら、戦うことしか能のない騎士ってこれだもの。いい、ちょっと見てなさい」


　挑ちよう発はつするように言ってのけたミーアは、まるで体全体で風を感じるかのように、大きく両腕を広げた。


　思わずアレスは警戒した。ミーアの動作は、どうみても黒魔術を使おうとしているようにしか見えなかったからだ。


「なんだ？　何をするつもりだ？」


「いいから黙だまって見てなさい。風よ、あたしに従いなさい！」


　直後。アレスの背後から、風が吹ふいた。


「むっ……！」


　しかも風は一定の強さのまま吹き続け、止やむ兆候がまったくない。


　ミーアの言葉の意味を悟さとる。騎き馬ばにとってその風がどれだけありがたいものかを、アレスは知っていたからだ。


　馬を走らせているときに、追い風が吹けばどうなるか。騎手、馬共に格段に走りやすくなるのだ。これが向かい風ならばどれだけ弱かろうと長時間さらされていれば体温を奪うばわれ体の変調をまねきかねない。騎手より広い面積で風を受け止めなければならない馬にとってはさらに大きく影えい響きようが出る。それに、軽視しがちだが目に異物が入る可能性だって高まるのだ。早はや駆がけしているときに一いつ瞬しゆんでも視界が奪われれば、落馬の危険さえ生じる。


　一方、これが追い風ならば、すべてが劇的に変わる。騎手、馬共に疲ひ労ろうはぐんと減り、一日に進める距きよ離りにも確実に差が出てくる。ただでさえ北までの道のりはかなりあるのだ。わずかな差といえど、数日分ともなれば相当な違いとなって現れるだろう。


　聞いたところによれば、解放軍は弓騎兵からなる小隊を編成し、王国狭せましと暴れ回っていたという。それほどに馬を酷こく使しできた理由は、この黒魔術にあったのだろう。


「……これが解放軍の強さの一いつ端たんというわけか」


「そういうこと。どう？　これでもあたしなんて付いてこない方がいいのかしら？」


「確かにその通りだ。一刻も早く北へ向かわなければならないことを考えれば、この黒魔術はありがたい。先ほどの私の発言は謝罪しよう」


「え……」


　素す直なおに謝罪の言葉を口にしたアレスに対し、なぜかミーアは呆あつ気けにとられたようだった。


「どうした？　まだ何か不満があるのか？」


「べ、別に！　あんたが騎士のくせにあっさり頭を下げるもんだから、ちょっと呆あきれただけよ！」


「なんだそれは。騎士といっても誤りがあれば率直に謝罪するのは当然のことだと思うが」


「あー、もういいわよ！」


　ミーアは苛いら立だたしげに髪かみの毛をかき回した。


「とっとと北の侵しん略りやく者しやどもに思い知らせてやりに行くわよ！　あたしたちの国に手を出したらどうなるかってことをね！」


「あ、ああ。分かった、異存はない」


　なぜミーアが苛立っているのかは分からないが、すぐに出発することにも異存はない。


　ミーアが馬に蹴けりを入れ、ルークがそれに続いた。実に堂に入った馬術だった。


「我らも行くぞ。遅おくれるなよ、レオン」


「当たり前だ、反乱軍に遅れなど取るのものか！」


　それに続いて、アレスもまた愛オル馬トスを走らせようと前を向いた。


　だが、その直後。アレスはすぐに狼ろう狽ばいしたように先頭を行くミーアに声をかけることとなる。


「ちょ、ちょっと待ってくれミーア！　頼たのむから！」


「何よ？　せっかく馬も気持ちよく走り出してくれたってのに」


　不承不承、ミーアが馬を止める。その横に並んだアレスの顔は、どういうわけかわずかに紅潮していた。


「頼む。先頭は我らに任せてくれないか。傭よう兵へいたちはどこから襲おそい掛かかってくるのか分からないだろう、ここは甲かつ冑ちゆうを着ている我々に任せて欲しい」


「そりゃあ、その方が助かるけど。でも、そういうのは北に着いてから考えればいいことじゃない？　さすがにこんなところまで傭兵も来てないと思うけど」


「た、確かにそうだが……ほら、そうだ、賊ぞくの類たぐいはいつ出てきてもおかしくない。念には念を入れるべきだ」


「……まあいいけど。じゃあお願いするわ」


「ああ、任せてくれ」


　こうしてアレスとレオンが先頭に立ち、その後にミーアとルークが続く隊列となる。


「なあアレス。おまえ、さっきから何を動どう揺ようしてるんだ？」


　レオンの問いに、アレスは渋しぶい顔をして言い返した。


「……頼むから気にしないでくれ」


　幸いなことに、レオンは気付かなかったらしい。もちろん、その方がいいのだが。


　アレスは見てしまったのだ。ミーアの露ろ出しゆつの激しい衣い装しようは、あまりに危険なのだ。特に、早駆けしようとミーアが馬の上で腰こしを上げているとき、それを後ろから見るのは。


　アレスは頭を振ふった。真っ白な細長い太ももと、それから何か見てはいけなかったものが見えてしまったような気がしたが、なにも見えなかったことにしようと記き憶おくを改ざんするためである。
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　アレスが出で払はらった直後のことである。


　クラウディアの部へ屋やでは、歴史に記されることこそないものの、決して小さくはないある事件が起きようとしていた。


「クラウディアさま。それでは今後ともよろしくお願いいたします。義あ兄にの分まで精一杯仕えさせていただきますので」


　エレナは、今後命を懸かけて守らねばならない相手の前で臣下の礼を取った。


　ちなみに、ローランとガルムスの姿はない。当然である。王女の部屋に異性を軽々しく入れるわけにはいかない。


「うむ。おまえとならうまくやれるだろう。それに、以前から一度話をしてみたいと思ってたしな。よろしく頼むぞ、エレナ」


「はい。微び力りよくを尽つくします」


　願ってもないことだった。エレナとしても、クラウディアとは一度何か話をしてみたいと思っていたところだった。


　だが、そんな雰ふん囲い気きは間もなく一変することとなる。


　この直後、やってきた一人の女のために。





「初めまして、クラウディアさま。カルレーン侯こう爵しやく閣かつ下かより遣つかわされました、ベアトリスと申します」


　その女は、そう言ってエレナと同じように臣下の礼を取った。


　綺き麗れいな人だな──というのがエレナの第一印象だった。長い髪かみはしなやかで、顔にはうっすらと化け粧しようが施ほどこされ、なんとも大人びている。特に目を引くのは体の線だ。出るところは出て、引き締しまるところは引き締まっているというのが服の上からでもよく分かる。今ひとつ大人になりきれていないエレナからすれば、うらやましい限りだった。


「ああ、カルレーンの言っていた護衛だな。あの抜ぬかりのないカルレーンのことだ、さぞかし腕も立つのだろう。よろしく頼たのむぞ」


「はい。未熟な身ではありますが、命をかけてクラウディアさまをお守りいたします」


　と、ここでベアトリスは不思議そうな顔をしてエレナの方を見た。


　慌あわててエレナは頭を下げた。彼女はこれからクラウディアを共に守る仲間となるのだ。自じ己こ紹しよう介かいぐらいしなければならない。


「あ、あのっ、エレナと申します。よろしくお願いします」


「ああ、聞いておりますわ。アレスさまの義妹で、従軍神官をなされてるとか」


「ええ、そうですけど」


　思わず疑問を抱いだいた。義兄が有名なのは確かだが、その義理の妹のことまで広く知られているとは思えない。


　それなのに、なぜこの女は自分のことまで詳くわしく知っているのだろうか。そういえば、『ファノヴァール伯』とではなく『アレスさま』と呼んでいることもどこかおかしい。


「……ひょっとして、義兄とお知り合いなのでしょうか？」


「ええ」


　そしてベアトリスは、部屋の空気が凍こおりつくような一言を口にすることになる。





「アレスさまとは、ベッドの上で一度だけ肌はだを重ねたことがありますの」





「……は？」


「……あら」


「……な、なに？」


　エレナとシオーネ、それにクラウディアが、三者三様の声を出した。


「これは冗じよう談だんがお上手ですこと」


　そう言ったのはシオーネである。


「こう申し上げるのもなんですが、あの朴ぼく念ねん仁じんのアレスさまが、女性と床とこを共にするようなことがあるとは思えないんですけど」


「そ、そそ、そうだな、シオーネの言う通りだ。あのアレスが、そんな……」


　クラウディアの声は、どこか震ふるえていた。


「あら、何を仰おつしやるのでしょう。アレスさまとて十八の健康的な殿との方がた。異性を求めるのはごく当然のことでしょう。英えい雄ゆう色を好むとも申しますし」


　それは、実のところエレナもかすかに抱いていた疑問だった。


　ローラン辺りを見ていればよく分かる。若い男というのは、とにかく、その、なんというか、いささか口にするのも憚はばかられるような欲を持っているものだ。


　自分の義兄だけはそんなことはないと思ってきたものの、冷静に考えるとそれこそただの思い込みに過ぎないだろう。まして、女の自分から見ても綺き麗れいだと思えるベアトリスが相手だったなら──。


「こんなことを申し上げるのも不ぶ躾しつけかとは思いますが、アレスさまは凄すごかったですわ」


　ベアトリスは、その見るからに豊かな胸に自分の手をかぶせた。そして、どこか遠い目をして言った。


「何しろわたしの胸には、未いまだにアレスさまの手のぬくもりが残っているほどですから」


　エレナとクラウディアの表情は完全に凍り付き、ただ一人シオーネだけが、険しい視線をベアトリスに向けていた。
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　間章　黄たそ昏がれの布ふ石せき







　そのころ。


　はるか上空で、パンドラは主あるじから言葉を受け取っていた。ある驚おどろくべき事実をふくむ、彼女にしか聞くことのできないお告げを。


《……なんとな。人の身でありながら、我わが存在を感知したというのか》


　パンドラの顔には、アレスでさえ見たことがないような動どう揺ようとも驚きともつかぬ表情が浮うかんでいた。


　実のところ、長い歴史の中にはそんな例がなかったわけではない。しかし希け有うな事例には違ちがいなく、しかも驚くべきは、精せい霊れいを感知する素質をまったく持たないジェレイドが、大だい胆たんな推測と仮定だけでその答えを導き出したという事実だ。


《今後、おかしなことにならなければよいがな》


　そう呟つぶやいたパンドラの顔からは、あらゆる感情が抜ぬけ落ちていた。


　ジェレイドがこちらの存在に感づいたというのであれば、アレスを操って殺してしまえばいいだけの話なのだ。もちろんアレスは渋しぶるかもしれないが、ジェレイドが密ひそかにやっている悪事のことを教えてやればすぐに気も変わるだろう。


　だが、黄たそ昏がれの主には今のところジェレイドをどうこうするつもりはないらしい。それどころか、アレスに注意を喚かん起きするつもりすらないようだ。


　いや、あるいはアレスにとってはその方がいいと判断したのかもしれない。芝しば居いなどできそうにないアレスのことだ。今後、すべての会話が〈風の戦いくさ乙おと女め〉に盗とう聴ちようされる可能性がある──などと教えれば、かえって動どう揺ようしてしまい事が露ろ見けんする可能性が高くなるだろう。黄昏の主がそう判断したとしてもおかしくはない。


　あるいは、もっと別の理由があるのかもしれない。


　たとえば、そう、アレスとジェレイドを放置しておく方が、より都合のいい展開──すなわち、より大きな争いが起こる可能性が高いという判断がなされたのかもしれない。










　第五章　男たちの戦い　前編
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　ヴェリックたち決死隊の人数は、すでに三十人を割ろうとしていた。


　連日に亘わたる戦いの結果である。ヴェリックの道案内のおかげで、常に有利な地形で退路を確保して戦うことはできたが、それでも一度の戦いで最低でも十人の仲間は失われていく。五度も戦えば、人数が半減するのは当然の帰結だった。もし今、数十人規模の傭よう兵へい団だんと正面から戦うことになれば、いよいよ全ぜん滅めつしかねない。


　そんな中で、ヴェリックは未いまだ五体満足のまま生きていた。もっとも、その全身は血と汗あせと泥どろに汚よごれ、見た目は到とう底てい無事なようには見えなかったが。娘むすめの想おもい人であるトルヴィスもまた幸運なことに生き残っていた。


　そしてこの日の晩、ヴェリックたちは思わぬご馳ち走そうを口にすることとなる。


　馬肉である。


　バルティアスら騎き士したちが連れていた馬は二十頭ほど。しかし連戦に次ぐ連戦で、たった一人の例外を除いてすべての騎士がすでに殺されていた。


　彼らは勇ゆう猛もうだった。農民たちに遅おくれを取ることを嫌きらい、常に先せん陣じんを切り、もっとも危険な戦場に自ら飛び込んでいったのだ。彼らがもっとも早くに死んでいったのは当然の結果だった。中にはヴェリックたちが退たい却きやくする時間を稼かせぐため、たった数騎で傭兵たちに突つっ込こんでいった騎士たちもいる。


　そしていよいよ乗り手がいなくなり、使い道のなくなった馬を、今夜食べることとなったのだ。


　実際のところ、他に食べるものもなかった。


　もともと食料を持ち運ぶ余よ裕ゆうなどない。今までは殺した傭兵から奪うばい、あるいは誰だれもいなくなった村や畑からどうにか調達してきたが、今日は運悪くそのどちらもままならなかったのだ。


　肉だけの食事では疲ひ労ろう回復にはあまり向かない。しかし肉が新しん鮮せんだったこともあり、また何より空腹だったことが最高の調味料となった。それはこれまでに食べたどんな肉よりも美味うまく感じられ、生き残った男たちは群がるように喰くい漁あさった。


　──子供たちにも一度食わせてやりたかったなあ。


　農民にとって肉はご馳走である。ヴェリックとしては、そんなことを思わずにはいられなかった。いや、こんな稀き少しような肉でなくてもいいから、愛妻の手で作ってもらった料理をもう一度子供たちと食べたいと心底思う。


　しかし、すぐにその考えを振ふり払はらった。この世に未練を残すようなことを考えれば、死を覚かく悟ごした戦いができなくなってしまうからだ。妻や家族とはもう別れは済ませたのだ。あとは死ぬまで傭兵たちと戦い続けるしかない。そうでなければ、先に逝いった騎士や戦友たちに申し訳が立たない。


「どうした、ヴェリック」


「……あ、これはバルティアスさま」


　ご馳走を前に手が止まっていたのを不ふ審しんに思われたのだろう。声をかけてきたのは、ただ一人生き残っていた騎士だった。他の騎士が次々と死んでいく中で、バルティアスだけは常に身を危険にさらしつつも、悠ゆう然ぜんと生き残ってきたのだ。


「さま付けはいい、バルティアスと呼べと言っただろうが。で、どうしたんだ？　深刻そうな顔をしておったが」


　思わず言葉に詰つまった。この勇ゆう猛もうな騎士にこんな風に気き遣づかわれたことなど一度もない。一体どういう心変わりだろうか。


　とはいえ、今いま更さら妻の手料理を思い出していました──などと未練がましいことを口にする気にもなれない。


　結局、ヴェリックは強引にごまかすことにした。


「いえ、その。馬といえば騎士の象しよう徴ちようでしょう。それをよくこうも簡単に殺して焼いて食べられるものだと思いまして」


「何をたわけたことを言っているのだ貴様は。馬などいくらでも代わりはあるが、乗り手が餓が死ししてしまっては何にもならんだろうが」


「はあ……」


　バルティアスはさも当然のことだと言わんばかりだった。他の騎士たちが生き残っていれば別の意見も聞けたのかもしれないが、残念なことにその確かく認にんをする術すべはもうない。もし末っ子とこの男とを会わせたら、騎士というものに抱いだいていた幻げん想そうを砕くだかれ泣き出してしまうのではないかとさえ思う。


　会話が途と切ぎれ、しばらく沈ちん黙もくが続いた。


　しかしよくよく考えてみると、幾いく度ども夜を共にしながらこの騎士とはまともに話をした記き憶おくがない。せっかくの機会である。ずっと前から聞いてみようと思っていた疑問を、ヴェリックは口にした。


「バルティアス。あなたはなぜ、安全な城を出てまで僕たちのために戦おうという気になったのですか？」


「間ま違ちがってもらっても困る。正直なところ、貴様ら領民や領主がどうなろうと興味はない。だが、我ら北の騎士は勇猛さで知られている。ただ城へ籠こもって臆おく病びよう者と謗そしりを受けることに我が慢まんがならなかった。それだけのことだ」


　思わず納なつ得とくしてしまった。


　名めい誉よのためでもない、持たざる者のためでもない、ただ臆病との謗りを受けないがために、命を張る──。なんともバルティアスらしいではないか。


「もっとも、同じように考える騎士は二十人程度しかいなかった。その程度で傭兵どもを相手にするのは蛮ばん勇ゆうでしかない。そこでおまえたち農民から兵を募つのり、利用したというわけだ」


　ぶっきらぼうな言い方だが、不思議と反感は湧わかなかった。


「もう一つだけ付け加えるとすれば──俺にそういった決意を促うながしたのはおまえなのだぞ、ヴェリック」


「私が？　なぜです？」


「貴様、弓を構えたモンバール伯はくに正面から堂々と啖たん呵かを切っただろう？」


「……ああ。確かにそんなこともありましたが」


　保護を求めてモンバール伯の居城を訪おとずれたときのことを言っているのだろう。結果的に門もん前ぜん払ばらいにされただけだったが。


「農民風ふ情ぜいでさえ必要とあらば領主に逆らう気き概がいを持っているというわけだ。そう考えると、主あるじの命令だからという理由で城に籠もっている自分がひどく馬ば鹿からしくなってきてな。つい勢いで城を飛び出してしまったというわけだ。だがその後も、おまえは決死隊には真っ先に志願するわ、地の利で傭兵どもをかく乱してみせるわ……大したものだ。つくづく、北の騎士として負けてはいられぬ」


「はぁ。それはすいませんでした」


「謝あやまる必要などどこにもなかろう」


　バルティアスは目を閉じて小さく笑った。


「実際、おまえの土と地ち鑑かんには助かっている。伏ふく兵へいを成功させるには時節と地形が重要だ。敵の進路を先読みするのはもちろんだが、いつ頃ごろ敵が来るかが分かっていなければじっと隠かくれていることなどできんからな。それに、奇き襲しゆうした後に備え、退路を確保する必要もある。それができたのは、おまえの的確な案内があってこそだ」


「……一いつ介かいの行商である私に、そのような話をされても」


「そう言うな、この時世だ、こんな話でも覚えておけば役立つときもあるかもしれんだろう。それに俺は本当のことを言っているまでだ。おまえがいなければ、我らなどとうの昔に骸むくろにでもなっていただろうよ。願わくば、もっと我らに兵力があればよかったのだがな。まったく王都の近この衛え騎き士しどもは何をしているのか」


　バルティアスらしくなかった。まさか、この男がほめ言葉を口にするとは。


　妙みようにこそばゆくなり、ヴェリックは話を変えた。


「そういえば一度聞いてみたかったんですが……。ご家族は？」


「家内と息むす子こがいたが、離り縁えんした。まあどこかで達者に暮らしているだろうよ」


　離縁とは今時珍めずらしい。しかしバルティアスの性格を見ていると、なんとなくそれも分かるような気がする。どうみても家庭を顧かえりみるような男ではない。


　だが、本当に家族などどうでもいいと考えるような冷血漢ならば、城を出て共に決死兵として戦ってくれるとも思えなかった。案外バルティアスがこうして戦っているのは、どこかにいるかもしれないその家族を守るためなのかもしれない。


　ヴェリックたちの夜は、こうして更ふけていった。
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「なに？　抵てい抗こうしている連中がいるだと？」


〈紅こう月げつ団だん〉を率いるグラリオがそんな報告を聞いたのは、道中で見つけた小さな村でのことだった。


　グラリオたちは残っていた財貨や食料を漁あさりつつ、誰もいなくなった家々を我わが物顔で占せん拠きよし、休息を取っていた。


　一番の獲え物ものである村人は生あい憎にくとほとんどが逃にげ去った後だったが、故郷と命を共にしようとしたらしい老人を五人ばかり捕とらえることができ、今はグラリオの足元に縛しばられ転がされている。うち四人はすでに血にまみれた死体となっており、最後の一人は憎々しげな視線をグラリオに向けていた。


　問い返された部下の大おお柄がらな傭よう兵へいは、グラリオの機き嫌げんを損そこねないようできるだけへりくだった態度で答えた。


「へぇ。なんでも率いているのがやたら強い騎士だとかで、森や茂しげみの中から突とつ然ぜん襲おそい掛かかってくるんだそうで。おまけに昨日は北に出てきたかと思えば今日は南に出てくるって有様で、今やあちこちの傭兵団が足止めを喰くらってるらしいですぜ」


「神しん出しゆつ鬼き没ぼつの強兵ということか。面おも白しろそうだな」


　グラリオは足元に置いておいた曲刀を手に取った。すでにその刃やいばは四人分の血で赤く染まり、紅あかい三日月のようでさえあった。


　足元に残っていた最後の老人の首を摑つかみ上げ、無理矢理立たせる。


「待たせたな。おまえの番だ」


「こ、このような狼ろう藉ぜきを……！　赤せき神しんオディウスが許すと思うな……！」


　老人は死などとっくに覚かく悟ごしていたのか、恐おそれの一つも見せずにグラリオを睨にらみつけてくる。


「ふん。赤神を相手にできるなら、それこそ戦いがいがあるというものよ」


　グラリオは手を離はなした。支えを失った老人の体が崩くずれ落ちる。


　次の瞬しゆん間かん、曲刀が閃ひらめいた。


「……が……ぁ……」


　老人の体は袈け裟さ懸がけに大きく斬きり裂さかれ、ダラダラと血を垂れ流しながら倒たおれた。そのむごたらしい光景を見たグラリオの顔に、小さな愉ゆ悦えつが浮うかぶ。だがまだまだ満たされない。


　グラリオは人を切り裂く感かん触しよくが好きだった。自じ慢まんの曲刀が皮ひ膚ふを切り、肉を裂き、骨を砕くだく感触が大好きだった。あふれだす血の本流を見るのが好きだった。耳みみ障ざわりのいい、つんざくような絶ぜつ叫きようを聞けば絶頂のごとき快感さえ得られた。


　この戦争は、グラリオの欲望を満たすまたとない機会なのだ。しかし、まだ足りない。他の傭兵団に先んじて最初の村を襲えたまでは良かったが、それ以降はほとんどの農民たちが逃げおおせた後で、曲刀の餌え食じきとなるのはよくて老人ばかりだった。


　老人の悲鳴はどうも鈍にぶくて面白みがないし、骨と皮ばかりの体を斬り裂いても手ごたえがない。もっと活いきのいい悲鳴が聞きたかったし、もっと活きのいい体を斬り刻みたかった。


　そこへ届いた部下の報告である。


　まだ自分たちと戦う気き概がいのある男たちが間近にいる。それを聞いたグラリオは、まるで恋こいをした少年のように、胸を高鳴らせていた。威い勢せいのいい男たちが生きながら腹を切り裂かれ、臓物と血を垂れ流しながら泣き叫さけぶところを想像すると、それだけでぞくぞくとした快感が体中を駆かけ巡めぐるのだった。


「おい。その連中が出没するのはどの辺りだ？」


「はっきりとはわかりやせんが、ここから南西に一里（約四キロ）ほども行ったところで何度も目もく撃げきされてるのは確かなようで」


「そうか」


　グラリオは考えをまとめるため、しばし黙だまり込こんだ。


　地元の騎士ということは、その連中は完全に地の利を得ていると考えた方がいい。大人数でのこのこ出て行けば、戦わずして逃げられてしまう恐れがある。


　少しばかり餌えさをまく必要があるだろう。その上で、完全に退路を塞ふさがなければならない。


「大きな傭兵団を差し向ければ釣つり上げる前に逃げられそうだしな……。おい、近くにいる傭兵団の中で、一番小さいのはどれだ？」


「ああ、それなら〈鉄てつ牙がの団〉でしょう。二十人に満たないような小さな傭兵団ですぜ」


「よし、手ごろだな。急いで伝令を出せ。そうだな、ここから南西一里ほどのところに逃げ遅おくれた農民どもがいるから捕つかまえるのに協力しろとでも伝えろ」


「は……？　あ、へえ、わかりやした」


　何を目的としてその命令を出したかは伝わらなかったようだったが、グラリオの部下に団長の怒いかりを買いたいと思う者などいない。その部下はそれ以上問い返そうともせず、忠実に命令を果たすため出て行った。


　一人になったグラリオは、曲刀を振ふって付着した血をぬぐった。


「さあて、狩かりの時間だ。せっかく餌を用意してやるのだからな、とっとと喰くらいつくがいい」
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　そのころ、アレスは極きわめて特異な夜を過ごしていた。


　その特異さを端たん的てきに表そうとすれば、こう表現する他ほかにない。すなわち、空気が重いと。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


　アレスとレオン、それにミーアとルーク。焚たき火を囲んだ四人の男女は、一言も言葉を交かわすことなく簡易な食事を摂とっていた。


　沈ちん黙もくの理由は明白である。双そう方ほうともに警けい戒かいしていたのだ。


　それは必然の結果だったと言えなくもない。ミーアたちとはつい先日まで敵同士だったのだ。いくら今は表向き友好な状態にあるとはいえ、ミーアには王国軍を散々に痛めつけられたし、アレスにもミーアの仲間を少なからず殺したという自覚があった。お互たがいに協力した方が都合がいいという理由でこうして旅を共にしていたが、必要以上に馴なれ合うつもりには到とう底ていなれなかった。


　もっとも、レオン辺りはそうでもなく、最初の夜はどうにか話を盛り上げようとしたものだった。しかし、大した効果がないことが分かると、すぐに諦あきらめて沈黙の時間を過ごすようになった。見み張はりだけは四人で交代で行っていたのが唯ゆい一いつの妥だ協きよう点と言えた。さすがに寝ねている間に襲おそってくるような卑ひ怯きような相手ではないと、双方が思っていたためである。





「な、なあ。そういえばさ」


　やはりこのような沈黙には耐たえ切れなかったのだろうか、この日の晩もレオンがつとめて明るい口調で話を切り出した。


「北って一口に言っても広いだろ？　北のどの辺りへ行くのかって、そろそろ決めておいた方がいいんじゃないのか？」


　従者の主あるじとして、アレスはレオンを黙だまらせることもできたが、あえて止めなかった。アレスとしても、これから戦場を共にしようというのに、こうも双方いがみ合っていることに多少馬ば鹿からしいという思いを抱いだいていたためである。


「……そうね。北へ近づけばそのうち情報も入ってくるって思ってたけど、何か方針の一つぐらい決めておいてもいいかもね」


　珍めずらしいことにミーアもそう口を開いた。


　反応が返ってきたことが嬉うれしかったのか、レオンは途と端たんに勢い込んだ。


「そうだろそうだろ!?　とりあえずこのまま国境の方を目指すとしても、北西のバレーン城じよう砦さいと北のダルム城砦の二つがあるんだ。どっちへ行くかだけでも決めておくべきだと思うんだ」


「確かに、そうだな」と、ルークも乗り気になったように口を挟はさむ。「とりあえずバレーン城砦の方へ向かうべきじゃないのか？　北西からはすでに多くの傭よう兵へいが侵しん入にゆうを果たしていると聞く。ダルム城砦が陥かん落らくしたのはつい最近なんだろう？　となれば、そっちから傭兵が侵入してくるまでにはまだ少し時間がかかるはずだしな」


「いや、だからこそこのまま真っ直すぐ北へ向かうべきじゃないのか？　そうすればシエゴラス山脈の出口を塞ふさいで北からの傭兵団を丸々足止めできるじゃないか」


　レオンの提案には、確かに一理あった。


　傭兵団を相手にするのが困難な最大の理由は、彼らが少数の部隊に分かれて攻せめ込こんでくるからだ。これを一つ一つ殲せん滅めつしていくには、多大な労力が必要となる。遊ゆう撃げき部隊とも言える傭兵団が侵入してくる前にまとめて阻そ止しするという方法は、確かに有効だろう。もっとも、たった四人でその相手をしようというのもどうかとは思うが。


　それに、その提案はすでに傭兵の被ひ害がいにあっているであろう王国北西部に住む人々を切り捨てるということになりかねないのだ。アレスとしては素す直なおに承しよう諾だくはできなかった。


《道が知りたくば、示してやろう》


　突とつ然ぜん、目の前の焚き火の上にあどけない少女が舞まい降りてきても、アレスは驚おどろきもしなかった。正直、そろそろ出てくるのではと思っていたのだ。


《北西へ行け。詳くわしい道は後々教えてやろう》


　なぜだ──と、黙もくしたまま目で尋たずねる。


　パンドラはすました顔を崩くずさなかった。


《理由は教えられぬ。だが、これだけは言える。我わが黄たそ昏がれの主といえど、そう事あるごとに人の運命に干かん渉しようするのは難しい。しかし我が助言を受け入れれば、汝なんじは得え難がたい味方を手に入れることができ、それによって傭兵たちから持たざる者を救う機会を得ることができるであろう》


　相変わらず抽ちゆう象しよう的な言葉だった。しかし、一つの道が提示されたことは間ま違ちがいない。


　パンドラは噓うそだけは言ったことがないのだ。持たざる者を救う機会が得られるという確証があるのであれば、従わない理由などどこにもない。


「北西へ向かうべきだ」


　ややって、アレスが静かにそう言った。


　突とつ然ぜんの発言に驚おどろいたのか、レオンとルークが沈ちん黙もくする。


　代わりに口を開いたのはミーアだった。


「へえ。なんで北西なのか、理由を教えてもらっていいかしら？」


「別に大した理由はない。すでに被害が出ている方へ向かうべきだと思ったというだけのことだ」


「なるほどね。まあいいわ。ここは歴戦の騎き士しさまの言うことに従いましょ」


　その口調にはどこか刺とげ々とげしいところがあったものの、受け入れられた以上はアレスも文句を言う筋合いはなかった。


　そしてそれっきり、彼らが口を開くことはなかったのである。





　こうして、レオンはもうしばらくの間、居い心ごこ地ちの悪い夜を過ごすこととなる。


　アレスとミーア。


　長い夜の間に、彼らがお互たがいのことをもっとよく知りたいと思うようになるには、もういくばくかの時間と戦いとが必要だった。










　第六章　男たちの戦い　後編
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　このころ、ミレスデン本軍に先立ってベールセールへと侵しん入にゆうした傭よう兵へいの数は、三千を超こえている。傭兵団の数でいえば百以上で、今やベールセール王国の北西部にはどこに傭兵がいてもおかしくない状態にあった。


〈鉄てつ牙がの団〉という名の、名前だけは大おお仰ぎような傭兵団もその一つである。その人数は二十人ほどで、これは傭兵団の中でも最小の部類に入る。


　彼らの目的は、もちろん略りやく奪だつだった。ベールセールに侵入した後は、見つけたモノは必要最低限の食料を除いてすべて自分のモノにしていいと言われている。彼らはその利益に吊つられ、無た料だ同然でミレスデン軍に雇やとわれた立場だった。武器と最低限の荷を持ち、髭ひげも髪かみの毛も伸のばし放題、着の身着のまま行軍を続ける彼らは、傭兵というより流る浪ろうの山さん賊ぞくと言った方が適切だろう。


　もっとも、今の彼らは不満の極地にあった。


　六年前の戦役の折には、彼らも酒池肉林を謳おう歌かすることもできた。しかし、そのときの悪行のせいで自分たち傭兵の存在がすっかり恐おそれられるようになってしまったのだろう。今やどこの村へ行っても大たい抵ていが逃にげ散った後で、女はもちろん財貨の類たぐいすらほとんど見つからない。


　村人たちがどこへ逃げたのかは分かっている。領主の城だ。しかし彼らは攻こう城じよう兵器の類など持ち合わせていないし、二十人ほどで城攻ぜめなどできるわけもなく、手も足も出なかった。


　その上、規模の小さい傭兵団であることも災わざわいした。たとえば〈紅こう月げつ団だん〉のような大きな傭兵団に道を譲ゆずれと言われれば従う他ほかなく、他の傭兵団に比べると大きく出で遅おくれてしまっていたのだ。団長や団員の欲求不満はもはや最高潮に達しようとしていた。


「急げ急げ！　〈紅月団〉の連中に先を越こされるぞ！」


　それゆえに彼らは、近くに逃げ遅れた農民どもがいるという話を聞かされたとき、まるで目の前に餌えさを投げられた犬のごとく行動を開始したのだった。


〈紅月団〉の提案では農民どもを捕つかまえる手助けをしろということだったが、そんなことはどうでもよかった。とにかく〈紅月団〉に先んじて農民どもを捕まえれば、後はこっちのものである。金品を略奪し、女を奪うばい、残った男や子供辺りを〈紅月団〉にくれてやればいい。あの血に飢うえたグラリオとかいう団長のことだ、それだけでも充じゆう分ぶん満足することだろう。


　ようやく女が抱だけるのだ。彼らは疲つかれを忘れ、ただ欲望のままに道を急いだ。


　しかし、どういうわけか行けども行けども人っ子一人見当たらない。


「おかしいですぜ、頭かしら。もう一里はとっくに過ぎてますし」


「そ、そうだな。ガキやジジイを連れた農民どもの足がそう速いとも思えんし……」


　かといって〈紅月団〉の連中が噓うそを言ったとも思えない。噓をつく理由が思いつかないからだ。


　とにかくもう少しだけ先へ進んでみるべきか──団長がそんなことを考えていた、そのときだった。


　彼らの前方二十間（約三六メートル）ほど先にある茂しげみから、人の気配がした。


「きゃあー!?」


　黄色い悲鳴が響ひびき渡わたる。


　見まがうはずもない。聞き違ちがえるはずもない。


　それは、年とし頃ごろの女が好みそうな色鮮あざやかなスカートを翻ひるがえらせた少女だった。


　途と端たんに〈鉄牙の団〉の男たちは、獣けもののように目の色を変えた。


「捕まえろ！　なんとしても捕まえるんだ！」


　ようやく見つけた獲え物ものである。逃のがしてはなるまいと、彼らは駆かけ出した。


　こんなところに年とし端はの行かぬ少女が一人だけいるとも思えない。恐おそらく近くに他の農民どもも潜ひそんでいるだろう。少女をたっぷりと可か愛わいがってやれば、その居い場ば所しよを吐はかせるのもたやすいに違い。


　だが、このとき彼らは自身の欲望に忠実になるがあまり、気付くことができなかった。その叫さけび声は、少女のものにしては少々図太かったということに。
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　そのときヴェリックたちは、いつものように奇き襲しゆうを仕し掛かけるにもっとも適した場所──濃こい緑に囲まれた見通しの悪い細い道──を選び、罠わなを張って傭兵たちが来るのを待ち構えていた。


　間もなく、一人の少女と、それを追いかけてくる目の色を変えた傭兵の一団が現れる。


「今日の傭兵どもは、とびきりの馬ば鹿かどものようだな」


　そう語りかけるバルティアスの声は、もはや呆あきれているようでもあった。


「はあ、そのようで」と、ヴェリックも苦く笑しよう混じりに答える。「すべての傭兵があんな連中ばかりであれば、もう少し我々も楽ができるんですけどね」


「詮のないことを言っても仕方なかろう。全員、用意しろ」


　ヴェリックたちは足元に伸のびていた蔦つたを摑つかんだ。


　蔦は道の反対側の木に結び付けられ、さらに落ち葉で隠かくされている。それを三人一組になっていつでも引っ張れる態勢を取るのだ。


　そして少女がヴェリックたちの前を通過し、それを追う傭兵の一団が目の前へと到とう達たつした次の瞬しゆん間かん、


「今だ」


　バルティアスの重い声が響き、ヴェリックたちは綱つな引ひきの要領で蔦を引っ張った。


　落ち葉の中に隠されていた何本もの蔦が、地面から一尺（約三〇センチ）足らずのところでピンと張り伸ばされる。


　夢中になって少女を追いかけている傭兵たちに、突とつ如じよとして足元に張り巡めぐらされたその障害を回かい避ひすることなどできなかった。


　無数の悲鳴が上がった。五人、十人と次々と蔦に足を取られ、派手に転てん倒とうしていく。


「行け、殺せ」


　無む慈じ悲ひな命令が響き渡る。槍やりを手にしたヴェリックたちは茂みから飛び出すと、瞬またたく間に転倒した傭兵たちを討うち取って行った。


　傭兵たちの数が少ないことが幸いした。初めての、一人も犠ぎ牲せい者しやのいない勝利だった。





「やれやれ。もう嫌いやだよ、こんな役……」


　息のある傭兵たちを殺しつくし、有益なものを奪うばい尽つくすという一通りの作業を終えた頃ころ。


　ヴェリックたちの前に、先ほど逃げて行った少女が姿を現す。


「見事な逃げっぷりだったぜ。それによく似合ってるじゃないか」


「そうだそうだ、こいつはいい手だぜ。もう一回ぐらい使ってみようや」


　今日ばかりは犠牲者がいなかったせいだろう、仲間たちからも茶化すような陽気な声が上がる。


「……勘かん弁べんしてください」


　対照的に、少女はげっそりとした表情でひらひらとした服を無造作に摑むと、恥はじも外聞もなく脱ぬぎ捨てた。そして髪かみを束ね直す。


　少女の正体は、ヴェリックの娘むすめの想おもい人でもあるトルヴィスだった。


　まだ大人になりきれていない、未成熟な体のトルヴィスならば、女物の服を着せさえすれば簡単に傭よう兵へいたちの目を欺あざむけるのではないか。そう考えたヴェリックが、誰だれもいなくなった村を訪おとずれたときに少女ものの衣い装しようを拝借していたのである。


　種を明かせばあまりにも単純でつまらない小細工だが、傭兵たちから一瞬の隙すきを引き出すにはこれで充じゆう分ぶんだった。相手が人間である以上、無力化するには槍の一突つきで済むのだ。ようは敵に先んじてその一突きができる時間を稼かせげればそれでいい。今日やってきた傭兵団は非常に数が少なかったのも幸いした。





　だが、名も知らぬその小さな傭兵団が少女の格好をしたトルヴィスに誘さそい出されたように。


　ヴェリックたちもまた、手ごろな獲物として釣つり出された側となっていた。


　彼らが気付いたときには、数百もの傭兵たちが間近に迫せまっていたのである。





「おまえたちか。傭兵どもを相手に健けな気げに戦い続けてるという連中は」





「なっ……」


　その男は、突とつ然ぜんヴェリックたちの前に現れた。背後に数え切れぬほどの無骨な傭兵たちを従えて。


　危険──そんな単語がまずヴェリックの脳裏に浮うかんだ。あれほどの数の傭兵は未いまだ見たことがなかったからだ。


　何より恐おそろしいと感じたのは、その男の表情だ。


　なんと嫌らしい顔つきか。獲物を前に舌なめずりする獣とは、まさしくああいう顔をしているに違いない。卑いやしく唇くちびるを歪ゆがめ、その目は完全に自分たちを見み下くだしている。悪あつ鬼き妖よう魔まの類たぐいでもあれほどの残ざん忍にんな表情はしていないに違いない。


「どうした？　この私が聞いているのだぞ、答えるがいい。おまえたちがこの辺りの傭兵どもと戦っているという連中なのだろう？」


「……そうだと言ったらどうする？」


　無視できぬと感じたのか、バルティアスが応じた。


「そうか。私はこの〈紅こう月げつ団だん〉を率いているグラリオという。他に説明も要いるまい？　さあ、我らと刃やいばを交えてもらおうか」


　グラリオと名乗った男は、ゆっくりとした動作で腰こしの得物──三日月のような曲刀を抜ぬいた。それを合図に、彼の背後に控ひかえる傭兵たちもまた武器を構える。


　状じよう況きようは明らかだった。絶望的だ。あれほどの数を相手に正面から戦えば、確実に皆みな殺ごろしにされるだろう。


　このときバルティアスは何も言わず、左手をゆっくりと上げた。


　それは密ひそかに決めてあった合図である。ここで戦って死ぬのは無む駄だ死じにだ──という意味だ。


　ヴェリックたちは武器を構えつつ、態勢を整えた。それは一見したところ応戦の準備をしているように見えるだろうが、実のところ不意を突いて一目散に逃げ出すための準備である。


　しかし、間もなくその準備も徒労に終わることになる。


　ヴェリックたちの後方から、鉄のかち合う鈍にぶい音が響ひびいたためだ。


「なっ……」


　思わずヴェリックは絶望さえ感じた。


　新手の一団が、後方からやってきたのである。退路が完全に塞ふさがれてしまった形だ。


「遅おそいぞ、貴様ら」


「す、すいやせん、団長。思ったより遠回りだったものでして」


　ヴェリックはようやくすべてを悟さとった。


　恐らくあのグラリオという男は、一部の傭兵たちを犠牲にし、この一帯で抵てい抗こうを続ける目め障ざわりな自分たちをあぶりだしたのだろう。しかも、こちらが逃げようとすることを計算に入れ、あらかじめ退路まで塞いで。


　この辺りには間道など無数にある。それを利用すれば兵の一団をこちらの後方に移動させることも不可能ではない。傭兵たちに地の利はないだろうが、地元の農民の一人も捕とらえれば、聞き出すことはたやすい。どうやらグラリオという男は、これまでに相手にしてきた傭兵とは一線を画しているようだった。


「……ヴェリック」


　バルティアスが、いつにもまして冷厳な声を出した。


「はぁ。なんでしょう」


「これがどれほど絶望的な状況にあるか分かるか？」


「……それなりには」


　確かに、絶体絶命だった。


　この道の左右にある森は、まったく人の手が入っておらず、下草も濃こい。間断なく育った草木は、あらゆる侵しん入にゆう者を阻はばむ。あらかじめ身を潜ひそめる空間を作ってさえおけば伏ふく兵へいを仕し掛かける場所としては最適だが、奥おくへと逃げ込もうとすれば鬱うつ蒼そうと生い茂しげった植物に体を絡からめ取られ、身動き一つ取れなくなるだろう。死ぬ気になれば草木ぐらい──とも思うが、実際には不可能だ。日の光を求めて育とうとする頑がん強きような植物は、まさしく壁かべとなって立ちふさがる。


　つまり、逃にげ場はなかった。前の敵か後ろの敵か、どちらか一方を蹴け散ちらさない限り逃げることはできない。


　──どうする？　どうすればいい？


　ヴェリックは必死に考えた。


　仮に攻こう勢せいに出るしかないとして、前と後ろどちらを攻せめるべきか。傭兵団の団長らしいあの男を討うち取ることができれば勝機もあるかもしれないが、あれほどの傭兵団をまとめている男だ。簡単に討ち取ることなどできないだろう。となると、どうやらここまで強行軍でやってきたらしい後方の敵を攻めるべきだ。多少なりとも疲ひ労ろうしてくれていれば、勝ち目もあるかもしれない。


　しかし、何しろこの見通しの悪い道である。前後から挟きよう撃げきしている敵の数がどれぐらいなのかすら見当がつかないほどだ。真正面からぶつかり合うとなれば、どれだけ被ひ害がいが出るかわかったものではない。


「……最近勝ち戦いくさばかりで忘れてましたが、ここいらが決死隊の真骨頂を見せるとき、ということでしょうかね」


「ただの百ひやく姓しようにしてはいい判断だ」


　バルティアスは一言も否定の言葉を口にしなかった。


　──つまり、そういうことか。


　いつかは来ると思っていたときがついに来たということだ。むしろ今までもっただけでもいい方だったのだろう。毎日のように人を殺し、怪け我がした仲間を見み捨すてる生活にもいささか嫌いや気けが差していたところだ。家族が逃げられるだけの時間はそれなりに稼かせげたはずだし、この辺りで覚かく悟ごを決めるのもいいかもしれない。


　唯ゆい一いつの心残りは、せっかく目をかけていた娘むすめの想おもい人を逃のがす術すべすらもうないということぐらいだった。







　　◆　　




「やれやれ。思っていたよりみすぼらしい連中だったな」


　一方グラリオは、やや落らく胆たんを隠かくせないでいた。


　傭兵どもを相手に果か敢かんに戦っている連中がいると聞いてどれだけのものかとあぶりだしてみれば、総勢わずか三十人ほどの、農民に毛が生えた程度の集団だったのだ。


　だが、一人だけ興味をそそられる相手がいた。


　血にまみれ、薄うす汚よごれた集団の中で、ただ一人臆おくすることなく強い視線でにらみ返してくる巨きよ漢かんの男。


　ひどい格好だった。もともとは騎き士しの着るような重々しい甲かつ冑ちゆうでも身に着けていたのかもしれないが、今身につけているのは甲冑というより黒く薄汚れた鉄の切れ端はしとでも表現すべき代しろ物ものである。


　だが、その格好は無数の激戦を潜くぐり抜ぬけてきたことを示してもいる。そんな猛も者さに率いられたがゆえに、あの農民どもは傭兵を相手にここまで戦い抜いてこれたのだろう。


　──あれならば、斬きりがいもありそうだな。


　グラリオは血を見るのが好きだった。しかし無む抵てい抗こうな人間をただ殺すだけでは、その欲望が満たされることはない。どうせ斬るならば、ある程度強い相手の方がいい。強い相手を自じ慢まんの曲刀で圧あつ倒とうし、自らの未熟さを思い知らせ、少しずつその体を切り裂さき真まっ赤かに染め上げ、死への恐きよう怖ふに顔をゆがめさせた後、首筋を切り裂いて絶望と共に命を絶つ。それがグラリオのもっとも好むやり方だった。


　あの巨漢の騎士ならば、まさにうってつけだろう。それゆえに、グラリオはある提案をすることとなる。


「そうだな。せっかくここまで戦ってきた貴様らのことだ、一度だけ機会をやろう」


　グラリオは抜き放った曲刀を突つきつけた。


「そこの騎士。私と一対一で勝負しろ。貴様が勝てば全員を見み逃のがしてやる」







　　◆　　




　意外な提案に、ヴェリックは驚おどろきを隠かくせなかった。


　傭よう兵へいたちは絶対的な優位にある。このまま前後から挟撃されれば、自分たちは簡単に押おし潰つぶされるだろう。それなのに、なぜ大将同士の一騎打ちなど望むのか。


　しかし、好機には違ちがいなかった。あのグラリオという傭兵が約束を守るという保証はないが、敵の頭かしらをつぶすことができれば自分たちが生き延びる可能性は一気に高まるだろう。無論、自ら一騎打ちを申し出るということはそれなりに腕うでに覚えもあるのだろうが、バルティアスの強さもまた尋じん常じようではないのだ。


「全員、そのままで聞け」


　バルティアスが珍めずらしく小さな声を出した。


「手短に言う。俺は奴やつの申し出を受ける。もしあの男を殺せれば、そのまま勢いに乗って敵を叩たたき潰すぞ。だが、もし俺が負けるようなことがあれば……おまえたちは脇わき目めもふらず後ろの敵に突とつ撃げきして活路を開け。不意を突けばまだ可能性はあるかもしれん。道はそれしかない」


「で、ですがそれではあなたが──」


　口を挟はさもうとしたヴェリックを、バルティアスは手を挙げて制した。


「ヴェリック、おまえだけは何も言うな。おまえさえ黙だまっていれば他の誰も文句は言わぬだろうからな。いいか、忘れるな。俺たちは生きてこそ脅きよう威いとなるのだ。死に時を誤ることほど馬ば鹿からしいことはない。ここで全ぜん滅めつするのはまだ早い」


　バルティアスはいつも通りだった。いつも通り、人の命などなんとも思わず目的を達成しようとしている。それが、たとえ自分の命であってもだ。


「どうした？　まさか逃にげ出す算段でもしているのではあるまいな？」


　グラリオの冷れい徹てつな声が響ひびく。


　応こたえるように、バルティアスは前に出た。


「いいだろう。相手になってやる」


「よく言った。せっかくだ、私に斬られる前に名を名乗る時間ぐらい与あたえてやってもいいのだぞ？」


「これから死ぬ相手に教えてやる名前などない」


　言って、大だい剣けんを構える。


　もはやバルティアスが勝利する以外に、自分たちが生きのびられる方法は考えつかなかった。ヴェリックにできることは、戦いを司つかさどるという赤せき神しんオディウスの加護がバルティアスにあるよう祈いのるだけだった。







　　◆　　




　グラリオは曲刀を肩かたに担かつぐと、悠ゆう然ぜんとした足取りでバルティアスの前に立った。


「いいぞ。いつでもかかってこい」


「そうか」


　バルティアスは騎士道などとは無む縁えんの男だった。


　決けつ闘とうの前の礼すらなく、いきなりすべての力をこめた大剣を容よう赦しやなく振ふり下ろす。


　もしその一いち撃げきをまともにくらっていれば、細ほそ身みのグラリオの体など脳天から真っ二つにされていただろう。


　しかしグラリオもまた尋じん常じような戦士ではなかった。凄すさまじい速度で襲おそい来る一撃をさらに上をいく速度で体を左に倒たおし、回かい避ひする。のみならず地面に左手を叩きつけ、その反動を利用して体を跳はね上げ、曲刀をバルティアスの首筋に叩きつけようとする。


　強打をした直後だけあって、怪かい力りきを誇ほこるバルティアスであっても大剣を構え直す時間はない。


　バルティアスが選んだのは、とっさに剣から離はなした右腕で防ぼう御ぎよすることだった。


「がぁ！」


　その右腕には、かつて籠こ手てだった鉄の塊かたまりがまだどうにか形を保っている。金属音が鳴り響き、火花が爆はぜ、グラリオの曲刀は弾はじき飛ばされた。


「ははははは、愉たのしいなぁ！　私の曲刀を腕で振り払はらったのはおまえが初めてだよ！」


　グラリオは一歩後退し、曲刀を斜ななめに構えた。その顔には狂きよう気きと表現するしかないような笑えみが浮うかんでいる。


「…………」


　バルティアスもまた無言で正眼に大剣を構える。曲刀を手で振り払っては無事ではすまなかったのか、その右腕からは鮮せん血けつが流れていた。しかし意に介かいした様子もない。


「さあ、こんなものではないだろう！　次はどう愉しませてくれるのだ!?」


「おしゃべりが過ぎるぞ、下げ郎ろうが」


　バルティアスは一気に攻こう勢せいに出た。大振りをやめ、かわりに大剣を操あやつっているとは思えないような速度で連れん撃げきを繰くり出す。大だい胆たんかつ繊せん細さいなその戦いぶりは、見ている者すべてが息を呑のむほどだった。


　それでも、グラリオには当たらなかった。


　まるで風にそよぐ木の葉のように、自在な体捌さばきで襲い来る剣けん撃げきを次々とかわしていく。バルティアスは人間離れした怪力を誇っていたが、グラリオは人間離れした身のこなしの持ち主だった。


「どうした！　その程度か!?」


「…………」


　バルティアスは一度剣を止め、後ろに跳とんだ。グラリオの挑ちよう発はつを気にしたわけではなかったが、このまま攻こう撃げきを続けても意味がないと判断したのだ。ここは一度仕切り直し、流れを変えるべきという判断だった。


　グラリオもそれを追つい撃げきしようとはせず、動きを止める。


「なかなかやるではないか。だが、ただ馬ば鹿か力ぢからを振るうだけとあってはいささか興ざめだぞ」


「口だけは達者だな。貴様こそ手が出ていないように思えるが」


「そうだな。口だけと思われるのは不本意だ。ではそろそろ本気を出すとしようか」


　曲刀を構える。


　応じるように、バルティアスもまた大剣を構え直した。


「守勢に回ったのは失敗だったな、騎士よ。貴様は私に攻こう勢せいに出る機会を与えるべきではなかった。そうすればまだ少しは可能性もあったろうにな」


「……なに？」


　グラリオは、地を蹴けった。







　　◆　　




「ああ!?」


　ヴェリックは思わず声を上げていた。


　早い。太た刀ち筋すじが見えない。変へん幻げん自在の曲刀が、四方八方からバルティアスに襲おそいかかる。グラリオは曲刀一本しか持っていないはずなのに、まるで何本もの曲刀を同時に操っているようだった。


「あれが……真の傭よう兵へいなのか！」


　これまでに相手にしてきた、賊ぞくまがいの傭兵とは次元が違う。あの男こそは自ら進んで戦いの道を選せん択たくし、そして生き残ってきた生きつ粋すいの傭兵だった。


「くっ！」


　バルティアスが劣れつ勢せいに立たされていた。ヴェリックたちをここまで導いてきた、あのもっとも頼たよれる巨きよ漢かんの騎き士しが、防戦一方に立たされているのだ。


　いや、あれほどの猛もう攻こうをしのげているだけでもバルティアスが並々ならぬ武人であることがよく分かる。しかし、上には上がいた。


　普ふ通つう、武器を振るった後には自然と隙すきができるものだ。しかしグラリオにはその隙がなかった。素す早ばやい一撃は決して大振りになることがなく、まるで円を描えがくような軌き道どうを描き、振る一撃と返す一撃とが交こう互ごにバルティアスの体を切り裂さいていく。


　バルティアスの体は、時間とともに赤く染まっていった。


　劣れつ勢せいにあることは理解しているのだろう、時折バルティアスも怪け我がを負う覚かく悟ごで反はん撃げきを繰くり出す。しかし、グラリオは曲刀の反りを使っていとも簡単に受け流し、さらに返す曲刀をバルティアスの体に滑すべらせた。


　このまま勝負が続けば、勝敗は明らかだった。


「頑がん張ばれ！　あんたがこの程度で負けるタマか！　北の騎士は勇ゆう猛もうなんだろう!?」


　ヴェリックは思わずそんな声を上げていた。


　その声が届いたのか、バルティアスは命を懸かけた殺し合いの最中だというのに一いつ瞬しゆんだけヴェリックの方を振り向いた。


　目が合う。


　それはごく一瞬のことだが、しかしヴェリックには理解できてしまった。


　バルティアスの目は、こう言っていた。後を頼たのんだぞ──と。





　直後。振ふり降ろされたグラリオの曲刀が、バルティアスの体を縦に切り裂いた。





「ぐぅっ……！」


　胸から血が吹ふき出した。致ち命めい傷しようだったのだろう、いかなるときでも決して屈くつすることのなかった大きな膝ひざが、大地に突つく。


　バルティアスの体は、そのまま前のめりに倒たおれ込こんだ。


「ああ!?」


「やった！　さすが団長だ！」


　ヴェリックたちの悲鳴と、そしてグラリオの勝利を称たたえる傭兵たちの歓かん声せいとが、決けつ闘とうの終わりを告げる。


「なかなか面おも白しろかったぞ。貴様のうすらでかい体は斬きりがいがあったわ」


　グラリオは血に染まった曲刀を振り、刀身に付着した血を振り払った。


　信じられない光景だった。あのバルティアスが負けるなど。


　しかし、それは現実だった。その上、落らく胆たんする間すら与あたえられず、容よう赦しやのない現実がヴェリックたちに襲い掛かかろうとしていた。


「もう貴様らに用はない。放ほうっておいても目め障ざわりなだけだしな、こいつの後を追わせてやるとしよう。やれ、おまえたち」


　曲刀の切っ先が、ヴェリックたちに突きつけられた。


　それが攻こう撃げきの合図だった。傭兵たちが前後から一いつ斉せいに攻せめてくる。


「……みんな。すまんな」


　ヴェリックは槍やりを構えながら、仲間たちにそう声をかけた。


「もう万策尽つきた、逃にげ道もないよ。こうなったらやることは一つだ。先に逝いった仲間たちに罪つみ滅ほろぼしをするとしよう」


　仲間たちは無言で頷うなずき合った。誰だれ一人として愚ぐ痴ちも文句も口にしない。


　そして、ヴェリックと同じように槍を構える。一人でも多く、道連れにするために。先に逝った仲間たちと、胸を張って再会できるように。


　だが、蒼神ラクリナースは未いまだ彼らの役目を終わらせようとはしなかったのである。





　異変は彼らの背後で起こった。





「て、敵だ！　敵が後ろから──うわああ！」


　その悲鳴は、ヴェリックたちのものではなかった。ヴェリックたちのさらに後方──退路を塞ふさいでいた傭兵たちの口から上がったものだった。


「え……、ま、まさか、援えん軍ぐんが!?」


　ヴェリックは信じられない思いで振り返った。援軍など来るアテもなかったのだ。一体どこの誰が、こんな危険な地にやってくるというのか。


　後方の傭兵たちはすっかり混乱状態に陥おちいっている。やがて聞こえてきたのは、地を踏ふみならす無数の蹄ひづめの音だった。


「騎士だ！　ベールセールの騎士どもがやってきたぞ！」


　叫さけび声が聞こえた。


　傭兵たちをかきわけてやってきたのは、赤や鉄色の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎馬の一団だった。


　赤い甲冑を着けた騎士。それは伝え聞く近この衛え騎き士しの証あかしに他ほかならない。


　ここに至って、ヴェリックもようやく悟さとった。


　バルティアスだけではなかったのだ。命知らずの騎士は、まだ存在するのだと。


「味方だ！　国王陛へい下かの援軍がやってきたぞ！」


　喉のども裂さけよと言わんばかり、肺の中の空気すべてを消費し尽くして叫ぶ。


　その報しらせは味方を勢いづける一方で、敵を怯ひるませることができる。それを計算してのことだった。


「ちっ、悪運の強い連中だ」


　グラリオの舌打ちが聞こえる。


「場所が悪すぎる、一いつ旦たん退くぞ！」


　敵ながら素す早ばやく適切な決断だった。


　騎士たちの数は数十人。その全員が長大な馬上槍やりを片手に突つっ込こんでくる。ただでさえ狭せまい道だ、突とつ撃げきされれば回かい避ひのしようがない。事実、後方の傭兵たちは、馬上槍の餌え食じきになるか、巨きよ大だいな軍馬にはね飛ばされるか、あるいは命からがら森の中へと飛び込んでいくしかない様子だった。


　やがて後方の傭兵たちを突き抜ぬけたところで、騎士たちは突とつ進しんを停止した。


「誰が戦っているかと思えば……。農民か？　君たちは」


　先頭を行く騎士が、馬上から誰すい何かする。


　本来なら即そく座ざに彼の前に進み出て、自分たちの正体を明かすと共に救きゆう援えんを感謝する言葉でも口にすべきだっただろう。


　だが、今のヴェリックにはそれよりもやることがあった。


「バルティアス！」


　自分たちのために命を差し出した騎士の元へと駆かけ寄る。自然と仲間たちもそれに続いた。


「大だい丈じよう夫ふですか、バルティアス！」


　バルティアスは自分の血の海にその身を沈しずめながらも、まだ息があった。しかしその出血量から見ても、もう長くはないということが経験から分かってしまう。せめて少しでも楽になれるよう、自分の膝ひざを枕まくらにその身を横たえてやる。


「ふん……。貴様、また生き延びたのか。つくづく悪運が強いな、ヴェリック」


　瀕ひん死しの重傷を負っているとは思えない、しっかりした口調だった。


「悪運でもなんでもありません。あなたの献けん身しんと、そして私たちのことを憂うれう騎士たちがまだいてくれたというだけの話ですよ」


「献身か。まさかそんな言葉を聞かされるようなことがあるとは……な」


　皮肉げにバルティアスは笑った。


「失礼──」と、背後から声がした。「よろしければ、祖国のために命を捧ささげた戦士に挨あい拶さつをしたいのだが」


　振ふり返れば、先ほど自分たちを助けてくれたあの騎士が立っている。


　あらためてみると、随ずい分ぶんと若い騎士だった。自分やバルティアスより一回り若いだろう。しかしその顔や甲冑には、いくつもの傷が目立つ。さすが国王に仕える近衛騎士らしく、相当な実戦を経験してきたのだろう。


「ヴェリック、俺を起こしてくれ。地面に寝ねたまま他の騎士と顔を合わせるなど屈くつ辱じよくにもほどがある」


「……分かりました」


　手を貸してその血まみれの半身を起こす。


　切り裂さかれた傷口からぼたぼたと血や臓物がこぼれ落ちた。やはりこのまま寝かせておくべきではと躊ちゆう躇ちよしかけるが、どのみち長くはもたないのだ。ならば好きにさせてやるべきなのだろう。


「勇ゆう猛もうなる戦士よ。私はベルセルム四世国王陛下に仕つかえし近衛騎士ノーラッドと申します。貴あ方なたの名は？」


「バルティアスだ。こんなナリをしているが、一応は騎士をやっていた」


「そうでしたか。それは大変失礼をした、バルティアス卿きよう」


「構かまわんよ、ついこの間、主あるじを捨てたばかりだしな。それよりノーラッドとやら。我らがこの地で何をしていたかは分かるな？」


「ええ」


　ノーラッドと名乗った騎士は、ヴェリックとその戦友たちを見回した。


　その誰もが武器を持ち、血や泥で汚よごれている。


「一いち目もく瞭りよう然ぜんです。卿けいは彼らを率い、傭よう兵へいたちと戦ってきたのですね」


「そうだ、援軍がやってくるまでの時間稼かせぎを、な。近衛騎士がこの地へやってきたということは、ついに国王が援軍を寄よ越こしてくれたということだな？」


「…………」


　どういうわけか、ノーラッドの顔がくもった。


　そして絞しぼり出すような声を出す。


「誤ご魔ま化かしても仕方ないので申し上げますが、我らは卿らと同じこの北の地で育った者。それゆえに故郷を守らんとするため、騎士団を抜ぬけ出してきたのです」


「そうか。なるほど、この世には思っていたより酔すい狂きような騎士が多いということか」


　不意に、バルティアスの言葉が途と切ぎれた。口からあふれ出した血のせいである。


　死が間近に迫せまっているのだろう。できることならその身を地面に横たえて少しでも楽にしてやりたい。しかし、この意地の塊かたまりのようなバルティアスがそんなことを望むとは思わない。死ぬ瞬しゆん間かんまで好きにやらせてやることこそが、この男にとっての最大の慈じ悲ひだということをヴェリックは知っていた。


「ノーラッドとやら」


　あふれ出す血を飲み込んで、バルティアスは傍かたわらのヴェリックをあごでしゃくった。


「こいつの名はヴェリックという。いいか、この地で戦うならそいつの話に耳を傾かたむけろ。農民だからといって決して馬ば鹿かにするな。そいつほどこの辺りの地理に詳くわしい奴やつはいない。もし俺がくたばったときは、そいつに後の指揮を任せるつもりだったほどだ」


　意外な言葉だった。


「……初めて聞きましたよ、そんなの。あなたは私を買いかぶりすぎです。あなたほど上手にみんなを導ける自信なんてありませんよ」


「うるさい黙だまれ。おまえならどうにかしていたはず──がはっ！」


　再びその口から鮮せん血けつがあふれた。


　もはや飲み込む体力もないのだろう、いよいよその体から力が抜けていく。


　不意にノーラッドが腕うでを伸のばし、バルティアスの手をしっかりと握にぎりしめた。


「分かりました。後のことはお任せください。我わが命ある限り、彼らと共に故郷を荒あらす傭兵どもと戦い続けることを誓ちかいましょう」


「……ふん、運が良かったなヴェリック。どうやら貴様に指揮を任せる必要は当分ないらしい。後は、その騎士に……従え」


　その声がみるみる小さくなっていく。


　ついに、命の灯火が途と絶だえようとしているのだ。仲間たちは誰もが涙なみだと共にバルティアスの名を叫さけんだ。


「ヴェリック」


　もはやヴェリックにしか聞き取れない小さな声だった。慌あわててヴェリックはバルティアスの口元に耳を近づけた。


「なんですか、バルティアス」


「俺の妻子の名は……セレスタと、カーライルだ」


　ヴェリックは瞬時に悟さとった。なぜこのときに至って、バルティアスは家族の名前を口にしたのかを。


「分かりました。もし私が生き残れることができれば、いつか必ずそのお二人を探し出し、そして伝えましょう。あなたという父親が、どれだけ勇ゆう敢かんだったのかを」


「そう……か」


　バルティアスの顔に、小さく笑えみが浮うかんだような気がした。


　それが、農民を率いて戦い続けた男の最さい期ごだった。





　ヴェリックは天を仰あおいだ。目にたまった涙が流れ落ちるところを誰にも見られたくなかったからだ。


「これだから嫌いやなんだよなあ。戦争は」


　つい昨日にはお互たがいのことを語り合った仲間が、今日にはあっさり死体となってしまう。それも、これほどにいい男が。あっさりと、無慈悲に、その人生を閉ざされてしまった。


　まだたくさん聞いてみたいこともあった。生き残って、この国を守って欲ほしかった。共に焚たき火を囲むだけではない、共に酒を酌くみ交かわしてもみたかった。


　しかしそれももはや叶かなわない。つくづく、戦争とは嫌なものだと思う。


　ヴェリックは、もはや動かなくなったバルティアスの体を横たえ、その瞼まぶたを閉じてやった。


　ごしごしと目をこすり、涙を拭ふき取る。


　そして、ノーラッドと名乗った騎き士しに向き直る。自分はバルティアスに後事を託たくされたのだ。他の仲間たちのようにいつまでも泣いているわけにはいかなかった。


「ノーラッドさま。救きゆう援えんに感謝します」


「いや……。我らは大したことはしていない。称たたえられるべきは、その勇ゆう敢かんな騎士と共に戦い続けた貴あ方なたたちだ」


「そう言って頂ければ恐きよう縮しゆくです」


　近この衛え騎き士しだというのに、自分たちを農民だと蔑さげすむ様子がまったくない。


　自分は幸運な方なのかもしれないと、ヴェリックは思った。家族と生き別れはしたが、これほど立派な騎士たちと相次いで出会うことができたのだから。


「ヴェリックどの。偉い大だいな騎士を亡なくした直後にこのようなことを申し上げるのも失礼だが……この後、我らがどうすべきかを決めなければならぬ」


「分かっています。どうか遠えん慮りよなさらないでください、ここでいつまでも私たちが悲しみにくれることを、バルティアスは望まないでしょう。自分の墓を作られる手間すら嫌きらうに違ちがいありません。そういう方でしたから」


「そうか。そのバルティアス卿きようは、貴方はこの地のことに詳しく、何でも相談するようにと言い残された。それゆえ聞きたい。我らはひとまずこの地を離はなれるべきだと思う。南東へと安全に逃にげられる道を知っているだろうか？」


　意外な提案だった。


「それはもちろんいくつかありますが……。つまり、逃げると仰おつしやるのですか？」


「そうだ。我らもここへ来るまでに何度か傭兵どもと戦い、かなりの戦力を失っている。あのような強力な傭兵団が間近にある以上、いつまでもここにいるのは危険だ。ここは一度退き態勢を立て直すべきだと思う」


　ノーラッドの提案はもっともだと思えた。だがそれでも、ヴェリックは首を縦に振ふらなかった。


　ノーラッドの後ろに控ひかえる騎き馬ばの数は、四十人足らずと言ったところか。これほどの数の、しかも戦いの訓練を積んだ武人が援えん軍ぐんとして加わったのだ。彼らの力があれば、まだまだ戦うことができる。あのグラリオという傭兵は確かに危険だが、だからこそ放置すべきではないのだ。


「悪い考えではないと思います。しかし、あれほど危険な傭兵団だからこそ、私たちはこの地で戦うべきではないでしょうか。我々の犠ぎ牲せいを厭いとうことなく少しでもその足を止め、時間を稼かせぐべきです」


「……賛同しかねるな。我らも戦うことを恐おそれてはいない。しかし、今ここで戦いを続けても犬死するだけではないか」


「犬死にはなりません。たとえ我々が全ぜん滅めつすることになっても、少しでも時間が稼げればそれでいいんです」


「確かにそういう考え方もあるだろう。しかし、同じ時間を稼ぐにしても、少しでも長いに越こしたことはないのだ。ならば一いつ旦たん退き態勢を整え、より万全の状態で戦いを挑いどむべきだと思うが」


　何日か前に、バルティアスにも同じようなことを言われたことを思い出す。自分たちは、生きてこそ脅きよう威いなのだと。


　しかし、あのときとは情勢が違うのだ。〈紅こう月げつ団だん〉の団長グラリオ。あの男の残ざん虐ぎやくさを見せつけられた後では、到とう底てい逃げることなどできない。もしあの男率いる〈紅月団〉がどこかの難民の群れを捕ほ捉そくすれば、果たしてどれほどの人々が虐ぎやく殺さつされることか。


「逃げたとしても同じことでしょう。仮に南東へと逃げ延びたとして、どうなるというんです？　援軍のアテもない、領主の援助も期待できない、それでは今以上の態勢を整えることなんてできません。むしろ移動するのに無む駄だな体力を消しよう耗もうするだけです。それならばいっそここで戦って少しでも時間を稼ぐべきでしょう」


　もちろん、生き延びられるものならば生き延びたい。今のヴェリックには一つ生き残る理由ができてしまった。バルティアスの妻子に、彼の死に様を伝えることだ。


　だが、傭兵たちを退けるという目的がより優先するということは変わりない。もしバルティアスの家族が傭兵たちの毒どく牙がにかかるようなことがあれば、本末転てん倒とうなのだから。


　ヴェリックだけではなく彼の仲間たちもまた、同調するように無言で頷うなずき合った。すでに命は捨てた身である。ここで命尽つきるまで戦うことこそが、これまで犠牲になった仲間たちに殉じゆんじることのできる唯ゆい一いつの道なのだと、誰もが悟さとっていた。


「待ってくれ！　ヴェリック、貴あ方なたの言うことには確かに一理ある。だが、一つだけ誤解がある、援軍は必ず来る。北の魔まの手から人々を救おうという志を持った者が、我らだけということは絶対にない。それゆえに退くべきだと提案しているのだ。戦うにしてもこの場に固こ執しつする必要はない、少しでも南東へと寄るべきなのだ。そうすれば彼ヽと合流できる可能性も高まる！」


　ノーラッドは力強く続けた。なぜ分かってくれないのかと、その言葉には苛いら立だちさえ混じっているようだった。


　しかし、やはりヴェリックを納なつ得とくさせるには至らない。


「援軍が来るとしても、確実に合流できるという保証なんてどこにもないではないですか。それに十人……いえ、百人やそこらの援軍が来たとしても、あの傭よう兵へいたちには太た刀ち打うちできないでしょう。ノーラッド卿きよう、どうかこれ以上私たちの決心を揺ゆるがせないでください。私たちは死ぬつもりでここに残りました。一時的にとはいえ、逃げる道を選べばその決心が揺らぎかねないのです」


「気持ちは分かる。それでも、どうか信じてはくれないか。確かに何千もの援軍がすぐにやってくる可能性は低い。だがあの王国の護まもり手が、人々の苦難を見て動かないわけがない。あと少しだ。あと少し耐たえられれば、必ず彼ヽはやってくる。そうなれば傭兵などものの数ではない」


「…………」


　どうも話がかみ合っていないようだった。


　先ほどからノーラッドは彼ヽという言葉を口にしている。彼ヽらヽではない、彼だ。最初は言い間ま違ちがいかとも思ったが、どうやらそういうわけでもない。しかし、仮に言い間違いでないとして、たった一人の援軍が来ることで一体何が変わるというのか。


　幾いく度どもの戦いを通じてヴェリックは知っていた。どれほどの武人であっても、二人以上の敵を同時に相手にすれば勝ち目など一気になくなるということを。バルティアスのような強者であれば三人ぐらい同時に相手にしていたが、それでもたった三人なのだ。一騎当千という言葉はあるが、実際のところ十人も同時に敵に回せば確実に勝ち目などなくなる。


　あるいは、その彼というのはよほど知略に長たけた人物なのかもしれない。たった数十の味方を率いて何十倍もの敵を相手にできるような。しかしそれこそ話がうますぎるというものである。戦えば必ず兵力は消しよう耗もうするのだ。どれほど優ゆう秀しゆうな将に率いられようと、三度も戦えば百人足らずの部隊など確実に半はん壊かいしてしまうだろう。


　ヴェリックとしては、やはりノーラッドの提案にはまったく同意できなかった。荒こう唐とう無む稽けいに過ぎる慰なぐさめを言われるぐらいなら、いっそ共に潔いさぎよく死のうとでも言ってくれた方がよかったとさえ思う。


　それでも、最終的にはヴェリックは譲じよう歩ほした。


　ノーラッドには一度窮きゆう地ちを救われている。そのノーラッドがこれほど強く主張するのならば、一度ぐらいは従うだけの借りもあるだろうと思ったのだ。


「……そこまで仰おつしやるのでしたら。確かに、援軍が来る可能性が皆かい無むではないのは確かです。元より犬死を望んでいるわけでもありません、その可能性に懸かけてみましょう」


　安あん堵どしたようにノーラッドは息を吐はいた。


「そうか、感謝する。では早さつ速そく道案内を頼たのみたいのだが」


「分かりました。街道を使えば傭兵たちが私たちの後をつけられる可能性があります。ここはあの山の方へ逃げましょう」


　東にそびえる山の一つを指さす。高さはそれほどでもないものの、木々に覆おおわれた大きな山だ。


「細い山道があるんです。あそこへ逃げ込めば絶対に傭兵たちに包囲されることはありませんし、そのまま山を越こえて隣となりのロデズ領まで逃げ延びることもできるでしょう」


「なるほど、いい考えだ。そうしよう」


　農民風ふ情ぜいが騎士に対してこんな偉えらそうに提案すれば叱しつ責せきを買うのではないか。ヴェリックはそんなことまで心配したが、杞き憂ゆうだったらしく、ノーラッドはあっさりと承しよう諾だくした。他の騎き士したちもノーラッドによほど強い信しん頼らいを抱いだいているのか、文句一つ口にすることはなかった。





　こうしてヴェリックたちはひとまず生への道を歩むこととなる。


　その判断が、ヴェリックの人生を予想だにしなかった方向へ変えることになろうとは、もちろん当人でさえ想像もしていなかった。
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　その頃ころ。〈紅こう月げつ団だん〉の団長グラリオもまた策を講じていた。


「それで？　奴やつ等らはどう動いた？」


　戻もどってきたばかりの斥せつ候こうに問いかける。


　一度退きはしたものの、せっかく見つけた敵を見失うようなことはしない。手て練だれの部下を密ひそかに接近させ、その動向を調べさせていたのだった。


「へぇ。あいつら、東の山の方へ逃にげていきやした」


「ほう」


　小こ賢ざかしいにもほどがあった。


　今山の中へと逃げられれば、容易に追いかけることはできない。地の利は向こうにあるのだ。木々に覆われた見通しの悪い山道へと追いかけるようなことをすれば、伏ふく兵へいの格好の獲え物ものである。


「敵ながらいい判断だな。やむを得んか」


　あの巨きよ漢かんの騎士は討うち取ったのだ。血を流したいという衝しよう動どうはまだ収まっていないが、残り滓かすに等しい数十人程度の農民や騎士の集まりを苦労して追いかける理由にはならない。


　もっとも──夏の虫のように、ブンブンと辺りを飛び回られるのも目め障ざわりだ。何も手を打たない理由もない。


「近くにいる傭兵団に追つい撃げきさせておけ。そうだな、百人程度の傭兵団がいい。逃げ遅おくれた農民の群れがいるとでも教えてやれば、また勝手に追いかけるはずだ」


「へい、承知しやした」


　グラリオは立ち上がった。


「さて。我らは東へ向かうぞ。そろそろ別の領地も近いはずだ。新しい獲物の群れでも見つかるかもしれん」


　そろそろ、女子供の甲かん高だかい悲鳴を聞きながらその柔やわらかい肉を切り裂さいてみたいとも思う。それに、団長として部下たちに狂きよう宴えんの機会をくれてやる必要もある。


　楽しみは、まだまだ続くのだ。
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　ヴェリックたちが疲つかれた体に鞭むちを打ってどうにか山の中腹にまでたどり着いたときのことである。


「おい、あれ……！」


　仲間の一人が、自分たちが登ってきた山道を振ふり返って叫さけんだ。


　何事かとヴェリックも目を向ける。


「追っ手だ……！　傭兵どもの追っ手だぞ！」


　森に囲まれた細い山道。その中をうごめく武装した人ひと影かげが見えた。間違いなく傭兵たちだろう。


　この一本道では直に追いつかれてしまうのではないか。新たに同志となった騎士たちの間に動どう揺ようが走った。


「どう思う、ヴェリックどの」


　ノーラッドが問いかける。


「大だい丈じよう夫ふです、何も慌あわてることはありませんよ」


　しかし、ヴェリックに動揺は微み塵じんもなかった。ヴェリックだけではない、これまで共に死線をくぐり抜ぬけてきた仲間たちも同様だった。


「逃げ足だけなら自信があるんです。あそこからここまで登ってくるにはまだ一いつ時とき半はん（三時間）はかかります。しかしここから先は、地元の人間しか知らないような入り組んだ獣けもの道みちになってきます。あの傭兵たちが追いつくことは絶対に不可能ですよ」





　果たして、ヴェリックの言葉通りだった。


　もともと獣道同然だった細い道は、奥おくへ進むにつれてさらに細く、険しくなっていった。


　ノーラッドなどから見れば、道なき道を進んでいるようなものだった。しかし何度もこの道を行き来しているヴェリックからすれば、歩き慣れた街道も同然である。迷うことなく歩を進める。


　間もなく、追っ手の姿はまったく見えなくなっていた。


「直に日も暮れます。そうなれば確実に傭兵たちは追ってこれませんよ。下へ手たに動けば遭そう難なんするだけですから」


　ヴェリックが平然とそう言ってのけると、ノーラッドは安あん堵どしたというよりは呆あきれたように目を白黒させた。


「……驚おどろいた。地の利に詳くわしいとは聞いていたが、これほどまでとは。よくこんな道を迷わずに進めるものだ」


「まあ、商売柄がら必要だったもので。コツは道ではなく目印を覚えておくことですよ」


「なるほど、あのバルティアス卿きようが貴あ方なたに後事を託たくした理由がよく分かった。ついでに、貴方の仲間たちにまったく動揺が見られなかった理由もな。やはり貴方は生き延びるべきだ。やがて来るであろう援えん軍ぐんには、あなたのような力こそ必要となるに違いない」


　確かに、兵力さえあればいつまででもこの地で戦い続け、傭兵たちを翻ほん弄ろうすることもできるかもしれない。もっとも、援軍が来ればの話だが。


「そろそろ我々も夜営の準備をしましょう。さすがに夜の間は私たちも動けませんから」


「ああ、そうだな」


　こうしてヴェリックたちは決死兵となってから六度目の夜を迎むかえることとなる。


　それが多くの仲間たちにとって、文字通り最さい期ごの夜となることも知らずに。
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　翌日のことである。


　早朝から行動を開始したヴェリックたちは、間もなく山を越こえた。


　だが、彼らを待っていたのは、悪夢のような光景だった。


「……なんだよ、あれ……！」


　朝日に照らされたその光景を目にした仲間から、悲ひ壮そう感に満ちた声が上がる。


　山の東側。眼下に映し出される光景。


　大きな草原地帯があった。モンバール領とロデズ領の境である。


　そこに、人がひしめいていたのだ。数え切れないほどの人数である。少なくとも千や二千ではきかない。


　王国軍ではなかった。かといって傭よう兵へいでもない。


　それは、本来ならばもっと遠く、東南の彼か方なたへと逃にげていなければいけないはずの人々だった。


　難民たちである。


「馬ば鹿かな！　なぜ!?」


　ヴェリックは思わず自分の目を疑った。なぜあんなところに難民が留まっているのか。ほんのすぐ近くにまで、残ざん虐ぎやくな傭兵たちが迫せまっているというのに。


「まさか……」


　一つだけ心当たりがあった。領地と領地の間で人々が足止めを喰くらう理由。


　さらに東へと目をこらしたヴェリックは、自分の考えが正しいことを知る。


　モンバール領とロデズ領、二つの領地の境は、木の柵さくで封ふう鎖さされていたのだ。関所である。何千もの人々は、その関所を越えることができず、足止めを喰らっていたのだ。


「なんてことだ……！　ロデズ伯はくは何を考えている!?」


　事の次し第だいを悟さとったらしいノーラッドの声も、怒いかりに震ふるえていた。


　もはや間ま違ちがいない。ロデズ伯は、時勢を読まずに醜しゆう悪あくな貴族の権利の一つを行使──すなわち、人々の移動を制限したのだ。恐おそらくは、自分の領地に大量の難民が押おし寄せ、混乱が起こることを案じて。


「あ……ああ……！」


　猛もう烈れつな脱だつ力りよく感かんがヴェリックを襲おそった。何日にも亘わたって繰くり広げてきた死し闘とうの疲つかれが一気に押し寄せてくる。


　あの集団の中には、自分たちの家族もいるかもしれないのだ。だとすれば、自分たちが命を賭とし、バルティアスたちが命を捨ててまで稼かせいだ時間は一体何だったのか。


「……いや、まだだ」


　このとき、ノーラッドの静かな声が響ひびいた。


「全員、うなだれている暇ひまはないぞ！　すぐ後ろに凶きよう悪あくな傭兵たちが近づいているのだ！　もはや是ぜ非ひもない、我らは我らのできることをすべきだ！　一刻も早くあの難民たちの元へ赴おもむこう！　防ぼう御ぎよの態勢を整えよう、関所を打ち壊こわしたっていい、とにかくやれることをやるんだ！　援軍は必ず来る、少しでも時間を稼ぐんだ！」


　その提案に異議はない。だが、このときに到いたっても援軍などというものを信じているノーラッドが、いっそ忌いま々いましく思えてくる。


「お言葉ですが、援軍なんていつどこからやって来るというのです!?　騎き士しも貴族もみんな自分のことしか考えていない……！　私たちの家族がどうなろうと、あいつらはなんとも思ってないんだ……！」


「来る！　確かにまだ時間はかかるかもしれぬ。だが援軍は必ず来る！　我らは先に逝いった戦友たちに恥はじぬ戦いをしていればいい！」


　あの手て強ごわい傭兵団を蹴け散ちらせる規模の援軍など、一体どこに存在するというのか。可能性があるとすれば近きん隣りんの貴族が私兵を率いてやってきてくれることぐらいだが、モンバール伯やロデズ伯がそうであったように、どこの貴族も保身しか考えていないのは明らかだ。唯ゆい一いつの頼たのみである王国軍はまだはるか彼か方なただというし、あるいは反乱軍だか解放軍だかがやってきてくれるというのか。それにしたって今日中に援軍がやってこなければ、間違いなく傭兵たちによる死の嵐あらしが吹ふき荒あれるだろう。ノーラッドの言うように都合良く事が運ぶとは到とう底てい思えない。


　だが、それでもノーラッドは一つだけ良いことを言った。


　先に逝った戦友たちに恥じぬ戦いをしようと。


　──そうだ。


　自分たちは死を覚かく悟ごした身なのだ。どんな状況になろうと、やることは一つなのだ。


　ヴェリックは、幾いく度どもの死線を乗り越え、ボロボロになった仲間たちを振ふり返った。


「行こう、みんな。最後の最後まで、家族を救える可能性に懸かけるべきだ。死んでいった仲間たちがそうしたように」










　第七章　哀あい鴻こう遍へん野や
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「これはこれは。まさか、こんなところで我らを待っていてくれたとはな」


　グラリオは、頰ほおが緩ゆるむのを抑おさえられなかった。


　山間の街道を抜ぬけた〈紅こう月げつ団だん〉を待っていたのは、数千にものぼる難民の群れだった。確かにそろそろ難民の群れの一つも見つかるとは思っていたが、これほどとは思わなかった。


　女子供はよりどりみどり。戦えそうな男も混じってはいるが、誰だれも武器など持ってない。あそこへ部下を解き放てば、さぞかし愉ゆ快かいなこととなるだろう。


「さぁて。血の宴うたげの始まりだ。くっくっく、参ったな、笑いが止まらぬわ」


　そのとき〈紅月団〉の団員たちは、思わず寒さむ気けさえ覚えていた。団長グラリオの顔に浮うかんでいた笑えみは、それほどに悪あく魔まじみていたのだ。


　やがて自分たちの存在に気付いたのか、風に乗ってかすかに悲鳴が聞こえ始めた。いや、それはグラリオにとっては悲鳴ではない。自分たちを歓かん迎げいする歓かん喜きの声だった。


　彼らの期待にはぜひとも応こたえてやらなければならなかった。


「まずは挨あい拶さつ代わりだ。全員、弓構え！　一いつ斉せい射しや撃げき態勢！」


〈紅月団〉がその名を馳はせているのには、その残ざん虐ぎやくさもさることながら、並みの軍隊では到とう底ていかなわないような統率の取れた行動が可能だということに一因がある。傭よう兵へいたちは剣けんや斧おのだけではなく弓をも持ち歩き、必要とあればいつでも歩兵から弓兵になった。


　そしてグラリオの命令が下ったこのとき、五百近い傭兵たちは見事な動きで横三列の射しや撃げき態勢を取った。


「番つがえ、二本！」


　傭兵たちは二本の矢を同時に番えた。威い力りよくは低くなる上に命中率も下がるが、この射撃は難民たちに挨拶をしてやるのが目的である。重要なのは数だった。


「放てぇ！」


　空に千もの矢が放たれた。


　矢は空を泳ぎ──貧しい朝あさ餉げを終えたばかりの難民の群れへと降り注いだ。





　グラリオがもっとも見たがっていたものが、地上に具現した。





　突とつ然ぜんの凶きよう器きの雨に人々が体を射抜ぬかれ、絶ぜつ叫きようを上げる。


　恐きよう怖ふの絶叫はたちまち数千の難民たちに感かん染せんし、大混乱が生まれた。


　誰もが一目散に逃にげ出そうとし、押おし合いへし合い、傷つけあい、罵ば声せいと悲鳴が響ひびき渡わたり、親とはぐれた子供は泣き叫さけぶ。さらには混乱の最中、難民たちが使っていた天幕に朝餉の火が燃え移ったらしく、火の手まで上がった。


「ははははは！　泣き叫ぶがいい、羊どもが！」


　ぞくぞくする。この地じ獄ごくのような光景を見たいがために、グラリオははるばるやってきたのだ。


　そして、グラリオはついに命令をくだした。


「待たせたな、おまえたち。やれ！　殺そうが犯おかそうが、好きにしていいぞ！」


　五百足らずの人の形をした獣けものの群れは、歓かん呼この叫びを上げ、各おの々おのの欲望を満たすべく難民たちに襲おそい掛かかった。
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「遅おそかったか……！」


　そのころ、ヴェリックたちはどうにか山を下りたところだった。


　ヴェリックたちの位置は難民たちの南南西の辺りだった。すでに西から攻せめかかった傭兵により、難民たちは恐きよう慌こうを起こしている。狼おおかみに追い立てられる羊の群れのような光景だ。


　しかも東側の領境には未いまだ柵さくが健在し、唯ゆい一いつの逃げ道を封ふう鎖さしている。


「くそ、傭兵の奴やつ等ら！」


「行こう！　あの中には俺の家族がいるかもしれねえんだ！」


　仲間たちは武器を構え、今にも飛び込んで行こうとしていた。


　敵の数は数百。今、あの混乱の坩る堝つぼへと飛び込めば、間ま違ちがいなく自分たちは死ぬだろう。


　それでも、止めることはできなかった。家族があの中にいるかもしれないのだ。今動かずに何のための決死隊か。


「ノーラッドさま。こうなった以上、もはや一刻の猶ゆう予よもありません」


　ヴェリックの言葉の意味を、ノーラッドは瞬しゆん時じに悟さとってくれたようだった。


「そうだな、是ぜ非ひもない。騎き士し隊、聞け！」


　ノーラッドは馬に飛び乗ると剣を抜き放った。


「我らが日々武ぶを錬れん磨ましてきたのはこのときのためだ！　命令する、最後の一兵にいたるまでことごとく戦死して果てよ！　我らの命と引き換かえでもいい、一人でも多くの持たざる者を救うのだ！」


「応っ！」


　騎士たちは怒ど号ごうで応じると、先を争うようにして戦列を組んだ。


「ノーラッド卿きようにいいところをすべて持っていかれるわけにはいきませぬ、最後ぐらいは一番槍やりの名めい誉よを賜たまわらせて頂きたい！」


「いいだろう、逝ゆけ！　私もすぐに後を追う！」


「指揮官があまり早く来られては我ら部下は気が休まりませぬ。ノーラッド卿はどうぞごゆるりと！　それでは！」


　数十騎足らずの騎士たちは突とつ撃げきを開始した。


　さすがノーラッドに付いてきた騎士である。彼らもまた、人々のために自分の命を投げ出す覚かく悟ごを持っていたようだった。


　つくづく思う。あのような高潔な騎士たちの志が、もう少しばかり貴族たちに残っていればと。


「俺たちも行こう！　家族を守るんだ！」


「おお！」


　もはや待ってられないとばかり、農民たちもまた気合の声と共に騎士たちを追って走り出す。


　ヴェリックもそれに続こうとした。


　しかし、その行動は止められることとなる。


「待て、ヴェリックどの！　貴あ方なたは駄だ目めだ、死に急いではいけない！」


　馬の巨きよ体たいに遮さえぎられる。


　ただ一人残っていたノーラッドだった。


「なぜ止めるのですか!?　あの中には私の家族もいるのかもしれないのです！　今戦わずしていつ戦えと仰おつしやるのですか！」


「分かっている！」


　ノーラッドは馬から飛び降りてまで、今にも駆かけ出しそうなヴェリックの体を押おしとどめた。


「だが望みを捨ててはいけない、援えん軍ぐんはきっと来る！　そしてその援軍には必ず貴方の力が必要になるはずだ！」


「買いかぶり過ぎです、私の力など何の足しにもなりません。事実、この光景が生まれることを止めることもできなかったのですから。それに、今すぐ都合良く援軍が来る可能性なんてどれだけあるというのです!?　どうか今は戦わせてください！」


「そうはいかない。貴方一人が戦いに加わったところで何も変わらない。だが貴方の経験を存分に活いかす機会が生じれば、より多くの人が救われるはずだ！　それが分かっていてみすみす貴方を死なすわけにはいかない！　ご免！」


　不意打ちだった。


　ノーラッドは剣を握にぎり締しめたこぶしを、ヴェリックのみぞおちに叩たたき込こんだのだ。


「そ、そん……な」


　意識が遠くなる。


　──駄だ目めだ！　ここで眠ねむるわけには！


　すべての意思を総動員し、どうにか意識を繫つなぎとめようとする。しかし体はすでに言うことを聞かなかった。無意識のうちに膝ひざを突つき、視界はだんだんと真っ暗になる。


「後を、頼たのみます」


　そんなノーラッドの声がかすかに聞こえたところで、ヴェリックの意識は途と絶だえた。





「ふ、ふざけるな……！」


　腹部の痛みに赤ん坊ぼうのように丸まりながら、ヴェリックは意思の力で意識を覚醒させた。


　共に決死隊に加わった同郷のウィストンも死んだ。バルティアスも死んだ。


　今やその死者の列に、娘むすめの想おもい人であるトルヴィスや、家族そのものまで加わろうとしているのだ。


　そんなことになっては生き延びても仕方がない。ここで戦って死んだ方がよほどマシだ。


「くっ！」


　目をこじ開ける。


　立ち上がる。ようやくみぞおちの痛みは薄うすれてきていた。


　槍やりを杖つえ代わりに歩き出そうとする。だが、目に飛び込んできた光景に、ヴェリックはみぞおちを殴られること以上の衝撃を受けることになる。


「そ、そんな……！　やめろ！　やめてくれ……！」


　意識を失った時間はほんの一いつ瞬しゆんだけのはずだった。しかし、思っていた以上に時が経過していたのかもしれない。


　地じ獄ごくはさらにその凄せい惨さんさを増していた。


　傭よう兵へいたちは狂くるったような笑えみを浮うかべながら容よう赦しやなく武器を振ふるい、目に付いた者を片っ端ぱしから殺していく。


　ノーラッドや仲間たちも、まだ果か敢かんに彼らに立ち向かっている。しかし、勇将の下に弱兵なしということだろう、〈紅こう月げつ団だん〉の傭兵たちは、その誰もが強かった。その上、数百と数十とでは勝負にもならない。次々と討うち取られ、まだ戦っているのはもう十数人だけだった。


　傭兵たちはまさしく地獄に住むという悪あつ鬼きそのものだった。逃にげようとする男に背中から剣を突き立て、命いのち乞ごいする老ろう婆ばの顔を地面に押し付けて首をはね、泣き叫さけぶ子供を無造作に蹴けり飛ばし、踏ふみ潰つぶした。若い女を見つければ即そく座ざに押し倒たおそうとし、それを阻はばもうとした家族は容よう赦しやなく殺されていった。


　少しでもそんな凶きよう行こうを止めるため、ヴェリックも仲間たちと共に戦おうとした。しかし、この連日の疲ひ労ろうが一気に襲おそってきたようで、体がまったく言うことを聞かない。


　それでもヴェリックは一歩一歩地獄の中へと入っていき──そして、ついに見つけてはいけないモノを見つけてしまう。


　地面に横たわった、娘の想い人の成れの果てである。


「ま、まさか……！」


　慌あわててその傍そばに駆かけ寄る。


　自分の見み間ま違ちがいであってくれればというかすかな希望は、あっさりと打ち砕くだかれた。


「トルヴィス！　ああ、そんな、そんな……！」


　がっくりと膝を突く。とめどなく涙なみだが溢あふれた。


　命に代えてでも守ろうとしたモノが、容赦なく壊こわされていく。


　バルティアスたちは、仲間たちは一体何のために命を賭として戦ってきたのか。自分たちのやってきたことがすべて無む駄だになっていくかのような光景に、ヴェリックは頭を抱かかえて泣き叫んだ。


「神よ！　神よ、神よ！　なぜ我々にこのような仕打ちをなさるのです！　なぜ我々に一片の慈じ悲ひもお与あたえにならないのですか……！」


　返ってきたのは、神の言葉などではなかった。


「へっへっへ、何を叫んでやがる？」


　自分の叫び声を聞きつけたのだろう。血に染まった斧おのを持った傭兵が、ヴェリックの前に立ちはだかった。


　どうやら自分の番も来たらしい。もはや抵てい抗こうする気力も失われていた。


　強く目を閉じ、祈いのる。


「神でも、悪あく魔までもいい。どうか……どうか、皆みなを助けてやってくれ！　私の命と引き換かえでも構わない！　誰か、誰かぁ……！」


「ごちゃごちゃうるせぇな！　とっとと死んじまえよ！」


　傭兵の斧が、ヴェリックの首筋めがけて振り下ろされる──。





　はずだった。





　果たして、ヴェリックの願いは聞き入れられることとなる。
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　グラリオは大地が赤く染まっていくその光景を満足げに眺ながめていた。これが見たいがために、はるばる傭兵を率いてやってきたのだ。


「せっかくだ。もっと油を注いでやるとしようか」


　見れば、関所だろうか、東の方に難民たちの逃げ道を阻はばんでいる柵さくがある。


　西からやってきた自分たちから逃のがれようと、難民たちはそこに殺さつ到とうしていた。あの勢いでは柵が壊こわされかねない。そうなればせっかくの獲え物ものを逃してしまうことになる。


「集合！　弓構えぇ！」


　号令が下ると、グラリオの周囲に残っていた五十人ほどの傭兵が集つどい、あっという間に一いつ斉せい射しや撃げきの態勢を整えた。


「番つがえ、二本！　目標は柵の前に集まっている難民どもだ！　……放てぇ！」


　放たれた矢は、密集している人々に降り注ぎ、新たな犠ぎ牲せいと混乱とを巻き起こす──。





　はずだった。





「ば──馬ば鹿かな！」


　グラリオはあまりにも馬鹿げた光景に、思わず自分の目を疑った。


　人々に降り注ぐはずだった矢の雨が、突とつ如じよ吹ふいた一いち陣じんの風によって吹き散らされたのである。
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　このとき、目を閉じて自分の命の終しゆう焉えんを待っていたヴェリックは、二つの異変を感じていた。


　一つは、突とつ然ぜん背後から吹き付けた強い風。


　そしてもう一つの異変は、自分の首を刈かり取るはずの斧おのが、いつまでたっても振り下ろされないことである。


　どうしたのかと目を開ける。


「あ……」


　そしてヴェリックは、それを見た。





　その騎き士しは、大きな馬にまたがり悠ゆう然ぜんとヴェリックの前に立っていた。





　身に着けているのは赤い甲かつ冑ちゆうに赤いマント。奇き妙みようなことに、両手にそれぞれ剣けんを持っている。しかも右手に持つ剣は、すでに鮮せん血けつに染まっていた。


　ようやく自分の首に斧が振り下ろされなかった理由を悟さとる。自分を殺そうとしていた傭兵は、騎士の操あやつる馬の足元に転がっていたのだ。首を切断された状態で。


　草原の地じ獄ごくはいまだ続いている。だが、その騎士の周囲だけはまるで時が止まったようだった。逃げ惑まどう人々も、狂きよう乱らんに興じていた傭兵たちも、誰もが突然戦場に現れたその赤の騎士を見上げている。


　不意に、騎士が振ふり向いた。


　その横顔を見たヴェリックは、思わず衝しよう撃げきを受ける。


　かなり若い。長スコ男ツトと同じぐらいではないか。


　それにしても、なんと真っ直すぐな目をしていることか。いかなる障害、いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、決して曲げることのできないであろう真っ直ぐな瞳ひとみだ。


　赤ずくめの騎士は、何かを見つけたのか剣を収めて馬を降りた。そして足元に倒たおれていた少年──トルヴィスの亡なき骸がらを見つめる。


「……まだ息がある」


「なんだって!?」


　騎士の声に、慌あわててヴェリックはトルヴィスの元へ駆かけ寄った。


　泥どろと血にまみれ、みじろぎもしないトルヴィスの姿は、やはり死体にしか見えない。


　だが、息はまだあった。恐おそらく頭部に打だ撃げきを受けて意識を失ったのだろう。頭からも出血はしているが傷口は決して大きくはない。死にそうには見えなかった。


　若い騎士は、その真っ直ぐな瞳でヴェリックを見た。


「ここは危険だ、東へ逃にげろ。この少年も、傷口を止血して安静にしていれば助かるだろう。私の馬を使うといい」


「で、ですが東へ行こうにも封ふう鎖さされています」


「あの柵のことか。それなら問題ない、すぐにでも切り払はらわれるはずだ」


「へ……？」


　意味が分からない。


　切り払うとは一体どういうことか──と、視線を東に向けたとき。


　あり得ないことが起こった。


　また風が吹いた。そして、柵を繫つないでいた縄なわが次々と切れていったのだ。間もなく、東西を隔へだてていた柵はがらがらと音を立てて崩ほう壊かいしていった。


　わけが分からない光景だった。強しいて気になることがあるとすれば……先ほどから吹き荒あれ始めた風と何か関係があるのだろうか。


「行け。早く」


「は、はい」


　とにかく、トルヴィスを救う好機である。ヴェリックはトルヴィスを担かつぐと、急いで馬に乗った。これほど大きく立派な馬に乗るのは初めてだったが、気にしている暇いとまもない。


「あ、あなたはどうするのですか、騎士さま」


「決まっているだろう」


　赤い騎士は、目の前の傭よう兵へいたちをにらみつけた。


「無法者どもを、なぎ払う」


　赤いマントをたなびかせ、悠然と立ちはだかる騎士。


　その後姿には、なぜか見み覚おぼえがあった。


　同時に、ヴェリックはある言葉を思い出すことになる。


「……ファノヴァールの……騎士？」


　それは六年前──いや、八十年の長きに亘わたって北の侵しん略りやくから人々を救い続けた英えい雄ゆうの代名詞。


　このときに至って、ヴェリックはようやく悟さとった。


　昨年、一人のファノヴァールの騎士が亡なくなった。だが、その名と志は受け継つがれたのだということを。


　時を重ね、その姿は変われども、決して何一つとして変わることなく。





　　　　　　　２





　──せめて、あの少年一人でも助かって欲ほしいものだ。


　見知らぬ男を乗せた愛馬が後方に行くのを見届けながら、アレスはそんなことを思っていた。せめて一人でも命を救えたという事実がなければ、何より自分が許せない。


《よいのか？　戦いを前に、自じ慢まんの愛馬を手放すなど》


　不意に、パンドラが傍かたわらに姿を現した。


「構わん」


　敵と戦うのならば、馬はあった方がいい。だがそれも状じよう況きようによりけりだ。騎き乗じよう戦せん闘とうは突とつ破ぱ力には優すぐれるが、単たん騎きでは敵を殲せん滅めつすることは難しい。単純な話だ、地面に伏ふせられてしまえば、馬上から剣を振り下ろしても届かないのだから。


　ゆえに、今は馬は必要ない。今必要なことは──すべての悪を殺し尽つくすことなのだから。


《よい顔をしているではないか、我わが契けい約やく者よ》


　再度脳のう裏りにパンドラの声が響ひびいた。


《せっかくこの場へと案内してやったのだ、せいぜい汝なんじの本ほん懐かいを遂とげるがいい》


「…………」


　いつもなら、なぜそんなに自分を戦いくさに巻き込みたいのかと、苦情の一つも口にしていたところだろう。


　だが、今日ばかりは違ちがう。確かに、この場に来れたのはパンドラの助言があったからに他ほかならないのだ。


　アレスはあらためて辺りの光景を見つめた。





　それは地じ獄ごくだった。





　かつて賊ぞくの類たぐいに襲おそわれた集落を目にしたことはある。自分の故郷を燃やされたこともある。屍しかばねなど飽あきるほど目にしてきた。


　だが、これほど多くの女子供の惨ざん殺さつされた死体を目にしたことはなかった。


　甘あまかった。心のどこかで想定し切れていなかった。北の傭兵の残ざん虐ぎやくさは何度となく父から聞かされたこともあったが、これほどだとは思わなかった。


　ふつふつと怒いかりがわき上がる。クラウディアの言ったことは正しかった。パンドラの道案内には感謝すべきだ。自分は一刻も早くここへ来るべきだったのだから。


「き……貴様ら……！」


　歯ががちがちと震ふるえる。その瞳には、涙なみださえ滲にじんでいた。


　なぜ無む辜この人々が、こうも無残に殺されなければならないのか。


　なぜ自分は、もっと早くこの地に来ることができなかったのか。


　抑おさえきれない怒りと悔くやしさのせいで、体中が震える。
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「てめえ。よくも仲間を殺やりやがったな？」


「ふざけたガキだ。たった一人でノコノコと」


　アレスの周囲に、傭兵たちが集まってきていた。


　その数は、たヽっヽたヽ五人。


「……クラウディアさまの名にかけて、すべての持たざる者に剣の守りを」


　アレスはそう呟つぶやきながら、左手に剣を抜ぬき放った。


　それはアレスが幼少の折おり、寝床で父から何度も聞かされた言葉だった。かつて初代ファノヴァール家当主は、戦いを前にしたときいつも儀式のようにそう口にしたという。もっとも原文ではクラウディアではなく国王の名にかけてだったが。


　戦場で冷静さを失うのは命取りである。クラウディアの名を口にすることで、少しでも気を落ち着けたかったのだ。


「我が家名にかけて、すべての悪に鉄の裁きを！」


　次に、父より受け継ぎし宝ほう剣けんを右手に抜き放つ。


　直後、赤の騎士の声は、草原に響ひびき渡わたった。





「ファノヴァールの騎士の力！　その身に刻むがいい！」





　アレスは地を蹴けった。


　一番近くにいた傭兵との距きよ離りを瞬しゆん時じに詰つめ、右の剣を振ふるう。


　首が飛んだ。


「……へ？」


「な──なんだ？」


　残った四人の傭兵たちが呆ほうけたような声を出す。その隙すきを見み逃のがすアレスではない。二人目の獲え物ものへ駆かけ寄り、再び右の剣を振るった。瞬またたく間に二つ目の首が地面に転がる。


「や、やべえ！　なんだこいつ！」


　ここで傭兵たちは、ようやく警けい戒かいしたように武器を構えた。だが遅おそすぎる。三つ目。


　あまりにも非現実的な光景に、残る二人は恐きよう怖ふに駆られたようにアレスに飛びかかった。二本の斧おのが同時にアレスに振り下ろされる。


　しかしアレスは左の剣を振るって二本の斧の軌き道どうをまとめてそらすと、がら空きになった二人の首めがけ、まるで小枝を振るかのように無造作に右の剣を振るった。


　二つの首が、同時に宙を舞まった。


　こうしてまず五人の傭兵が、人生最悪にして最後の時を味わわされることとなった。


　だがそれは、ほんの始まりに過ぎなかった。







　　◆　　




「……し、信じられない」


　馬を駆りながら背後を振り返ったヴェリックは、そのとき誰もが抱いだいていたであろう平へい凡ぼんな感想を口にした。


　たった一人の騎士が、たった二振りの剣を手に、すべてを圧あつ倒とうしていた。


　すさまじい速度で地を駆け、その途と上じようにあるすべての敵を飲み込み、一瞬で赤く染める。たった一人の人間があれほどの強さを発揮できるのかと、いっそ感動すら覚えるほどだった。それは竜たつ巻まきという苛か烈れつな単語で表現してもなお足りぬほどだった。まだ一度も見たことはないが、火の山から押おし寄せる灼しやく熱ねつの溶よう岩がんとはああいうものではないかとさえ思う。


　だが、血みどろの戦場でアレスの存在はあまりに目立ち過ぎた。その勢いを止めようと、血に酔よった恐おそれ知らずの傭兵が次々に押し寄せる。


　しかし、赤の騎士は退かない。退くという概がい念ねんを知らないようでさえあった。地を駆け、跳ちよう躍やくし、赤いマントを翻ひるがえし、目にも止まらぬ早さで剣を振るう。まるで剣けん舞ぶでも舞まっているかのような流りゆう麗れいさだった。そして赤の騎士が一歩進む度たびに、死と絶望と希望とが振りまかれるのだ。


「あれが……ファノヴァールの騎士の力なのか……！」


　もはやあれを人と表現することすら憚はばかられる思いだった。人の形をした災さい害がいとでも呼ぶ方がよほど適切だと思える。人の力では竜巻や溶岩に勝てないというのは道理なのだから。


　このときばかりは恨うらみを抱いていたはずの敵に心から同情する。そして、ノーラッドの言葉の意味がようやく分かる。あれこそが待ち望んだたった一人の援えん軍ぐんだったのだろうと。







　　◆　　




　体中に傷を負いつつ未いまだ孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたノーラッドもまた、戦場の異変を察知していた。そして、その原因も。


「は……ははっ！」


　やはり来たのだ。あの男が。騎き士し道どうに殉じゆんじた赤の騎士が。


　ノーラッドは高らかに叫さけんだ。


「侵しん略りやく者しやどもよ、瞠どう目もくして聞くがいい！　貴様らの天敵がやって来たぞ！　ただ一人からなる無敵の軍勢、王国の守り手たる我らがファノヴァールの騎士がな！」







　　◆　　




　キホルテ平原の戦い以降、アレスは人を殺すための戦いくさを何度も繰くり返してきた。そして、ただの兵士では得ることのできない多大な経験を得ていた。


　すなわち、傭よう兵へいたちにとって極きわめて不幸だったことに、アレスの効率的に人を殺す技量は、以前よりも遥はるかに上がっていたのである。


　機先を制し、敵に囲まれないよう迅じん速そくに動き、そして絶えず一対一で戦える状じよう況きようを維い持じし、剣けん技ぎで圧あつ倒とうして確実に仕留めていく──。その動きはもはや芸術の域にまで洗練されていた。


　さらに、この戦いはアレスにとってまったく容よう赦しやする必要のない戦いだった。


　たとえば反乱軍が相手ならば、できれば命までは奪うばいたくないという思いが常にあった。しかし戦場において、相手を殺さぬよう手加減するのは至難である上に、とどめを刺させるときに刺せなければ自分の背後を襲おそわれる余地を残すことにもなる。


　だが、鬼き畜ちくにも劣おとる傭兵が相手ならばその必要は微み塵じんもなかった。ただ殺すだけの戦いは、アレスにとってはむしろ楽だと思えるほどだった。


　傭兵たちにとってはすべてが最悪だった。


　彼らは、逃にげる難民たちを背中から襲おそいかかることに夢中になっていたがゆえに、持ち前の組織力を失っていた。さらに、彼らは一方的に敵を虐ぎやく殺さつすることに慣れきっていた。


　ゆえに、目の前で次々と仲間が斬きり殺されていくのを見せられた結果、相手の技量すら推おし量はかることができず、ただただ各個撃げき破はされていくのを待つことしかできなかったのだ。


　だが、ただ一人だけは違ちがった。


　団長グラリオである。





「……なるほど、やるではないか。世の中広いものだ、あれほどの騎士が実在するとはな」


　ミレスデン軍本隊の信しん頼らいも得ておらず、いつ使い捨てられてもおかしくない〈紅こう月げつ団だん〉が今まで生き残ってこれたのには理由があった。


　グラリオという団長が、ただ腕うでの立つだけの剣士ではなく、用兵家としての能力も傑けつ出しゆつしていたためである。


「慌あわてるな！　敵は勢いに乗じた一人だけだ！」


　怒ど号ごうが轟とどろき、傭兵たちは戦意を取り戻もどした。それは指揮官への信頼というよりは恐きよう怖ふに起因する。〈紅月団〉において団長の命令を無視することは、常に死を意味しているのだ。


「ウォートン、部下を率いて奴やつを足止めしろ！　退けば私が殺す！」


　グラリオは見み抜ぬいていた。赤い騎士の戦いぶりは確かに苛か烈れつだ。しかし所しよ詮せんは単たん騎き。ならば戦いようはある。


　命令に従い、ウォートン率いる二十人の大男たちが、騎士の足止めに向かう。力自じ慢まんの男たちだ。彼らの着ている鎧よろいは厚く、簡単にやられることはない。


「弓構え！　一いつ斉せい射しや撃げきの準備！」


　矢や継つぎ早に命令を下す。それは動どう揺ようを抑おさえる効果もあった。人というものは明確な目標さえ与あたえられれば落ち着くものだということを、グラリオは知っていた。


　そして狙ねらい通り、赤い騎士はウォートンたちに動きを阻はばまれる。


　だが──やはり尋じん常じようではなかった。〈紅月団〉の精せい鋭えいでもあるウォートンたちが、足止めしかできていない。それどころか赤の騎士は風のような早さでウォートンたちを翻ほん弄ろうし、次々とその体を切り落としていく。


「……信じられん！」


　さしものグラリオも、動揺を隠かくせなかった。


　本来ならグラリオの合図を待ってウォートンたちが飛び退のき、そこへ矢を射かけるという計画だった。だが、到とう底てい間に合いそうにない。まばたきを一度する度に、ウォートンの隊員は一人ずつ消えていくのだ。


「ええい、放て！　殺せ、殺すのだ！」


　数十本の矢が同時に放たれた。


　それはウォートンたちをも巻き込むことになるが、誰も躊ちゆう躇ちよはしなかった。今あの騎士を殺さなければ、次は確実に自分たちの番だという恐怖に駆かられた結果である。


　赤い騎士がどれほど人間離ばなれした剣士であろうと、ウォートンたちと剣を交えているそのときに四方八方から矢を放たれれば防げるはずはない。文字通り必殺の一いち撃げきだ。


　だが、グラリオたちの攻こう撃げきは失敗することとなる。グラリオは失念していた。先ほど逃げ惑まどう人々に向かって放った矢がどうなったかということを。


「馬ば鹿かなぁぁぁ!?」


　その光景に、思わずグラリオは絶ぜつ叫きようした。


　騎士を中心に、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれたのだ。そして騎士を射貫くはずだった矢は、簡単に風に吹き飛ばされる。


　理り不ふ尽じんにもほどがあった。一体何がどうなればこんな馬鹿げた光景が現実のものとなるのか。


　一方、赤の騎士はまるで風が吹くことが分かっていたかのように剣を振ふり続け、ついにウォートンたちの包囲網もうを打ち崩くずした。







　　◆　　




「まったく、呆あきれるわね。これじゃあたしたち、完全に脇わき役やくじゃない」


　アレスがたった一人で戦せん況きようを覆くつがえしていくその様を見ながら、ミーアは呟つぶやいた。


　難民やアレスに降り注ぐ矢を風で振り払ばらい、そして領の境にあった柵さくを壊こわした後は、大してすることもなかった。


　やたら露ろ出しゆつの高い衣い装しようで立っていたせいだろう、見るからに下品な顔をした何人かの傭兵がこちらへ来たりもしたが、ミーアの傍そばには頼たよれる護衛がいた。


　幼おさな馴な染じみのルークと、アレスが護衛のためと置いていってくれた従者レオンである。二人はアレスほどではないものの、堅けん実じつな戦い振りでミーアに敵を近づけることはなかった。


「これはちょっと、目もく論ろ見みどおりには行きそうにないわよ、ジェレイド」


　トゥールスレン城じよう砦さいを旅立つとき、ジェレイドから受けた命令を思い出す。


　解放軍の象しよう徴ちようたる〈風の戦いくさ乙おと女め〉を北に派は遣けんし、傭兵から人々を守らせる。その話が人々の間に広まれば、解放軍の名声は一気に高められるだろう──と。


　しかし、それにはあのアレスより目立たなければならない。一体何をどうすれば、あれより目立つことができるというのか。


「か、勝てない……。あんなのにどうやったら勝てるんだ……？」


　そのとき、アレスの従者であるレオンもそんなことを呟いていた。


　思わず同情してしまう。このアレスの従者が、主あるじに対たい抗こう心を燃やしているというのは旅をしている間になんとなく分かった。


　確かに、あんな主になど勝てるわけがない。お互たがいとんでもない宿敵を持ったものだと、慰なぐさめてやりたいほどだった。







　　◆　　




「ひ、ひいい！」


「あれは化け物だ！　俺たちが敵かなう相手じゃねえ！」


　赤い甲かつ冑ちゆうを返り血でさらに赤く染め上げ、全身に殺気をみなぎらせた深しん紅くの騎士。目が合っただけでも、殺されるのではないかという思いにさえ駆かられる。


　そのあまりに化け物じみた姿を見せられたせいだろう。再び団員たちの間に恐きよう慌こうが走った。ついに身を翻ひるがえらせて逃げる者が続出する。


「退くな貴様ら！　退くなと言っているだろう！」


　グラリオは曲刀を振りかざし必死に押おしとどめようとしたが、二度目の恐慌を抑おさえることはできなかった。


　さらに、その行動がグラリオに一つの不幸を呼んだ。


　深紅の騎士に、誰が傭よう兵へいたちの指揮官かを教えてしまったのである。


「ちっ、くそ！」


　ついに赤い騎士はグラリオに襲いかかった。


　すかさず曲刀を抜ぬき放ち、応戦する。


　何十という名のある武人を斬きり殺してきたグラリオである。その技量をすべて発揮すれば、勝てない相手などいるわけがないという自負もあった。


　だが、それはただの思い込みだった。戦いはグラリオの防戦一方だった。


　斬り、突つき、払はらい。すべての洗練された技わざは、赤の騎士が持つ左の剣に簡単に弾はじかれた。


　そして右の剣は、よけることすらできない速度でグラリオに襲いかかった。かろうじて曲刀で受け止めるのが精せい一いつ杯ぱいだったが、その度たびに曲刀ごと体を削けずられるような衝しよう撃げきが走る。


「ば、馬鹿げてる！」


　かなうわけがない。この騎士が自分たちと同じ人間だとは思えなかった。


　確かに人の形をしている以上、一応は人なのかもしれない。だが、間違いなく悪あく魔まの類たぐいが取り憑ついているとしか思えない。そう、血を好む深紅の悪魔が。


　グラリオは最後の渾こん身しんの一いち撃げきを、赤い悪魔憑きに叩たたきつけた。


　もちろん、いとも簡単に防がれる。だがそれは想定していたことだ。グラリオは弾き返される反動を利用し、後方へと跳とんだ。


「きょ、今日のところは、これまでだ！」


　身を翻ひるがえすと一気に地を駆ける。


　今、団長である自分が逃にげ出せば、この傭兵団は完全に崩ほう壊かいするだろう。しかし、傭兵であるグラリオにとって、もっとも重要なものは自分の命なのだ。それが守れるのなら部下がどうなろうと知ったことではない。


　敏びん捷しようさにだけは自信があり、それゆえにこれまでの激しい戦いを生き延びることができたのだ。どれだけ人間離ばなれしていようと、重い甲かつ冑ちゆうを着た騎士から逃げることなど造作もない。


　だがそのとき。


　グラリオは、背後でささやかれたその声を聞いてしまった。





「待て」





「ひっ……!?」


　思わず悲鳴を上げていた。


　それがあまりにも冷たい声だったからだ。まるで自分を地じ獄ごくの底に引き込もうとする悪魔のような。







　　◆　　




　アレスは逃げようとする男の背をじっと見つめた。


　あの男こそがこの地獄を作り出した元げん凶きようだということは分かった。そんな男が報むくいも受けず逃げることなど、許されるわけがない。


　今日はすでに無数の不条理が現出したのだ。せめて一つぐらい道理に合ったことをなさねばならない。


　すなわち、因果応報である。


「待てと──」


　アレスはすぐ近くに落ちていた槍やりを無造作に拾い上げた。


「言っているだろうがぁあ!!」







　　◆　　




　背中越ごしに振ふり返ったグラリオが見たもの。


　それは、自分の顔めがけて真っ直すぐに飛んでくる一本の槍だった。


「うわあああああああああ！」


　瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふがグラリオを支配した。一心不乱、転がるように身をよじる。


　それは身のこなしの軽いグラリオだからこそできた芸当だった。頭を貫つらぬかんと飛来した槍は、かろうじてグラリオの右頰ほおを大きく削るだけに留まった。


　代わりに、グラリオのすぐ後ろにいた部下の頭を貫く。


　ただの投げ槍ならばただ刺ささるだけだっただろう。だが、アレスの投じた槍は、頭を刺し貫くだけでは飽あき足らなかった。頭ず蓋がいを貫き、その内部ですべての衝しよう撃げき力を解放し、押おし潰つぶされた西す瓜いかのように内側から破は裂れつさせたのだった。


「ひ、ひいいいいい！」


　少しでも回かい避ひが遅おくれていれば、爆はぜていたのは自分の頭だっただろう。


　もはや恥はじも外聞もない。飛び散った脳のう漿しようにまみれたグラリオは、恐きよう怖ふに失禁さえしながら、これまで決して手放すことのなかった曲刀さえも放ほうり捨て、命からがら逃げ延びていった。





　　　　　　　３





「逃のがした、か」


　アレスはぽつりと呟つぶやいた。


　まさかあの槍を避よけるとは、敵ながら大したものだった。そして、その逃げ足の速さも。


　これほどの惨さん状じようを作り出した張本人である。逃がしたくはなかったが、さすがにもう追いつけないし、槍を投げても届かないだろう。


　だが、敵の大将が命からがら逃げるのを見せつけることができたためだろう。もはや戦いを続けようとする者はいなかった。


「…………」


　勝利である。しかし、微み塵じんも嬉うれしいなどとは思えなかった。


　クラウディアの期待に応こたえ、傭兵たちから持たざる者を守ることができた──とは到とう底てい言いがたい。辺りに転がる人々の惨ざん殺さつされた死体を見せつけられれば。


　果たして自分はなすべきことができたのか。ファノヴァールの名を汚けがさずに済んだのだろうか。


　その答えはなかなか見つからず、アレスはいつまでも一人立ち続けた。







　　◆　　




　トルヴィスを人に預け、再び戦場に戻もどったヴェリックが見たものは、一人佇たたずむ赤い騎士の姿だった。


　その姿を、生き残った人々が遠とお巻まきにじっと見つめている。


　本来なら歓かん喜きの声を上げながら彼に近づき、自分たちを救ってくれたことへの感謝の言葉でも投げかけるべきなのだろう。


　しかし、誰もそうしようとはしなかった。恐おそらく、近づけないのだろう。あの人間離ばなれした戦いを見せつけられたこともあるが、何より赤い甲かつ冑ちゆうと赤いマントとを鮮せん血けつでさらに赤く染めたその姿は、悪あく魔までも取り憑ついているようにしか見えない。


　だがそんな中。一人だけ──ヴェリックだけは、物もの怖おじすることもなく確かな足取りで赤い騎士の背へと近寄っていった。


　このときヴェリックを駆かり立てたのは感謝でもない。感動でもない。


　ただ純じゆん粋すいな、怒いかりだった。


「なぜ、なんですか？」


「…………」


　静かにその背に声をかけると、赤の騎士はゆっくりと振り返った。


　ヴェリックは誰もが息を呑のむ行動に出る。


　騎士の胸むな倉ぐらを摑つかみ、腹の底から声を張り上げたのだ。


「なぜだ!?　なぜもっと早く来てくれなかった!?」


　相手が人の形をした災さい害がいであることを──その剣けんを一振りされるだけでせっかく助かった自分の命など簡単に失われることを知りつつも、衝しよう動どうは抑おさえられなかった。


「それだけの力を持っておきながら、なぜ!?　あんたがもっと早く来てくれれば、ウィストンもバルティアスも死ぬことはなかった！　傭よう兵へいどもに焼き払はらわれる村の数だって、もっと減っていたはずだ！　あんたが、あんたさえもっと早く……！」


　ヴェリックは騎士を押おし倒たおさんばかりの勢いだった。


　体格だけを見れば、その体はヴェリックより一回り小さい。しかし、どれだけヴェリックが手に力を込こめようと、騎士の体はみじろぎもしなかった。これこそが英えい雄ゆうたる者の力なのだろう。


　もし騎士がその気になれば、ヴェリックの体など簡単に振り払われただろう。しかし、彼は決してそうはしなかった。


　代わりに、顔を背けて言った。


「すまない」と。


　その沈ちん痛つうな表情を見せられた途と端たん、ヴェリックも理解した。


　この騎き士しも、この騎士なりに苦難の道を歩んできたのだ。助けられる命ならば、助けたかったに違ちがいないのだ。


「くっ……」


　ヴェリックもまた、顔を背けた。自分のなすべきは、この英雄と呼ばれるであろう騎士に八つ当たりすることなどではないと悟さとったのだ。


「ちょっと、何してんのよ！」


　二人の間に、そう割って入った者がいた。


　見て驚おどろく。それがなんとも不思議な格好をした少女だったためだ。その背後には彼女の仲間だろうか、二人の戦士が控ひかえている。


「あんたの気持ちも分かるけどね。アレスだって必死にここまで来たんだから！　あんたたちを助けたいって一心で！」


「…………」


　それは充じゆう分ぶん過ぎるほどに分かっていた。ゆえに、ようやくヴェリックはアレスという名であるらしい騎士の胸ぐらを摑んでいた手を離した。


　このとき、また別の人の気配がした。振り返って驚く。そこに見知った騎士が立っていたからだ。


「ノーラッドさま……！　ご無事だったんですね」


「ああ、なんとかな」


　その体は傷だらけで、足を引きずってさえいた。しかし、どうやらあの地じ獄ごくを生き延びることはできたらしい。


「……ノーラッド卿きよう。なぜあなたがここに？」


　赤の騎士が声をかける。どうやら顔見知りのようだった。


「知れたことを。卿と同じです。騎士の本分に戻もどろうとしたというだけのこと」


「そうですか。あなたのような騎士がまだいてくれたことを、私は誇ほこりに思います」


「それはあなたも同様です、アレス卿。いえ、ファノヴァール伯はく。あなたが来てくださったおかげで、私たちは救われたのですから」


　ここでノーラッドはヴェリックの方を向いた。まるで子どもがお気に入りの玩がん具ぐを自じ慢まんするような顔をして。


「見ただろう、ヴェリックどの。この騎士こそ我らが待ち望んだ援えん軍ぐんなのだ。ただ一人からなる無敵の軍勢、ファノヴァールの騎士だ」


「……はい」


　あらためて知る。自分のなすべきことは、この騎士を誹そしることではない。このアレスという騎士に自分のすべてを捧ささげ、それによって人々を守ってもらうことなのだと。


　それこそが亡なきバルティアスやノーラッド、あるいは幾いく度どもの幸運を授けて自分の命を長らえさせた蒼あおの女め神がみが課した運命なのだろう。


「ノーラッドさま。一つお願いがあります。マーサ、スコット、イリス、ピーター……。私の家族の名前です。どうかこの四人を捜さがし出し、守ってやっては頂けないでしょうか」


「……分かった。私はこの体だ、それぐらいのことしかできまい。任せてくれ」


　ノーラッドは分かってくれたらしい。家族まで放ほうって、自分がこれから何をしようとしているのかを。


　そして、あらためてファノヴァールの騎士に向き直る。


「私はこの地で行商をやっておりましたヴェリックという者です。この辺りの地理については誰よりも詳くわしい自信があります。どうか私をお連れください。北の侵しん略りやく者しやどもを襲しゆう撃げきするにもっとも適切な場所へご案内いたしましょう」


「……あなたは、家族の元へ戻るべきではないのか？」


　アレスの言葉に、ヴェリックは首を振ふった。


「いえ、それは私の成すべきことではありません。ノーラッドさまのお力ちから添ぞえがあれば、私の家族は救われるでしょう。いつかまた再会することも叶かないましょう。しかし、今はアレスさまがそのお力を振るう機会を作り出し、故郷を守ってもらうことこその方がよほど大事だと存じます」


「アレス、彼に頼たのむべきだわ」


　そう口を挟はさんだのは、あの不思議な衣い装しようを着た少女だった。


「故郷を守ろうとしてる人の意志を無む駄だにすべきじゃないわ。それに、案内人の重要さは知っているでしょ？　この人の協力があれば、あたしたちはここで存分に戦えるはずよ」


「し、しかし……」


　と、なおも言いかけたところでアレスは口をつぐんだ。


「いや。分かった、案内を頼む。その代わりと言ってはなんだが、我が剣にかけて、貴あ方なたの故郷を守ることを誓ちかおう」


「そうよ。あたしたちを敵に回したことの恐おそろしさを思い知らせてやりましょう」


　名も知らぬ少女が、それに唱和する。


　あらためてヴェリックは、これこそが自分の正しい道だということを理解した。


　これから自分たちは、わずか数人で何千もの傭よう兵へいを相手にしようというのだ。にもかかわらず、赤の騎士も、名も知らぬ少女も、微み塵じんも恐おそれを示さない。


　今ならば確信を持って言える。


　彼らなら、きっと故郷と家族を守ってくれるだろうと。





〈赤の悪あく魔ま憑つき〉。


〈風の戦いくさ乙おと女め〉。


　たった一人の道案内を得た二人の英えい雄ゆうは、いよいよその名をグリア大陸全土に知らしめる戦いを始めることとなる。


　時に王国暦れき八三年第七の月二十八日のことであった。










　間章　謀ぼう略りやく










　ジェレイドは、読み終えた報告書を机の上に置いた。


　報告書を書いたのは、カークウッドである。北の侵しん略りやくに先さき駆がけて王国北西部へと忍しのび込こませた信しん頼らいすべき有能な駒こま。


「どうやら、うまくいったようですね」


　これまでに何度呟つぶやいたか分からない言葉を再び口にする。


　カークウッドの報告書にはこう書いてあった。


　ジェレイドの命令通り、北の侵略から逃のがれようとする民衆に紛まぎれ込こみ、そして彼らを扇せん動どうして貴族の居城の一つを奪だつ取しゆしたと。


　領地が侵略を受けた際には、居城に領民を受け入れることが領主の──貴族の義務である。しかし、避ひ難なん民を受け入れることには大きな負担が伴ともなう。つい最近まで籠ろう城じようしていたこのトゥールスレン城じよう砦さいの例を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。凄すさまじい勢いで消費される食料、たちこめる人の異い臭しゆう、領民に紛れて間者が入り込む可能性だってある。


　贅ぜい沢たくな生活に浸ひたりきった今の貴族たちが素す直なおに城を開放するとは思えない。それゆえに、ジェレイドはカークウッドにある命令を下したのだ。領民に紛れて貴族を倒たおせと。そうすれば、避難民を強固な城に受け入れることができると。


　だが、これはカークウッドにも言ってないことだが、ジェレイドにはもう一つ目もく論ろみがあった。


「……まあ、カークウッドなら分かってるかもしれませんけどね」


　押おし寄せる領民によって貴族が殺され、城が奪うばわれた──。


　そんな事件が一度でも起こり、その一報が伝われば、もはやすべての貴族たちが恐きよう怖ふに駆かられて避難民を受け入れなくなるだろう。その状じよう況きようが、後々解放軍が優位に立つ布石となるのだ。


　城の前で門もん前ぜん払ばらいにされた領民たちがどのような感情を抱いだくかなど火を見るより明らかだ。すなわち、今以上の貴族たちへの反感である。そしてそれは、北部全域に広がるだろう。


　一方で、解放軍の象しよう徴ちようとも言える〈風の戦いくさ乙おと女め〉を北西部に派は遣けんし、人々を北から救うべく尽じん力りよくをさせる。


　その結果──人々は北の侵略が撃げき退たいされた後に、必ずこう思うようになるだろう。解放軍の言う通りだ、貴族の支配などもういらない──と。そのときにこそ、解放軍には北の全域にまで勢力を広げる好機が生じる。そこまでの計算をしたからこそ、ジェレイドは策を講じてレアニール連合王国の侵略という外がい患かんを誘ゆう致ちしたのだ。


　先日、クラウディア王女やカルレーン侯こう爵しやくとの会議で語ったように、王家の存続とその集権化に協力することには、今でも決してやぶさかではない。だがその未来を選せん択たくするにしても、解放軍が力をつけておくことは決して無む駄だにはならないだろう。


「……それでも、すべてが思い通りになるほど都合よくはないようですね」


　人々に救いの手を差し伸のべるのは、解放軍だけでよかった。しかしカークウッドの報告によれば、中には人々を救うべく努力している貴族や騎き士しもいるらしい。彼らの活かつ躍やくのせいで、人々はこうも思うだろう。王国軍や貴族の中にも、まだ頼たよれる者はいるのだと。


　特に、あの〈赤の悪あく魔ま憑つき〉は再びその名を知らしめているらしい。やはり北に派遣するのは〈風の戦乙女〉だけにしておく方が効果的だったかもしれない。


「……いや、それはやっぱり無理でしょうね」


　北に仕し掛かけた数々の謀ぼう略りやく、そしてカークウッドに実行させた企たくらみが〈赤の悪魔憑き〉に知られるようなことになれば、今度こそ殺されかねない。ただでさえあの男には得え体たいのしれない力があるらしいのだ。〈赤の悪魔憑き〉を北へ追いやった判断は、やはり間ま違ちがっていたとは思えない。


　いずれにせよ、考えてみればこれほど悪あく辣らつな皮算用もない。


　北の侵略によって、今後どれほどの命が失われることになるか。領主の居城を門前払いにされた人々の多くは、間違いなく残ざん虐ぎやくな傭よう兵へいたちの毒どく牙がにかかるだろう。


　この後、北の侵略を退け解放軍がその陣じん容ようを強化し、そう遠くない未来において完全なる平和と繁はん栄えいとを手に入れることができていればいい。


　しかし、もし北の軍勢に敗北してしまうようなことでもあれば。


「僕が死んだだけでは、償つぐないきれませんねえ」


　ジェレイドはそう呟くと、ずり落ちた眼め鏡がねをかけ直した。









　　◆　　




　今やミレスデン軍によって無力化されつつある国境防衛の要、バレーン城じよう砦さいから南西へ六里ほど行ったところに、緑に包まれた小さな山がある。


　その日、山の頂には十数人ほどの人の姿があった。彼らは、大きな輿こしを担かついでいた。


「姫ひめ巫み女こさま。この辺りならば安全にございます」


　輿が降ろされ、担ぎ手たちは膝ひざを突ついて主あるじが出てくるのを待った。


「分かりました。ありがとう」


　ややあって、弱よわ々よわしい足取りで輿から出てきたのは、年とし端はもいかぬ少女だった。


　美しい容よう貌ぼうをしているが、それは触ふれれば壊こわれてしまいそうな、春を間近に控ひかえた氷の彫ちよう刻こくのような儚はかない美しさでもあった。


　少女の足取りが揺ゆれた。すぐに少年の侍じ従じゆうが少女を支えるように手を貸す。


　侍従の助けを借りて輿を降りた少女は、吹ふいてくる風を体一いつ杯ぱいに感じていた。


「これが……豊ほう饒じようの地の風……」


　この地の夏の暑さは、レアニールの地に生まれた者にとってはいささか不快だ。


　だが、緑に包まれた山の間を吹き抜ぬける風は、少女の故郷の地では決して感じることのできないような心ここ地ちよさを持っていた。


　少女は目を閉じたまま、その心地よい風をいつまでも感じ続けていた。


　だが不意に、その顔が悲しみにゆがめられる。


「どうかなされましたか、姫巫女さま」


「い、いえ……。なんでもありません」


　少女の顔が悲しみに曇くもった理由。


　それは、こんなに清すが々すがしい風に、血の匂においが混じるところを想像してしまったためである。


　しかもその血は、彼女の手によって流されるかもしれないのだ。







つづく
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あとがき







　昨年十二月のことです。いつものようにファミレスで仕事をすべく川沿いの道を自転車で進んでいたところ、道の先に自転車に乗ったお巡まわりさん二人組を見つけました。ただ、妙に速度が遅いんですね。運動不足の筆者が乗る自転車でも容易に追いつけるぐらい。


　追い抜けるだけの道幅はあったものの、もし運悪く向こう側から人が来るようなことがあったらすれ違うのは難しい道幅です。ただ、ちょうど折りよく橋があったので、筆者は川の反対側の道へ。お巡りさんたちを左手に、悠ゆう々ゆう追い抜いていきます。


　それから少し進んだときのことです。異い変へんは起こりました。


　後ろから自転車がやってくる気配がしました。どうやら急ぎの人がいるようです。黙って道の左に寄る筆者。そこを「すいません」といって抜けていく自転車。


　わざわざ声をかけていくなんて礼れい儀ぎ正しい人だ、と思ってたら先ほどのお巡りさんでした。なるほど警官なら礼儀を忘れないのも道理です。


　それにしてもさっきはあんなにゆっくり自転車こいでたのに、突然こんなに急いでどうしたんでしょう。事件でもあったのでしょうか。


　ところがです。


　筆者を追い抜いた自転車は、なんと筆者の目の前で止まったのです。


　どういうわけか分かりませんが、まあお巡りさんには何か事情があったのでしょう。気にしても仕方ありません。というわけでその横を抜けて先へ行こうとした、そのときです。


「すいません。ちょっと、ちょっと待ってもらえますか」


　そうです。警官が「すいません」と筆者に声をかけたのは、「すいません、ちょっと止まってくれますかそこの怪あやしい人」という意味だったんですね。


　そして気付けば筆者は二人組のお巡りさんに前後から通せんぼされておりました。見事な連れん携けいプレイです。


「すいません、ちょっと最近この辺りでも色々ありまして。少し質問させてもらっていいですかね？」


　ここまで書けばもうお気づきの方もおられるでしょう。


　そうです。職しよく務む質しつ問もんというヤツです。いきなりお巡りさんに呼び止められて「君何してんの？　何かイケナイことしてんじゃないの？」とか質問されてしまうあれです。


　まあ確かに、我々物書きはいい年こいて真っ昼間から近所をブラブラすることも当たり前。そんな人種が怪しいか怪しくないかで言ったら、そりゃ怪しいです。しかもそのころはインフルエンザの流行時期だったものですから、筆者はマスクをしておりました。その上日頃から運動不足だったものですから、少し自転車を漕こいだだけだというのに息が切れ切れな状態。


　おまけに当時筆者が住んでいた地域というのが、もう家族連れしか住んでいないような閑かん静せいな住宅地のど真ん中でした。そんな子どもの遊び声がそこらじゅうから聞こえてくるようなところで、マスクをした男がハァハァしながら自転車こいでたら、そりゃ職務質問の一つや二つされても仕方ないような気はするんです。むしろ警官グッジョブ。


　それに、職務質問なんて物書き的には格好のネタになりそうな体験ではないですか。いっそここで不ふ審しん人物として連行されれば一冊何か書けるのでは、とさえ思いました。


　しかし、実際に衆しゆう人じん環かん視しの道ばたで前後をお巡りさんに囲まれ、質問攻めにされるのはなかなかの羞しゆう恥ちプレイです。こうなるともう、ネタがどうこうよりもとにかく早く終わらせよう、早く終わらせようとしか考えられなくなってしまうんですね。


　それに当たり前ですが、職務質問というのは本当に嫌な気分にさせられるものです。三十年足らずの人生で、警察のお世話になったことが交通違反も含めて一度もないというのが筆者の密かな自じ慢まんです。にもかかわらず職務質問されたということは、自分はそんなに犯罪者っぽく見えたのか、自分はこの町に住んではいけない人間なのではないかと、そんな風に考えずにはいられなくなってしまうんですね。


　おまけに職務質問された日というのが、十二月の土曜日の午後二時ごろでした。土曜日ですよ土曜日。そりゃ平日の真っ昼間とか夜中に筆者が──いえ、怪しい男がウロついてたら職務質問したくなる気持ちは分かります。しかし土曜日の昼間に職務質問とは、筆者はどれだけ怪しい人間と映ったのでしょうか。


　結果的に特に何の問題もなく釈放してくれたものの（カバンの中までチェックされましたけどね……）、かくしてこの一件があったおかげで、筆者は再び引っ越しを決意したのでありました。というわけで、読者の皆様。やたらゆっくり自転車をこぐ二人組のお巡りさんを見つけた際にはご注意を。きっとそれは獲え物ものを探してる前ぜん兆ちように違いありません。





　さて、前置きが長くなりました。


　というわけで『火の国、風の国物語第六巻　哀あい鴻こう遍へん野や』いかがでしたでしょうか。侵しん略りやくとか三者会議とか色々やっておりましたが、とにもかくにも楽しんでいただけましたら幸いです。


　実は長々と前置きを書いていたら残りページ数が渋しぶくなってしまいましたので、この辺りで次巻のお話をば。


　いよいよ始まった北の大攻勢。手を組んだ二人の英雄、そして二つの陣じん営えいは、押し寄せる大軍を相手にどう戦うのか。そしてミレスデンの姫巫女の持つ力とは？


　第七巻ではそんな感じのお話が語られる予定です。というわけで七月発売予定の『火の国、風の国物語第七巻　双そう姫き憂ゆう愁しゆう（仮）』にご期待ください。サブタイトルが変更される可能性はわりと高そうですが。また、前巻のあとがきでは本書の発売日を「三月ごろ予定」などと言っておきながら実際は四月になってしまい、大変ご迷惑をおかけしました。しかしながら今度は大丈夫……だといいなあ。


　それでは、近いうちにまたお会いできることを祈りつつ。




師し走わすトオル









http://december.sblo.jp/





著者


師走トオル


●しわすとおる





引っ越しました。以前住んでた所というのが夜になるとタヌキが出没するほどの田舎だったのですが、今度は違います。ゲームショップまで徒歩三十秒、商店街まで徒歩一分、徒歩十分圏内で買えない物はないという都会っぷり。これでもう同業者に「新宿に出る度にビザ申請が必要って本当っすかｗｗｗｗ」などと笑われることもありません。





火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり６


哀鴻遍野





師し走わすトとオおルる
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